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一又序

名取川の中流にある小さな河谷盆地、ここ茂庭は、古来、二口越え・笹谷越えや関山越えと

の連絡路、茂庭道等の街道筋にあって、物資移入の中継地として伝え聞く、由緒深いところで

あります。「仙台領・古城書上」という古書には茂庭氏の居城と伝える茂庭東館、けんとう城、

峯館、茂庭 (西 。大・小)館等の遺跡もあって、この地は、さながら中世の世界を影薫させる

ところともなっています。

このようなここ茂庭地区に、昭和48年、仙台市は、将来の人口増加や住宅難解消に備えて、

新しい住宅団地の造成計画を立案し、生出集落の北方、標高100～ 200m内外の丘陵森林帯約130

haが対象となりました。仙台市開発局と同教育委員会は再三にわたる協議を重ね、昭和51年、

文化財分布調査、昭和53年、その予備調査を実施、そして、昭和54～57年の 3ケ年を費やする

本調査 。整理調査となったのであります。調査の結果、とりわけ、梨野A遺跡は縄文時代中期

頃の住居跡が良好な保存状態で発見されるに至り、文化財保存活用の立場から、約4,000ピ に

ついては、このニュータウンのコミニティーパークとして保護・保存・活用に資するというこ

とで協議が整い、本市初のサイトパークの誕生となったのであります。

さて、本報告は、茂庭ニュータウン建設に伴うこれまでの発掘調査の成果を詳細にわたって

まとめ上げた、貴重な記録保存のための報告書であります。文化財の保護、保存、啓発に大き

く貢献するものと確信 してやみません。これ.ま での発掘調査、整理作業に係わっていただいた

大勢の方々をはじめ、御助言、御指導をいただきました学識者の方々に対し、深心なる感謝と

御礼を申し上げますとともに、本書が大いに活用され、文化財保護・啓蒙と愛護精神向上の一

助となることを念じて序とする次第であります。

昭和58年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎
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1,本書は仙台市茂庭字梨野東、大堤、立石、嶺山、沼原地区茂庭住宅団地造成工事事業に伴う

梨野A遺跡、沼原A遺跡、沼原B遺跡、沼原C遺跡、嶺山A遺跡、嶺山B遺跡、嶺山C遺跡

発掘調査に関する本報告書であり、すでに公表された略報告書に優先するものである。尚、梨

野 C遺肋に関 しては昭和55年度略報 (仙台市開発関係遺跡調査報告 I)を もって本報告とし

た。

2.穀告書作成のための整理は佐藤甲二、柳沢みどりが担当し、斎野裕彦、田中則和、篠原信

彦、吉岡恭平、主浜光朗、荒井格がこれを補佐した。また、直接整理に参加しなかった職員

からも全面的な協力を得た。また、編集は、整理が加職員の協力を得て、佐藤甲二、斎野裕

彦が行った。

3.本文の執筆は佐藤甲二、斎野裕彦、柳沢みどり、田中則和、篠原信彦、吉岡恭平、主浜光

朗が担当した外、下記の方々、諸機関にお願いした。 (敬称・略)

梨野A遺跡の花粉分析         竹内貞子  斎藤報恩会自然史博物館
梨野A遺跡 6号 ピット出土の接合資料  後藤秀一  多賀城跡調査研究所

松岡敦子

鴇田勝彦  宮城県立古川工業高校 教諭

高橋 理  東耳ヒ大学考古学研究室大学院生
パリノ・サーベイ社

上記部分外の本文執筆坦当者名は文末に記した。

4.報告書の作成は、埋蔵文化財整理室 (仙台市福田町一丁目15の 1、 高砂公民館内)で実施 し、

下記のとおり分坦 した。

図面整理 :佐藤甲二、斎野裕彦、本戸春夫、熊谷信一、叶文俊、佐藤栄作

遺物実則・ トレース :柳沢みどり、佐藤甲二、斎野裕彦、田中則和、篠原信彦、吉岡恭平、

主浜光朗、荒井格、後藤秀一、横山裕平、阿部朝衛、佐川敏行、佐藤広史、宍戸美智子、

佐藤幸子、石黒伸一郎、斎藤秀寿、山田しょう、工藤久美子、柿沼敏朗、阿部多津子、吉

田康子、山田富士子、松岡敦子、平照子、菅原美智子、千葉ひろみ、千葉 きよ子、本村繁

子、石垣糸屯子、佐藤真貴、松本純子

遺構写真 :佐藤甲二、斎野裕彦、篠原信彦、渡部弘美、加藤正範、結城慎一

遺構 トレース :佐藤甲二、斎野裕彦、斎藤秀寿、大場ナ百俊、佐藤栄作、熊谷信一、相沢浩二、

松本仁、大友透

遺物写真 :佐藤甲二、田中則和、吉岡恭平、斎野裕彦、柳沢みどり、小島真弓

口

梨野A遺跡出土土器底部圧痕

鉄滓分析

骨の同定

リン分析、Ci4年代測定



5.発掘調査及び遺物整理において、下記の方々及び機関に助言協力を賜った。 (敬称・略)須

藤隆(東北大学助教授)、 丹羽茂、阿部ひろし(宮城県文化財保護課 )、 庄子貞雄、山田一郎

(東北大学農学部 )、 藤沼邦彦、岡村道雄 (東北歴史資料館 )、 後藤秀― (多賀朗 亦調査研究

所)、 阿部朝衛、桑月鮮、梶原洋、佐川敏行、佐藤広史、柳沢和明、田中敏 (東北大学大学

院)、 野崎準 (金属博物館)、 長谷川真 (姫路市教育委員会)、 長谷川徹 (苫小牧市埋文センター)、

横山裕平 (石器談話会)、 石岡憲雄 (埼玉県立歴史資料館)、 樫村友延 (い わき市教育文化事業

団)、 宮城豊彦 (東北学院大学講師)、 松井章 (奈良国立文化財研究所)、 東北学院大学考古学

研究部、1烏田勝彦、三宅宗義 (古川工業高校教諭)、 中島正一 (多摩市教育委員会)、 裕崎彰一

(名古屋大学教授)、 馬目順一、中川高、山口博之 (山形市立第七小学校教諭)、 本堂寿― (北

上市立博物館)、 佐藤庄― (山形県教育委員会)

6.石器の材質の同定は仙台市科学館佐々本隆氏にお願いした。

炭化種子の同定は大阪市立大学教授粉川昭平氏にお願いした。

炭化材の同定は奈良国立文化財研究所光谷拓実氏にお願いした。

鉄淳の定光分析、化学分析、X線回折は東北金属工業株式会社にお願いした。

7.本報告書中の土層の土色については「新版標準土色帳」(小林、竹原 :1973)を使用した。

8.本報告書に使用した建設省国土地理院発行の地形図は図中に示した。

9.本報告書中使用の用語として

(1)。 「埋土」という用語は明らかに追構構築する際に人為的に埋め房されたものに用い、それ

以外のものに関しては「堆積土」という用語を用いた。

(2)。 ローマ数字使用の層位名は基本層位を表わす。それ以外の層位名 (算用数字、力タカナ

等)は堆積土、埋土の層位を表わす。

(3)。「復元土器」とは、①口縁部から底部まで連結するもの ②口縁部から体部の円周が連続

して復元し得るものである。

(4).遺構名の略語として 1号住居跡は「 1住」、 1号土壊は「 lD」、 1号 ピットは「 lP」、 1

号風倒本痕は「 1風」等とした。

(5).土器観察表内の()付法量は、図上復元数値である。

(6).土器接合表内の「+」は接合、「一」は同一遺物関係を示す。

(7).第 Ⅶ～Ⅷ群土器の分類基準・説明・観察表
。考察において「深鉢」。「浅鉢」…は各 「々深

鉢型土器」。「浅鉢型土器」の意味で使用しており他の器形においても同様である。

10.本報告書中図版内の表現として

(1).方位は全て磁】ヒをゴヒとしている。

(2).斜面部に関しては、傾斜角ほば30°を基準として、未満のものは〒〒、以上のものは、Trl



を使用し.た。

(31。「 P」は土器、「 S」は石器 。自然礫、「F」は鉄滓を表わす。

(4).転回して器形の復元実測を行ったものについてtよ、申心線を1点鎖線で示した。

(5).磨製石斧・礫石器の実測図の範例

打撃痕の分類

■.全資料は仙台市教育委員会にて一括保管し―てあるので活用されたい。
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調 査 経 過

I.調査に至る経過

仙台市は年々都市化が進み、その結果として人口の増加、市街地の拡大等の種々の現象が生

じてきている。

仙台市は将来の人口増加に伴う住宅難に備えて大型の市営団地を計画し、その造成地の選定

を急いでいたが、昭和48年 に仙台市西部丘陵地帯の茂庭地区を決定した。昭和51年には基本計

画案が作成され、南北本郷地区―梨野地区間、東西大堤川―岩ノ川間の標高約100～ 200mの丘

陵地約130haが造成対象地域とされた。

当地域内には周知の 4追跡 (峯館跡、西館跡、向根遺跡、梨野A追跡)が含まれていたが、

より詳細な文化財分布資料が必要となり、昭和51年 7月 、仙台市開発局より造成予定地内の文

化財の分布調査依頼を仙台市教育委員会が受け、当年12月 に仙台市教育局社会教育課文化財係

(現文化財調査係)は、東北学院大学考古学研究部の協力のもとに文化財分布調査を行った。

その結果を基にして仙台市開発局、仙台市教育委員会の間で協議が行なわれ、峯館跡、西館

跡、向根追跡の 3追跡は造成工事から除かれ、残りの追跡に関しては記録保存を前提とする発

掘調査を行うこととして、昭和53年度より造成地内の発掘調査が行なわれた。
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第 1図 仙台市域地図
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Ⅱ.調 査 概 要

昭和53年度調査は、初年度である為、予備調査を主とする発掘調査を実施した。分布調査で

確認された内の4地点が調査対象となり、調査は10月 23日 に開始され12月 6日 までの約 lヶ 月

間行なわれた。調査対象総面積約1,600∬、調査総面積は約350言 であった。炭窯跡を除く他の

2地点の調査では遺構、遺物の検出、出土は皆無で、また 2基の炭窯跡も20年ほど前まで使用

されていた新しいものと判明した。

昭和54年度調査からは本格的な調査が実施された。梨野A遺跡 (西側急斜面部)、 梨野C遺跡、

沼原A遺跡第 1・ 第 2地点、沼原B遺跡第 1地点、嶺山A遺跡第 1・ 2地点の 5遺跡 7地点が

調査対象で、調査は5月 7日 に開始され12月 10日 までの約 7ヶ 月間行なわれた。調査対象総面

積約8,000∬ 、調査総面積は約5,000∬ にのぼる。沼原A遺跡第 1地点の調査では縄文時代の土

竣 6基、平安時代の住居跡 1軒が検出され、第 2地点の試掘調査では縄文時代の土渡が確認さ

れた。沼原B追跡第 1地点の調査では縄文時代の遺物を出土する層が認められ、嶺山A遺跡第

1地点の試掘調査でも縄文時代の遺構が確認された。しかし、梨野A遺跡、嶺山A遺跡第 2地

点、梨野C遺跡の調査では若子の小土器片を出土したのみで遺構、遺物包含層は検出されなか

つた。本年度調査では当初遺跡の可能性は薄いだろうとされていた沼原A遺跡第 2地点、嶺山

A遺跡第 1地点のような谷部・窪地部より、縄文時代の土壊が検出された。この為、次年度調

査は出来得る限り他の谷部・窪地部にも調査を加えることとした。

昭和55年度調査は造成工事に係る遺跡調査最終年度で、昨年度よりの継続調査である梨野A

遺跡 (東側緩斜面部)、 沼原A遺跡第 1・ 2地点、沼原B遺跡第 1地点、嶺山A遺跡第 1地点と

今年度新たに調査を加える沼原B遺跡第 2地点、沼原C遺跡、嶺山B追跡、嶺山C遺跡第 1～

3地点の 7遺跡11地点が調査対象となり、調査は4月 7日 から11月 28日 までの約 8ヶ 月間行な

われた。調査対象面積15,500言 、調査総面積は6,500∬ にのぼる。梨野A遺跡では縄文時代の多

数の土羨、ピット、古墳時代の土渡が検出された。沼原A遺跡第 2地点、嶺山A追跡第 1地点、

嶺山B追跡からは昨年度沼原A遺跡第 1地点で検出された土羨と同様な縄文時代の土壊群が検

出された。また嶺山C遺跡第 2地点では、多数の鉄滓と伴に平安時代の製鉄跡が検出された。

昭和56年度調査は梨野A追跡の東側公園化に伴う遺跡範囲確認調査で、丘陵東側平坦部を中

心として4月 7日 から9月 6日 までの約 5ヶ月間調査が行なわれた。調査対象面積4,600∬ 、調

査面積は300ゴ であった。その結果新たに縄文時代の住居跡も検出され、梨野A遺跡が縄文時代

の集落跡であることがより明らかになった。

以上、昭和53年度に始った造成団地に伴う発掘調査は昭和56年までの4ヶ 年をもって完了し

た。調査地点17ヶ所、調査総対象面積30,000ず 、調査総面積は12,000言 である。調査遺跡内に
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は分布調査では発見されず、調査過程の中で新たに追加した遺跡が多く含まれる。その内の多

くは縄文時代の土竣群を中心とする谷部・窪地部の遺跡であった。これら土娠はいわゆる「陥

穴」、「落し穴状遺構」、「Tピ ット」と呼ばれる土装に類似しており、当時の人々の行動範囲等

を知る上で貴重な資料と成り得るものであったが、大半の地区ですでに造成工事が進んでいた

為、沼原、嶺山地区の一部でしか十分な調査を行なえず大きな悔いを残す結果となった。今後、

丘陵地帯の調査に対しては時前の分布調査以外に詳細な試掘が必要であること、また調査に際

しては広範囲な調査が必要であることを痛感する。

4年間の調査期間中、開発局宅地課江刺衛課長を始めとする宅地課、工事関係者、地元の

皆々様にはなみなみならぬ御協力、御便宜を賜わり、厚くお礼申し上げます。また調査開始か

ら終了までの長期に渡って発掘調査にか加下さいました地元有志の皆様にも心から感謝申し上

げます。 佐 藤 甲 二

発掘調査参加者 (敬称略、五十音順)

相沢清一 阿部正也 天野エリ子 石垣糸屯子 石垣富一郎 板山つねお 蛯原千賀子 大井ふ

みよ 太田恵知子 太田平治 大田ゆき子 大本春子 叶文俊 木戸春夫 熊谷信一 後藤 タ

ミ 後藤浩樹 斎藤真理 桜井信子 佐々木やえ子 佐藤いつ子 佐藤栄子 佐藤栄作 佐藤

喜恵子 佐藤しげ子 佐藤勢子 佐藤正 (故人) 佐藤広史 佐藤わくり 庄子勝子 鈴木み
つ子 鈴木洋子 住吉惣右ェ門 清野仁子 高橋研一 武田藤雄 武田美津子 田中敏 玉川

可奈子 千葉きよ子 長尾きよみ 長島栄― 中根三千子 成田寿 (故人) 南雲祐美 南雲

直二 沼田いな子 沼田卯太郎 沼田金作 沼田今朝夫 (故人) 沼田とし子 根本ときわ

長谷川徹 早川笙子 細川隆 真壁二郎 巻野俊夫 松浦光子 松本寿一 三浦チヅ子 嶺岸

さかえ 嶺岸倉治 嶺岸たけお 嶺岸ハル子 嶺岸わくり 村山タマ子 横山利夫 横山由紀

恵 吉川明宏 柳沢和明

遺物整理が加者 (敬称略、五十音順)

相沢浩二 相沢史子 阿部多津子 天野エリ子 石垣糸屯子 石黒仲一朗 石山真理子 大友透

大場拓俊 柿沼敏朗 叶文俊 木戸春夫 木村繁子 工藤久美子 熊谷信一 斎藤秀寿 佐藤

栄作 佐藤幸子 佐藤順 佐藤真貴 宍戸美智子 菅原恵美子 平照子 高橋研一 田村富美

江 千葉きよ子 千葉ひろみ 松岡敦子 松本仁 松本純子 森剛男 山田しょう 山田富士

子 吉田康子



T 地形と地!i

立 地 と 同 辺 の 遺 跡

地 形 と 地 質

1.地形と遺跡の立地

宮城県南部、宮城野海岸平野の西方には標高300～ 400m以下の丘陵地が発達 している。この

丘陵地は陸前丘陵といわれ奥羽山脈より派生するものである。仙台市西方では、陸前丘陵を北

から順に七北田川、広瀬川、名取川が東流 し、下刻作用により中流域に4～ 5段の河岸段丘 を

形成している。これら3河川により開析 を受けた丘陵地は河川により分割されていることや開

析の度合い、起伏などにより分けられ、それぞれ名称を与えられている。

仙台市においては、北西部の七北田川と広瀬川の河間丘陵地と西南部の広瀬,IIと 名取川の河

間丘陵地に大別され、さらに七北田―広瀬河間丘陵地は七北田丘陵 (主に七北田川右岸の西田

中、桜ヶ丘、南光台に広がり東縁を長町一利府構造線に画される)と 国見丘陵 (広瀬川左岸の

国見、大石原に広がる)と に、 広瀬 一 名取河間丘陵地は青葉山丘陵 (青葉山、八木山に広が

り、北東縁を広瀬川により形成された段丘群に、東南縁を長町―利府構造線に画される)と 、蕃

山丘陵 (青葉山丘陵の西方、茂庭、梨野、折立、高田に広がる)と に分けられている。これらの

丘陵は河川水の浸食による開析を受けており、開析の度合いは蕃山丘陵において最も顕著であり、

次いで七北田丘陵で著しく、国見丘陵、青葉山丘陵では前二者ほど開析は進んでいない。青葉山

丘陵は洪積世青葉山礫層の堆積面である青葉山面を残しており、標高は200～ 100mと 東方へ低下

している。青葉山礫層は国見丘陵でも部分的にのせている所がある。また蕃山、七ゴヒ田、国見丘陵

では定高性のある丘陵面及び丘頂面が認められる。蕃山、国見丘陵では西風蕃山(372.5m)、 太 白

山 (320。 7m)、 亀ヶ森 (344.5m)、 権現森 (314.2m)な ど、標高300m前後ないし300mを越える丘頂

があることから標高370m前後を蕃山面とし、定高面の存在を推定する考え方もある。また国

見丘陵には定高性の丘陵面である国見峠面 (230m士 )があり、これは蕃山丘陵では標高240～ 200

mの丘頂面 (佐保山面)、 七北田丘陵では標高230～ 130mの丘項面に相当し、国見丘陵に比べ蕃

山、七北田丘陵の開析度が高いことを示 している。さらに国見丘陵では国見峠面の下位に標高

180～ 160mの定高丘頂面 (中山面)が、七北田丘陵では標高120～ 100mの定高丘頂面が認められ

ている。これらのことは、七北田丘陵 (蕃山面がなく標高200mを越す所の少ない)、 国見丘陵

(権現森はあるが定高丘陵面が広がる)に比べ蕃山丘陵の起伏が大きいことを示 している。

今回茂庭住宅団地造成工事に伴ない調査対象となった梨野、沼原、嶺山地区 (以下「対象地区」

という。)は、仙台市役所の西北西約 8 km、 北に蕃山、西に亀ヶ森、東は大白山を望む蕃山丘

陵のほぼ中央に位置する。標高は120～ 250m、 東西0.9km、 南北1.5km、 面積約130haの丘陵地で

ある。対象地区は北に梨野平坦面 (湖成の堆積面)、 南に比高差約40mの茂庭低地 (段丘面)力渡
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がり、東を大堤川、西を岩ノ川に画され、特に大堤川、岩ノ川は急崖 を形成しており、周囲か

ら独立しているかのような景観を呈する。

対象地区は起伏の大きい蕃山丘陵にあるが周囲に比べやや低 く、標高120～ 250mと 約130m

の高低差 をもちながらも、全体として比較的起伏が緩やかな丘陵地といえる。宮城氏によれば、

対象地区は「巨大な崩壊地であり、巨大崩壊は、少なくとも2万年以前に梨野集落の背後にあ

る急崖 を主滑落崖として発生した。その全体としての方向は、ほぼ北北西―南南東であり、崩

壊により生産された地すべリブロックは、 7個内外の地塊になって移動した。崩壊地内の凹地

(窪地)は地すべリブロックの境界に集中しているが、これは、崩壊発生前から既にあった開析

谷が地すべリブロックどうしの示差的な移動によって、せき止められたものと考えられ、凹地

(窪地)の底面高度はスベリ面の位置をしめしているものと推定」している。このように、大略

2万年以前の巨大崩壊により形成された対象地区の現地形は、北半において標高200mを越え

る所が多く、北西端で標高237.6m(丘陵頂部 A)、 北端部中央で257.5m(丘陵頂部 B)、 北東端

やや南寄 りで210.2m(丘陵頂部 C)を測る。これら3つの丘頂からは南西及び南へ伸びる尾根線

が認められる。それは丘頂Aか ら対象地区西端中央へ (尾根線 A)、 丘頂Bか ら南西端へ (尾根

線 B)、 丘頂Cか ら東端中央 (尾根線 C)へと仲びており、南へいくほど丘頂高度は低下する。対象

地区南半においても標高が200mを越える所が見られるが、これは尾根線Bか ら伸びる丘頂で

ある。また尾根線間では、尾根線 Aと Bの間に狭い谷が入 り込み、尾根線 Bと Cの間には 6ヶ

所の窪地が形成されている。これらの窪地は茂庭・梨野窪地群といわれ、対象地区の大きな特

徴となっている。窪地は尾根線 Cと 大堤川の間に lヶ所あるが、対象地区東方の一の宮川付近、

西方の高田付近にもありそれぞれ一の宮川窪地群、高田窪地群といわれている。

対象地区における発掘調査は8遺跡17地点で行なわれたl梨野A遺跡を除き全て尾根線 B―

C間の南半部にある。梨野A遺跡は対象地区の北東端、丘陵頂部 Cの北の丘陵緩斜面に位置す

る。標高は180～ 190mと 東方へゆるやかに傾斜する。大堤川は遺跡北方で流路を東から南へ変

え、遺跡東縁の急崖下を南流する。遺跡の西には谷があり、西縁はこの谷への急峻な斜面とな

っている。沼原A遺跡は対象地区の東南端に位置する。第 1地点は標高125m前後のほば平坦

な丘陵緩斜面に、第 2地点は第 1地点に続 く標高125～ 130m、 東南方へ開く谷地形に立地する。

第 1地点の東縁と南縁は急崖 となっている。第 2地点の西北には標高168m前後の丘陵頂部が

あり、ここから東方と南方へ尾根が伸び、第 1地点の北と東南、第 2地点の】ヒは急峻な斜面と

なっている。沼原 B遺跡は対象地区中央やや南寄 りの窪地に立地する。第 1地点は標高160～

165mの窪地東南縁辺部、第 2地点は標高156m前後の窪地図F中央部である。遺跡西方には尾根線

Bが走 り、西北方に標高208.3mの 丘頂 (丘陵項部 D)、 西南方に標高201,6mの 丘頂 (丘陵頂部

E)が あることから周囲の丘陵との比高は30～ 50mである。沼原C遺跡は対象地区南半のほぼ
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額
潮

窪 地
▲ 湧水点

・  調査地点

1.梨 野 A遺 跡
4.沼原 B追跡第 1地点

7.嶺山A遺跡第 2地点

10,嶺山C遺跡第 1地点

13・ 14 炭  窯

9                                     590m

2.沼原 A遺跡第 1地点  3.沼 原A遣跡第 2地点
5.沼原 B遺跡第 2地点  6.沼  原 C 遺 跡
8.嶺山A遺跡第 1地点  9.嶺  山 B 遺 跡
11.嶺山C遺跡第 2地点  12.嶺 山C遺跡第 3地点

15。 16 昭和53年度調査地点

第 2図 対象地区地形図
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中央の東南方へ開く谷地形に立地する。標高は160～ 164m、 遺跡北に標高188.3mの 丘頂 (丘陵

頂部 F)、 西に丘陵項部 Eがあるため、遺跡北及び西は急峻な斜面となっている。沼原C遺跡

に隣接して対象地区南半中央には他に嶺山A遺跡、嶺山B遺跡が位置する。嶺山A第 2地点は

沼原C遺跡の南に隣接する。標高160～ 165m、 東南方に舌状に張り出す丘陵緩斜面に立地する。

嶺山A第 1地点は標高162～ 172mの窪地に立地する。沼原B追跡と同様に西方を尾根線Bが走

る。遺跡北方に丘陵項部 E、 東南方に標高186.lmの 丘頂 (丘陵頂部G)があることから周囲の

丘陵との比高は15～ 40mである。嶺山B遺跡は丘陵頂部Eか ら嶺山A遺跡第 2地点へかけての

急峻な斜面の中位、標高186～ 189mに あるテラス状の丘陵緩斜面に立地する。嶺山C遺跡は対

象地区南端のほぼ中央に位置し、3地点に分かれている。第 1地点は越河堤の北岸、標高128～

130m南方へ開く谷地形に立地、第 2地点は越河堤西岸、標高130m前後の東方へ開く谷地形に

立地している。第 2地点の周囲の丘陵との比高は30～ 50mである。第 3地点は第 2地点の西、

丘陵頂部 Gか ら南へ伸びる尾根に立地する。標高は172m程である。以上のように、調査は立

地からみると、丘陵緩斜面 4地点、谷地形 4地点、窪地及び窪地の縁辺 3地点、丘頂から伸び

る尾根 1地点において行われた。

2.地質と水理

対象地区及びその周辺には、新生代新第二紀、新生代第四紀の地層が見られる。新第二糸己層

は名取層群、梨野層、三滝玄武岩質安山岩類 (以下「三滝安山岩類」)である。名取層群は新第二

紀中新世に形成された層群であり、対象地区では南端と東西を画する岩ノ川、大堤川に見られ

る。「茂庭住宅団地環境影響評価」によれば、対象地区で見られる名取層群は下部層 (N¬ 層)、

中部層 (Nw層 )、 上部層 (N砲層)に分けられており、N¬層は大白山周辺に広く分布する旗立

層に相当する。細粒砂岩、シルト岩より成る海成層である。N貶層は旗立層上部に相当し、やや

凝灰質の細粒砂岩を主体とする海成層であるが砂岩は若干の浮石 (パ ミス)を合むことから、火

山の影響をいくらか受けているものと考えられる。N■層は主に浮石質の凝灰岩、雲母を合む

凝灰質砂岩より成る陸成層である。このように対象地区の名取層群はN¬層が海成、N椛層が

火山の影響をいくらか受けている海成層、N聰層が睦成層と移行することから、海退期を明瞭

に示す層群と考えられる。この名取層群の上部には梨野層がのっており、両者は不整合関係に

ある。梨野層も名取層群と同様に新第ニネ己中新世に形成された層であり、対象地区のほぼ全域

及び梨野付近に分布している。主として浮石質の粗粒凝灰岩から成る陸成層である。さらに梨

野層は安山岩礫 を含むことから、若干の小礫 を含む下部層 (N飼 層)と 種々の大きさの角礫

を含む上部層 (N笠層)と に分けられ、Nョ層は対象地区南半に、N磁層は北半に見られる。次

に三滝安山岩類は対象地区西南端と岩ノ川が茂庭低地へ出る所に分布している。これは梨
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第 4図  仙 台 付 近 の 地 質 層 序 概 略

地 質 時 代 地 層 名 分 布

第四紀

完新世 平中 積 層

洪積世 段 丘 堆 積 物 名取川流域に分布

第二紀

鮮新世 仙 台 層 群 仙台市北西～南部に分布

中新世

三滝安山岩類 梨野から耳ヒ方中心に分布

名 取 層 群

綱 木 層 調査地域北方に分布

1旗
立 層 茂庭～太自山周辺に分布

1茂
庭 層 茂庭西方に分布

1高 館 層 名取川南方から岩沼方面に分布

※『茂庭住宅団地環境影響評価 )』 を一部改変

野層堆積後に地下深所より貫入してきたものである。貫入の時期は新第二紀中新世末～鮮新世

の初めと考えられる。新第二紀層は以上の 3層である。鮮新世に属する仙台層群に相当する層

は見られない。新第二糸己層は梨野層、名取層群と不整合関係にあるが 2万年以前の巨大崩壊 (地

すべり)に より、地質構造は複雑な様相を呈していると考えられる。

新生代第四糸己層としては、主として段丘礫層と沖積層がある。対象地区の南に広がる茂庭低

地は、各取川によって形成された段丘面である。段丘を構成する砂礫層の厚さは 5m前後であ

り、名取層群を被っている。仙台市近郊では、段丘は古期から青葉山、台ノ原、上町、中町、

下町段丘と5期に分けられており、茂庭の段丘面は、中町段丘に対比されている。また、茂庭

低地の標高は60～80mであるが、低地北端では標高がやや高くなっており、これを三滝安山岩

類の貫入の影響とする考え方もあるが、南方傾下の傾動運動とも考えられる。

第四紀完新世 (沖積世)に堆積した沖積層は、梨野平坦面や大堤川の谷に分布する。層厚は薄

い。対象地区においては沼原B遺跡の調査の結果、窪地の中央部の第 2地点で、主に黄褐色～

暗褐色のシルト質粘土層が認められた。層厚は地表下1.8mま でしか確認されなかったが、沖積

層と考えられる。また第四紀の堆積層としては降下火山灰層の存在がある。調査地域の中で丘

陵緩斜面に立地する梨野A遺跡、嶺山A遺跡第 2地点、尾根に立地する嶺山C追跡ではほとん

ど認められないが、沼原A遺跡、沼原B遺肋、嶺山A遺跡、嶺山C遺跡などでは調査の結果、

10
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地山層より上層に堆積する各層は、完新世の降下火山灰層と判断された!ま た地山層は、斜面等

から梨野層が崩壊 して堆積 したもので、完新世及び洪積世の大山灰層が地山下層に存在するこ

とは十分に考えられる。

次に対象地区における水理地質であるが、蕃山丘陵では太白山周辺に旗立層、綱木から鈎取

にかけては、名取層群に属する綱木層、蕃山周辺には三滝玄武岩、対象地区と梨野には梨野層

が分布 している。太白山周辺は地下水に乏しいとされているが、これは三滝玄武岩はもとより

旗立層、銅木層が固結の進んだ岩石により構成されていることによる。これに対し梨野層は浮

石質の凝灰岩 を主体とする人山性の堆積物で全体に粗粒であることから透水性が良い。対象地

区の基盤は梨野層と名取層群で構成されており、上層の梨野層が透水層、下層の名取層群が不

透水層であることから梨野層が地下水の滞水層となることが考えられている。しかし、対象地

区においては、一様に梨野層中に滞水されているとは考えられず巨大崩壊時に生じた複雑な地

質構造に水理が左右される面が強く、ある条件下において地下水は湧水として地表に流出して

いる。湧水は対象地区内には少なく、その縁辺部 に見られ溜池となっているものもある。東縁

大堤川沿いには、スズ湧水、涌沢湧水等があり、スズ湧水は近接する梨野A追跡との関連が考え

られる。 斎 野 裕 彦

1.

2.

3.

4

誰

経済企画庁『地形・表層地質・土じょう 仙台』 1967

主滑落崖 :崩壊の移動域と不動域を分ける崖 (宮城豊彦氏による。)

示差的な移動 :隣 り合う地塊力券目対的に逆方向に動くこと(宮城豊彦氏による。)

宮城豊彦 「仙台都市圏の地形的基盤―とくに仙台周辺の古期崩壊地形について一」『東北文化研究所研究紀要』

第12号  P 176～ 184.1981

仙台市開発局他 F茂庭住宅団地環境影響評価』 1976

昭和53年度調査分及び梨野C遺跡を含めた遺跡数及び調査地点数である。以下においては、これらを除いて記述する。

中川久夫他
｀
「仙台付近の第四系および地形(lL『第四紀研究剖第 1巻第 6号  P219～ 227.1960

田山利二郎 「北上山地の地形学的研究其一 A.仙台市近傍の河岸段丘」『斎藤報恩会学術研究報告』第17号

P l～ 83. 1933

調査地点で確認された降下火山灰層は、 1次堆積層ではなく、主に2次堆積層であるとの判断をしているが、大山灰

の 1次堆積 。2次堆積の区分については不明瞭な点がある。また嶺山A造勤第 1地点採取の基本層Ⅳ～Ⅶ層の上壊サ

ンプルについて、山田一郎氏により、完新世の降下火山灰を主体とする層であろうとの所見を得ている。

9



Ⅱ 歴史的環境

Ⅱ.歴 史 的 環 境

仙台市西南部の蕃山、坪沼、高館各丘陵及びこの間を東流する名取川流域の段丘面は、現在

まで正式な発掘調査が行なわれた遺跡は少なく、ほとんど踏査等により発見された遺跡で、そ

の数も少ない。これら遺跡の立地は狭い段丘上、丘陵末端斜面上、谷底平野、盆地を中心とし

ている。しかし、人来田地区以東の名取川左岸になると段丘面がしだいに発達し出し、富田付近

になると名取川両岸に沖積面がみられるようになる。左岸沖積面北側には青葉山丘陵から延び

る緩やかな、数段から成る段丘面がひろがり、これら段丘面、沖積面には数多くの遺跡が立地す

る。

蕃山丘陵南端の茂庭地区には、名取川左岸に比較的広い段丘面 (茂庭低地)がみられ、遺跡の

多くはこの周辺部に立地している。

茂庭地区の追跡を中心として名取川流域の赤石、西多賀、富沢、柳生周辺及び坪沼丘陵そし

て一部名取市北部も混え、旧石器時代から中世に至る各遺跡の立地、分布を概観して行くこと

とする。

旧石器時代の遺跡は名取川左岸山田地区段丘上に位置する山田上ノ台遺跡 (8)、 北前遺跡

(9)で旧石器時代の調査が行なわれ、旧石器時代前期、後期の遺物を出土している。

縄文時代早期になると茂庭造成地内梨野A遺跡 (1)、 嶺山B遺跡 (6)で遺物が出土して

いる他は茂庭地区では認められず、名取川の段丘上に位置する川添東遺跡 (11)、 北前遺跡、

山田上ノ台遺跡、三神峯追跡 (12)等で、坪沼盆地内では館前東遺跡 (13)、 中沖遺跡 (14)

で遺物の出上、散布がみられる。北前遺跡では、末葉の集落跡が検出されている。縄文時代前

期の追跡は早期の遺跡と重複している場合が多い。茂庭地区では造成地内の梨野A追跡、沼原

A遺跡 (2)で若子の遺物を出土しているにすぎないが、三神峯遺跡で前葉の住居跡が、北前

遺跡では末葉の土墳群が検出されている。縄文時代中期になると茂庭造成地内の各追跡で遺物

が出土しており、梨野A遺跡からは後葉の住居跡が検出されている。他に茂庭地区では、段丘

面に位置する人来田追跡 (16)、 人来田A遺跡 (17)、 新熊野遺跡 (18)で遺物の出土、散布が

みられ、人来田遺跡では中葉の住居跡が検出されている。山田地区では山田上ノ台遺跡で末葉

の大集落が形成されている。また、中葉～末葉の時期には丘陵末端斜面上、段丘上以外にも大

野田地区の六反田遺跡 (19)、 山口遺跡 (15)、 下ノ内遺跡 (20)にみられるような沖積面の自

然堤防上に追跡が形成されるようになる。六反田遺跡では中葉末の住居跡が、下ノ内遺跡では

末葉の住居跡が検出されている。縄文時代後期に於いては茂庭造成地区では中期と同様に各遺

跡で遺物を出土し、他に茂庭地区では丘陵末端斜面上に位置する嶺岸遺跡 (22)、 門野山囲遺

跡 (23)で遺物の散布がみられる。この時期になると大野田地区六反田追跡周辺の沖積地自然

12
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堤防上には遺跡数が増加し、六反田追跡では初頭の集落が形成されている。縄文時代晩期もま

た茂庭造成地内の各遺跡で遺物を出土しており、梨野A遺跡では後葉の土竣墓が検出されてい

る。他に茂庭地区では、後期と同様に嶺岸追跡、門野山囲遺跡で遺物の散布をみる。名取川流

域段丘面、大野田周辺の沖積地で遺物の出土、散布地はあるが、住居跡あるいは大規模な追跡

は現在までのところ確認されていない。以上の他に茂庭地区には縄文土器を散布する向根 (25)、

新組 (26)、 塩ノ瀬 (27)、 人来田C(28)の 各遺跡がある。尚、この時代に造成団地内で特徴

的なのは、丘陵地緩斜面部、谷部、窪地部に立地する沼原 A、 嶺山A・ Bの各遺肋から土羨群

(晩期か?)の みが検出されており、これら丘陵部が居住域とは全く異なる活用のされかたをし

ていた点である。

弥生時代の追跡としては茂庭造成地内の沼原A遺跡 (中期後半)で、他に茂庭地区では門野

山囲追跡、坂ノ下遺跡 (33)、 人来田遺肋、人来田A追跡で、赤石地区では名取川段丘上の大苗遺

跡 (31)で (以上時期不明)遺物の出土、散布をみるにすぎず、遺跡数は減少する傾向を示す。

しかし、大野田地区や仙台市東部の沖積地の自然堤防上、浜堤上には南小泉遺跡、藤田新田遺

跡、今泉追跡、西台畑追跡 (以上中期後半)、 山口遺跡、六反田遺跡、下ノ内追跡 (以上後期)

等の中期後半以後の遺跡が多くみられるようになる。山口遺跡では後期の追物包含層中のプラ

ント・オパール分析で、周辺に水田肋の可能性を十分求められる結果が出ており、この時代に

なると、生活、生産の場が、丘陵上、段丘上から沖積地へという大きな変換期を迎える。

古墳時代の追跡としては茂庭造成地内の梨野A遺跡より中期の土装を出土しているが、他に

茂庭地区では向根、坂ノ下、町田(38)、 新組、人来田 B(37)、人来田C、塩ノ瀬の各追跡で遺物が散布

するが時期は不明である。この時代以後になると沖積面も安定の度合を高め生活の舞台の中心

は完全に丘陵上や段丘面から沖積地へと移る。沖積地自然堤防上や、段丘末端上には遠見塚古

墳、名取市雷ネ申山古墳といった大型古墳が造営され始め、前期には名取川右岸、柳生地区の自

然堤防上に位置する安久東追跡 (35)、 名取市清水遺跡 (36)に集落が形成され、左岸大野田

地区や西多賀地区の自然堤防上、段丘上には中期から後期にかけて大野田古墳群 (39)、 三神

嶺古墳群 (40)等の古墳群が形成される。右岸中田地区では後期になると栗遺跡 (41)の よう

な大集落や安久諏訪古墳 (42)等の古墳が多く造営される。

古墳時代終末から奈良時代にかけての遺跡は茂庭地区では丘陵斜面部に梨野横穴群 (47)、

向根横穴群 (48)が、奈良時代の遺物散布地としては梨野B追跡 (53)、 本郷遺跡 (54)、 向根

東遺跡 (55)、 中ノ瀬追跡 (56)がみられる程度である力＼ 名取川左岸西多賀周辺や大年寺周辺、右

岸熊野堂周辺の丘陵斜面や、段丘斜面には横穴群が群集する。この時期には名取川と広瀬川の

合流点北西約 l kmの 自然堤防上には、多賀城倉J建前の官衛跡と推定される郡山遺跡が作られて

いる。奈良時代の集落では名取川左岸の六反田遺跡、山口遺跡、下ノ内遺跡、右岸の名取市清
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第 1表 遺跡地名表

陥 這 跡 名 種  別 立  地 年  代
一又
献
位

置 NO 違 跡 名 種  別 立  地 年   代
文

献

位

置

1 梨野 A遺 跡 集 落 跡 丘  陵 鶴1翔1締陶 41 栗 迫  跡 集 落 跡 自然堤防 古墳 33

2 沼原 A違 跡 狩 猟 域 丘  陵 縄文(前 中後晩)弥生 平安 4 安久諏訪古墳 円  墳 自然堤防 古墳 1

3 沼原 B追 跡 う守猟 域 丘   陵 縄文(中 後晩) 4 裏 町 古 墳 前方後円墳 段   丘 古墳 9

4 沼原 C追 跡 散 布地 丘   陵 イ亀文(中  後) C4 教 塚 古 墳 円  墳 自然堤防 古墳 Dll

5 嶺 山 A追 跡 ぢ守猟 域 丘  陵 縄文(後 晩)平安 C4 兜 塚 古 墳 前方後円墳 段  丘 古墳 1

6 Bl

6 嶺山 B追 跡 狩 猟 域 丘  陵 縄文(早・後・晩) C4 富沢金山窯跡 窯   帥 段  丘 古墳～平安 12 Dl(

7 嶺山 C追 跡 生 産 跡 丘  陵 縄文(後 晩)平安 C4 梨野横穴群 横穴古墳 丘陵斜面 古墳木～奈良 B5

8 山田■ノ台遺勘 集 落 跡 段  丘 旧石器(前 後)純文
(早 中 後)平安 だ弛 D8 向根横穴群 横穴古墳 丘陵斜面 古墳木～奈衰 35

9 北 前 追 跡 集 落 跡 段  丘 日石器(前 後, 純文
1早 中)古墳 平安 愛宕山横穴群 害磐

横穴
丘陵斜面 古墳木～奈良 10 A12

青棄山追跡 包 合 地 丘陵斜面 旧石器(後 ) A7 大年寺横穴群 横穴古墳 丘陵斜面 古墳末～奈良 1

4 B12

川添東追跡 包 含 地 段  丘 縄文(早 前 中 晩) 8 土手内横穴群 横穴古墳 丘陵斜面 古墳末～奈良 3

1 三神峯追跡 集 落 跡 段  丘 縄文(早・前) 熊野堂横穴群 横穴古填 丘陵斜面 古墳木～奈良
紹 前 東 道 跡
(根 添 鯨 ) 包 合 地 丘  陵 縄文(早 ) 2 5t 梨野 B遺 跡 包 含 地 丘陵斜面 奈良 平安
中 沖 遺 跡 包 含 地 台  地 縄文(早 ),平安 2 本 郷 追 跡 包 合 地 丘Fkt斜面 奈良・平安 14 4

山 口 逮 跡 水 田 跡 自然堤防
和[文 (早～晩)弥生
古墳 奈良 平安 中世 向根東追跡 包 合 地 台  地 奈良末～平安 8 IC 5

人来田追跡 集 落 跡 段  丘 縄文 (中 )弥生
５

‐９ 5 中 ノ瀬違跡 包 合 地 地 茶良木～平安 8 D5

人来田A遺跡 包 合 地 台  地 縄文(中 )・弥生 8 5 57 中谷地違跡 水 田 跡 後背湿地 平安 Dl′

新熊野逮跡 包 合 地 段  丘 縄文 (中 ) 鳥居原遺 FI 水 田 跡 後背湿地 平安 Dlを

六反田道跡 集 落 跡 自然堤防 翠じ文(中 後
J児 )休生

古墳 奈良 平安
Dl′ 八幡西遺跡 集 落 跡 段  丘 平安 E9

下 ノ内違跡 集 落 跡 自然堤防 1縄文(中 後)弥生平安 Ell 茂 庭東館跡 城  館 丘  陵 中世 11 D5

21 上 野 追 跡 包 合 地 段  丘 縄文(中)奈良 平安 E9 茂庭本館跡 城  館 丘  陰 中世 lユ D5

嶺 岸 遺 跡 包 合 地 丘  陵 縄文(後・晩) 31 4 茂庭峯館 Fll 城  館 丘  陵 中世 口
２８
4

門野山岡追跡 包 合 地 丘  陵 縄文 (後 晩, 弥生平
=

茂 庭西館跡 城  館 丘   陵 中世 C4

泉崎浦違跡 水 田 跡 後背湿地 紐支 (後)古墳～平安 茂庭大館跡 城  館 丘   陵 中世 11 C2

向 根 這 跡 包 含 地 台  地 縄文・古墳・平安 4 茂庭小館跡 城  鮎 丘  陵 中世 11 B2

新 組 違 跡 包 合 地 台  地 縄文 古墳・平安 富 沢 館 跡 城  館 自然堤防 室町 11
15 El

27 塩 ノ瀬遺肋 包 合 地 丘陵斜面 縄文 古墳・平安 E4 黒 崎 城 跡 城  館 丘  陵 中世 ll

人来田Cttlll 包 合 地 台  地 縄文 古墳・平安 8 E6 月ヽ (古 )館 跡 城  館 丘  陵 中世 F8

綱 木 遺 跡 包 合 地 谷底平野 縄文 5 A6 熊野堂大館跡 城  館 丘  陵 中世 F8

佐保山東違跡 包 含 地 丘 陵 麓 縄文・平安 高 館 城 跡 城  館 丘  陵 中世 9

31 大 首 追 跡 包 合 地 段  丘 縄文 弥生 8 Eユ 71 大館山館 Fll 城  館 丘  陵 中世 8

船渡前違 lPI 包 含 地 段  丘 範文 弥生 奈良
平安

7 桑 島 館 跡 城  館 丘  陵 中世 9

坂 ノ下追跡 包 合 地 台  地 弥生 古墳・平安 8 熊野郡智神社 神 社 跡 丘陵中I反 中世 近世 9

泉崎前遺跡 水 田 跡 後背湿地 弥生。平安 高日カナクソ追跡撫反叫 丘  陵 中世 近世
安久東追跡 集

落 跡
古 墳 群 自然堤防 弥生～中世 13 西館裏(保称)追跡 生 産 跡(製 鉄 ?) 丘陵斜面 C3

清 水 追 跡 集 落 跡 自然堤防 弥生～中世 ノマヤマ遺跡
生  産 跡
(製鉄 ?) 丘陵斜面

人来田B違跡 包 合 地 台  地 古墳・平安 8 5 77 北 原 遺 跡 生 産 跡(製 鉄 ?) 谷底平野

町 田 遺 跡 包 合 地 台  地 古墳・平安 8 梨野 D遺 跡 包 含 地 台  地

大野田古墳群 古  墳 自然堤防 古墳 町北東違跡 包 含 地 台  地 8 D4

1( 三 峯古墳群 円  墳 丘  陵 古墳



第 5図 周 辺 の 遺 跡 (国土地理院 1/25,000「イ山台西南部」「イ山台東南部を複製)



立地 と周辺の追跡

水遺跡が調査されている。

平安時代の遺跡としては茂庭造成地内では沼原A違跡、嶺山A遺跡、嶺山C遺跡 (7)、 梨野

A遺跡より遺物を出土し、沼原A遺跡では住居跡、嶺山C遺跡では製鉄跡が検出されている。

周辺部では梨野 B、 向根、本郷、向根東、門野山囲、坂ノ下、町田、中ノ瀬、新組、人来田B、

人来田C、 塩ノ瀬の各遺跡で遺物の散布がみられ、茂庭地区では弥生～奈良時代の違跡数に比

べ平安時代の追跡数が増加している。これは赤石地区、坪沼盆地に於いても同様の傾向を示し

ており、この時期に丘陵地帯への進出が目立つ。また、これら遺跡は丘陵中でも河川沿いの段

丘面の発達した場所や盆地性の場所にのみ集中する傾向を示している。沖積地ではほとんどの

遺跡が奈良時代の追跡と立地の変化はなく、従って重複する追跡が多く見受けられる力ヽ 丘陵地

同様遺跡数は増加する。山口追跡では自然堤防上に集落が形成され、これに接する後背湿地よ

り水田跡が検出されている。またこれに隣接する泉崎浦遺跡 (24)、 泉崎前追跡 (34)、 中谷地

追跡 (57)、 鳥居原遺跡 (58)か らも同時代と考えられる水田跡が検出されている。

中世になると茂庭低地周辺の丘陵上には、東館跡 (60)、 本館跡 (61)、 峯館跡 (62)、 西館

跡 (63)が、高田地区西側の丘陵上には大館跡 (64)、 小館跡 (65)の館跡が密集し、高館丘

陵東麓の城館群とともに名取川流域中世山城の集中地点となっている。沖積地にも平城は点在

しているが、この時期の一般集落跡の調査例は貧しい。尚、山口遺跡では水田跡が検出されて

いる。

この他に茂庭地区では高田周辺の丘陵斜面上に位置する高田カナクソ遺跡 (74)、 本郷周辺の丘

陵末端斜面上に位置する西館裏 (仮称)追跡 (75)でかなりの鉄滓の散布をみるが、時代は不明で

ある。造成地内嶺山C追跡で平安時代の製鉄跡が検出されていることから、平安時代以後茂庭

地区の丘陵地帯が鉄の生産の場としてひろく利用されていた可能性は十分考えられ、これは中

世に於ける茂庭地区の城館の集中と大きな関りを持つ、一つの要因と成り得るかも知れない。

また茂庭の南側の坪沼、高館丘陵中のノマヤマ遺跡 (76)、 北原追跡 (77)で も鉄滓、羽口の散

布が認められる。
佐 藤 甲 二
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石器の分類基準

石器の分類基準

茂庭団地造成地地内の各遺跡から石器が出土しているが、梨野A遺跡以外の遺跡からの出土

量は、125点 と極少数である。梨野A遺跡からは、第 I～Ⅳc層の各層位、遺構等から総計4168

点の石器が出土している。なる、梨野A遺跡の場合、Ⅳc層のみが縄文時代早期の追物包含層

と認定され、Ⅳa、 Ⅳb層は縄文時代に限定される遺物包合層であり、他は縄文時代早期～晩期

および古墳時代、平安時代、中世の遺物の混在した堆積層である。

茂庭団地造成地地内の各追跡の出土石器の分析を行う場合、石器の出土量が安定している梨野

A遺跡の出土石器を対象とし、分類基準を設定し、それを梨野A追跡以外の追跡にも適用する

形をとった。

大まかな分類を以下のように規定し、さらに細分類した。

1.打製石器 加撃によって石器製作がなされているもの。
2.磨製石器 研磨によって石器製作がなされているもの。
3.礫石器  自然礫を素材とし、それに使用痕が付されているため、石器と認定されたもの。
4.石製品  研磨等によって、ある定形的な形態が作り出されているもの。
5.砥 石

1.打製石器

(1)石鏃

長幅および型式相関図 (第 148図 239頁 )によるAの まとまりを石鏃 とした。さらに第147図

(238頁 )の ように、下表に基づき「尖頭部側縁形態」と唯彗[形態」を分類の基準とし、細分類した。

第 1表 石鏃の分類
基  部  形  態 尖 頭 部 狽」縁 形 態 細 分 型 式

α類 :肩部をつくり基部が突出

するもの

I類 :平坦かややふくらむもの ①

Ⅱ類 :ふ くらむもの ② ③

β類 :基部が丸味をおびるもの
Ⅲ類 :ふ くらむもの ④ ⑤

Ⅳ類 :平坦かややふくらむもの ⑥⑦⑥

γ類 :基部が平坦なもの V類 :平坦かややむくらむもの ◎⑩①

ω類 :基部が凹状のもの

Ⅵ類 :内弯するもの ⑫⑬⑭⑮⑮⑦⑬⑩

Ⅶ類 :ふ くらむもの ⑩⑪⑫④②

Ⅷ類 :側縁部の中位以下が角ば
っているもの ⑮⑮Q④ ⑩

Ⅸ類 :側縁部の中位以下が丸味
をおびているもの

⑩①⑫⑬⑭⑮⑩⑫⑬⑩

尚、アメリカ型石鏃⑩と先端部が九味をおびているもの④は個別に扱った。



1 打製石器

(2)石錐

I類  先端部と基郡の境界が不明瞭で、全体的形状が細身のポイント状を呈するもの。全面

調整である。

Ⅱ類  先端部及び基部を入Sにほぼ全面調整し、しかもその境界が明瞭なもの。

Ⅱ一al 先端部が基部の長さ以上のもの。

Ⅲ~a2 先端部が二ヶ所に作り出されているもので、一ヶ所のものはⅡ―alに等しい。

Ⅱ一bl 先端部が基部の長さ未満のもの。

Ⅱ一b2 先端部が三ヶ所に作り出されているもので、一ヶ所のものはⅡ一blに等しい。

Ⅲ類  先端部の長さが基部の長さ以内のもの。全面調整である。

Ⅲ―a 基郡が不規則な方形状を成す。

Ⅲ一b 基著5が三角形状を成す。

Ⅳ類  素材 (石核、剣片、破損した剣片)に部分的に調整を加え整形し、一部に錐部を作出

しているもの。

Ⅳ一a 大形のもの。

Ⅳ―b 刻ヽ形のもの。

(3)石匙

I類 所謂横型のもの。

Ⅱ類 所謂縦型のもの。

Ⅲ類 つまみ部が不明瞭なもの。

(4)ポイント

長幅および型式相関図 (第 148図 239頁 )とこよるBの まとまりをポイントとした。

I類 細長く左右対称形で、基部が作り出されている。全面調整である。

Ⅱ類 やや細長く左右対称形であるが、基郡は特別作り出されてはいない。尖頭部のみ背腹両

面とも調整が加えられている。

Ⅲ類 左右対称形で、基部は九味をおびている。背腹両面とも全面調整に近い。

V類 ほぼ左右対称形で、基郡は丸味をおびている。調整は背面の場合、尖頭部及び周辺に及
ぶが、腹面は主要剣離面を残し、尖頭部に若子の調整を加える程度である。

Ⅳ類 ほぼ左右対称形であるが、形態が三角形、五角形等のもの。ほぼ全面調整である。

V類 所謂斜軸尖頭器、左右非対称形である。調整はⅢ類に近く、腹面に調整が加えられてい

ないものもある。

Ⅵ類 崇J片の一部にわずかに調整を加え、尖頭部を作り出しているもの。左右非対称形である。

(5)箆状石器



石器の分類基準

I類 撥形を呈し、両面加工で最大幅は刃部近くにある。刃部は平坦である。

Ⅱ類 短冊形を呈し、片面加工で最大幅は刃部近くにある。刃部は強伏を成す。

Ⅲ類 短冊形を呈し、両面加工で最大幅は刃部近くにある。刃部はjlK状を成す。

(6)ビエス・エスキーユ

I類  4ヶ 2対の刃部を有するもの。

Ⅱ類  2ヶ l対の刃部を有するもの。

(7)ス クレイパー

従来、不定形石器、スクレイパー等と規定されて来た石器であるが、この中には定型的な石

器として細分類される石器、さらに新器種としてこの種の石器の範疇から独立していく石器が

含まれている可能性がある。事実、近年ピエス・エスキーユはスクレイパーの範疇から独立し

つつあるし1)切断調整石器、二次加工がある石器、微細な景」離痕がある石器、ノッヂ等は、そ

の属性がかなり限定されてきている。本報告ではピエス・エスキーユは(6)で とり扱い、他は第 2

表のようにとり扱った。尚、石器の出土数量についてはスクレイパーとして一括せず、「不定形

石器」、切断調整石器、二次加工がある石器 (S・ F)、 微細な劉離痕がある石器 (M・ F)、「ス

クレイパー考
4と

して扱つた。本報告の「スクレイパー」の細分型式Ⅷ類・Ⅸ類・X類は、理論

的に可能な分類であり、それに対応する分類は本報告では充分検討することができなかった。

又、「不定形石器」の I類の細分型式のいくつかは、将来定形的な器種として、独立した位置

が与えられていく可能性がある。

第 2表 スクレイパーの分類
「 不 定 形 石 器 」 同整石 蕃

S・ F M・ F 「スクレイパー」

I 類 Ⅱ

類

Ⅲ

類

Ⅳ

類

Ｖ

類

Ⅵ

類

Ⅶ

類

Ⅷ

類

Ⅸ

類

Ｘ

類
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I類 調整が全周あるいは全面に及び、定形的な形態を形づくっているもの。

I一 A 長×幅×厚=1.6～3.2× 1.2～ 3.5× 0.5cm。 形態は歪んだ四角形ないし円形を呈する力＼

四角形に片寄る傾向がある。同一打面で剣離が進行した結果得られる薄手の鉄」片を

素材としている。調整は打面を除く側縁や先端部に加える場合が多い。

I一 B 長×幅×厚=2.2～ 3.3× 1.8～ 2.8× 0.5～ 1.Ocm。 形態は円形ないし楕円形を呈し、

断面形はレンズ状である。調整は両面とも全面調整もしくは部分調整である。

I一 C ttX幅×厚=2.5～4.0× 2.4～ 4.3× 0.9cm。 形態は歪んだ円形ないし楕円形を呈し、

断面形はレンズ状もしくは蒲¢牟形を成す。調整は両面とも全面調整もしくは部分調

整である。刃部は敲打によるものか、全周潰れているのが特徴的である。

I一 D 長×幅×厚-3.0～ 3.8× 2.4～ 2.8× 1～ 1.4cm。 形態は歪んだ楕円形で断面形は蒲鉾

形を呈す。劉片を素材とし、調整は粗く、背面のほぼ全周をめぐる。



2 磨 製 石 器

I― E 長×幅×厚-1.6～ 2.2× 1.o～ 1.7× 0.6～ 1.Ocm。 形態は円形を呈している。剰片を
素材とし、背面のほぼ全面を調整している。石材は黒曜石に片寄る傾向がある。

正一F 長×幅×厚-3.6～ 6.4× 2.8～ 6.8× 1.1～ 1.7cm。 形態は歪んだ円形あるいは楕円形
を呈す。景」片を素材とし、全周あるいは一部に、やや粗雑な調整を加え刃部を形成

している。断面形は蒲¢牟形を呈す。

I― G 長×幅×厚=3.7～ 5,6× 2.6～ 3.4× 1.5～ 1.8cm。 形態は長楕円形を呈し、厚味があ
る。粗雑な調整が全周をめぐる。 断面形は蒲鉾形を呈す。

I― H 長×幅×厚-1.7～ 2.0× 1.4～ 2.0× 0.3～ 0.7cm。 形態は円形を呈し、調整は両面と
も全面に及ぶ。断面形はレンズ状を呈す。

I― I 長×幅×厚=2,7～ 3.1× 1.9～ 2.1× 0。 7～ 0,9cm。 三角形状を呈し、その頂点に石匙
に類似したつまみ部を作出している。断面形は不規則な楕円形を呈す。

Ⅱ類 尖頭部をつくり出したもの。
Ⅲ類 縦長の剣片の一側縁あるいは二側縁に調整を加えたもの。
Ⅳ類 横長の最」片の短軸の一側縁と長軸の一側縁、あるいは長軸の一側縁に調整を加えたもの。
V類 切断面に再調整のある石器

Ⅵ類 二次加工のある石器。不規則な禁」離痕が無造作に刃部をつくり出しているもの。
Ⅶ類 微細な剣離痕のある石器。 l mm弱 の象U離痕が連続するもの。
Ⅷ類 石器の未製品

Ⅸ類 完成した石器あるいは未製品の欠損品
X類 二次調整部を素材の一部に無造作につくり出したもの。
この他、ノッヂ、デンティキュレイトがあるが、それらについては出土遺物の頂で述べるこ

ととする。尚、Ⅷ類、Ⅸ類、 x類は「スクレイパー」として、他の各類は「不定形石器」とし

て便宜的に大別した。

2.磨製石器

石斧

敲打痕が認められるものがあるが、石命の型式との特徴的な関連性は認められなかったので、

ここでは石斧の形態分類のみを提示する。

I類  最大幅は刃部近くにあるが、両側縁はやや開く程度である。側面観の胴部は扁平で、
刃部は蛤刃を呈す。

Ⅱa類  短冊形で、基部は面を成す。側面観は胴部中央部よりやや刃部寄りに最大厚があり、
刃部は蛤刃を呈す。

Ⅱb類  短冊形で、基部は点を成す。側面観は胴部中央部よりやや刃部寄りに最大厚があり、



石器の分類基準

刃部は蛤刃を呈す。

3.礫石器

肉眼観察による使用痕分類と、礫の分類とを個別に行い、その後にその相互の傾向性を検討 し、

礫石器としての分類を行った。

使用痕

a類 磨痕  ッルツルしている。時には擦痕が認められる場合もある。

b類 敲打痕 打痕 (b-1類)敲打痕の集積

凹痕 (b-2類)敲打によって凹部を形成しているもの。

c類  「擦痕」 敲打と磨きの複合によリカット面を形成しているもの。

d類 掻疵痕 掻疵、押圧痕の類

礫の形態

A類 直径10～13cm内外で球状を呈するもの。

B類 平面形の形状は直径が10cm内外の円形で、断面形は細長い楕円形で扁平なもの。

C類 長さ対幅が2:1で、平面形及び断面形が楕円形状を呈するもの。大きさは長さ 7 cm内

外のもの (α )と長さ10～ 15cm内外のもの (β )と がある。

D類 長さ(L)対幅 (W)が 2<L<3～ 4:W=1で 、断面形が三角形状を呈するもの。大き

さは長さ15cm内外に集中する。

E類 平面形及び断面形が不規測 な楕円形状を呈するもの。長さ対幅が2:1の ものと、 2<

L<3～ 4:W=1の ものとがある。前者の大きさは長さ10～ 15cm(β )に、後者は長さ

18cm内外 (γ )に集中する。

Ftt E類以上に不規測で、不整な自然礫に近い。大きさは長さ7 cm内外のもの (α )と 10～ 15

cm内外のもの (β )と 18cm内外 (γ )1こ集中する。

G類 大形で平面形か円形、楕円形、長楕円形等を呈す。重量が 2～ 1019の もの。

H類 断面形が長方形ないし正方形の角礫。

礫石器の分類

I類 C一 α類、F― α類に打痕、磨痕力澪忍められるもの。

Ⅱ類 A類に磨痕の他、打痕、凹痕が組み合わされる場合のあるもの。

Ⅲ類 B類、C類、E類、F類の一部に、凹痕と磨痕の他に、打痕が組み合わされるもの。

Ⅳ類 D類とF類の一部に「擦痕」及び磨痕が組み合わされるもの。まれにC― β類にも認め

られる。

Vtt H類 に磨痕が認められるもの。

Ⅵ-1類 G類の凸面に凹痕、磨痕、打痕が認められるもの。



3礫 石 器

Ⅵ-2類 G類の凹面、やや僅かな凹面に磨痕が認められたもの一石皿。「中央を凹めた皿形
の石器」の定義を充分満足するものではないが、ここでは便宜的に石皿の名称を付

け加えておく。

石製品 円板状に整形したもの。擦痕が認められるものもある。
覇氏 石 打製石斧様石器を砥石に転用したと考えられるものもある。

柳 沢 みどり
石器の計測法は以下による。
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注

1.岡オ↓道雄 「縄文時代石器の基礎的研究法その具体例その 1」 『東北歴史資料館研究紀要コ第 5巻 1979
2 阿子島香 「切断調整石器」『聖山』東】と大学文学部考古学研究室 1979

3.本文中のM・ Fは 1鰤弱の剣離痕が規則的に連続するもの。S,Fは剣離痕が無造作に連続するもの。
4.尚 、遺構出土追物数量表のスクレイノ‐は 「不定形石器」「切断調整石器」「スクレイパー」を一括して扱っている。
5,永峯光一 石皿『日本考古学辞典』 1962
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第 1図 石器の計測基準



梨 野 跡

(C-180)

仙台市茂庭字大堤22

1次調査 昭和54年10月 22日～■月12日

2次調査 昭和55年 4月 7日 ～8月 8日

3次調査 昭和56年 4月 6日 ～ 9月 6日

1次調査 1250Hr  2次調査 2400Hf

3次調査 4600だ

と次調査 1050だ  2次 調査  970ゴ

3次調査  300∬

佐藤甲二 。篠原信彦・渡部弘美 。加藤正範・斎野裕彦

遺

遺跡所在地

調査 期 間

対 象 面 積

発 掘 面積

担当職 員
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第 1図 地形・ グリット配置図



梨野 A遺跡

I.遺 跡 の 立 地 (第 1図、写真 1)

梨野A遺跡は以前より縄文時代の遺物散布地として仙台市の遺跡台帳に登録されていた遺跡

で、造成工事地内の北東隅、県道管生一折立線梨野バス停 より南西約150mの丘陵上に位置する。

丘陵は標高約210mを項部として北側に舌状に張 り出す。遺跡は丘陵やや南狽」の東側斜面部に

入 り込んでいる浅い谷の北側、標高180～ 190mの 間の丘陵北面から東面にかけての緩斜面上に

立地する。緩斜面の標高182～ 184mの 間には、耳ヒ側、東側にほば平坦な面が広がっている。

丘陵の】ヒ側は梨野平坦面へと続 く斜面となり、南側は茂庭丘陵地帯へと連なる。丘陵の西側

には浅い谷が、東側には大堤川に開折された深い谷が南北に走る。名取川の支流大堤川は、梨

野平坦面で東流 していたものが、遺跡北東約30mの地点で大きく方向を変え、茂庭低地へと南

流 し、梨野 A遺跡を乗せる丘陵を北から東へ巻 くようにして流れる。大堤川と追跡との比高差

は約10～15mで、東側谷部には湧水点がみられる。

当丘陵は以前雑木林であったと言う。戦後開墾 され、団地用地買収前までは、緩斜面は畑地と

して、急斜面は杉の植林地 として利用されていた。開墾時にはかなり削平をしたとも言われて

いる。尚、丘陵北側は東西に走る団地内還状線によってすでに寸断されている。遺跡はこれよ

り南側が造成団地用地となっており、北側は現在も個人所有の畑地となっている。

佐 藤 甲 二

Ⅱ .調査 の方 法 と概要

梨野A追跡は昭和54年～56年までの 3年次に渡って調査が行なわれた。調査対象部分は団地

内環状線の南からほぼRラ インまでの標高180m～ 192mの 間、8300言 である。1次 (昭和54年度)

・ 2次 (昭和55年度)調査は団地造成工事に伴 う事前調査で、丘陵西側急斜面部、丘陵東側緩斜

面部が調査対象部分であった。 3次 (日召和56年度)調査は、丘陵東側平坦部の公園化に伴う遺跡

範囲確認調査であった。

1.調 査 の 方 法 (第 1図 )

ほぼ南耳ヒ方向(N-6° 一W)に南北軸 (A～ R)、 これを直交する東西軸 (1～ 17)に よる6× 6

mの グリッドを設定し調査を行った。各グリッドは 4分割し、北西方向より右廻りにa・ b・

c・ dの 刈ヽ グリッドを設けた。



Ⅱ 調査の方法 と概要

2.調 査 の 概 要

1次調査 (第 1図、写真 2)

10月 22日 より11月 12日 の約半月間行なわれた。西側丘陵急斜面部約1300だ が調査対象面積で

Dラ インからNラ インまでの約1,000∬ を調査したが、20～ 30cmの表土 (I層 )JF土後地山 (Ⅵ層)

となり、遺物は磨減の激しい小土器片が数点表土中より出土したのみで、追構は皆無であった。

地山は、植林の根によって凹凸状であり、調査前より露出している部分もみられた。

2次調査 (第 1・ 2図、写真 3～ 5)

4月 7日 より8月 8日 までの約 4ヶ 月行なわれた。丘陵東側の標高186m～ 190mの間の緩斜

面部約2400∬ が調査対象面積で、I～ R-6(東側)～ 9グ リッドを中心として約1000ゴ を調査 し
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第 2図 遺 構 配 置 図



1.調査前全景
(北東より)

54年度調査違景

(北西より)

3.55年度調査遺構
完掘状況 (1)

(南東より)
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梨野 A追跡

た。表土排土後、ほとんどが直接Ⅲ層となり、K-7グ リッドⅢ層上面で、古墳時代の土羨 1

基が検出されたが、他のグリッドではⅢ層上面より遺構は検出されなかった。Ⅲ層中には多量

の縄文時代の遺物が含まれ、これを排土した段階で、V層 (地山漸移層)。 地山層となり、J-8、

K-7・ 8、 M-6。 7、 N-7グ リッドを中心として、縄文時代の埋設土器 1基、ピット49

個、土羨22基が検出された。 Iラ インでは、表土が10cm前後で直接地山となる部分もみられ、

遺構も希はくな状態であった。この為、北側の 1段下った部分にF-10グ リッドを設定し調査

したが、耕作による削平が進んでおり、表土下約10cm前後で地山となり、遺構は検出されなか

った。南側、0・ Q・ R-7グ リッドは、造成工事部分よりはずれる為、遺構のひろがりをみ

ることを主としたので、遺構上面プラン確認のみに調査をとどめたが、土壊、ピット状の落ち

込みがV層上面で確認された。しかし、Oラ イン以南では出土遺物量も少なくなり、Rラ イン

では遺構も検出されず、地山も削平を受けている状態で、遺構はRラ イン以南にはひろがらな

い様子であった。また丘陵尾根上、及び東側急斜面の状況をみる為に、丘陵尾根上のN～ P-2・

3グ リッドに幅 3mの十字状のトレンチを入れたが、西側急斜面同様、植林による地山凹凸状

を呈しており、遺物、遺構は皆無であった。遺構以外では地山上面で風倒木痕が4基検出され

ている。

3次調査 (第 1・ 2・ 6図、写真 6)

4月 6日 より9月 6日 までの約 5ヶ 月間行なわれた。造成工事によって削平された部分を除

く残りの約4600∬ が調査対象で、この内、東側平坦部標高182～ 184mを 中心とする300∬ を調査

した。今回の調査は公園化に伴 う梨野A遺跡の性格把握、遺跡の広がりを主体とする調査であっ

た為、平坦部 に入れたK-13・ 15、 M-13・ 15グ リッドを中心として丘陵際にも数ヶ所の調

査区を設けた。その結氣 P-1質 d)、 K-13グ リッド地山上面で縄文時代の住居跡 (1。 2号 )

の一部が検出され、O-11・ 12、 」-12。 13、 K-12グ リッドの一部を新たに拡張した。また

K-13,P-11グ リッドを中心としてⅣb層上部で、縄文時代の埋設土器 2基、炉跡 1基、V

層及び地山上面で、縄文時代の埋設土器 1基、ピット17個、土墳12基が検出された。O-11(d)

グリッドでは地山上面でピット、土壌状の落ち込みが検出されたが上面確認のみでとどめた。

遺構以外では風倒木痕 2基が検出された。丘陵際の I-lЦ a)、 O-1質ax Q-1黙 d)では I層下

に若干のⅢ層をみるが、地表下約20～30cmですぐに地山となり、地山は地表等高線とほぼ同様

に、北東側、東側、南東側に下つていく。M-13、 15グ リッドにおいてもM-15グ リッド西狽」

で土壊が1基検出されたのみで、周辺部同様地山がすぐに顔を出す状態であり、15ラ インより

以東、 1ラ インより以北、Rラ インより以南は、遺構がひろがる可能性はうすい。

3次調査では新たにK-13グ リッドを中心に縄文時代包合層 (Ⅳ層)が認められ、K-13グ リ

ッド東側では早朝の包含層Ⅳc層 が検出された。55～ 57号 ピット、24号土壊北側から地山が徐々

31(7)



Ⅲ 基 本 層 位

に北東に落ち込んで行っており、この部分にⅥc層 が認められた。東側M-15グ リッドではⅣc

層が確認されなかった点より、Ⅵc層 はK-13グ リッド耳ヒ東側に若干分布する程度であろうと考
えられる。

尚、K-13グ リッド地山上面検出 2号住居は、」-12。 13、 K-12グ リッドではⅥb層中で上

面プランをおさえることが出来たが、当住居を復元住居とする計画もあり、Ⅳb層中以下の調査、

炉の埋土の掘り下げは行なわなかった。同理由により、K-13グ リッド東側に検出されたⅣc層

も4× 2mの部分の掘り下げを行なったのみである。

9月 6日 全てのグリッドの埋戻しが完了し、3ヶ 年に渡る梨野A遺跡の調査は完了した。検

出遺構は縄文時代の住居 2軒、炉跡 1基、埋設土器 4基、ピット66個、土装34基、古墳時代の

土渡 1基であった。遺構以外では風倒木痕が 6基検出された。出土遺物は、Ⅲ層、Ⅳ層を中心

として平箱約100箱分が出土したが、その大部分は縄文時代の土器破片資料であった。

佐 藤 甲 二

ⅢH基 本 層 位 (第 3図 .写真7)

現表土層より地山層まで大別 6層 から成り、これらはさらに11層 に細別される。

第 1層 現表土層で、 2層 に細別される。

Ia層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。粘性弱く、しまり不良。
表土及び畑地耕作土。草、本の根を多く含む。厚さ約10～ 20cm。

Ib層 黒褐色 (10Y R%)シ ルト層。粘性なく、しまり不良。
畑地耕作土。Ⅱ層をブロック状に含む、ェa層 とⅡ層の混合土。厚さ約 5～ 15cm。

第Ⅱ層 黒色 (10Y R/)シ ルト層。粘性弱く、しまりやや不良。
開墾時前の旧表土 (雑木林の時期の腐植土)。 ほとんどが耕作によって削られている。

O-7、 JoK-12。 13、 M-13グ リッド等で部分的にしか分布せず。厚い部分で約
5～ 6 cmの薄い層。磨滅風化した小土師器片を数点合む。

第Ⅲ層 にぶい黄褐色～黒褐色 (10Y R%～ %)粘土質シルト。粘性は地点によって異る。しま
り不良。

Ⅳ層以下の層の二次堆積層。加えて雑木林の時期において木の根の攪乱を受けており、

多量の地山ブロックを含む。Ⅲ層の下層は直接地山となる場合が多い。西側急斜面以

外の全調査地点に分布する。厚さ約10～ 20cm。 多量の縄文時代の追物を合む。

第Ⅳ層 縄文時代の遺物包合層で 3層 に細別される。
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第 3図 基本層位 K-13(b)東 壁セクション図

7.基本層位 K-131b)東 壁セクション
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Ⅲ 基本 層位

Ⅳa層 暗褐色 (10Y R%)粘土質シルト層。粘性強く、しまり良好。

Ⅳb層漸移層。J・ K-12・ 13、 M-13、 N-9、 0-10、 P-9グ リッドに分布。部

分的には厚い場合もあるが、約 5 cm前後の薄い層。

Ⅳb層 暗褐色 (10Y R%)粘土質シルト層。粘性やや強く、しまり良好。

Ⅵa層 と同一グリッドに分布。厚さ約10～ 30clnと 安定していない。P-9グ リッドでは

下層で若干しまりが不良な部分がみられ、これをⅥb′ 層とした。

Ⅳc層 暗褐色 (7.5Y R%)シ ルト質粘土層。粘性強く、しまり良好。

K-13グ リッド東側のみに分布が認められた。厚い部分で約20cm。縄文時代早期末葉の

遺物のみ出土。

第V層 褐色 (10Y R%)粘土層。粘性強く、しまり良好。

地山漸移層。厚さ約 2～ 3 cm。 無遺物層。

第Ⅵ層 黄褐色～褐色 (10Y R%～ %)粘土層。粘性強く、しまり良好。

褐色・淡黄色・にぶい黄色 (10Y R%・ 5Y%。 2.5Y%)凝灰岩層

地山層。地山層には粘土層、凝灰岩層、粘土中に多量の風化凝灰岩ブロックを含む粘

土層 と凝灰岩層の混合層から成り、M-13グ リッド南西側深掘区(2× 2m、 深さ約

lm)の結果では、上層より粘土層、混合層、凝灰岩層の層序となるが、調査地点の

ほとんどは地山層が直接凝灰岩層、混合層となり、わずかにK-13、 P-9グ リッド

を中心とする部分にしか粘土層は分布しなかった。従って、本来分離すべき3層 を一

括してⅥ層とした。尚、粘土層、混合層とも無遺物層である。

以上、基本層序は第 I層 から第Ⅵ層まで順序だって認められた調査地点はなく、非常に不安

定な堆積状態を示す。ほとんどのグリッドはI層→Ⅲ層→Ⅵ層の層序から成り、表土下約20～

40clnで地山となる。わずかに東側緩斜面部から平坦部に移行する部分に入れた」。K-12。 13、

0-10、 P-9グ リッドで堆積土が厚く (K-13グ リッドの場合表土から地山まで約 lm)、 こ

れらグリッドを中心としてⅣ層力蝙忍められた程度であった。
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Ⅳ.縄文時代の遺構と遺物

1.ピット、土媛の分類基準

I.平面規模による分類

ピット66個、土羨34基が検出されたが、この両者は平面規模の差により分類しており、堆積

土、出土遺物、配置等からの分類ではない。従って土壊と名称したものより規模の刻ヽ さなもの

としてピットの名称が与えられている。土羨もその平面規模により、小型、中型、大型の 3つ

に分けた。これらは全て上端最大値 (長辺、長軸等)を分類基準としており、その分類値を次の

ように置いた。

ピット:0.7m未満のもの。

小型土境 :0,7m以上、 lm未満のもの。

中型土壌 :lm以上、2m未満のもの。

大型土境 :2m以上のもの。

ピットと土壊との分類値を0.7mに置いたのは、この値未満の場合、下端最大値が全て0.5m

未満となり、加えて上端最大値に対して比較的深いものが多いという点で、0,7m以上のものと

は多少差異を見い出せるという点からである。しかしながら、小型土壊と中型土渡、中型土羨と

大型土羨との分類値は、いたって便宜上の値である。

■.土境の形態分類

土羨は上端平面形、下端平面形、底面積、断面形の上から形態分類を行ったが、平面形に関

しては、当遺跡検出土渡のほとんどが整形を呈していない(ピ ットも同様)と いう点より、分類

では、例えば不整円形も円形として取 り扱った。また余りにも不整形なものに関しては分類よ

り除外し、明らかに壁の一部が崩壊したと認められるものについては上端平面形を復元した状

態で分類した。

上端・下端平面形は円形、楕円形、長楕円形に分類される。これらの分類の一応の目安とし

て、長軸■短軸の値が1.2未満のものを円形、1.2以上2.0未満のものを楕円形、2.0以上のもの

を長楕円形とした。

底面積は上端面積より大きいものと小さいものに分類され、さらに小さいものは、上端面積

と比較して広いものと狭いものに分類される。

断面形はフラスコ状、U字状、ややひらいたU字状、スリ鉢状、舟底状に分類される。

以上、上端平面形、下端平面形、底面積、断面形の組み合わせにより土装は以下のA～ Fま
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物

での 7類型に分類される。

A類 :上端・下端平面形とも円形を呈す。底面積が上端面

積より大きい。断面はフラスコ状 を呈す。

B類 :上端平面形楕円形、下端平面形円形を呈す。底面積

が比較的広い。長短軸断面はややひらいたU字状の

もので、壁角度は長軸が短軸に比べ若干ゆるやかに

なる。

C類 :上端 。下端平面形とも楕円形を呈す。底面積、長短

軸断面ともB類 と同様、壁角度は長短軸ともほぼ等

しいもの。

D類 :上端平面形楕円形、下端平面形長楕円形を呈す。底

面積、長短軸断面ともB類と同様。壁角度は短軸が

長軸に比べ若千ゆるやかになる。

E類 :上端平面形楕円形、下端平面形円形を呈す。底面積

が狭い。長短軸断面が若干スリ鉢状 を呈 し明確な下

端を持たない。壁角度は長軸が短軸に比べゆるやか

になる。

F類 :上端・下端平面形とも楕円形を呈す。底面積、長短

軸断面、壁角度ともE類 と同様。

G類 :上端・下端平面形とも長楕円形 を呈す。底面積は比

較的ひろい。長軸断面舟底状、短軸断面U字状で、

長短軸壁角度の差異が大きい。

以上、土壊形態を7類型に分類 したが、これら土装の深さ

は浅 く、深 さ■上端長軸の値が0.2前後のものがほとんどで、

0.5以上 (0.56)の ものは、C類の小型土羨 1基 しか認められな

かった。

佐 藤 甲 二

第 4図 土壌の分類基準
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梨野 A追跡

2.土器の分類基準

梨野 A追跡出上の縄支土器の分類に際しては、時期区分としての「群」を、第二群～第XⅢ群

まで設定した。これら各群は、器形、部位形態、文様 (文様構成、文様帯、文様形態、文様要

素)胎土等によりさらに「類」に細分した。

第 I群土器

早期中葉に位置づけられる貝殻・沈線文系土器群である。文様の特徴により以下の 2類に分

けられる。

第 1類 沈線文のもの

第 2類 貝殻腹縁圧痕文のもの。文様構成によって a、 bに分けられる。

a.貝殻腹縁圧痕文が沈線、「く」字状連続刺突文に沿って文様を構成するもの。

b.貝殻腹縁圧痕文が単独に文様を構成するもの。

第Ⅱ群土器

早期末葉に位置づけられる条痕文系土器群である。胎土に植物繊維を合み、内外面の文様よ

り以下の4類に分けられる。

第 1類 外面縄文、内面条痕文のもの。隆線の有無によりa、 bに分けられる。

a.外面に隆線を持つもの。 b.外 面縄文のみのもの。

第 2類 外面糸電文、内面無文のもの。

第 3類 内外面とも無文のもの。隆線の有無によりa、 bに分けられる。

a.外面に隆線をもつもの。 b。 内外面とも無文のみのもの。

第 4類 外面沈線文、内面条痕文のもの。

第Ⅲ群土器

前期中葉に所属する土器群である。半我竹管状の施文具による鋸歯文と刻みを持つ隆線を特

徴とする。

第Ⅳ群土器

中期前半に所属する土器群である。半我竹管状の施文具による連続刺突文を特徴とする。

第V群土器

中期後葉に所属する土器群である。文様構成の特徴により以下の 2類に分けられる。

第 1類 文様のあるもの。その文様帯によりa、 b、 c、 dに分けられる。

a.口唇部に文様帯を持つもの。  b.口 唇部直下から体部まで文様帯を持つもの。

c.口唇部直下が無文帯となり、その下部から体部まで文様帯を持つもの。
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d.口縁部が無文帯となり、体部に文様帯を持つもの。

第 2類 地文のみのもの

第Ⅵ群土器

中期末葉に所属する土器群である。文様構成の特徴により以下の 3類に分けられる。

第 1類 口縁部～体部に文様帯を持つもの。文様形態によりa、 b、 c、 dに分けられる。
a.隆沈文による楕円形文様区画を持つもの。

b.隆線文・沈線文 。隆沈支による「 S」字状文を持つもの。
c.隆線文 。沈線文による「コ」字状文を持つもの。

d.隆線文 。隆沈文による方形区画文を持つもの。

第 2類 口縁部のみに文様帯を持つもの。文様形態によりa、 も、 cに分けられる。
a.波状口縁項部から垂下した隆線文が頸部で横位にめぐるもの。連続刺突文の有無によ
り三分される。

①、連続刺突文の施文されているもの。②、連続刺突文の施文されないもの。

b.頸部に横位の隆線文がめぐり、口唇部直下から隆線文が垂下しているもの。
第 3類 地文のみのもの。

第Ⅶ群土器

大木10式末棄から後期初頭にかけての土器で、所属時期を確定できないものである。細片等

のため文様構成を明確にしえないものが多いための便宜的な分類である。

第Ⅷ群土器

後期初頭の上器群で器形より深鉢 I～Ⅷ類、重 I・ Ⅲ類、浅鉢 I～ Ⅲ類・小型休・蓋に分け

られる。これらは、文様形態より以下のように分類され、さらに表出技法により細分される。

第 1類 渦状・弧状磨消縄文 (磨消撚糸文を含む)、 渦状・弧状沈線文のもの。
a。 磨消縄文により表出されるもの。 b.沈 線文により表出されるもの。
第 2類 渦状・弧状隆線間研磨文、弧状隆沈線文のもの。
a.渦状・31rt状隆線間研磨文のもの。 b.渦 状・弧状隆沈線文のもの。
第 3類 「 X」 状・三角形状・斜行文のもの。
a.磨消縄文により表出されるもの。   b.沈 線文により表出されるもの。
c.隆線間研磨文により表出されるもの。 d.隆 沈線文により表出されるもの。
第 4類 並行直線状の磨消縄文と横位直線状の沈線文。
a.沈帯磨消縄文のもの。

b.横位直状洗線のもの(口縁部)。 bli l本 のもの。 b2i2本のもの。
c.縦位並行沈線問磨消縄文のもの。
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第 5類 連続刺突文が文様単位の主体 となるもの。

a.沈線間連続刺突文のもの。

b.連続束U突文が単独で文様要素となるもの。

第 6類 連続刺突隆線文・連続刻み隆線文のもの。

a.連続刺突隆線文 (鎖状隆線文―「鎖」が短沈線状のものを含む)の もの。

b.連続刻み隆線文のもの。※aob類 とも一部は「方形区画文」に含まれる可能性あり。

第 7類 方形区画文のもの。

a.沈線文や縦位隆沈線により構成されるもの。

b.連続刺突文により構成されるもの。

第 8類 上位区画帯文のもの。

a.沈帯により口縁部 と体部を区画するもの。

b.隆沈帯により口縁部と体部 を区画するもの。

c.鍔状隆帯により口縁部と体部を区画するもの。

d.隆帯により口縁部 と体部 を区画するもの。

第 9類 下位区画隆帯文のもの。

隆帯により体上部文様施文部と体下部研磨部 を区画するもの。

第10類 口縁部縦位装飾文のもの。

a。 研磨 した口縁部に縦位隆沈線文が下垂するもの。

b.研磨 した口縁部に縦位隆線文が下垂するもの。

第11類 突起のあるもの

a.貫通孔のあるもの。al 盲孔。a2 項部 :凹孔・盲孔。aa 頂部 :濤状沈線文。

b.貫通孔のないもの。bl 盲孔。b2 頂部 :凹孔・盲孔。be 頂部 :濤状沈線文。
※観察表中の文様名称は施文順序に分解しているため 1～■類の名称と細部において多少異なる。

第Ⅸ群土器

広義の後期前葉の土器に属するが、下記の 1。 2類を第Ⅷ群土器より分離して狭義の後期前

葉の土器とした。

第 1類 突起より縦位「 S」 字状沈線文の下垂するもの。

第 2類 突起及び口縁部を支様起点として多条弧状並行沈線文の施文されるもの。

第X群土器

後期後葉の土器である。大波状口縁と瘤状小突起の配列を特徴とする。

第�群土器

中期から後期に属する粗製土器 (「地文」のみの土器で「文様のない突起」をもつものを合む。)口
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縁部の断面形態により、以下の4類に分けられ、さらに地文の種類によって細分される。

第 1類 口縁から体上部にかけて内弯する深休。
a.縄文のもの。      b.縄 文+綾絡文のもの。 c.格 子状沈線文のもの。
d.ク シロ状沈線文のもの。 e.撚 糸文のもの。     f.網 目状撚糸文のもの。
第 2類 日縁部が直線的に外傾する深鉢
a.縄文のもの。  b.内 外縄文のもの(波状口縁のものを含む)。
c.撚糸文のもの。 d.網 目状撚糸文のもの。  e.縄 文十綾絡文のもの。
第 3類 口縁部力沙卜反する深鉢のもの

a.縦位縄文のもの。 b.撚 糸文のもの。
第 4類 内弯する浅鉢
a.縄文のもの。

第�群土器

中期から後期に所属するミニチュア土器である。

第X皿群土器

晩期後葉に所属する土器群である。形態的特徴より以下の 3類に分けられる。

第 1類 深鉢形土器。頸部の有無によりa、 bに分けられる。
a.無頸のもの。日顕部を形成する屈曲点を有しない。口縁部直下の文様帯の有無で三分
される。

1.口顕部直下に文様帯がある。 2.回頸部直下に文様帯がない。
b。 有頸のもの。日頸部を形成する屈曲点を有する。頸部の文様帯の内容により三分され

る。

1.文様帯を区画する沈線等が施文されず、顕部は無文となる。 2.文様帯を区画する

沈線等が上下に一条ずつ施文され、顕部は無文となる。 3.支様帯に4～ 5条の沈線が

施文される。

第 2類 鉢・深鉢形土器。頸部の有無によりa、 bに分けられる。
a.無顕のもの。体部から口縁部へ直線的あるいは外反気味でひらくもの。
b.有顕のもの。顕部が器高の半分以上を占め、短い体部を持つものと、そうでないもの
とに三分される。

1.顕部が体部の器高の■以下である。頸部は直線ないし内弯気味で直立ないしタト傾す
る。 2.頸部が体部に比し大きく、直線ないし外反しながら大きく開くもの。

第 3類 重形土器。
佐藤甲二・主浜光朗 。田中則和・吉岡恭平
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第 5図 遺構配置図 (1～ Q-6～ 9グ リッド)
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Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

※検出面V層上面・Ⅵ層上面
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1号埋設土器
り '2号埋設土器
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1号炉跡

Ⅳc～Ⅵ層上面

第 6図 遺構配置図 (」 ～ P-9-15グ リッド)



梨野 A追跡

(1)縄 文 時 代 早 期

K-13グ リッド東側Ⅳc層 (早期包合層)排土後に、V層上面で検出された。検出遺構はピッ

ト3個 (1～ 3号 )、 土墳 2基 (1・ 2号 )で、3号 ピット以外は完掘 していない。 土装は小型、

中型のC類に属すると思われる。

1・ 2・ 3号 ビット(第 8図 )

深さが10cm以下の浅いピットである。 3号 ピットは上端規模約30× 25cm、 上端、下端平面形

とも楕円形、深さ9 cmの ピットである。 1～ 3号 ピットとも堆積土は単層で出土遺物はない。

1号土壊 (第 7・ 8図 )

北側の一部を未掘であるが、中型C類の土羨で、底面には大小ピット状の落ち込みが 3個検

出された。堆積土は 2層 から成り、堆積± 1層 より第Ⅱ群土器を4点出土した。

2号土壊 (第 8図 )

西側部分未掘の為、正確な規模は不明であるが、上端長軸規模約70cm前後の小型C類の上渡

になると思われる。浅い、底面平坦な土羨である。堆積土は 2層 から成るが出土遺物はない。

以上、ピット、土壊の所属時期は、Ⅳc層 中に第Ⅱ群土器しか含まない点より、早期末葉に

位置づけられる。 佐 藤 甲 二

※ ( )内は残存数1～ 3号ビット、 1・ 2号土嬢観察表

造構名 地区名 検出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ

壁角 底面状態
長

位

端

方

上

軸
分類 備 考

上  端 下  端 型 上 瑞 下  端
1 2P (-13(b) V層上面 I 東側未掘

K-13(b) V層上面 1 楕  円 椿  円 31× 24 9 平 坦 N-25°一W
lD K-13(b) V層上面 2 不整楕円 不整橋円 中 (125)× 8〔 (■ 0)× 70 凹凸状 N-12'W C 北側一部未掘、底面ピット3
K-13(b) V層 上面 2 糖 円 脩 円 月 13 116° 平 坦 C 西側一部未掘

1～ 3号ピット、 1・ 2号土塘土層誰記表

0                5 cm
l[ 1 1 1 1

表

遺 構 名 糠 ■ 色 調 土  質 粘  性 し ま り 備 考

1・ 2・ 3P 1 7 5YR% 暗褐色 粘  土 強 良 焼土粒。炭化粒。凝灰岩粒微量。 1～ 2 cmのイ竣 。
1 7 5YR% 嗜褐色 粘  土 強 | やや不良 焼土粒。炭化粒微量。 2～ 3 cmの小礫 多量。凝灰岩粒少量。
2 10YR% 褐 色 粘  上 強 ヽ 不   良 2～ 3 cmの 小礫多量。地山ブロック

1 7 5YR% 暗褐色 粘  土 強 ヽ 良 焼土粒。炭化粒。凝灰粒微量。 1～ 2 cmの小礫 多量。
2 10YR% 褐 色 粘  土 強 やや不良 1～ 2的の小礫少量。地山プロック多量。

図 違構名 堆積土 部位 外 面 施 文 内両施文 調整 器厚mm 土 焼成 外面色調 分  類 臓    考
lD l 体部 積位 LR多 条縄文 条 痕 文 8^-10 繊維多量。石英多量。砂粒。 不良 褐  色 外面磨滅

第 7図  1号土城出土遺物



Ⅳ 縄文時代の追構 と追物
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梨野A追跡

(2)縄文時代中期 。後期

検出遺構は住居跡 2軒 (1・ 2号 )、 炉跡 1基 (1号 )、 埋設土器 3基 (1～ 3号 )、 ピット2個

(4・ 5号 )、 土墳 4基 (3～ 6号 )の 12遺構である。

縄文時代中期の遺構は、 1・ 2号住居跡、 3号埋設土器、 5号ピット、 3号土壊、縄文時代

後期の遺構は 1・ 2号埋設土器、 4号 ピット、 4・ 6号土羨で、 1号炉跡、 5号土墳は、縄文

時代中期か後期のいずれに所属するか不明である。

検出面は、1号炉跡、1・ 2号埋設土器、3号土墳がⅣb層上部、2号住居跡がⅣb層 中で、他

は全てⅥ層 (地山)上面で検出された。

土羨の規模は、小型 1基 (3号 )、 中型 1基 (4号 )、 大型 2基 (5・ 6号)の ものがあり、土壊

形態は全てC類である。

1号住居跡 (第 9～ 13図 .写真 8～ 11)

P-11・ 12グ リッドⅢ層排土後、Ⅵ層上面で検出された。後世の攪乱により、すでに壁面、

床面はなく炉、ピット、貼床の一部 を検出したのみで、周濤の有無は不明である。

住居はⅥ層 (地山凝灰岩層)を約10～ 15cm程掘り込み粘土を入才頓占床としている力＼上部はすでに

削平 されている。貼床は残存の良い部分で厚さ約10cmあ る。住居南東側では掘り込み及び貼床

は検出されなかった。

平面形 :掘 り込み部及び貼床残存部より推測すると、 4× 4mのほぼ円形の住居かと考えられ

る。

ビット:9個検出された、P4・ POは貼床排土後に検出されたが、 P4に関しては上部での見

落 しの可能性が強い。これらピットの形態、規模、埋土、配列に規則性を見出すことは出来な

かった。

(P6)貼床排土後に検出された。上端長軸規模約20cm、 深さ約10cmの浅いへこみ状のピット

である。内部より鑑」片が 8点重 り合って出土 した。これら景」片は同一母岩のものであるが、接

合関係は認められなかった。

炉

住居南側 に位置する。かなり上部に攪乱を受けており炉内土器残存高から推測すると、炉

は10cm以上上部が削平された状態かと考えられる。炉は軸長1.8m、 最大幅1.lmの縦長なダル

マ形 を呈する複式炉で、堆積土は 3層 からなる。

構造 :北側より土器埋設部、石組部、掘 り込み部に分けられる。

(土器埋設部〉深鉢形土器 (体部上半は攪乱により欠失)が埋設され、土器上部周辺に石 をめぐら

4591)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

しているが、石組部 との境界部にまでめぐらしたかは不明である(土器の埋土イは石組部側で

石組と伴にかなりくずれている)。 土器内堆積土、埋土上部は焼土粒、木炭粒が多く認められ、

土器自身二次加熟痕が顕著に認められる。また周辺の石も焼けている。

(石組部〉底面が土器埋設部より約30cm、 掘り込み部より約10cm低 い平面形台形状の石囲い部で

ある。底面西側にはやや大きめな扁平な礫を2個敷き、その周辺にやや痛平な小礫を敷いてい

るが、東側には礫が敷かれておらず、当初からなかったのか、取 り除かれたのかは不明である。

北壁は崩落が激 しく現状をとどめず、東壁についても滑落状 を呈するが、壁面はやや大 きめの

痛平な石を下部に置き、南壁を除 く3壁にはその上に数段石を積み上げたものと考えられる。

西壁には長さ約45cm、 幅約25cm、 厚さ約10cmの かなり大型の扁平な石を使用しており、東壁上

部の石には 2個の礫石器が利用され、また南端の石には平面規模70× 60cmも あるような地山自

然礫 を利用 している。壁面、底面の礫は火 を受けた痕跡 を残 し、特に北壁側礫は明瞭である。

(掘 り込み部)上端平面形不整楕円形、下端平面形不整形を呈す。石組部よリー段高くなってお

り底面は若干起状を持つ。焼面は認められない。

掘 り方 :石組部 を一段低 くし、土器埋設部、石組部、掘 り込み部 を同時に掘 り下げている。

石組部は西側壁面を広めに掘り上げ (東壁は肖」平の為不明)、 この後埋土ハ・口層 を壁面上部 。

床面に入れ、形を整え石を据えている。埋土口・ハ層と貼床、埋土イとの新旧関係は攪乱によ

り不明である。

構築順序 :①石組炉を大きめに炉部分を掘り上げる(掘 り方)

②土器を設置する

③土器埋設部及び石組部西側壁面・床面に埋土を入れる

④石組部に石を入れる(南壁・北壁下部→床面→東西壁下部→東西北壁上部)

⑤土器埋設部上部に石をめぐらす

出土遺物 :炉土器埋設部土器 1点、炉石組部使用礫石器 2点、P6内剥片 8点の外に貼床中よ

り崇」片 1点、炉埋土中より磨滅土器片 (時期不明)2片が出土したのみである。

所属時期 :唯―の時代決定遺物であった炉内土器が、体部上半欠失の上、地文のみという状況

で、遺物よりの所属時期決定は無理であるが、複式炉を持つ点、検出及び周辺グリッドの出土遺

物の点からみて、中期後葉から末葉のいずれかの時期に所属するかと考える。

佐 藤 甲 二
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梨野 A通跡

1号住居貼床土層註記
10Y R% 褐色 粘土
粘性がやや強く、しまりが良い
凝灰岩粒(l mml、 凝仄岩ブロックを多量に合む

0         1m
1111 1

1号 ビッ ト観察表

単位 cm、 一 は計測不態、未は未計測

ド

TO

貝占床

掘り方平面図

OPc

土   質 上端 下端規模 深 さ 壁 角 備   考
シル ト質粘土

絶 上 貼床排上後検出

シル ト質粘土

粘 貼床排上後検 出

P, シル ト質粘土

1号住居跡観察表 ※(内数値は堆定値
地区名 検出面 平 面形 規模れ 堆積土 床 面 周溝 ピット 主柱穴 炉 炉中軸方位 備 考

P一H Ⅵ層上 円形 ? (2× 2) 貼床 複式炉 1 N-6° 一E カク乱 により壁面・床面すでに削平

第 9図  1号住居跡平面図

47?31



Ⅳ 縄文時代の遺構と進物

B

1号住居跡 炉 1号住居跡 P6

土

岸名

tl

(4L

Ｎ～

勇

∩T

名

ゴ瓜 岸当

「

1号住居跡炉観察表

0                         25cm

lIIIII
※ ( )内は残存数 単位 :m

岸

平面形 規 模
堆
積
土

掘 り 方 石 組 部 掘 り 込 み

規 模 埋 土 平面形 上端 下端規模 深 さ 東西・南壁角 上端・下端平面形 上端・下端規模 深 さ 壁 角

ダルマ形 3 1 8Xl l 3 台 形 (055)× 0504×03 120°   145° 不整袴円形・不整形 1 15× 07・ 06× 06

1号住居跡炉土層註記表
層 色 調 土 質 粘  性 しまり 備 考

堆積土

1 10YR% 暗 褐 色 シル ト質粘土 強 良 l cln凝灰岩ブロック多量。

2 10YR%暗 褐 色 シ ,レ ト質粘土 強   ヤ 良 焼土粒。炭化粒。 2～ 3 cn凝灰岩プロック。

3 OYR%暗 褐 色 シル ト質粘土 写会   ヤ やや良 焼土粒。炭化粒。凝灰岩粒。

土器埋

設部土

器内

① OYR%黒 褐 色 粘土質 シル ト やや3蛮い 良 凝灰岩粒。

② OYR%黒 褐 色 粘土質シルト やや強い 良 焼土粒。炭化粒。 1～ 2 cm礫少量。

③ OYR%黒 褐 色 シ  ,レ   ト 強   し 良 焼土粒。炭化粒。

④ OYR/ 黒    色 ン  'レ   ト 強   し 良 焼土粒。炭化粒。

埋 り方

埋 土

イ OYR%黒 褐 色 粘土質 シル ト 強   ヽ 良 炭化粒。焼土粒。草の根が混じる。

10YR% にぶい黄褐色 シ,レ ト質*占土 やや強い 良 l cm凝灰岩プロック。

2 5YR% オリーブ褐色 シ,レ ト質*占土 やや強い 良 1～ 5 cm凝灰岩 ブロック。

第10図  1号住居跡炉・ P。 平面図



梨野 A追跡

8.1号住居跡 炉 検出状況

9.1号住居跡 炉 石組部底面

492「Dl



Ⅳ 縄文時代の遺構 と迫物

lo.Ps内遺物出土状況

11.1号住居跡完掘状況



梨野 A遺跡

出土土器

図 出土地点 層位 部 位 器形 法  量
施 文 調 整

底 部
備 考

1 炉土器埋設部
体をb下 半

～底都
深 鉢

一局
　
Ｃｍ

存

Ю

残

２８

外 面 横位 LR縄 文
(高 さ15cmま で )

横位磨 き(体部木端 )内面

著しい剥落のため外面調

整不明、内面に細かいキ

レツチ、る。

内外面のよ」落激しヽ

(二次加熱か)

第11図  1号住居跡炉内出土土器
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第12図  1号住居跡出土石器(1)



梨野 A遺跡

」
す
エ

観察表 単位 :mm g

図 出土地点 堆積土 名 称 長 さ 幅 サ享 さ 備 考 石 材 登録番号

1 Pc 堆積土 剣  片 36 5 40 0 102

同一母岩

分類番号

配-39

チャー ト 2588

2 PG 堆積土 票J 片 35 0 44 0 15 0 チャー ト

3 P` 堆積土 素U 片 30 0 47 0 15 5 チャー ト

4 P6 堆積土 石  核 30 0 510 12 5 チャー ト

5 PG 堆積上 石 核 39 0 40 5 16 0 チャー ト

6 P6 堆積土 S・ F 44 0 30 5 140 チャー ト 2588

7 P6 堆積土 子u 片 62 5 34 0 18 2 チャー ト

8 P` 堆積土 石 核 52 5 38 0 17 5 チャー ト

図 出土地点 長 さ 幅 厚 さ 重量
礫 の
形 態 使 用 痕 ・ 他 分類 1石  材 1登録番暑

9 炉石組部 1175 86 0 60 0 C
磨面 (a)一 両面中央部
敲打痕 (b-2)一 両面に各 2個
敲打痕 (b-1)一 側面の上下端

Ⅲ 安 山岩 S,3

第13図  1号住居跡出土石器 (2)

531291



Ⅳ 縄文時代の道構 と違物

2号住居跡 (第 14～ 29図 .写真12～ 15)

K-13グ リッドを中心とするK-12、 」-12・ 13グ リッドに位置する。K-13グ リッドでは

住居上面プランが確認出来ず、住居床面 (Ⅵ層上面)で住居の検出をみた。その後の拡張により、

K-12、 」-12・ 13グ リッドでは、Ⅳb層の中頃で住居上面プランが検出された。尚、 2号住

居は保存を前提とした調査であった為、炉掘 り方部分は未掘である。

住居は 3号土墳、 7号土装及び攪乱により壁、周濤、ピット、床面の一部が切られている。

平面形 :K-13グ リッドでは壁が検出されなかったが周濤より推測するに、上端平面形は5,6×

5.6mの ほぼ円形かと思われる。住居西側部分は拡張が行なわれている。

堆積土 :2層 から成り、 2層 は a・ b・ cの 3層 に細分される。

壁 :住居西側、】ヒ側で検出され、良好な部分では壁高約50cmで 、壁面も垂直ちかく立ち上がる。

床面 :Ⅵ層僻占土層、混合層)を床面としているが、地形がゆるやかに西から東へ下る為に、西

壁ではⅥ層を10～ 20cm掘 り下げ、東側ではⅥ層上面を床面としている。床面状態はほぼ平坦で

あるが、西側拡張部床面は約 5 cm程高くなっている。また床面中央部付近では若千踏み固められ

たような状態を呈 している。

周溝 :周濤は全周せず、所々止切れており、住居南側では炉掘 り方に切 られている。長短合せ

てMl～ M14ま での14条検出された。これらはほぼ上端幅約20cm、 深さ約10cm、断面U字形を呈 し

ているが、Ma～ Milの ように浅いへこみ状のもの、M3・ M4・ Mよ 2・MIBのように底面の起状が激 しく

小ピットを連続させたようなものもある。またM2の ように中央に高まりを持ち2重周濤状のも

のもある。これら周溝の切 り合い、組み合せより、住居の拡張前の周濤はMl～ M7で、拡張後

の周濤はMa～ M i3で、Ml、 M5～ M7は拡張後も使用されている(下図参照)。

周溝 平面略図
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M14は独立し、連続性の認められない択状の幅広い濤で、M3、 P7～ P10、 P12を切っている。

拡張後以後のものと考えられる。一応周濤の名称を付けたが、他の周濤とは性格の異なるもの

と思われる。後世の攪乱の可能性もある。
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梨野 A追跡

ビットI Pl～ P20の 20個検出された。いずれも柱痕は認められなかった。この内、上端規模40cm

以上、下端規模20cm以 上、深 さ40cm以 上を持つものはP4、 P7、 PS、 PO、 Pll、 P17、 P19の 7ピ

ットである。配置、推積土より、P4、 PS、 P17、 Pieの 4本が主柱穴 と考えられる。これら主柱

穴は炉中軸線上を狭んで左右に 2本づつ配されている。ただし耳ヒ西主柱穴P3に関 しては隣接 し

て同規模なP7、 P9、 Pllが ある上、M14に上部 を切られ、これらの新旧関係も不明で、断定は

出来ない。また、】ヒ西主柱穴は拡張時に移動 したことも十分考えられるし、この周辺に何らか

の施設があった可能性 もある。

住居北側、炉のほぼ中軸線上に位置するP15は ヽ上記 7ピ ットより平面規模が小さいが深さ

40cm以 上もあり、主柱穴 と何 らかの関連性を持つ柱穴である可能性もある。

検出ピット中、住居拡張後のものと断定出来るものは、西壁際のP二 、Ps、 P。 である。これら

は壁面、周濤に付随 したような状態のピットで、上端平面規模、形態がほば等しく、また等間

隔に並んでいる。

炉

住居中央南側に位置する。軸長2.2m、 最大幅1.3mの瓢形を呈する複式炉で、堆積土は 3層 か

ら成る。

構造 :北側より土器埋設部、石組部、掘り込み部に別けられる。

(土器埋設部〉深鉢形土器の体部 (径39cm、第16図)が埋設され、上面に 5～ 10cmの小礫が土器を外

周している。土器内堆積土は 2層で、ともに多量の焼土粒を含む。土器内底面には焼土面、土器内

面には二次加熱痕がみられる。また、上面土器外周礫は焼けており、周辺には焼土が散在してい

る。土器北側には深鉢形土器体部破片 (第 14図 P-1、 第20図 6)が一部まわっており、また石組部

埋設土器との間にも土器片がまわっていることが確認されており、土器の入れ替えが行なわれ

ている。

(石組部〉上端、下端平面形とも三角形を呈す。住居床面から底面までの深さは約40cmで、掘り

込み部底面より1段下り、境には支切り石として10cm大の礫11個 をめぐらしている。底面は平

坦で礫は敷れていない。北、東、西壁には、20cm前後の大型の礫を2～ 3段ほど組み上げ、上

部に10cm大の礫を並べている。礫と礫との間には小礫や粘土がつめられている。

北壁中央上部には深鉢形土器 (第 17図)が斜位に埋設されている。土器上半内外面に二次加熱

痕らしき変色がみられ、土器を囲む礫は焼けていた。土器内堆積土中には多量の焼土粒を合む。

壁面の礫には人を受けた痕跡がみられたが、床面には焼面が明瞭には認められなかった。

(掘 り込み部)上端、下端平面形とも方形を呈し、住居床面よりの深さは約30cmで ある。底面は

平坦で固くしまっており焼面は認められない。

中央、南壁際にピットが検出された。両ピットとも上端径約30cmの ほぼ円形のもので、深さ

5591)



Ⅳ 縄文時代の進構 と追物

は中央ピットが約 7 cmと 浅 く、南壁際ピットが約25cmと やや深い。両ピットとも炉主軸線上に

位置する。

掘 り方 :A・ B・ Cの小規模な 3ト レンチを入れたのみで、他は未掘の為全貌は不明である

が、掘 り方検出プランから推測すると、上端規模長さ3:mゃ 最大幅2.5mの 大きなものである。掘 り

込み部外側に入れたA～ Cト レンチより、掘 り込み部底面の東西外側には、深 さ約20cmの濤状

の落 ち込みが認められた。尚、掘 り方埋土は 4層 からなる。

構築順序 :1.掘 り方。2.石組部土器設置。3.土器埋設部土器設置。4.土器埋設部、石組部、

掘 り込み部周辺に埋上を入れる。5,石組部と掘 り込み部の間に礫 を並べる。6.石組部壁面に礫

を積み上げる(東西壁→北壁 )。 7.土器埋設部、石組部の上部に礫 を並べる。

埋設土器 :住居ほぼ中央、炉のほぼ中軸線上に位置する。北東部に一部攪乱を受けていたが、

径22cmの深鉢形土器体部部分 (第18図)が埋設されている。掘 り方は土器よりやや大きめの、上端、

下端平面形円形、上端規模径約30cm、下端規模径約20cm、 深さ10cmで ある。土器内堆積土は焼土粒、

本炭粒を合み、土器内底面、土器内面は若千焼けていた。土器周辺及び埋土上部には礫がまば

らにみられ、土器の周 りに礫が回っていた可能性もある。

その他 :住居南端に大型の自然礫がみられ、礫の下部はⅥ層中にかなり食い込んでいる。また

礫上部のレベルより、この礫は住居構築時には地表面に顔を出していたと考えられる。従って

住居はこの礫 を意識 して構築された可能性が強い。

出土遺物 :堆積土、床面、住居内施設より、土器、石器、土製円盤が出土 している。土器は炉

土器埋設部土器、炉石組部土器、埋設土器の他、復元土器 1点、口縁部破片100点、体部破片

1034点 、底部破片29点 の総計1167点 である。石器は200点出土 してお り炉掘 り方Cト レンチ内

では、同一母岩資料 (剥片)が 6点 がLL土 した。土製円盤は堆積土中より1点のみ出土 した。

出土土器のほとんどは第V群土器であるが、堆積± 1、 2層 中には他群土器も混在 している。

第V群 と判別された土器は、復元土器 4点、口縁部破片 20点、体部破片83点の総計107点 であ

る。

炉土器埋設部土器 (第 16図 )

体部のみ残存 している内弯 ぎみの深鉢で最大径39cmを 計る。沈線文による楕円文と「∩」文が

上下に施され、それらの間に沈線文が縦位に施文されている。地文としてLR縄文が施文されて
いる。文様は12単位構成であり、 1単位のみ縦位の沈線が見られない。

炉石組部土器 (第17図 )

口縁部が欠損している内弯 ぎみの深鉢で、底径10cm、 最大径29.5cmを 計る。底部は平底で磨

かれている。地文としてLR糸電文が施文されているのみである。
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炉2号 住 居 跡

2号住居跡観察表
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＼
ヽ
＼
＼
＼

ヽヽヽ
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Ｌ

＼

4‐越
Ｍ
ピ
‐
‐
＼
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0                 2m
11 1l111111

研

名

Pμ当

単位 :m
単位 :m

平面形 規 模 堆積上
掘 り 方 石   組   割 掘 込 み 部

規 模 埋土 平面形 上端・下端規模 深 さ 壁角 平面形 上端・下端規模 深 さ 壁 角 そ の 他

瓢 形 22× 13 3 3× 25 三角形 13× 09,08× 03 130° 正方形 17× 16・ 15× 15 底面にピット2

2号住居跡炉観察表

地 区 名 検出面 平面形 規  模 堆 積 土 床  面 壁高 壁角 周溝 ピット主柱穴 建替・拡張 炉 埋設上器 炉主軸方位

JK-12■ 3 Ⅳb中 円 形 56× 56 大別 2(細別 4) Ⅳ層直上 05 2 4 1回以上 複式炉 1 1 N-6° 一W

第14図  2号住居跡・炉平面図
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2号住居跡土層註記表

准積土 色 調 土 質 土   質 し ま り 備 考

1 ЮYR% 黒 褐 色 粘土質シル ト やや強ヽ 良 焼土粒・炭化粒多量。凝灰岩粒。

10YR% 暗 褐 色 粘土質 シル ト ,蛮    ヽ 良 凝灰岩粒。焼土粒。炭化粒。

10YR% 暗 褐 色 粘土質 シル ト やや強 い や や 良 2～ 3 cm凝灰岩ブロック多量。焼土粒。炭化粒。

2c 10YR% 黒 掲 色 粘土質 シル ト 強   ヽ 良 凝灰岩粒。焼土粒。炭化粒。

れ

梨野 A遺跡

ド

2号住居跡埋設土器

石

2号住居跡炉土層誰記表

層 位 色 調 土 質 本占  ′陛 しま り 備 考

堆 積 土

1 10YR% 暗 褐 色 粘土質 シル ト やや強 t や や 良 l cm炭化物 多量。焼土粒。 l cm凝灰岩 ブロック。

2 10YR% 黒 掲 色 粘土質シル ト やや強ヽ やや不良 l cln炭化物・粘土粒多量。 l cm凝灰岩ブロック。

3 10YR% 暗 褐 色 粘土質シル ト :虫    ヽ 不  良 2～ 3 cm地山ブロック・炭化粒・焼土粒多量。

石 組 部

土 器 内

A 10YR% 黒 掲 色 粘土質 シル ト やや強 い やや不良 炭化粒。焼土粒。
B 7 5YR% 極暗掲色 粘土質 シル ト 強   ヽ やや不良 焼土粒多量。炭化粒微量。

土器埋設

部上器内

① 7 5YR% 黒 褐 色 粘土質 シル ト やや強い や や 良 焼土粒 炭化粒多量。
② 5YR%  暗赤褐色 土 強   ヽ 不   良 焼土粒多量。炭化物少量。

掘 り 方

埋   土

イ 10YR% 暗 褐 色 シ ,レ ト質粘土 やや強い 良 焼土粒。05～ l cm凝灰岩 プロック多量。
10YR% 黒 褐 色 シル ト質粘土 やや強 い 良 焼土粒。炭化地。凝灰岩粒。l cm凝灰岩ブロック。

10YR% 暗 褐 色 シル ト質粘土 ,蛮    し やや不良 焼土粒・炭化粒・凝灰岩粒微量。
10YR% 褐  色 土 号a   ャ やや不良 地山ブロック多量。

2号住居跡埋設土器土層誰記表

層 位 色 調 土 質 粘  性 しま り 膊 考

土 器 内

堆 f_3土

1 10YR% 暗 褐 色 粘土質 シル ト 強 し 良 焼土粒。・炭化粒少量。凝灰岩粒。

2 7 5YR≧ 黒 褐 色 粘土質 シル ト 強 ヤ や や 良 焼土粒・炭化粒多量。地山ブロック。

埋   土 ① 10YR% 褐  色 土 強 やや不良 2～ 3 cm円礫少量。地山ブロック多量。

第15図  2号住居跡・埋設土器
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Ⅳ 縄文時代の追構 と遺物

12.2号住居跡完掘状況 (南より)

籟

飴
13.2号住居跡床面埋設土器 (北より)

6000

歳|1警



2号住居跡炉全景(1)(南 より)

争群III

謙

15.2号住居跡炉全景(2(北 より)

簿 籐
=静



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

2号住居跡ピット観察表

2号住居跡出土遺物数量表

単位 i cm、 ( )は残存数

※ ( )内数値は復元土器数

土 質 上端規模 中端規模 下端規模 深 さ 壁 角 柱 穴 重 複 備

粘土質シル ト 37× 30 4× 4 底面招鉢状。M11に 付随。

Fll土 質シル ト 49× 40 35× 30

粘土質ンル ト 40× 32 29× 19 M28に 付随。

粘土質ンル ト 90× 80 30× 28 23× 18 主 柱 穴

粘土質シル ト 60× 46 47× 40 80°  135° 住居壁除オーバーハ ング。Mll 12に 付隅

粘土質シル ト 47× 40 33× 24

P, 粘土質シル ト (60)× (60) 36× 32 31× 28 主柱穴 ? M】 1に切 られる。

63× (45, 35× 23 67 主柱穴 ? M11に切られる。

粘土質シル ト (45)× (25) 33× 16 主柱穴 ? M11に 切 られ る。

粘土質ンル ト M,1に 切 られる。Pllを切 る。 上端 下端規模、壁角計測不能。
Pll ン  ,レ    ト 46× (40) 30× 30 24× 8 100° 主柱穴 ? Pllに 切 られる。

P, 粘土質ンル ト (52)× 40 (42)× 29 Mllに 切 られる。

PI= 格土質シル ト 55× 31 110°

P“ シ  ,レ    Ⅲ 78× 63 64× 42

P16 粘土質シル ト (24)× (21) 10× 8 135° 上端規模カク乱 |こ より不明。

Pぉ 粘土質シル ト 23× 23 H× 9

P, 粘土質シル ト (54)× 54 34× 28 25× 16 110° 主 柱 穴 上端長軸規模 カク乱により不明。

P シ  ,レ   ト 39× (34) 20× 17 17× 12
Pl, 粘土質シル ト 42× 30 35× 21 主 柱 穴

粘土質ンル I 29× 25 21× 16 8

出 土 地 点

遺Ｘ
土 器 土

製

円

盤

石 器

復

土

器

日
　
　
縁
　
　
部

体

部

底 辞 剣 片 石 器 テ

　

　

】ッ
　
　

プ

石

核

石

斧

礫  石  器

Ⅱ V Ⅶ Ⅷ 制

不

明

石

鏃

石

錐

石

匙

ポ

イ

ン

ト

ピエ

女牟
スイ

クパ I Ⅱ Ⅲ V

住居内堆検土

1 1 1 1 8 6 2 2 5 2 2

10 127 3 3 8 1 1 1 2

床  直 3 8 1 1 ユ 2 ユ 6 3 1 1
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梨野 A遺跡

埋設土器 (第18図 )

体部のみ残存している。体部が外傾する深体で最大径22.5cmを 計る。隆沈文による「 C」字文を

3単位 とそのすき間をうめる形で縦位楕円文が 1単位施文されている。地文としてLR縄 文が

施文されている。

床面直上及び住居跡内施設出土土器 (第 19図、20図、21図 1～ 4)

隆線文及び隆沈文によって文様が施文されるもの (第 19図 1～ 5)

1は横位の隆線文から隆沈文による「∩」文が施文されているもので、地文としてLR縄 文が

施文されている。 2は横位の隆沈文と縦位沈線文が施文されており,地文としてLR縄 文が

施文されている。 3、 4は縦位の隆沈文が施文されている。地文はRL縄文である。 5は縦位

の隆線文と隆沈文による惰円文あるいは「∩」文が施文されており、地文はRL縄文である。

沈線文によって文様が施文されるもの (第 19図 6～ 10、 20図、21図 1～ 4)

第19図 6～ 10、 20図 1・ 2は 口縁部資料である。これらの土器を第V群土器の分類基準によっ

て分類 してみると、第 1類 :文様のあるものである。 a類、 b類は確認されない。

c類 :口唇部直下が無文帯となり、その下部から体部まで文様帯をもつもの。

第19図 6は内弯する波状口縁で横位の渦巻文と楕円文あるいは「∩」文が施文されている。地

文はRL糸電文である。 7は外反する、 8。 9は直立 ぎみの平縁で「∩」文あるいは楕円文が施文

されている。 7・ 8は二条の沈線文間に地文が施文されている。 7のみ地文がRL縄 文と判別

された。

d類 :口縁部が無支帯となり、体部に文様帯をもつもの。

第19図 10は直立ぎみの平縁で横位沈線文が三条以上施文されている。第20図 1はタト反する波

状口縁で口縁下部の二条の横位沈線文で口縁部と体部を区画し、体部に沈線文による渦巻文あ

るいは楕円文が施文されている。2は外反する波状口縁で口縁下部に沈線文が施文されている。

第20図 3～ 7、 21図 1～ 4は体部資料である。第20図 3～ 5は沈線文による「∩」文カド施文され

ており、「∩」文の間に縦位沈線文が施文されている。 5のみ地文がRL糸亀文と判別 された。 6

は二重の沈線文の間にLR縄文を施文した「∩」文が施文されている。 7は縦位の沈線文が施文

されている、地文はLR縄文である。第21図 1。 2は縦位沈線文が施文されている。1は RL縄文、

2は LR縄文が施文されている。 3は二条の沈線による変形楕円文あるいは「∩」文が施文され

ている。地文はLR縄束である。 4は楕円文あるいは「∩」文が施文されている。地文はL縄文

である。

住居跡堆積土出土土器 (第21図 5～ 11、 22図 1～ 6)

隆線文及び隆沈文によって支様が施文されるもの (第21図 5～ 10)

5は橋状の把手がつけられ、その貼付部分から隆線文が施文されている。 6は隆線文による

63G0



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

楕円文あるいは「∩」文が施文されている。7・ 8は隆沈支による楕円文が施文されている。地文

としてRL縄文が施文されている。9。 101よ隆沈文による渦巻文が施文されている。地文として

9は LR縄支、10は RL縄文が施文されている。

沈線文によって文様が施文されるもの (第 21図 11、 22図 1～ 5)

第21図 11、 22図 1～ 4は回縁部資料である。これらは前述のものと同様にa類、 b類はない。

c類 :第 21図 11、 22図 1～ 3は 、11。 1。 2が外傾 し、3が内弯する平縁で「∩」文が施文されて

いる。地文としてはL縄文、他はLR縄 文が施文されている。

d類 :第 21図 4は外反する波状口縁である。口縁上部に沈線文が一条施文されている点で他

の d類土器と若千異なっているが、口縁下部に二条の沈線文が施文されて口縁部 と体部 を区画

していることからd類 とした。体部に沈線文で楕円文あるいは渦巻文が施文される。

第22図 5は体部資料である。縦位の沈線文と楕円文が施文されている。地文はLR縄 文であ

る。

第22図 6は、第V群土器第 2類、地文のみのものに分類される。外傾 ぎみの小型の深鉢であ

り、口径11.5cm、 底径 5 cm、 器高10cmを 計る。RL縄文の地文が施文されている。

所属時期 :時期決定遺物は炉土器埋設部土器、埋設土器の 2点である。これらは第V群土器で

住居の所属時期は中期後葉である。

佐藤甲二・主浜光朗

第 1表 2号住居跡第V群土器類別出土数量表

ご
弟 ユ 類

第 2類 計口 縁 部 体   部

bi 不 明 1 2 3 不 明

施設内・床面直上 ユ 4 4 2 2 7 1 1

堆  積  土 1 5 5 1

計 2 9 9 2 1 2
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0        5 cm
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梨野 A追跡

単位 cln

図 出土地点 層 位 都   位 器 形
器  高 日 径

施  文  ・  調  整 分 類 備   考

1

炉 土 器

埋 設 部
体  部 深  鉢

底  径 最大径 縦位 LR縄 文→沈線文→磨 き
V Ⅲ 4 内面二次加

熟痕

第16図  2号住居跡出土土器(1)

651411



Ⅳ 縄文時代の遺構 と道物

キ「1 11「
Cm

表 単位 i cln

図 出土地点 層 位 部   位 器 形
器  高 口 径

施 文 調  整
底

分 類 備   考

1 炉石組部 体部～底部 深  鉢
底  径 最大径 縦位 LR縄 文→磨 き 平底で磨か

れている
V2 内外面二次

加熱痕 ?

第17図  2号住居跡出土土器 (2)
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0         5 cm
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梨野 A遺跡

単位 i cm

図 出土地点 層 位 部   位 器  形
器  高 口  径

施  文    調  整 分 類 備   考

ユ 埋設土器 体   部 深  鉢
底  径 最大径 隆線文 。縦位・横位・斜位 LR縄 文→沈

線文→磨 き
V13 内面二次加

熟痕225

第18図  2号住居跡出土土器 (3)

671431



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物
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図 出土地点 層位 部  位 器  形 施   文   ・  調  整 分類 備 考

ユ
組

内

石

器

炉

土
A 体  部 深  鉢

縦位 LR縄 文・隆線文→沈線文→磨 き
Vl・ 3

2 堆 体  部 深  鉢
縦位 LR縄 文・隆線文→沈線文→磨 き

V卜 3

3 P6 堆 体  部 深  鉢
横位 RL縄 文・隆線文→沈線文

Vl・ 3

4 炉 2 体  部 深  鉢
縦位 RL縄 文・隆線文→沈線文→磨 き

5 炉 l 体  部 深  鉢
縦位 RL縄 文・隆線文→沈線文→磨 き

V卜 3

6 Ple 堆 口縁部 深  鉢
縦位 RL縄 文→沈線文→磨 き

Vlc

7 炉掘 り方
検出

面
口縁部 深 鉢

不明縄文・沈線文→磨 き
Vic

8 床直 口縁部 深  鉢
横位 RL縄 文→沈線文→磨 き

Vic

9 炉 触
面
口縁部 深  鉢

不明縄文・沈線文→磨 き
Vlo

炉掘 り方 埋 ノ 回縁部 深  鉢
沈線文→磨き

Vld

第19図  2号住居跡出土土器(4)
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図 出土地庫 層位 部 位 器 形 施  文  ・  調  整 分類 備 考

1 炉
検出

面
口縁部 深  鉢

沈線文→磨き
Vld

2 P17 堆 口縁部 深 鉢 沈線文
→磨き

3 炉掘り方
検出

面
体 部 深 鉢

不明縄文→沈線文→調整 (不明)
V卜4 P-2

4 炉掘 り方
検出

面
体 部 深 鉢

不明縄文・沈線文→磨き

5
組

内

石

器

炉

土
A 体 部 深 鉢 縦位

RL縄文→沈線文→調整 (不明)
Vl・ 4

6 炉掘 り方 坦 イ 体 部 深 鉢
縦位LR縄文→沈線文→磨き 炉土器埋設部上器

外周 P-1

7 床直 体 部 深 鉢
縦位LR縄文→沈線文→磨き V14

第20図  2号住居跡出土土器(5)

691451
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と造物

i諜藁 軽Ｚ

蕊
掛
一

昔
俯

同

＝

日

0        5 cm
1111 1

表察観

すぉギ争、̀

図 出土地点 層位 部  位 器  形 施 文   ・  調   整 分類 備 考

1 床直 体  部 1突  然 横位 RL縄 文→沈線文→磨 き
V Ⅲ4

2 堆 体  部 深  外 横位 RL縄 文→沈線文→磨 き
Vl・4

3 炉 2 体  部 深 鉢 縦位 斜位LR縄文
→沈線文→磨き

V Ⅲ4

4 炉 蠅
面

体  部 深  外 斜位 L縄文→沈線文→磨 き
Vl・ 4

5 堆 積 土 2 体  部 把手の貼付→隆線文→沈線文→磨 き
Vl・3

堆 積 土 2 体  部 深  鉢 不明縄文・隆線文
V卜 3

7 堆 積 土 2 体  部 深  鉢 縦位 RL縄 文 隆線文→磨 き
Vl・3 胎土中に金雲母を合む

堆 積 土 1 体  部 深  鉢 隆線文・維位 RL縄 文→ 沈線文→磨 き V卜 3

堆 積 土 l 体  部 深  鉢 縦位 LR縄 文 隆線文→沈線文→磨 き VⅢ l

10 堆 積 土 1 体  部 深  鉢 横位 RL縄 文・隆線文→沈線文
Vl,1

11 堆 積 土 2 口縁部 深  鉢 維位 LR縄 文→沈線文→磨 き Vlc

第21図  2号住居跡出土土器 (6)

701461
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観 察 表

出土土製品

惨
7

表察

〔日日日〕
野　
　
観

図 出土地点 層位 部位 器 形 施 文   ・   調   整 分類 備 考

1 堆 横 土 1 日縁 部 深  鉢
縦位 L縄文→沈繰文→磨 き Vlc

2 堆 積 土 1 口縁とb 深  鉢 横位・斜位 LR縄 文→沈線文一 FLrき Vlc

3 堆 積 土 1 口縁部 1宋  外
維位 LR縄 文→沈線文→磨 き Vlc

堆 積 土 1 回縁部 深  鉢
沈線文→ rFFき Vld

5 堆 積 土 1 体  部 深  鉢 斜位 LR縄 文→沈線文→磨 き V14

6 唯 積 土 1
口縁部
～底部

深  鉢
器高 口径 底 径 縦位 RL縄 女 底

V2 Pl子 出上のものと接合
50 平底、ナデ調整

図 出土地点 層位 大 き さ mm ナ享さmm 重量 9 形  態 打欠回数 研 磨 率 部  位

7 堆 積 土 2 卜型 29× 29 7 61 円  形 100% 体
=b

第22図  2号住居跡出土土器 (7)・土製品
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

出土石器

観察表

鵡
森・
ア`

諄
'専

tiii車喜ヽ||

選雛革

蛾

鍵

熟
4

Ⅲ蔭

5

窃
単位 :mln

る

諭
捌
抽
鰯
低
脇
岬

に

〆 ＼

図 地 土 地 点 層  位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石 材 登録番号

1 炉 検出面 S F 35 0 515 15 0 Ⅵ 珪 質 頁 岩 2478

炉 検出面 石 匙 525 30 0 チ ャー ト

3 炉 掘 り 方 埋 ピエス・ェスキーュ 23 0 20 0 70 珪 質 頁 岩 2630

4 炉 掘 り 方 埋 スクレイパー (190) (53) 一部欠損 している 畦質凝灰岩 2630

5 炉 掘 り 方 埋  イ M F 18 3 13 5 Ⅶ 珪質凝灰岩 2625

6 炉 2 石 鏃 152 125
llα ② 珪質凝灰岩

7 炉 1 スクレイパー 61 5 36 5 10 5 Ⅲ 珪 質 頁 岩 2625

8 炉 石 組 土 器内 A スクレイパー 48 5 39 0 背月2向 向 に黒色の付
着物 があ る Ⅱ 珪 質 頁 岩 2679

第23図  2号住居跡出土石器 (1)

721481
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何

Ｈ

日
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単位 :mm観察表

図 出土地 点 層 位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 石   材 登録番号

1 炉掘り方 埋 ′ 劉   片 29 0 40 5

十日示是墓号Mめ
珪質頁岩 2632-― ユ

2 炉掘 り方 埋 ノ 剣  片 47.0 34 7 珪質頁岩 2632--2

3 炉掘 り方 埋 ノ 剣  片 30.5 42 6

|「示是曇号M0
珪質頁岩 2632--3

4 炉 掘 り方 埋 ノ 劉   片 35 0 22 0 珪質頁岩 2632--4

5 炉掘 り方 埋 ノ 剣  片 41 5 29 2

1民示暴暮号Mり
珪質頁岩 2632--5

6 炉掘 り方 埋 ノ 禁」 片 48 5 36 0 珪質頁岩 2632--6

第24図  2号住居跡出土石器(2)

731491
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梨野 A追跡

単位 !mHl.9

酢電
7

嚢 滲d
8!娃 6

簾|

・爾
3

ぬ
拳
５

観察表

図 出土地点 層  位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分類 石 材 登録番号

l P19 堆 スクレイパー 55 0 14 5 | 珪 質 頁 岩

2 M14 堆 石 錐 64 0 18.2 70 Ⅱal 珪 質頁岩 2647

3 1`14 堆 ノ  ツ チ 48 0 29 0 10 5 珪 質 頁 岩 2647

4 床  直 スクレイパー 51 0 34 0 16 0 X 珪 質頁 岩 2705

5 床  直 石 鏃 22 5 12 0 ⅡoC 珪質凝灰岩 2695

6 床  直 スクレイパー 20 5 17 5 一部欠損している X 珪質凝灰岩

7 床  直 S F 28 5 180 両端が欠損 している Ⅵ 珪 質 頁 岩 2695

8 床 直 M F 11 5 Ⅶ 珪 質 _頁 岩 2505

図 出土地点 層 位 長 さ 幅 厚 さ 童量
形 態

使 用 痕・他 分類 石 材 登録番号

9 床  直 102 0 85 8 57 6 730 C
敲 打 痕 (b-1)に よ り礫
の 表 度 が剰 落 して い る

表 度 は 風 イ

`し

て い る

Ⅲ 安 山 岩

床  直 108 6 97 2 79 1 1,180 A
全 面磨痕 (a)があ る
一―を51こ高夜才丁万三(b―-1)が
あ る

Ⅱ 安 山 岩 2708

Ps 堆 84 8 37 4 33 0 F 底面に敲打痕 (b-1) I 安 山 岩 2714

7561)

第26図 2号住居跡出土石器(4)
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単位 :mm観察表

図 出土地点 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石 材 登 録 番 号

l 堆 積 土 ユ 石 鏃 180 脚部欠損 ⅦωQ 珪 質 頁 岩 2659

2 堆 積 土 1 石 錐 24 0 13 0 尖頭部欠損 Ⅱαl 畦 質 頁 岩 2296

3 堆 積 土 ポ イ ン ト 29 8 20 5 110 Ⅲ チ ャー ト 2704①

4 堆 積 土 ] ス ク レ イ パ ー 45 0 170 6 7 Ⅲ 珪 質 頁 岩

5 堆 積 土 1 ピエス・エスキーュ 22 0 160 I 珪質凝灰岩 2704②

6 堆 積 土 ユ ス ク レ イ パ ー 25 0 15 5 X 珪 質 頁 岩 2700

7 堆 積 土 ピエス エスキーユ 39 2 22 0 115 Ⅱ 珪質凝灰岩

8 堆 積 土 ス ク レ イ パ ー (525) (250) (63) 一部欠損 Ⅲ 珪 質 頁 岩

9 堆 積 土 1 ス ク レ イ パ ー 59 0 52 5 158 IF 珪 質 頁 岩 Ps-138

76621

第27図  2号住居跡出土石器 (5)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

1

単位 i nm、 9表察観

図 出土地点 層 位 長 さ 幅 厚 さ 欠 損 都 備 考 分類 石 材 登録番号

第2829図 1 堆 積 土 1 (513) (393) (267) b 安山岩 2412

第28・ 29図 2 堆 積 土 I (850) (500) (300)
基部 A、 ⅡのBlal部片面の中央部 B、

欠損面に磨痕 (a)
Ⅱ 安山岩

2316
Ps-133

図 出土地点 層 位 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 TFk 他 分 類 石   材 登録番号

第28・ 29図 3 堆積 土 1 53 5 590 C
a・ b両面の中央部に磨痕 (a)と
敲打痕 (b-2) 安 山 岩

2316

Ps-137

第28・ 29図 4 堆穣 土 2 395 0 142 0 76 0 6 000 G
a・ b両面に磨痕 (a)、  a面、凸面
に敲打痕 (b-1～ b-2)

Ⅵ-1 砂   岩 2424

78150

第29図 2号住居跡出土石器(7)



梨野 A遺跡

1号炉跡 (第押図)

K-13グ リッド北西側に位置し、Ⅳb層 上部で単独で検出された。約65cmの 円形範囲に焼土

粒、本炭粒がひろがり、内側には内面が強く焼けた15釦前後の角礫が西側に4個、東側に 2個、

浮いた状態で南側に 1個並んでいた。礫の内面には焼土面がみられる。

検出礫より推定するに、礫外周径60cmの ほぼ円形を呈する石囲いの炉であったと思われる。

礫の掘 り方は明確ではなかったが、ほぼ礫の大きさと大差ないと考える。

出土遺物は皆無であったが、ほぼ同一検出面西側で、 1・ 2号埋設土器 (後期初頭)、 東側で

3号土羨 (中期末葉)が検出されており、そのいずれかの時期に所属するかと思われる。

佐 藤 甲 二

1号 炉 跡

ド

・焼土粒範囲

名 名

Ｎ４

第30図  1号 炉跡平面図

79651



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

1号・ 2号埋設土器 (第 31～33図 )

K-12グ リッド北東隅に位置し、Ⅳb層上部で隣接して検出され、両土器ともⅣb層 中に南東側

(1号 )、 ゴヒ東側 (2号 )にやや倒れた状態で斜位に出土した。 1号埋設土器 (第32図 )は上部がか

なりくずれた状態で、口縁部を欠失する。 2号埋設土器 (第33図 )は耳ヒ東側がボロボロで、わず

かに土器の輪郭を残すような状態であった。ともに深鉢形土器で、底部に焼成後の外面からの

穿孔がある。検出面、2号埋設土器内には、15cm前後の角礫がみられるが、K-12グ リッドⅥa

層からⅣb層中にかけて、同じ大きさの自然礫が多く含まれており、自然のものか、人為的な

ものなのかは判別出来なかった。両土器ともこれに伴う掘り方、遺構は検出出来なかった。

土器内堆積土はともに黒褐色 (10Y R%)粘土質シルトの単層で、若子の炭化粒、焼土粒を含

む。礫を除いては出土遺物はない。2号埋設土器内堆積土底部付近のリン分析結果 (507頁か照)

ではヽP20Sが基本層 IVa・Ⅳb層 より多少高い値を示しており、底部穿孔をも考え合わせるに、

1・ 2号埋設土器は単棺墓の可能性も十分に考えられる。

所属時期は 1号埋設土器が第Ⅷ群土器であることより、 1・ 2号埋設土器とも後期初頭であ

る。

3号埋設土器 (第34～38図 )

P-11グ リッド北西隅に位置し、WI層上面で検出された。上部、南側を本の根によってかな

り破壊されている。体部上半が崩れた状態の深鉢形土器が、上端最長部約 lm、 深さ約15cmの

土渡西側に埋設され、土羨東側上部には10～ 20cmの円礫、角礫が11個集中して出上した。集中

礫には積み方に規模性がなく、上面、下面が木の根によって攪乱されていることより、原位置

は保たれてないが、当遺構に伴ったものと考えられる。埋土は細別 2層 からなるが、土器周辺の

la層 が lb層 より多少汚れている程度でほぼ同質であり、土器設置後、土羨全体に埋土が入れら

れたと考えられる。

出土遺物は、検出面、埋土中より土器片30点、石器 3点が出土している。埋設土器内からは

当土器の破片以外は出土していない。尚、11個の集中礫中には、磨痕のある凹石 1点 (第 38図 2)

大型の敲打痕・磨痕のある礫 1点 (第37図 3)が含まれるも

所属時期は埋設土器が第Ⅵ群土器であることより、中期末葉である。

佐 藤 甲 二



梨野 A遺跡

ド

ド

く歩

■

比 /〆

||||li

ＮＩ

第31図  1号 。2号埋設土器平面図

816り



Ⅳ 縄文時代の遺構 と追物

出土土器

幼

魏

‖

底部写真

単 位表察観

図 遺 構 名 層 位 部   位 器  形
残存高

35 7

底 径

110
施   文      調  整

 面
分  類 備

1号埋設上器
Ⅳ b層

上部確認

体部～底部

体部オ欠損
深鉢Ⅳ ?

最 大 径 横位 LR縄文→弧状沈線問磨消縄文(単位問連結)

+盲孔 (輪形隆文?)十縦位波状沈線文

研磨

穿子と
Ⅶla+lb

地文の原体は大きの異な

るものを撚り合せている。

Vt成 按穴|`外面より,了し297(体部上半)

第32図  1号 埋 設土器

8260



梨野 A遺跡

底部写真

鯵霧甥

観 単位 i cm

図 連 構 名 層 位 部  位 器形 絲
一田
酷
一知

施   文      調   整
   1 底  部

分 類 備   考

1 2号埋設土器 醒
躙

Ⅳ

　

上

口縁部 体部

のと欠損
深鉢
底径

12 0

灘
一２６‐

細立RL縄文(2段 3条 )‐横位研磨(口縁部 体下調

(内齢体引吐半 i elF削 り,研磨 下半1斜位削り封汗磨

綴 →研磨

穿  孔

05～駆 砂粒多(白色粒創

焼成後広き

'外

面より穿孔

第33図  2号 埋設土器

83691



Ⅳ 縄文時代の造構 と造物

3号 埋 設土器

ノ
≠

ド

コ

第34図  3号埋設土器平面図



梨野 A追跡

※ ( )内数値は復元土器数3号埋設土器出土遺物数量表

出土土器

埋 上 色     調 土    質 粘   性 し  ま  り 備 考

10Y R%  暗褐色 ル ト質粘土 やや強い やや良 炭化粒少量。凝灰岩粒。焼上粒少量。

lb 10Y R%  暗褐色 シル ト質粘土 やや強い やや良 la層 と同質だが、炭化粒、焼土粒ほとんど合まず。

逮物

埋土

土 器 石 器

傭 考
復

元
土
器

口
縁

部

体
　
部

底
　
部

群   別 イ

パ

ー

刹
　
片

礫  石  器

Vl 不 明 Ⅲ Ⅳ-1
検 出 面 2 2 1 1 ユ

理± lb層は無遺物層
と 1 2 17 ユ ユ

図 違 構 名 埋土 部位 器形 施  文  ・  調  整 分   類 偏 考

1・ 2 3号埋設土器 la 体 部 深 鉢 隆線文→縦位LR縄文→磨き Ⅵ lb orc 同一追物

第35図  3号埋設土器出土土器



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

β

址

日

‐―

‐―

〃

白
――
ド
砒

臨
・ ヽ■●

′

表

図 遺 構 名 埋土 部   位 器形
底    径

施   文   `  調   整
 1 底 部

分  類 備  考145

1・ 2・ 3 3号埋設土器
損

掴

た
（
々

翻

乾

口

休
深鉢

最 大  径
縦位 R撚糸文→隆線文→調整 (不明)

摩滅のため

不明
Ⅵlb or

同一遺物

(325X体 部上半

8616か

第36図  3号 埋設土器



観 察 表

◇彰υ
出土石器

0        5 cm
lll ll

梨野 A追跡

単位 :mm

単位 :mm 9

図 迫 構  名 哩  土 名   称 長  さ 幅 厚  さ 備 考 石  材 登録番号

1 3号埋設土器 1 スクレイ (70) 欠損 珪質頁岩 2355

2 3丹輝設上器 検出面 スクレイ 40 0 欠損後一部調整 珪質頁岩 2586

図 進 構  名 理  土 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 涙  他 分 類 石 材 登録番号

図

側

第

第
3号埋設土器 検 出 面 121 5 111 5 G れ歯と霞岳査協馨寝務

b~2)

敷 ヶ所にやや深い敲打痕 (b-2)
Ⅵ-1 凝灰岩

第37図  3号 埋設土器出土石器 (1)

871631



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

1

(第 37図 3)

IIIIII

単位 imm 9
図 遺 構  名 土 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石 材 登録番号

2 3号埋設土器 険出顧 1115 C
a、 も両面に磨面 (a)と
敲打痕 (b-2)
側面に敵打痕 (b-1)

安山岩 2344

第 38図  3号 埋設土器 出土石器 (2)



梨野 A追跡

4号 ビット(第39～40図 )

K-7グ リッド北西側に位置し、Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模37cm、 上端平面形楕

円形、下端平面形円形、深さ20cmの ピットである。堆積土は単層である。

底面上約10cmで 、ほば完形の小型ヱ麦鉢形土器が 1点横位で出土 した。土器の表面には赤色顔

料が塗られている。リン分析の結果では(507頁 )、 P20Sよ 土器内、1土壊内で特に多いという結

果は得られなかった。小型浅鉢形土器はピット上面に置かれていたものが、落ち込んだことも

考えられる。

他に小土器片 8点 (第Ⅵ群土器を含む)が出土 したが、混入遺物と考える。小型浅鉢形土器の所

属時期には後期初頭、後期前葉のいずれに属するか決し難い点もあるが、一応広義の後期前葉

の土器として位置づけたい。従い土器の所属時期より、当土壊は後期前葉に属する。

5号 ピット(第 40～41図 )

0-10グ リッド耳ヒ西隅に位置 し、Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模70cm、 上端・下端平

面形とも不整楕円形で、中段 (不整円形、径40cm)を 持つ深 さ68cmの深いピットである。上端は崩

落 している可能性もあり、本来上端は下端と中段 との延長上にあり、円形に近い形状を呈して

いたとも考えられる。堆積土は 3層 から成るが、堆積± 2層出土の土器片と、堆積± 3層 出土

の土器片が接合 (第 41図 2)し ている点より、堆積± 2・ 3層の堆積にはほとんど時間的差異は

ないと考えられる。

遺物は各堆積層より土器片18点、石器11点 (全てフレークとチップ)が出土 している。

堆積± 2,3層 出土の観察可能な土器片の全てが第V群土器であることより、当ピットは中

期後葉に属する。

3号土境 (第42～44図 )

K-13グ リッド北側に位置し、IVb層 上部で検出された。2号住居跡の北東狽Iを一部切ってい

る。上端長軸規模70cm、 上端・下端平面形とも楕円形、深さ52cm、 長短軸断面ともU字形を呈

する深い小型C類の土渡である。

Ⅳb層 上部で土器片を中心とした遺物の集中がみられ、遺物を取 り除いた段階で遺構上面プラ

ンが検出された。堆積土は単層で、人為的に埋め戻された様相を示 している。従って遺物は土

羨埋めたて後に上面に置かれたとも考えられる。

出土遺物は全て土壊上面及び堆積土上部からで、土器片の何点かは接合 し、深外形土器 2点

(第43図 1、 第44図 1)、 小型の深鉢形土器 1点 (第43図 2)が実測可能な復元土器となった他、土

器片12点、石器 5点が出土した。

復元土器、土器片のほとんどが第Ⅵ群土器に包括されることより、当土羨は中期末葉に位置

づけられる。               佐 藤 甲 二



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

プ

描

4号 ビ ッ ト

ド

可

ド名

| I I I I iOCn

②

4号ピット観察表

地区名 検出面
平面形態 平面規模伽 雅

ｃｍ
壁  角 底面状態

上端

長軸方位
備    考

上端 下端 上 端 下 端

K-7(a) Ⅵ層上面 楕円 円 15× 13 120° ・115° 若干凹凸状 N-6° 一W

4号 ピット土層註記表
堆積 土 色 調 土   質 粘   性 し ま り 備 考

] 75YR%  暗褐色 シ ,レ  ト や や 強 ヽ や や 良 炭化物 、小 礫

4号ピット出土遺物数量表 ※ ()内数値はほぼ完形土器数
遺

堆積土

物
土 器

イよ
IF

形

日
縁
部

体
　
部

底
　
部

群   別

Ⅵ Ⅸ
不

明

1 1 8 1 1(1) 7

第39図 4号ピット平面図



梨野 A遺跡

出土土器

※図 1の追物については、現段階では、Ⅷ群～Ⅸ群土器の幅で捉えざるをえないが便宜的に広義の前葉とし、Ⅸ群土器に
合めた。

5号 ピ ッ ト

〆
N名

名

図 遺構 堆積土 部  位 器形

器 高 日 径
施  文  ・  調  整

  廟
分 類

備    考
10 0

凹部に赤色顔料残存

体部内面に黒掲色の付着物

胎土に金雲母を少量含む
1 4P 1

口続篭Б・4嗜 5

の一部欠損
1安,ヽ

底 径 最大径
縦位1翔犬沈線文(5単位)→研磨 (て いねい)

一又
磨

無

師
※  Ⅸ

52

第40図  4号 ピット出土土器・ 5号ピット平面図



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

5号ビット遺構観察表

地 区 名 検 出 面
平 面 形 態 平面規模 cm 騰

　
ｃｍ
壁角 底面状態

上端

長軸 方位
備    考

上  端 下端 上  端 下  端
0-10(a) Ⅵ層上面 不整楕円 円 68× 56 29× 25 平  坦 N-38° 一W 中段 あ り

5号ビット土層註記表
堆積土 色    調 土   質 粘  性 し ま り 備 考

l 10YR% 黒褐色 シ ,レ  ト やや強 し や や 良 凝灰岩粒 (2 mml多量。
10Y R死 黒褐色 粘土質シル ト やや強 し 良 l cm大の凝灰岩多量。炭化粒少量。
10YR/ 黒褐色 粘土質シルト やや強 い 良 砂を多量。礫多量。

5号ピット出土遺物数量表
遺
物

堆
積
土

土 器 石  器
保
元
土
器

回
縁
部

体
　
部

底
　

部

群   別 劉

　
片

チ

ッ
プV

不

明

ユ 1 3 1 9 3 4

2 1 3 2 2 2

3 1 1

出土土器

察

図 逮構名 堆積土 部  位 器 形 施  文  ・  調  整 分  類 備 考

1 5P 2 口縁部 深鉢 隆線文→磨き V ld

2 5P 体 部 深鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き v卜 4 堆積■2層 出土のものと接合

3 5P 1 口縁部 深鉢 横位LR縄文→研磨 (口縁部) Xla

第41図  5号ビット出土土器

921681



3号 土 城

梨野 A違跡

ド鶉Ⅲ

遣

鶉

謎̀
饉
ト

_ ,ど 邁 電 。

3号土墳観察表

地 区 名 検 出面 堆積土
平 面 形態 平面規模 cm 深 さ 壁  角 底面

状態

長

位

端

方

上

軸
分 類 備   考

上端 下端 型 上 端 下 端 長軸 短軸

K-13(a) Ⅳ も層上部 1 楕 円 楕 円 72× 42 平坦 N-77° 一W C 2住 を切 る

3号土娠土層註記表
堆 積 土 色 調 土    質 粘   性 し  ま  り 備    考
l 10Y R%    黒掲色 粘土質シルト やや強 し やや 不良 炭化物・焼土粒

3号土城出土遺物数量表  ※(内数値は復元土器数
遺物

堆積土

土 器 石 器

復
元

土
器

口
縁
部

体

とБ

底
　
部

群  別 ―

ユ
エ
ス
キ

ピ

エ
ス

剣

片

チ

ッ
プⅥ 不明

検 出 面 2 2 2 1 3 ]

上   部 ]

第42図  3号土墳平面図



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

出土土器

( ア
o          5cln

lIIIII

表 単位 i cn

単位 i cm観

図 遺構 層 位 部    位 器形 口径 1施 文 ・ 調 整 分  類 備  考

l 3D 検出面 口縁～体部上半 深 鉢 沈線文→隆線文→縦位LR縄文→磨き Ⅳlb

図 追構 堆積土 部  位 器  形
口径 1   施  文  

・ 調 整 分 類 1 備  考

2 3D 検出面 口縁～体部 (小型)深鉢 斜位LR縄文→磨き Ⅵl・ 3

第43図  3号土城出土土器(1)



梨野 A遺跡

７

１１

立

同

＝

――

軌

単位 :cm観

図 造構 堆積土 部  位 器形 施  文  ・  調  整 分  類 備  考

1 3D l層上部 口縁～体部 深鉢
口 径 最大径

縦位LR縄文→沈線文→磨き Ⅵ 3

2・ 3 3D 検 出 面 口縁～体部 深鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Ⅵ 3 波状口縁

4 3D 検 出 面 体 部 深鉢
隆線文―
Lttg二島霙垂 Ⅵl,3

第44図  3号土城出土土器(2)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と違物

4号土境 (第 45～46図 )

M-6グ リッド北東隅に位置し、Ⅵ層上面で検出された。 5号土壊を一部切る。上端長軸規

模112cm、 上端平面形不整楕円形、下端平面形楕円形、深さ43cmの中型C類の土羨である。

堆積土は 2層 から成るが、 1層下面で大型の扁平礫 (第45図 Sl、 第46図 2)の上に逆位の底

部穿孔土器 (第45図 Pl、 第46図 1)が密着した状態で出土した。扁平礫は表裏面とも磨かれてお

り(礫石器Ⅵ-2類 )、その上に赤色顔料を塗っていた痕跡をとどめる。底部穿孔土器は体部下部

より上を人為的に切り取られている底部破片で、焼成後穿孔が外面より行われている。これら底

部穿孔土器と扁平礫は当初より土墳内に埋置されていたと考える他に、土竣上面に据えられて

いたものが土壊内空洞化に伴い落ち込んだ可能性もある。

上記出土遺物の他に堆積± 1層中より土器片35点 (第Ⅵ、Ⅷ群土器を含む)、 石器 2点 が出土

している。

底部穿孔土器と赤色顔料を塗った特異な大型痛平礫が出土した点より、当土壊は墓装の可能

性が強い。所属時期は堆積土中に第Ⅷ群土器を含むことより、後期初頭と考えられる。

5号土媛 (第47～48図 )

M-6グ リッド北東隅に位置し、Ⅵ層上面で検出された。 4号土渡に北西側上端を一部切ら

れている。上端長軸規模204cm、 上端・下端平面形とも不整楕円形、深さ50cmの大型C類の土羨

である。土羨底面には上端規模50× 46cm、 44× 34cm、 下端規模34× 24cm、 20X14cm、 深さ10cm、

14cmの浅いへこみ状のピットが2個検出されたが、内部よりの出土遺物はない。堆積土は 2層

から成るが、自然堆積状態を示す。

遺物は堆積± 2層 を中心として土器片55点 (第 V、 Ⅷ、�群土器を含む)、 石器18点が出土し

ているが、全て自然堆積遺物と考えられる。

当土渡は4号土墳に切られており、 4号土装の年代より、後期初頭以前に所属すると考えら

れる。

6号土壊 (第 49～ 52図 )

M-7グ リッド南端に位置し、Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模282cm、 上端・下端平面

形との不整楕円形、深さ62cmを呈する大型C類の土壌である。上端南側は多少崩落した可能性

がある。底面には3ヶ 所の浅いへこみ状の落ち込みが検出され、東壁際落ち込み内底面上から、

日縁部の一部を欠失した小型深鉢形土器 (第50図 1、 第Ⅷ群土器)が直立でつぶれたような状態

で出土した。堆積土は 5層 から成り自然堆積状態を示す。

小型深鉢土器以外には堆積± 1。 2層 を中心として土器片295点 (第 VoⅥ ・Ⅶ・Ⅷ・�群を

合む)、 石器38点 を出土している。出土量が多いが全て自然堆積遺物と考えられる。

小型深鉢土器の年代より当土装は後期初頭に所属する。 佐 藤 甲 二
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4号土垢観察表

地区名 検出面 堆積土
平 面形態 平面規模 cm 深 さ

壁角
面

態

底

状

長

位

端

方

上

軸
分類 備   考

上 端 下端 型 上 端 下 端

M-6(b Ⅵ層上面 2 不整惰円 楕円 中 112× 66 56× 32 125° 平坦 N-57° 一E C 5Dを切る

4号土壌土層註記表
堆 積 土 色 調 土    質 米占   イV■ し  ま  り 備   考

l 10Y R%   黒 褐 色 シ  ,レ   ト や や 良 炭 化 物

10Y R%   褐   色 粘   土 や や 強 し や や 良

4号土壌出土遣物数量表

頬
土 器 万    睾

備 考
復
元

土
器

口
縁
部

体
　
部

底
　
部

落幸   芳U 劉

片

礫石器

Ⅵ-2Ⅵ Ⅷ
不
明

l 4 2 1 3 2 堆 積 ± 2層 tよ無 遺 物 層

図 追構名 堆積土 部  位 器形 施 文 調 整 分 類 備  考

l 4D ユ
宍  避
(口縁部)

深鉢 円筒突起 :「 8」字状盲孔・盲孔2(内面)盲孔(項部)凹了じ Ⅷ■b二十2

第45図 4号土壌平面図・出土土器(1)

971731



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

底部写真

0         5 cm

lllIII １
　

表

図 造 構 層位 部 位 器形
量 施 調    整

備    考径 ほ

1 4D 堆 1
下
部

部

底

体

一
深鉢 103～ 10 5cm

外面 :樅位研磨

内面 :横位ナデ状磨き

穿孔―径約3 cmの不整円形 断面は直立に近く面は平滑
外面:縦位磨き 内面:ナデ+棒状捺痕 (幅約二mm)

残存する上端ラインは

ホ平 平坦で作為的

図 遺   構 唯ホ葺土 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分 類 石  材 登鉄番号

2 4 D 1 G
a、 も両面とも中央部がツルッ

の梅警
沢があり赤色顔料様のも Ⅵ-2

凝灰質シル ト岩

(やや珪化 )

98741

第46図  4号土城出土土器 (2)。 石器
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5号土壌観察表

地 区 名 検 出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cn 深 さ

壁角
面

態

底

状

上 端 長

軸 方 位
分類 備   考

上 端 下  端 型 上  端 下  端

M-6(b) Ⅵ層上面 2 不整楕円 不整楕円 大 146× 120 若干凹】犬、ピット2 N-52°一E 4Dに切られる

5号土境土層註記表

堆 積 土 色    調 土    質 粘    性 し  ま  り 備 考

l 10Y R掲 色 粘土質シルト や や 強 ヽ 不    良 礫

10Y R tttFD色 シル ト や や 良 や や 良 炭化物。凝灰岩粒多量。

5号土壊出土遺物数量表

Ⅷ
器 石 器

復
元
上
器

口
縁
部

体

音[

ほ
　
部

群 石
　
匙

イ

パ

ー

ス
ク
レ

S

F

剥

片

礫
石
器
Ⅲ

V Ⅷ 胤
不

明

1 2 2 2 6

2 3 7 l 5 1 1 3 1 4 l

第47図  5号_LE平面図

991751



Ⅳ 縄文時代の追構 と進物

汀

‐―

‐―

航

Ｒ

〃

坪
凪
７
胤

範
縄

‐ ‐ ３

出土土器

出土石器

キl I I lim

幹幹
◆

|  |  |  l  l  iCn

単位 i mm

図 遺 構 堆積土 部 位 器  形 施  文  ・  調  整 分  類 備   考
l 5D 体部 深 鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

2 5D 体部 深鉢 縦位LR縄文→長楕円形沈線間磨消縄文 Ⅷla
5D 口縁部 深鉢 縦位LR縄文→研磨 �3a

4 5D 体部 深鉢 横位LR縄文→縦位並行沈線間鎖状沈線文 Ⅷ4c+5a

図 達 樗 堆 慣 土 名   称 長 さ 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録 番 号
5 5D 2 スクレイパ〒 33 2 26 7 7.5 同一母岩 (分類番号N027) 流紋岩質岩
5D 2 スクレイパー I― B 珪 質 頁 岩

1001761

第48図 5号土墳出土土器・石器
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6号土媛観察表

地 区 名 検 出面 堆穣土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 壁 角 面

態

底

状

■ 端 長

軸 方 向
分 類

た 瑞 下  端 型 Jt  '滞 下  端 長軸

)M-7( Ⅵ用上面 5 不整桁円 不整桁円 大 282X178 184Xl14 者 千HJ大 、浅い窪み3 N-41° ―ll C

第49図  6号土境平面図



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

6号土壌土層註記表
堆 積 土 色 調 土 質 性 し  ま  り 備 考

1 10Y R%暗掲色 シル ト 不 良 小礫。炭化物。
2 10Y R%黒tFJ色 粘土質 シル ト やや強 い や や 良 炭化物多量。焼土粒少量。
3 10Y R%暗褐色 粘 土 質 シル ト やや強 い や や 良 橙色粒。炭化物。
4 10Y R%暗掲色 粘  土 ,全 ヽゝ や や 良 炭化物。焼土。
5 10Y R% 黄褐色 粘  土 ヤ` や や 良

6号土墳出土遺物数量表 ( )内数値は復元土器数

韻
土 器 石 器

備 考

復
元
土
器

口
縁
部

体

　
部

底

　
部

群 石

鏃

石

錐 デ:上
スイ
クパ
レ 1

Ｍ

・
Ｆ

剖

片

チ

ッ
プ

石
　
核

瞬
石
器

Ⅳ
V Ⅵ Ⅶ Ⅷ �

不

明

検 出面 ユ 2 1

堆積±3～ 5層は

無遺物層

1 7 1 2 1 l ユ 1 10 2 1

2 6 1 4 l 6 4 108 1 2 ユ l 11 1 1

底  歯 1 1 1

出土土器

表察観 単位 :cm

図 違構 堆積土 部  位 器形
器 高 口 径

施 文 ・ 調 整
1底  部

分 類 考備
(125) (110)

l 6D 底面

日縁部

体部の一部

欠損

深鉢

底 径 最大径 (大小突起―小突起の頂部に盲
孔)→全面研磨
・体部木端は削り→研磨
・底部内面はナデツケ

無文

周縁部、削り (7単

位)→研磨

Ⅷllb2

洵 犬口縁

体部下半中央辺に黒色

付着物 (幅 2 cm)

57 ■ 0

(口径)

窮
Ｗ
灯 牌
0          5 cm

lIIIII

察 表観

図 遺 構 推積土 部  位 器  形 施  文  ・ 調  整 分  類 備 考

2 6D 2 口縁部 深 鉢 外面 :研磨   内面 I Brk状隆沈線文 Ⅷ2b 磨滅 している

102181

第50図  6号土壌出土土器 (1)
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3

鱗π
観 察 表

図 遺構 堆積土 部 位 器  形 施  文  ・  調  整 分  類 備  考

1 6D 1 口縁部 深鉢V 「横位隆線十小円形
・不整三角形刺突文コー縦

位細沈線文一研磨 (口縁部 )
Ⅷ 6a

2 6D 1 体  部 深 鉢
研磨→縦位「 8」状細沈線文 (∫ → ∫→ |)

縦位弧状細沈線文
Ⅷ lb
01～ 2_mmの 灰 臼粒
を多量 に含 む

3 6D 2 体 部 深  鉢 (鍔状隆格)連続鱗状刺突文 Ⅷ8c+5t

4 6D 2 体 部 深 鉢 斜位R撚糸文→弧】犬沈線間磨消撚糸文 Ⅶ la

5 6D 2 注口部 ? ? 連続刺突文 Ⅷ 5b

第51図  6号土城出土土器(2)

103191



β
翼課学′

2

0         5 cm
lIIIII

観 察

図 遺構名: 層 位 部 位 器  形 施 文 調 整 分  類 備 考

l 6D ] 口縁部 深 鉢 縦位RL縄文・沈帯 ?→ナデ状研磨 Ⅷa?
2 6D 2 口縁部 深 鉢 縦位 L撚糸文→研磨 (口縁部) �le

3 6D 2 口縁と匹 浅 鉢 縦位RL縄文→研磨 (口縁部) �4a

義
胡

かЩ
鯵

の

基邑ロ
ワ

鵡
酬

Ａ

ハ

Ｗ

り

　

　

　

　

〓

ｐ 扱虻
5

A贔
6

∩
日
Ｈ
ν

単位 :mm

| I I  1 l iCm

観 察 表
図 遺構名 堆積 土 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録 番 号

4 6D 2 石 鏃 (20 0) (170) 5,0 脚部 一部 破 損 Ⅶω⑬ 珪 質頁岩
5 6D 石 鏃 16 5 11.5 3_0 澪 手 の工U片 を素材 Ⅳβ⑦ メ ノ ウ 900《)
6 6D 石 鏃 21 5 12.0 Ⅵω⑭ 珪 質 貝 岩 900 Q9

7 6D M F 23 2 70 35 善琵葎ネ云会キ
~ユのスポー

Ⅶ 珪質頁岩 900(D
8 6D 検 出面 スクレイパー 39 0 32 0 7 5 珪質頁岩 412

9 6D 1 石 核 40 0 31 0 23.5 真 珠 岩

104 GOl

第52図  6号土壌出土土器 (3)。 石器
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(3)縄 文 時 代 晩 期

縄文時代晩期の遺構 としては土羨 4基 (7～ 10号 )を検出したが、 8号土墳に関しては、土壊

規模、形態よリー応当時期 とした。

検出面は 4土残ともⅥ層 (地山)上面である。土装規模では小型 (7・ 8号 )、 中型 (9号 )、 大型

(10号 )、 土装形態ではA類 (7・ 8号 )、 C類 (9号 )、 G類 (10号 )に属する。

7号土墳 (第 53～ 57図、写真16～ 19)

K-13グ リッド南東側に位置し、Ⅵ層上面で検出された (東側の一部はV層上面)、 2号住居

跡 を一部切っている。東側壁面はかなりの崩落状態 を示 し上端平面形不整楕円形であるが、上

端平面形は下端平面形と同様にほぼ円形であったと考える。上端復元径約80cm、下端径約85cm、

深 さ35cm、断面フラスコ状の小型A類の土壌である。底面は平坦で、東狽Jには上端規模径 7 cm、

深 さ約25cmの 円形の小ピットが 1個垂直に掘 り込まれていた。堆積土は東壁際で地山ブロック

が多くみられたが、単層であった。

土竣上部より小型深鉢形土器 (第 53図 Pl、第54図 )1点、底面より鉢形土器 (第 53図 P3、

第56図 1)、 壷形土器 (第53図 P2、 第55図1)各 1点が出土 した。小型深鉢形土器は日縁 を%欠失

し、底部に焼成後の穿孔 (内面より)がある。休形土器は体部を%欠失する。垂形土器は完形で

あるが体部に 2ヶ 所焼成後の穿孔 (外面より)がある。土装中央を中心とする上部から底面にか

けて、10cm以下の小角礫や20cmも ある大角礫が多く出土 し、小型深鉢形土器はこの角礫に混じる

ような状態で出土し、底面出土の鉢形土器と壺形土器は、鉢形土器に重形土器が横たえられ

た状態で、耳ヒ西壁際底面に置かれており、この部分の底面は強く壁側に張 り出している。堆積土

中には上部から下部まで炭化物が多く含まれ、この中には、クリの実が含まれていた。 (大阪

大学理学部粉川昭平教授の御教授による。)

リン分析の結果 (507頁参照)では、土壌内堆積土、土器内の土壌からはP205カミK-13グ リッ

ド東壁基本層Ⅳa～ v層 より高い値を示 している。

出土遺物は上記 3土器の他に土器片57点 (第 Ⅱ・V・ Ⅷ・XⅢ群土器を含む)、 石器40点 を出

土 している。底面より象U片 4点が散在して出土 したが、底面より第XⅢ群土器以外の可能性も

ある土器片も出土 している為、当土躾に伴 うかどうかは不明である。

リン分析結果及び穿孔土器出土より、当土竣は墓羨であると考える。また、上部検出小

型深外形土器及び多数の角礫は、土壊上面に置かれていたものが落ち込んだ可能性もある。

小型深鉢形土器、鉢形土器、壺形土器が全て第 XⅢ 群土器に属することより、当土羨は

晩期後葉に所属する。

佐 藤 甲 二

105181)



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物
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第53図 7号土壌平面図
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17.7号土境底面遺物出土状況 (1)(南 から)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物
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||

4   := ■命   |i姜 |

19.7号土媛完掘状況 (南から)

1081841



梨野 A遺跡

7号土境観察表

地 区名 検 出 面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ

壁角
面

態

底

状
分類 備  考

上 端 下 端 型 上  端 下 端

K-13(c) V～ Ⅵ層上面 1 不整楕円 不整円 110× 78 88× 83 平坦、ビット1 A 東壁崩壊

7号土境土層註記表
堆 槙 土 色 調 土   質 イ占 ′陛 しまり 傭 考

l 75YR%  黒褐色 柏 土 質 シル ト やや強 t や や 良 l cmの炭化物ブロック多量。焼土。炭化粒。

Ⅷ
土 器 石 器

自 然 違 物
完  復
形  元
土
器

口
縁
部

体

音Б

底

　
部

群 石
　
鏃

イ
パ
ー

ス

ク

レ

M

F

劉
　
片

チ

ッ
プ

石
　
核Ⅱ V Ⅷ XⅢ

不

明

検 出 面 1 5

上   部 1 3 ユ 2 1 1 2 l 1 炭化堅果類 (ク リ )
炭化材 (ク リ)卜   をБ I 3 〕 5

底   面 2 4
ッ ト内 3 3

底部写真

7号土境出土遺物数量表 ※()内数値は完形・復元土器数

出土土器

タトF写

第54図 7号土壌出土土器 (1)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物

表

図 遣構名 堆積土 口 径 器  高 施  文  ・  調  整 胎土 分  類 備 考

第
５４
図
１

7D 上部

(9 2cm) 10 9cm 口 唇 部 刻み目+沈線
体部上端
 唇目彰樗膨会)工

字状文 (沈線の一部

体部下半 縦位撚糸文L

砂
粒

少

XⅢ
lal

底部内面

より穿孔
最大径 底  径

9 5cm 5 1cm

ヽ

キー

男

〃

図 遺構名 堆積土 口 径 器 高 施 文 ・ 調 整 胎  土 分類 備 考

ユ 7D 底面

3 5cm 13.5cm 平縁 外面全面研磨 (ヨ コ・ナナメ方向)

内面体部中央に頸部内面を研磨した際の

工具の先端の痕跡がめぐる。

砂 粒
やや少

XⅢ

3

体吉田に外面からの

穿孔 2ヶ 所あり
最大径 底  径

10 9cm

第55図  7号土城出土土器(2)
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梨野 A遺跡

観

図 遺構名 堆積土 口 径 器 高 施  文  ・  調  整 胎 土 分  類 備 考

l 7D 底 面

12.3cn 6 8cm 内面 1条沈線  平縁
体部上半
 岳暴冴堡拿奢と千乏替ぎ115蟹 ,る

体部下半 研磨、下端 1条沈線

砂粒多
XⅢ

2a最大径 底  径

＝

＝

〃

ノ

黙選詢再韓
'■

,/・・
‐

=‐

巽
ミ
毒こ
iF〔

ｒ
〃

W3彎 Ч 聯

跨

観

図 造構名 堆積土 部 位 施  文  ・ 調  整 胎  土 分  類 備 考

7D 下部 体  部 斜位LR縄文 砂粒多 XⅢ l 外面に炭化物付着

7D 下部 口縁部 沈線 2条、他に沈線もあるが全体不明 砂粒多 XⅢ 2bl 赤色顔料付着

第56図  7号土渡出土土器(3)



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

8号土境 (第 57～ 58図 )

M-15グ リッド西壁際に位置し、Ⅵ層上面で検出された。北側の一部に攪乱を受けている。

上端・下端平面形とも円形、上端径約90cm、 下端径約94cmで、上端面積より底面面積の大きい

断面フラスコ状を呈する、深さ35cmの小型A類の土羨である。堆積土は4層 から成り、堆積土

4層 中には炭化物が含まれる。

堆積± 3・ 4層 中より小土器片12点 (全て時期判別不可)、 石器 1点 を出土したが混入と考え

られる。堆積± 4層上面から約15cmの扁平角礫が 1点出土している。

所属時期は時期決定遺物を欠き不明であるが、 7号土羨と規模、形態が酷似していることよ

り、また当グリッド内基本層位出土遺物より、 7号土装と同一時期のものと考えられる。

9号土墳 (第 59～62図 )

P-11グ リッド西側 に位置 し、Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模130cmで、上端・下端

平面形とも惰円形、深さ30cmを呈する中型C類の土渡である。南東側壁は多少崩落状態を示し

ている。土羨南西壁際で約30cm前後の大型角礫が検出されたが、当土壊に伴 うものかどうかは

不明である。堆積土は 3層 から成る。検出面から堆積± 1層 上面にかけて、日縁部から体部下

半までの約%を残存する一括土器 1点 (第59図 Pl、 第60図)が検出され、その直下からは大型

で盤状の礫 (礫石器Ⅵ-1類、第59図 Sl、 第61図)が 1点、斜位で出土した。

堆積土各層から上記出土遺物以外に、土器片54点 (第Ⅷ・Ⅸ群土器を含む)、 石器13点が出土

した他、15cm前後の角礫が多く合まれていた。

一括土器と礫石器は当土羨上面に置かれていた可能性が強く、従って当土装の所属時期は、

一括土器が第 XⅢ群土器であることより晩期後葉に属すると考えられる。

10号土崚 (第 62～64図 )

P-11グ リッド南側に位置し、Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模237cm、 上端・下端平面形と

も不整長楕円形、深さ25～40cmを呈する大型G類の土羨で、底面は長軸に沿って南から北へ傾き

深くなる。壁面は長軸壁ではゆるやかに立ち、短軸壁では急角度で立つ。堆積土は 3層 から成る。

土墳北東際検出面で体部下半を欠失する深鉢形土器 1点 (第 62図 Pl、第63図)が、横位でつぶ

れたような状態で出土し、同一面東側より大型で盤状の礫 (礫石器Ⅵ-1類、第62図 Sl、 第64

図3)が 1点出土した。

堆積± 1～ 2層 からは上記出土遺物以外に、小土器片44点 (第Ⅵ・Ⅷ・XI群土器を合む)、

石器 7点 を出土した他、多量の15cm前後の角礫が含まれていた。

10号土羨は 9号土墳と形態こそ異なるが、出土遺物の点でかなり9号土鍍と似た様相を示し

ている。当土羨も、上面に置かれていた可能性が強い深鉢形土器が、第 XⅢ群土器であること

より、晩期後葉に所属すると考えられる。               佐 藤 甲 二

112G81



梨野 A遺跡

単位 i mm

岸

盗

フ
盗

て

端

①

２

出
肉
耶
く

4

３

濃

β

鶯4銀

●●
2

5 cm

察観

辞

8号 土 境

lキ

キ|
′′

″互

辞

洵～

名

図 這構名 堆積土 名  称 長  さ 幅 厚  さ 備 考 石  材 登録番号

1 7D 1 石   鏃 30 脚部のみ 珪質頁岩 2608

2 7D 1 M・ F 125 4.5 珪質頁岩

3 7D 1 スクレイパー 42 5 珪質頁岩 2611

4 7D 1 石  核 23 0 珪質頁岩

113691

第57図  7号土娠出土石器・ 8号土壌平面図



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

・
　
一・
　ヽ
　
一千

8号土墳観察表

出土石器

単位 i nm

地 区 名 検出面 堆積土
平 面形態 平 面 規 模 cm 深 さ

壁 角
面

態

底

状
分類 備 考

上端 下端 型 上端 下端

M-15(a) Ⅵ層土面 4 円 円 打ヽ 90× 90 94× 94 平 坦 A カク乱に切られる

8号土境土層註記表
堆横土 色    制 土   質 *占   1牛 しまり 備 考
1 75YR%暗 栂色 柏土質 シル やや強▼ や や良 I mmlt山ブロンク少見。
2 10Y R% 晴掲色 枯土質シルト やや強ヤ 長 焼土粒多量。 l cm炭 化物多量。 5 nn大 の地山ブロ /ク 少量。
3 10Y R% 時褐色 ル ト質格土 やや強ヤ やや良 炭人粒少量。 l cmの 地山ブロック少見。
4 75YR%褐  色 ルト質粘土 や や 良 l cm炭 化物多量。l cm地山ブロ ンク少量。地山ブロックは壁及び床面の崩壊上。

8号土境出土遺物数量表

Ⅷ
器土 石 器

備 考

復
元
土
器

口
縁
部

体

とb

医

言[

潮一不明

ポ
イ

ト

3 1 8 9 1

堆 積 ± 1 2層 は無遺 物 層4 1 2 3

図 這構名 堆積土 名 称 長 さ 厚 さ 備 考 分類 石  材 登録番号
1 8D 3 ポイント 32 0 80 尖頭部にわずかな調整 Ⅵ 珪質頁岩

第58図  8号土壌出土石器
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角

梨野 A追跡

卜

名

9号 土

lm

日 III

9号土墳出土遺物数量表 ※ ( )内数値は復元土器敷

名 瞬

T

Pl

9号土媛観察表

地 区 名 検出面 堆積土
平面形態 平 面 規 模 cm 深 さ

壁 角
面

態

底

状

上 端 長

軸 方 位
分類

上端 下端 型 上 端 下端

P―■ (a) Ⅵ層上面 3 精 円 惰円 中 130× 80 92× 68 若干凹状 N-33° 一W C

9号土境土層註記表

堆積土 色    調 土   質 *と   ′眈 し ま り 備 考

1 10Y R%   黒掲色 シルト質粘土 やや強 し や や 良 凝灰岩。炭化粒少量。

2 75YR%  暗掲色 シ
'レ

ト質粘上 やや強 ▼ や や 良 l cm炭化物。

3 5YR%   晴赤掲色 粘土質ンルト やや弱 ャ 良

Ⅷ
土 石 器

復
元
土
器

口
縁
部

体

をヽ

底

　

部

群   別 石

鏃

まも

片

石
　
核

礫
石
器
Ⅵ l

Vl IX
不

明

検  出  面 1 2 1 1 2 1(1) ユ 1

ユ 8 8 1 ]

1 1 8 1

3

第59図  9号土墳平面図
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Ⅳ 縄文時代の追構 と遺物

出土土器

o         5cm
lIIIII

Ⅷ
,解

く

図 遺構名 堆積土 日 径 器 高 最大径 底  径 施 文 と調整 胎  土 分  類 備 考

l 9D 検出面 29 7cm 34 9Cm 平縁、斜位RL結節縄文 砂粒多 XⅢ la2 体部下半に炭化物付着

1160り

第60図  9号土墳出土土器



梨野 A遺跡

出土土器

5 cn

illll

単位 :mm, g

図 遺 構 堆積土 長  さ 幅 厚  さ 重  量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分  類 石 材 登録番号

1 9D 2 (1499 942か G a、も両面に磨痕 (a) Ⅵ―ユ 安山岩 2441

第61図  9号土境出土石器 (1)

1171931



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

｀
・4)><くと、、＼N

単位 :mm

土 城

,
S

P

ド
　
争

　

」

図 遺構名 堆積土 名 称 長  さ 幅 厚  さ 備 考 石  材 登録番号
ユ 9D 1 S・ F 23 0 9_0 両端欠損 珪質頁岩 2444

10号土城観察表

地 区 名 検 出 面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁 角 面

態

底

状

上 端 長

軸 方 向
分 類

上 端 下 端 型 上 端 下 端 長軸 短軸

P-11(c) Ⅵ層上面 3 不整長楕円 不整長指円 大 172X66 25～ 40 130° 凹凸状、斜位 N-24° 一W G

第62図 9号土境出土石器 (2)。 10号土壌平面図

118194



梨野 A遺跡

10号土媛土層註記表

堆積土 色   調 上   質 粘  性 し ま り 備 考

l 75YR% 黒掲色 粘土質ンル ト や や強 ヽ や や 良 焼土ブロック。挙大の礫少量。

2 75YR% 暗褐色 粘土質ンルト やや強ヽ やや不良 焼土ブロック多量。挙大の礫多量。

3 75YR% 掲 色 オ占土質シ
'レ

ト やや弱 い やや不良 焼土ブロック。 2～ 3 cm大の礫多量。

10号土墳出土遺物数量表 ※|)内数値 は復元土器数

烈
土 器 石   器

復

土
器

口
縁
部

体
　
部

底

　

部

辞 ス
ク
，
／
ハ
ー

剖

片

石
　
核

礫
石
器
Ⅵ l

Ⅵ Ⅷ � XⅢ
不

明

検  出 面 ユ 2 1 1 l(1) 3 1

l 3 1 1 1

2 1 1

出土土器

観

図 遺構名 推積土 口 径 器 高 最大径 底  径 施 文 と 調 整 月台 土 分  類 備考

ユ 10D 検出面 25.7cm 28 0cm 平縁、顕部 5条沈線、体部横位 L縄文 砂粒多 XⅢ lb3

第63図 10号 ELA出土土器

119 19rol



Ⅳ 縄文時代の道構 と遺物

出土石器

藍6牌

I I I I I iCln

域 鰺
1

争●
2

表 単位 :mm 9
図 逮構 堆積土 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分類 石 材 登録番号
ユ 10D l スクレイパー 風化が著しt 流 紋 岩
2 10D l 石  核 17 5 珪質頁岩 2458
図 遺構 堆積土 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分類 石 材 登録番号

3 10D 検出面 G 段覆岳跨穣念昆伝許
熔瓢→があ乱

Ⅵ l 安 山 岩

120061

第64図 第10号ELE出土石器



梨野 A追跡

(4)時 期 不 明

梨野A追跡検出の遺構の大半はここに合まれ、埋設土基 1基 (4号 )、 ピット61個 (6～ 66号 )、

土壌24基 (11～ 34号)が検出された。

これら遺構はⅢ層、Ⅳb層排土後のV層 、Ⅵ層上面で検出されたが、出土遺物の点で 1.出

土遺物がない 2.時期決定遺物を出土しない(出土遺物は全て自然堆積状況を示し、多量の遺物

を出土しても縄文時代各時期の遺物を合み、堆積土層間にも時期的差異を見出せないもの)3.

遺構内出土遺物に一括性があっても時期決定遺物とは成り得ない(剣片のみの集中)も ので、重

複関係、遺構の形態の点からも縄文時代のどの時期に所属するか不明なものである。

土装は規模では、小型 7基 (11・ 12・ 21～25号 )、 中型13基 (13～ 17・ 26～33号 )、 大型 3基 (18

～20号 )、 半掘の為規模不明のもの 1基 (34号 )、 形態では、B類 1基 (12号 )、 C類12基 (11・ 12・

17・ 19。 22～ 24・ 27・ 29～32号 )、 D類3基 (16・ 21・ 26号 )、 E類 4基 (14・ 15・ 18,28号 )、 F類 1基 (20

号)、 分類外 1基 (33号 )、 攪乱、半掘による分類不態なもの 2基 (25。 34号 )に分けられる。

以上検出遺構中で代表的あるいは特徴的な4号埋設土器、 6号ピット、11～ 20号土羨につい

ては図版を掲載したが、他の遺構に関しては全体図、遺構観察表、出土遺物数量表を参照され

たい。

4号埋設土器 (第65図 )

Q-7グ リッド北隅に位置し、Ⅳb層排土後 V層上面で単独に検出された。体部下半をわ

ずかに残す底部破片で直立して出土した。底部には焼成後の底部穿孔 (外面より)がある。掘り

方及びこれに伴う違構は検出されなかったが、出土状況が特異であり、底部穿孔という点より

この土器は埋設されていた可能性も十分考えられ、一応埋設土器として取り扱った。

土器は大部分を欠失している為、所属時期は不明である。

6号 ビット(第66～72図 )

K一
.6グ
リッド】ヒ東隅に位置し、Ⅲ層排土後V層上面で検出された。剰片を中心とする石器

88点が、径15cmの範囲に集中し、かつ重なった状態で出土した。検出面では遺物を中心として

炭化粒のひろがりもみられたが、遺構プランは認められず、約 5 cm下げたⅥ層上面で上端規模

40× 20cm、 深さ15cmの不整楕円形の落ち込みが不明瞭ながら検出された。落ち込みは形状が明

確に把握出来ず、これら石器を伴う落ち込みかどうかは断定出来ない。しかしながら、これら

石器の上のものと下のものとはレベル差があるという点より、何らかの落ち込み内に入れられ

ていたことは確かで、石器のひろがりより、一応石器はピットに入られていたものと考える。

出土石器は剖片を主として、石匙 1点、石錐 1点、スクレイパー13点 (ノ ッチ1点、「不定形

石器」1点合む)等があり、この内接合資料 5例 (20点接合、 9点接合、 3点接合、 2点接合、 2



Ⅳ 縄文時代の進構 と造物

4号 埋設土器

出土土器

察

図 違 構 名 層位 苫[位 器形 法量
施   文      調   整
1  底     部

備 考

ユ 4号埋設土器 V 体部下半
～底部

深鉢 10 5cn
面

面

外

内

磨き

横位磨き

穿孔―径2～2 5cnの 不整形・焼成後の外
方加寧

内外面磨き 内面高さ2 cmま で浅黄橙色 弁舒 瞥ごプ彎 卸 鼈 粛 ヒ獅 着 1寮

122081

第65図  4号 埋設土器



梨野 A遺跡

点接合が認められた。尚、下部落ち込み内の土壊、石器集中部の土壊のフローテーション結果

では、チップ類は含まれていなかった。

11号土境 (第73図 )

M-7グ リッド西隅に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。13号土壊、14号土装を切

っている。上端長軸規模 lm弱の浅い小型C類土壌である。壁面、底面には地山礫が若千みら

れる。堆積土は単層である。

堆積土中より土器片56点 (第Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ群土器を含む)、 石器 6点 を出土している。

12号土境 (第 74～77図 )

P-11グ リッド南西隅に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模約90cmの

上端平面形不整楕円形、下端平面形円形、深さ22cmの浅い小型B類の土渡である。南東側上

端が少し崩落している。堆積土は 2層 から成り堆積± 2層 中には多量の炭化粒を含む。

堆積± 2層下部から底面上を中心として、素J片、チップを多数出土し、これらの多くは同一

母岩で、景」片 6点は接合関係がみられた。また、これら資料はQ-12グ リッドI層 出土の景」片

と同一母岩、接合関係を示す。

堆積± 1層 より小土器片22点 (第Ⅵ・Ⅶ群土器を合む)、 堆積± 1・ 2層 より上記資料を合め

た石器200点 が出土している。

13号土壊 (第 78～ 79図 )

M-6グ リッド南東隅に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。上端東側を一部11号土

羨に切られている。上端長軸規模160cmの浅い中型C類の土壊である。底面、壁面とも地山礫が

みられ凹凸状を呈す。堆積土は単層である。

堆積土より土器片70点 (オ V・ Ⅵ・Ⅷ・Ⅸ群土器を含む)、 石器 6点が出土している。

14号土媛 (第79図 )

M-7グ リッド西隅に位置し、Ⅲ層排土後llI層上面で検出された。上端南側を一部11号土渡
に切られている。上端長軸規模約110cmの 中型E類の土羨である。底面は狭く、強く凹状を呈す。

堆積土は 3層 から成り、堆積± 3層中には多量の炭化粒が含まれる。

堆積± 3層 から、小土器片27点 (時期の判るものは出土せず)、 石器 5点が出土した。

15号土墳 (第 80～81図 )

M-7グ リッド南西側に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模約160cmの

中型E類の土竣であるが、短軸断面はすり鉢状よりもやや開いたU字形を呈す。壁面には部分

的に地山礫がみられる。堆積土は 2層 から成る。

検出面及び堆積± 1層 から、土器片81点 (第 VoⅥ ・Ⅷ・XI群土器を含む)、石器10点 を出

土している。

123091



Ⅳ 縄文時代の追構と遺物

N＼
＼
ミン(≠、

名翅″ゆ

6号 ビ ッ ト

遺物出土状況

名
A′

卜

綴

第66図  6号 ビット平面図
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飛
巳
潮
謬

ac
り

５

d7

△
c

⌒

6c
1石匙 4石錐 6ビュアリン (彫刻刀形石器)、 2 3 5 7～ 12ス クレイパー 13石核

第67図  6号ビット出土石器 (1)
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Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

―

C

札解
と章三
===>c

8

とここととどこゝc      †| | | | | | 写Cm― C

―
C

A′ b図、B′ b図の黒点は工」片のバルブの位置を示す。またAノ図、B′図の番号は、石器の番号に一致する。

第68図  6号ビット出土石器 (2)

宝
==三三正三正三三二三二

==〕

C
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b
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接合資料 4

11～ 20 接合資料 1



Ⅳ 縄文時代の追構 と遺物

接合資料

◆ c

―

C

季 」

C

A′ b図の斜線部は打面、

加撃方向を示している。

8           b

黒点は剣片のバルブを示す。 ―

C

またA′図の番号は石器の番号と一致し、

号 ピッ ト出土石器 (4)

0             5 cm
l l l l I I

矢印は剰片 5に対する

―
C

第70図  6



梨野 A追跡

(第 67図 6)       (第 67図 2)

だ
(第 67図 4)

4

(第 67図 3)

6

(第 67図 5)

i  l   l   l   l  iCm

l石匙 2ビ ュアリン (彫刻刀形石器)

第71図

5石錐 3、 4、 6～ 8、 10ス クレイパー 9石核 11 接合資料 1

6号 ピッ ト出土石器 (5)

7

(第 67図 10)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

第72図 6号ピット出土石器 (6)
接合資料 2

13011m



梨野 A遺跡

第2表 6号 ピット石器計測表 (1)
NO 石  材 さ×幅 ×厚  cm 名 称 登 録 番 号 備 考 図番号

] 頁  岩 257× 260× 044 剣 片 C180ネ 接合資料No l(母 岩別資料 1) 68図-1

2 358× 319× 0.65 ナ 2

3 363× 532× 068 ク  フ 3

4 348× 387× 125 スクレイパー (s) ″ P39 67図 -7
68図 -4

5 265× 306× 056 よ」 片 ク P18 5

6 2.86く×357く ×120( P61 6

7 330× 421× 150 スクレイパー(デ) ク P3 67図 -12
68慶雹―-7

8 482× 410× 050 象」 片 ″  ソ 8

9 264× 274× 028 P31 9

0 610× 329× 104 ″ P l

590× 363× 051 P54 69図 -1]

603× 4.41× 0.59 ″ P,13 //   12

431× 357× 058 レ

396× 431× 087 スクレイパー (ノ ) P50

351× 339× 085 (c) P30 67図 -9
∞ 図 -1こ

6 299〈 ×337(× 072( 象U 片 P16 //   16

293× 343× 047 //  タ

345× 256× 097 P37 ク   18

9 445× 348× 097 P43

414× 440× 107 石核 (象」片素材) P.47

279× 344× 074 剖  片 ″  ッ

389× 386× 113 ″ P28

382× 4.18× 138 スクレイパー (デ ) P48

413× 276× 088 劉  片 P_9 接合資料N02(母岩別資料 2) 70図―ユ

416× 557× 1 P35

433× 332× ク P24

410× 429× 微細剣離痕のある家」片 P46

450× 514× 剰  片 P38 //    5

410× 378× 086 P14 ク    6

452× 449× 079 P36 ク    7

457× 568× 069 二次加工のある剣片 ク P59

399× 586× 099 ま」 片

}齢…誘
微細剣離痕のある剣片 P,63 接合資料N03(母岩別資料 3) 69図 -22

二次加工のある鋼片 P,55 //   24

二次加工のある劉片 P8 ク   25

4.09× 3.64× 090 剣  片 ″ P40 接合資料N04(母岩別資料 4)

338× 2.29× 084 スクレイパー (s) ワ
69膠雪―-27
67図 -5

346× 393× 090 剣  片 P45 接合資料N05(母岩別資料 5)

410× 356× 069 P60

343× 462× 051 P19

めのう 444× 729× 076 ク  カ

頁 岩 355× 226× 076 ホ

782× 490× 114 微細禁U離痕のある剣片

659× 440× 214 剣  片

131 00il



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

第 3表  6号ピット石器計沢J表 (2)
NO 石  材 長さ×幅×厚  cm 名 称 登録 番 号 備 考 図番 号

頁  岩 砕  片 C180リ

534× 792× 079 劉  片 イ

428× 372× 072 微細剣離痕のある禁U片 オ

307× 410× 068 二次加工のある工」片 ロ

めのう 239× 193× 066 剣  片 ト

頁 岩 砕  片 チ

51

3.46× 520× 094 スクレイパー(e) P65
5.23× 356× 136 二次加工のある制片 P44
737× 159× 0.69 石  匙 P17 縦長、二重パティナ 67図 -1
387(× 226(× 1.43( 劉  片 P27

めのう 373× 341× 166 石 核 ″ P58
頁 岩 405× 3.52× 080 工」 片 P49
めのう 398× 453× 065 P.5

頁  岩 371× 358× 1.18 微細素J離痕のあるま」片 P15
356× 350× 171 二次加工のある素」片 P22
585× 592× 115 素」 片 ク P62
5.03× 360× 111 二次加工のあるま」片 P 4

4.67× 349× 0.68 微細劉離痕のある禁」片 P,2

501× 465× 094 二次加工のある劉片 P57
382× 5.40× 0,82 剣 片 P33
253× 2.84× 069 二次加工のある禁U片 ク P32

鉄石英 262× 208× 063 剣  片 P12
頁 岩 200(× 2.95(× 029〈 P20 折れている
215× 239× 031 P52

砕  片 P53
191〈×244〈 ×043( 剣 片 P34 折れている
318× 272× 090 P10

234(× 199〈 ×073(  ́P26 折れている
3.35× 507× 127 スクレイパー(s) P ll

2.07(× 254(× 100( 二次加工のある剣片 ク P21

禁」 片 (?) ″ P56 風化著しく
340く ×235(× 1 10( ま」 片 P25
3 72× 2 88× 0 90 P41

砕  片 P23
ク P7

521× 3.00× 106 スクレイパー(s・ e) 67図 -3

めのう 509× 350× 097 ″  (s) P64 67図 -8
頁 岩 5,38× 253× 089 (s) P42 67図 -2

4,85× 355× 0,70 ビュアリン(?)+ス クレイパー(s) ク P51 67図 -6
322× 234× 082 石  錐 ク P6 67図 -4

339× 304× 133 スクレイパー(デ ) //  ョ 67図 -11

380× 350× 114 (デ ) ン 67図 -10

黒耀石 258× 2.76× 109 石  核 P.29 67図 -13

132m0



11号土壌観察表

地区名 検 出 面 唯積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cn 雅

　
帥
壁角

面

態

底

状

上端長

軸方位
分類 備    考

上 端 下 端 型 上 端 下 端

M～7(d) Ⅵ層上面 l 不整楕円 不整楕円 /1ヽ 74× 53 若干凹状 N-80° 電 C 13D、 14Dを切る

11号土境出土遺物数量表
運
物

堆
積
土

土 器 石    器
復
元
土
器

口
縁
部

体
　
部

底

　

部

群 イ
パ
ー

ス

ク

レ

剖

片

チ

プ

石

核Ⅶ Ⅷ Ⅸ
不
明

検 出面 2 2 1 2 1 1 1

1 2 1 5 1 1

出土土器

諄

‐

鶯
欝
韓
ヽ

0             5

111111

図 遺構 堆積土 部 位 器 形 施  文  ・  調  整 分類 備    考

1 1l D l 体 部 深 鉢 縦位LR縄文→縦位弧状磨消縄文 Ⅸ ?

2 1l D 1 口縁部 深鉢 I 横位研磨→横位沈練文 Ⅷ 口唇部内面打巴厚

3 1l D 1 体 部 深鉢 I 縦位R撚糸文→縦位鎖状沈線文・弧状沈線文 Ⅷlb 外面の一部に黒色の付着物

第73図 11号土境平面図・出土土器



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

ＮΥ

名

12号 土 媛

名

ド
B
引

崖

IIttli

ｓ
Ｏ
Ｏ
ｓ
　

，
ヨ

ｇ

ｓ

12号土塘観察表

地 区 名 検 出面 堆積J
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁 角 面

態

底

状

上 端 長

軸 方 位
分類 備   考

上  端 下  端 型 上 端 下 端 長軸 短軸

P-11(d) Ⅵ層上面 2 不整楕円 円  形 | 若干凹状 N-42° 一W 両壁崩壊

12号土壌土層註記表

堆積土 色   調 土   質 粘   性 し ま  り 備 考

1 10Y R% 黒褐色 ン ,レ  ト や や 弱 ヽ や や 良 1～ 2硼醍灰岩粒ざl cmの 赤みかかった凝灰岩粒少畳。
2 10Y R% 黒褐色 粘土質シルト やや強 ↓ やや不 良 5而凝灰岩粒少量。 5 mm炭化物ブロック。炭化粒多量。

12号土境出土遺物数量表

遺 物

堆積土

土 器 石 器

復
元
土
器

口
縁
部

体

とБ

底
　

部

辞  別 石
　
鏃

イ

パ

ー

ス
ク
レ

剖

片

チ

ッ
プⅥ Ⅶ

不
明

ユ 4 1 1

2 1 3

第74図 12号土境平面図

134(1101



珂
山　
観

隷

出土土器

l犠 カ

出土石器

梨野 A遺跡

単位 :mm

93

撻 :

ね

刀

に

ソ

い

４

0         5 cn

1lIIII

◆

鬱

５

6

・
５

観 察 表

図 追構 堆積土 部  位 器  形 施  文  ・  調  整 分類 備  考

〕 12D 口縁部 深 鉢 研磨 内面凹線状に凹む

2 12D 体 部 深鉢 ? 縦位L撚糸文・隆線文→磨き Ⅵ

3 12D 口縁部 9 研磨

4 12D 口縁部 深  然 外面 :劉離、一部研磨残存 内面 :連続斜位隆沈線文 Ⅶ

図 遺構 堆積土 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備     考 石  材 登録番号

5 12D 石   鏃 (40) 先端部と基部が破損 メ ノ ウ 3003

6 12D スクレイパー 背面に調整が集中 珪質頁岩 2357

7 12D 2 スクレイパー (50) 基部が破損 珪質頁岩 2356

第75図 12号土III出土土器・石器 (1)



IV 縄文時代の追構 と進物

ｎ
門
ソ

盛 l

べ聾摯廷

べ聾藝受

単 位表察観

図 違構名 堆積土 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 石  材 登録番号
1 12D 象」 片 10.0 13 0

接合
同一母岩
(分類番号N013)

珪質頁岩 2357-11
2 12D 2 禁」 片 105 15,0 珪質頁岩 2357-13
3 12D 2 則 片 145 珪質頁岩
4 12D 剣 片 23.0 43 0 珪質頁岩

5 12D 2 剣 片 27 0 珪質頁岩 2356-1
6 Q■ 2(d) I 劉  片 35 0 50 0 12.0 章質頁岩 2357

136(119

第76図 12号土境出土石器(2)



梨野 A遠跡

単位

1

団

惟

Ｒ
Ｎ

一
中

＼

／

0                 5 cm

lIIIII
表察観

日
日
Ｈ
田
ν

図 違構名 堆積土 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 石  材 登録番号

l 12D ま」 片 23.5 34 0 55

同一母岩

(分類番号NO-13)

珪質頁岩 2357-8
2 12D 家」 片 27.0 26 5 2.5 珪質頁岩 2357-9
3 12D 禁U 片

‐
26.0 40.0 珪質頁岩 2315

4 12D 禁U 片 26 0 34 5 珪質頁岩 2314

5 12D l 石 核 31 0 44 0 珪質頁岩 2351

6 12D 2 スクレイパー 47 0 56 0 同一母岩 (分類番号NO-50) 流紋岩質岩 2357

137(1131

第77図 12号土壊出土石器 (3)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

名

lm

lllll

13号 土 壊

出土土器

名        F

尊 :

察

13号土城観察表

地区名 検出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 釦 深 さ

壁角
底 面

状 態

上 端 長

軸 方 位・
分類 備   考

上  端 下  端 型 上 端 下 端
M-6(d) Ⅵ層上面 1 不整惰円 不整精円 中 160× 132 凹凸メ犬 N-2° 一W C HDに切 られる

13号土壊出土遺物数量表

韻
器土 石   番

復
元
土
器

口
縁
部

体
　
部

底

　
部

群     別 ス イ
クパ

レ |

S

F

剥
　
片V Ⅵ Ⅷ Ⅸ

不

明

I 15 51 4 2 3 9 1 1 ] 4

図 量構宅 層位 部 位 器  形 施  文  ・  調  整 分類 備    考
] 13D 1 口縁部 深鉢 ? 横位LR縄文・隆線文→沈線文・穿孔→磨き V lc

2 13D 1 体 部 深 鉢 隆線文→横位LR縄文→磨き Ⅵ

第78図  13号土嫉平面図・出土土器 (1)
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1

門
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３

賦
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ド

μ

脚

「|||||

ト

亀       辞

14号土境観察表

梨野 A追跡

※ ( )内は残存数

，名

観 察

14号 土 媛

ド

A‐

＼
＼
＼
＼、、、_P′″

′//′
一―

HD  
拌

♀    im

図 遺構 堆積土 部  位 器  形 施  文  ・  調  整 分 類 備 考

l 13D 1 口縁部 深  鉢 縦位R撚糸文→沈帯 ?縦位波状沈線文 Ⅷ8a?+lb

2 13D 1 口縁部 深鉢Ⅳ (突起)横位LR縄文→盲孔+斜行磨消縄文・貫通コ Ⅸ 2 縄文の節は4Hかい

3 13D 1 回縁部 深 鉢 縦位LR縄文→弧状沈線問磨消縄文 Ⅷla

4 13D 1 突起(口縁部) 深  鉢 (環状突起一貫通孔・盲孔・盲孔間沈線文) Ⅷ■a

O

地 区 名 検 出面 堆積土
平面形態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁 角 底面

状態

上 端 長

軸 方 位
分類 備 考

上端 下端 型 上  端 下 端 長軸 短軸

M-7(d) Ⅵ層上面 3 橋円 円 中 114× (88) 47× 43 130° 凹】大 N-64° ―E 1lDに切られる

14号土境土層註記表

堆積土 色   調 土   質 粘   性 し ま り 備 考

1 10Y R/ 暗褐色 粘土質シルト やや強ヽ や や 良 小礫。

2 10Y R/ 暗褐色 シ リレ ト 弱   ヽ や や 良 炭化粒少量。

3 10Y R% 黒掲色 粘土質シルト 強   い や や 良 炭化粒多量。黄色小粒子。焼土少量。

14号土墳出土遺物数量表

遺
物堆

積
土

土 器 石  器

偏 考

復

元

土

器

口
緑
部

体
　
部

底

と焉

群 別

不
明

ポ
イ
ン
ト

争」

片

3 1 3 1 4 堆槙± 1、 2層 は無遺物 層

第79図 13号土娠出土土器 (2)、 14号土壌平面図
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と造物

15号 土 媛
　　Ａ
「

ト

L IIIim

15号土壌観察表

地 区 名 検出面 堆積土
平面形態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁  角 面

態

底

状

上端 長

軸方位
分  類

上端 下端 型 上 端 下 端 長軸 短 軸

M-7(d) Ⅵ層上面 2 楕円 円 中 156× 96 56× 48 125° 凹状 N-43° 一E E

15号土境土層誰記表

堆積土 色   調 土   質 粘   性 し ま り 備 考

1 10Y R% 黒褐色 粘土質シルト や や強 彰 不   良 炭化粒多量。
2 10Y R% 暗褐色 粘土質ンルト や や強 し や や 良 炭化粒。小礫。

15号土境出土遺物数量表

類
土 器 石  器

備 考

復
元
土
器

口
縁
部

体

　

部

底

　

部

群 スイ
クパ

レ I

剣

　

片V Ⅵ Ⅷ �
不

明

検 出 面 堆積± 2層は無遺物層
1 9 4 2 5 2 7 3

第80図  15号土境平面図
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梨野 A追跡

出土土器
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騨 群
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ギ謙 !i

lllitilF上乳
0        5 cm
ll lll

Ｈ
屑
汀

＝

］

表察観

図 遺構 堆積土 部 位 器  形 施  文  ・  調  整 分 類 備   考

1 15D ] 日縁部 深 鉢 沈線文→磨き Ⅳlc

2 15D ] 体 部 深鉢 I? 維位L撚糸文→弧状沈線間磨消撚糸文 Ⅷla 6と 同一個体

3 15D ] 体  部 深  鉢 縄文→弧状沈線問磨消縄文 Ⅷla

4 15D 〕 口縁部 深  外 縦位R撚糸文→研磨 (口唇部) �le

5 15D 1 体 言ト 深  鉢 縦位 LR縄文→横位隆沈線文→渦状弓回犬磨消縄文(or沈線文) Ⅷla(orlb

6 15D ユ 体 部 深 鉢 下位隆帯?→縦位L撚糸文→入組状沈線間磨消縄文 Ⅷla 2と 同一個体

7 15D 1
口縁 部
^_仏喜g 深 外 横位LR縄文→弧状沈線文→研磨(口縁部) Ⅷlb

縄文の節は不整形
である。

第81図 15号土境出土土器



Ⅳ 縄文時代の進構と追物

16号土壊 (第 82図 )

N-7グ リッド北西隅に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。上端南西側を一部20号

土羨に切られている。上端長軸規模160cmの浅い中型D類の上羨である。堆積土は 2層 から成る。

堆積土 I層 から土器片30点 (第Ⅳ・Ⅵ・Ⅷ・XI群土器を合む)を出土している。

17号土墳 (第83図 )

N-7グ リッド北西側に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。上端耳ヒ側を一部20号土

壌に切られている。上端長軸規模115cm以上の浅い中型C類の土羨である。堆積土は 2層 から成

り、堆積± 1層 中に炭化粒を多量に合む。

堆積± 1層 から土器片37点 (第Ⅵ oⅧ oXI群土器を合む)、 石器 4点 を出土している。

18号土壊 (第 84～85図 )

」-8グ リッド北西隅に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。上端長軸規模約280cmの

大型E類の土羨で、底面が極端に狭く壁面上部と下部に段を持つ。壁面、底面は地山礫が見ら

れ、凹凸状である。堆積土は 6層 から成るが、5a層 中には多量の炭化物が含まれる。

堆積± 1・ 2層中から、土器片53点 (第 V・ Ⅷ・�群土器を合む)、 石器18点 (底面からも出

土)が出上した。堆積± 2層出土土器片 1点 と、35号土壊(古墳時代)堆積± 1層出土の土器片

1点 とが接合している(第 85図 1)。

19号土境 (第85～87図 )

」-8グ リッド】ヒ東隅に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。南側の一部を27号土壊、

攪乱に切られている。上端長軸規模 3mを越すが、深さ20cmの非常に浅い、大型C類の土壌で

ある。底面には地山礫がみられかなり凹凸状を呈す。堆積土は4層 から成る。

堆積± 1層 を中心に土器片122点 (第 V・ Ⅵ・Ⅶ oⅧ群土器を含む)、 土製円盤 2点、石器16点

を出土している。

20号土壌 (第88～91図 )

N-7グ リッド北西側に位置し、Ⅲ層排土後Ⅵ層上面で検出された。16号土装、17号土墳を

切っている。上端長軸規模 2mの大型F類の土装で、短軸断面形が顕著なすり鉢状を呈し、底

面積は狭い。堆積土は4層 から成る。

出土遺物は堆積± 4層 を除く各層より土器片271点 (第 V・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・ⅨoXI群土器を含む)、

土製円盤 6点、石器51点の多量な遺物を出土した。尚、堆積± 3層出土の剥片 1点、石核 1点

とが接合している。

佐 藤 甲 二
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名

梨野 A追跡

辞駒

0             1m

ll日 II

16号土境観察表

地区名 検出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 終

　
卿

壁 角 底面

状態

長

位

端

方

上

軸
分類 備  考

上端 下端 型 上  端 下  端 長軸 短軸

M7(a) Ⅵ層上面 2 橋 円 長悟円 中 160× (82) 118× 52 凹凸状 N-56° 一W D 〕ODに切られる

16号土壌土層誰記表

堆積土 色   調 土   質 米占   1生 し ま り 備 考

1 10Y R% 黒掲色
'レ

  ト や や強 ヽ や や 良 炭化粒。
2 10Y R% 暗褐色 粘土質シルト や や強 ヽ や や 良 炭化粒少量。

16号土媛出土遺物数量表

頬
土 器

備     考
復
元
土
器

口
縁
都

体

音Б

底
　

部

群     別

Ⅳ Ⅵ Ⅷ �
不

明

1 7 21 2 1 ] 2 堆積± 2層 は無追物層

出土土器

表

図 遺構 堆積土 部位 器 形 施   文   ・  調   整 分  類 備  考

1 16D 1 突起 深鉢
(山形突起―外面:盲孔(大小各 1)内面:弧状隆線+横位隆線+盲子思2つ
・輪形隆文  ・横位研磨 Ⅷllbl

2 16D 1 体 部
縦位 RL縄 文

端 →磨 き
Ⅳ

第82図 16号土壌平面図・出土土器
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17号 土 壌

17号土墳観察表

出土土器

Ⅳ 縄文時代の遺構 と造物

ダ

ぐ

ギ

ド

崖

※)( )内 は残存数

卜

、

ユ4411201

地区名 検出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁 角 底面

状態

上 端 長

軸 方 位
分類 備     考上  端 下  瑞 型 上  端 下 端 長軸 /「

IFIH

Ⅵ層上面 不整楕円 不整楕円 中 88× 55 平坦 N-6°一E C 20Dに 切 られる

17号土境土層誰記表
堆積土 色   調 土  質 粘  性 しま り 備 考
1 10Y R% 黒 色 ン ,レ  ト 弱  ヽ 不  良 炭化粒多量。
2 10Y R% 黒褐色 ン ,レ  ト やや強ヽ や や 良

17号土壊出土遺物載量表

烈
器土 石 器

備     考
復

土
器

口
縁
部

体
　
部

底

　
部

群    別 剰
　
片Ⅵ Ⅷ �

不
明

1 6 2 ユ 2 4 堆積上 2層 は無漫物層

図 遺構 堆積土 部  位 器形 施 文 調  整 分類 備 考

1 17D 1 口縁部 深鉢 磨減がひどぃ

2 17D 1 体  部 深鉢 縦位R撚糸文→弧状磨消縄文 Ⅷla 体下部で逆「くJの字に強く屈曲する

17D l 口縁部 深とΠ 縦位・斜位 R撚糸文→研磨 (口縁部) �2c

第83図 17号土境平面図・出土土器



梨野 A追跡

吐Ⅲ

18号 土 媛

lm

IIIII

名

＼

Ｎ

ド

下
名

穴ご 弐_ノ

註g

18号土媛観察表

地区名 検 出 面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 釦 深 さ 壁  角 底面

】犬態

長

位

端

方

上

軸
分  類

上 端 下 端 型 上 端 下 端 長軸 短軸

」-8〈 c) Ⅵ層上面 不整楕円 不整円 大 277X178 39× 34 150° 凹状 N-63° 一W E

18号土嬢上層誰記表

堆積土 色   調 土 質 米占  ′畦 し ま り 備 考

〕 10Y R% 暗掲色 ,レ ト やや強い や や 良 黄掲粒少量。青灰色粒少量。赤褐色粒微量。

2 10Y R% 黒褐色 粘土質 ンル ト やや強い やや不良 青仄色礫多量。礫少量。

3 10Y R% 黒褐色 ンル ト質 やや強い やや不良 炭化粒。焼土多量。

4 10Y R% 黒褐色 粘土質シルト やや強ヽ や や 良 黄掲色、青灰色の円礫。

5a 10Y R% 黒褐色 粘 土 質 シ 'レ ト やや弱ヽ やや不良 黄褐色粒少量。赤褐色粒少量。炭化物多量。

10Y R/ 暗褐色 シル ト やや弱ヽ や や 良 黄掲色礫。青灰色礫。赤色礫。

6 10Y R% 暗褐色 ト やや弱ヽ や や 良 黄褐色粒多量。青灰色粒少量。

第84図 18号土嬢平面図
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Ⅳ 縄文時代の選構と遺物

18号土墳出土遺物数量表

Ⅷ
土 器 石   器

備 考

復
元
土
器

回
縁
部

体

　
部

底
　
部

群    別 イ

パ

ー

ス
・ク
レ

剣
　
片

礫
石
器
Ⅱ

V Ⅷ �
不

明

1 5 I 2 1 ユ 4 堆積 ± 3～ 6層 は笙潰物 層
2 3 26 2 2 6 1

底  面 4

＼ 形

出土土器

19号 土 竣

察

図 遺構 層位 部 位 器形

呵   
施 文 調 整 分類 備 考

l 18D 日縁部～
体部上半

深鉢 (15.5Cm) 横位・斜位RL縄文→沈線文→磨き Vlc 35号土羨出土のものと接合

146他切

第85図 18号土媛出土土器19号土竣平面図



梨野 A遺跡

19号土媛観察表

地区名 検 出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm ,衆 さ 壁 角 底 面

状 態

上 端 長

軸 方 位
分類 備 考

_に   '8 下端 大 上  端 下  端 長軸 短軸

J-3(b) Ⅵ層上面 4 不整楕円 椅円 大 306X213 288× 194 20 凹凸状 N-52°一E C 27Dに 切られる

19号土壌土層註記表

堆積土 色 土 質 米占    T生 し ま り 偏 考

l 10Y R% 黒tFJ色 シ  ,レ   ト やや強 ヽ や や 良 炭化粒。小礫。
2 10Y R%  暗掲色 シ  'レ   ト やや不良 炭化粒少量。

3 75YR% tF」 色 粘土質シル ト やや強 ヽ 良 礫ブロック多量。

4 10Y R%  暗掲色 米占土質シ,レ ト やや強 ヤ 良 礫ブロック・炭化粒少量。

19号土境出土遺物数量表
迫

物

堆
積
土

土 器 土

製

円

盤

石 器

備 考
復
元
土
器

口
縁

部

体

部

底

　

部

群 エ
ス
キ
ー
ユ

ピ

エ

ス

スイ

レ |

S

F

剥

片

石

核

礫 石 器

V Ⅵ Ⅶ Ⅷ
不
明

1 7 7 6 2 2 3 睦積± 4層 は無通物層

2 1

3 2 I l 1 」 1

底  面 1 , 2 ユ

出土土器

ぶ :

4聯

Ｉ‐
0        5 cm

111111

∩

К

ＩＩ

Ｈ

川

爛

表察観

図 遺構 堆積土 部  位 器  形 施 文 調 整 分類 備   考

1 19D l 口縁部 深  鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き V lc

2 19D l 口縁部 深  鉢 縦位RL縄文→沈線文→磨き V ld

3 19D 1 体  部 深  鉢 縦位 RL縄文・隆線文→沈線文→磨き Vl・ 3

4 19D ユ 口縁部 1架タトV 斜位 LR縄文→「横位並行沈線一連続小円形刺突」支→研磨 (口 孫部) Ⅷ5a 突tBo r波】犬日縁方形区画文の可能‖t

5 19D 3 体  部 深  鉢 縦位隆線文→連続鱗状刺突文 Ⅷ5b
05～ 2mmの灰臼粒 を
多量に合む

第86図  19号土境出土土器
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出土土製品

Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物

出土石器

ハ

川

リ

0

IIIIII

図 遺構名 堆積土 大きさ mm 厚 さmm 重量 9 形態 打欠回数 研 磨 率 部 位 時  期
l 19D ユ 中型 40× 35 5 楕円形 7 打ち欠きのみ 体部 後期初頭
2 19D ユ 中型 40× 38 5 132 不定形 8 50%以上 体言[

図 遺構 堆積土 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使用痕、他 分類 石  材 登録番号

3 19D 2 G a、 b両面に磨痕 (a) Ⅵ l 安山岩 667

第87図 19号土媛出土土製品・石器
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20  f〕 土 壌

名

梨野 A追跡

犀

瓜

■,―導 .年・
,軽

簿

撒驚

鶴
歳委Ⅲ■や

20号土媛観察表

地区名 検出面 堆積土
平面形態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁 角 面

態

底

状

長

位

端

方

上

軸
分類 備   考

上端 下端 型 上 端 下 瑞 長軸 lD軸

N-7(a) Ⅵ層上面 4 楕円 楕円 大 200× 142 55× 40 155° 凹状 N-45° 一E F 16D、 17Dを切る

20号土媛土層註記表

堆積土 色   調 土   質 ポ占  `性 し ま り 備 考

1 10Y R%黒褐色 シ  ,レ   ト 身野      ▼ 不   良 炭化物少量。

2 10Y R%黒 色 粘土質シルト や や 強 t 不   良 炭化物多量。

3 10Y R% 暗掲色 粘土質シル ト や や 強 い 不   良 炭化物少量。

4 10Y R% 暗掲色 格土質シルト や や 強 ヤ や や 良

20号土壌出土遺物数量表
遵

物

堆
嶺
土

土 器 土

製

円

盤

石 器

備  考
復
元
土
器

口
縁

部

体

　

部

底

著Б

群 石

　

鏃

石

錐

ポ

イ

ン
ト

ピエ

女牟
ス イ 剣

片

チ

ッ
プ

石

　

核

礫
石
器
Ⅵ-1

V Ⅵ Ⅷ Ⅸ �
不

明

検 出 面 3 3 1 3 2 2 堆積± 4層 は
無遺物層1 10 3 1 3 2 6 8 1

2 11 1 3 2 8

3 4 2 1 44 13 1

第88図 20号土墳平面図
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IV 縄文時代の追構 と進物

出土土器

聯
聾ド一∵、 rttii珊

纂

攀
J紗

周
―‐
四

8

表察観

図 遺構 堆積土 部  位 器 形 施 文 ・ 調 整 分 類 備 考

l 20D 検出面 体   部 深 鉢 横位LR縄文→縦位鎖状隆線文 Ⅷ6a

2 20D 1 体   部 深 鉢 縄文→沈線文→研磨 Ⅷ 鍔状隆帯をもつ

3 20D 2 日 縁 部 深鉢ⅡA 維位LR縄文→沈帯 ?・ 弧】犬沈線文(口縁部) u8a?+10?

4 20D 検出面 突起 (日縁部) 深 鉢 (山形突起―外面 :盲孔? 項部 :盲孔1 内面 :盲孔1) ⅧHb卜 2

5 20D 3 日 縁 部 壷 Ⅱ 横位LR縄支→弧状磨1肖縄文+盲孔 並行閃 犬沈線技 Ⅷlaor Ⅸ 釜雲母を少量合む

6 20D 2 体   部 深 鉢 横位LR縄文→秋状沈線間磨消縄文・盲孔 Ⅷla

7 20D 2 体   部 深 抹 撚糸文→弧状細沈線文 Ⅷlb 砂粒 (1～4mm)を 多量に合む
磨滅している

20D 3 体   部 深 鉢 横位LR縄文→弧状沈線文 Ⅷlb

20D I 口 縁 部 深 鉢 横位渦状沈線文→ナデ状研磨 Ⅷlb

第89図 20号土塘出土土器 (1)



梨野 A遺跡

♯歳:豊 r,、
イ

可
〔

Ⅳ

灯

島

汀

内

Ｈ

Ⅳ

ＩＩ

‐―

脚

―

ト

鑢 轟

群ゞ π
6

0        5 cln
l1l111

察観

図 遺構 堆積土 部  位 器形 地  文  ・  調  整 分 類 備   考

l 20D 検出面 回 縁 部 深外 沈帯?→渦状沈線文→研磨(口唇部の研磨はていねい)

2 20D 2 体   部 深鉢 横位連続縦位惰円形刺突文→研磨 Ⅷ5b

3 20D l 口 縁 部 深鉢 (突起―縦位把手―内面 :貫通孔)斜位LR縄文・沈線 ? ⅦorⅧ 二段口縁

4 20D l 注目部 (体部) gE
(突起―縦位把手―注 目 :盲孔・盲孔間沈線文)維位 LR縄 文→
→対称弧線間磨消縄文

Ⅷla

5 20D 体   部 深鉢 ・縄文 ・隆沈帯 ? Ⅷ

6 20D 2 口 縁 部 甕 。縦位LR縄文 ・連続刻み状刺突文→研磨(頸部) Ⅷ5b

7 20D 2 回 縁 部 深鉢 縦位LR縄文→横位ナデ X13a

第90図 20号土境出土土器 (2)
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Ⅳ 縄文時代の進構と遺物

[IIIII

出土土製品

観 察 表

察

ハロＨＨＨＨ日日日日）
　
　
ｎ
Ｈ
Ｈ
日
り
　
　
（日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
∪
　
観

饉‖磯7

韻韻
7

単位 :mHl

図 遺構 名 准 榎 主 大きさmHl )軍 さmm 重重 9 形  悪 打 欠回数 |オ 磨 牽 部  位 時  期
ユ 20D 1 小 型 29× 28 8 7_8 円 形 100ワろ イ本音b
20D 1 大型 7 方 形 5 50%未 満 体 部
20D 1 中 型 35× 32 7 円 形 100ワ珍 体著躊
20D 中 型 31× 31 6 方 形 1009/9 体 音5
20D ユ 中 型 42× 40 円 形 7 100%
20D 1 中 型 6 12 5 方 形 50%未満 体 部

出土石器

図 遺構 堆積土 名称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 石  材 登録番号
7 20D 1 石 鏃 120 アメリカ型石鏃 珪質頁岩 832
8 20D 3 fll片

1簡全こgf壕蔚 :凱

の妍と繊合 チャー ト 862
9 20D 3 石核 53.0 22.0 チャー ト

第91図 20号土墳出土土製品・石器
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第 4表  7～ 66号 ピット遺構観察表

梨野A遵跡

※()内 は残存数

遺構名 地区名 検出面
平 面 形 態 平面規模 cm 深 さ

壁 角 底面状態
上   端
長軸 方位

備   考
上 端 下 端 上 端 下 端

7P I-8(a) Ⅵ層上面 円 円 31× 27 18× 18 平  坦

8P I-9(b) 円 楕  円 35× 33 22× 18 平  坦

9P J-6(d) 円 惰  円 65× 56 41× 22 凹 凸 状

OP J-6(c) 円 不 整 円 47× 41 28× 23 若千凹状

IP 」-7(c) 楕  円 不整楕円 68× 52 29× 22 若干凹状 N-59° 一W
2P J-7(c) 不整惰円 不 整 円 60× 48 30× 27 15 平  坦 N-84° 一W 18Pを切る
3P 」-7(c) 不 整 円 不 整 円 50× 1441 28× 24 平  週 12Pに切られる

4P J7(c) 円 不 整 円 40× 34 若干凹状

5P 」 8(c) 不整橋円 不整楕円 58× 48 44× 36 若干凹状 N-23° 一E 上面 1風

6P J-8(c) 円 楕  円 42× 36 19× 15 15 平  坦 35Pに切 られる

7P J-8(c) 不整桔円 惰  円 66× 55 49× 38 平  週 N-79° 一W
8P J-9(c) 楕  円 惰  円 50× 33 32X18 15 若干凹状 N-38° 一W
9P K-7(d) 不 整 円 円 30× 28 21× 20 平  坦

20P K-7(d) 不整楕円 不 整 円 33× 26 16× 15 14 平  坦 N-27° 一W
21P K7(a) 円 円 24× 22 13× 12 平  坦

22P K-7(d) 不 整 円 円 46× 42 28× 25 13 平  坦

K-7〈 d) 不 整 円 円 50× 46 38× 36 若干凹状

24P K-7(a) 惰  円 不整桔円 33× 25 24× 19 11 段差あり N-48° 一W
25P K7(a) 楕  円 楕  円 62× 40 42× 27 15 若干凹状 N-75° 一W
26P K-7(d) 惰  円 不整精円 47× 25 30× 18 16 若干凹状 N-51° 一W
27P K-7(d) 円 惰  円 28× 26 17× 12 12 平  坦

28P K-7(a) 不 整 円 不 整 円 34× 30 22× 19 14 若干凹状

29P K-7(a) 円 円 17X16 9× 8 9 平  坦

30P K-7(a) 橋  円 惰   円 26× 16 14× 9 14 平  坦 N-8° 一W
31P K7(a) 不整悟円 不整楕円 56× 50 46× 32 者干凹状 N-51° 一W 32Pを切る
32P K7(a) 不整惰円 不整楕円 46× 38 38× 24 平  坦 N-64° 一W 31Pに切 られる
33P K-7(a) 不 整 円 楕  円 68× 68 44× 36 平  坦

34P K-8(b) 惰  円 指   円 54X38 23× 16 若干凹状 N-31° 一W
35P K-8(b) 不 整 円 情   円 41× 35 18× 14 平  坦 16Pを切る

36P K-8(b) 不 整 円 不 整 円 25× 22 14× 12 平  坦

37P K8(a) 惰  円 円 49× 37 12× 12 平  坦 N-82° 一E

38P K-8(b) 不整楕円 不整長楕円 49× 32 34× 16 10 凹 凸 状 N-34° 一E

39P K-8(a) 楕  円 悟   円 52× 89 38× 26 14 若千凹状 N-50° 一W
40P K-8(a) 不 整 円 楕  円 41× 35 20× 15 若千凹状

41P K8(b) はか×40 23)× 21 15 平  坦 上面カク乱

42P K8(d) 不整楕円 不整楕円 46× 32 16× 10 平   坦 N-54° 一W
43P K8(d) 円 隅九楕円 34× 29 25× 21 14 若干凹状

44P K-8(c) 不整楕円 不 整 円 40× 30 24× 20 平  坦 N-65° 一W
45P L-6(b) 不 整 円 不 整 円 22× 20 14× 12 11 平  坦

46P L-7(c) 不整惰円 不整長楕円 51× 38 37× 12 105° ・130° 若干凹状 N-38° 一W
47P L-7(a) 不整指円 不整楕円 39× 3] 22× 16 平  坦

48P L7(d) 円 方 40× 38 21× 17 若干凹状

49P L-7(c) 円 不 整 円 21× 20 9 8 15 若干凹状

50P L-7(c) 楕   円 不整楕円 66× 50 45× 26 平  坦 N-26° 一E

51P M-6(b) 悟   円 長 桔 円 64× 42 23× 10 17 125° ・135° 平  坦 N-58° 一E

52P N-6(b) 不整惰円 長 桔 円 45× 28 29× 8 平  坦 N-6ユ
°一W

53P N7(c) 円 円 22× 20 11× 9 00° 平  坦

54P K■ 3(b) V層上面 不 整 円 円 53× 45 26× 24 者干凹状 中段あり
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物

遺構名 地区名 検出面
平 面 形 態 平面規模 cm 深 さ

壁 角 底面】犬態
上   端
長 軸方位

備   考
上 端 下  端 上 端 下 端

55P K-13(b) Ⅵ層上面 楕  円 構  円 35× 26 21× 14 平  坦 N-8° 一W
56P K13(b) V層上面 円 不 整 円 33× 30 23× 20 若干凹状

K13(b) 円 不 整 円 32× 28 18× 17 15 平  坦 N-50° 一W
58P 1ヽ-13(b) VI層上面 楕  円 不整情円 66× 49 48× 36 岩干凹状

59P P9(a) V層上面 円 不整椅円 26× 22 16× 12 110° 若干凹状

60P P9(a) 不 整 円 円 32× 27 16× 16 者千凹状

61P P-9(a) 円 不 整 円 30× 26 20× 16 者干凹状

62P P-9(a) 円 不 整 円 37× 35 24× 21 平  坦
63P P9(a) 円 円 30× 27 23× 22 平  坦
64P P Ⅵ層上面 円 不整惰円 42X37 8 平  坦 中段あり

65P P-12(d) 不 整 円 不 整 円 32× 28 22× 18 00° 平  坦
66P P 不 整 円 不整楕円 42× 38 32× 26 平  坦

遺壊名 地区名 検出面
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ 壁 角 面

態

底

状

長

位

端

方

上

軸

分

類 備  考上  端 下  端 型 上  端 下  端 長軸 1短軸

21D K-8(b) Ⅵ層上面 不整惰円 長 楕 円 /1ヽ 80× 58 54× 26 平   坦 N-42° 一Ⅵ D
22D K-8(a) Ⅵ層上面 不整楕円 不整楕円 小 80× 61 66× 44 17 者干凹状 N-57° 一W C
23D M6(a) Ⅵ層上面 情   円 悟  円 /1ヽ 74× 52 56× 32 平  坦 N-56° 一E C
24D K13(c) V層上面 不整楕円 不整楕円 /1ヽ 90× 73 55× 40 凹 凸 状 N-2° 一部 C
25D K13(d) Ⅵ層上面 情 円 ? 惰  円 /1ヽ 72× 50) 60× 45 5° 平  坦 上面カタ舌t

26D 」-8(c) Ⅵ層上面 不整楕円 長 惰 円 中 85× 88 94× 44 110° 平  坦 N-56° 一Ⅵ D 上面1風
27D 」 8(b) Ⅵ層上面 不整悟円 不整楕円 中 5× 87 80× 58 平  坦 N-39° 一Ⅵ C 19Dを切る
28D K7(c) Ⅵ層上面 不整楕円 円 中 0× 90 50× 44 140° ・180° 平  tB N-27° 一Ⅵ E
29D K8(b) Ⅵ層上面 不整楕円 不整惰円 中 6× 88 86× 63 平  坦 N-20° 一E C
30D L7(b) Ⅵ層上面 不整惰円 中 2× 70 60× 34 凹 凸 状 N-71° 一Ⅵ C

31D N-7(a) Ⅵ層上面 不整悟円 中 143× 104 116× 80 140° ・120° 若干凹状 N-77° 一Ⅵ C

32D 06(b) Ⅵ層上面 不整楕円 中 120× 94 103× 76 若干凹状 N-30° 一W C
33D M-13(c) Ⅵ層上面 不整楕円 不 整 形 中 126× 100 110× 74 100° ・115° 段差あり N-55° 一W
34D D-9(a) V層上面 】帥J未掘

第 5表 21～ 34号土媛遺構観察表

第 6表 7～66号 ビット出土遺物数量表

※()内 は残存数

Ｖ
熟

土 器
土

製

円

盤

石 器

ロ

縁

音Б

体

　
　
　

部

底

部

復

元

土

器

群 石剰 片 器 剰

　
　
　

片

チ

　

ッ
　

プ

石

斧

礫 石 器

ユ Ⅱ Ⅲ V Ⅵ Ⅷ �

不

　

　

明

石
　
　

鏃

ポ

イ

ン
ト

エ
ス
キ
ー

ユ

ピ

エ

ス

ク
レ
イ |

S

F

M

F
Ⅲ V

27P

31P
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梨野 A遺跡

遺

物

追
構
名

器土
土

製

円

盤

器石

日
　
縁
　
部

体 底

部

復

元

土

器

群 器石片
剰

片

チ

　

ッ
　
プ

石

斧

礫 石 器

I Ⅱ Ⅲ V Ⅵ lm �

不

　
　

明

石

　
　
鏃

ポ
イ

ン
ト

エ
ス
キ

ー

ユ

ピ

エ

ス
　
・

スイ

クパ

レ 1

S

F

M

F
lll V

33P 2 ユ 1

34P 1 1

38P 1 1

39P 2 2

40P 2

41P
1

42P I 2 1

43P 4 4

44P 1 ]

46P 1 I

47P l

48P
50P 2

1 11 1 1 I

52P 1 6 ユ 1 5

54P 8 ユ 7 ユ

55P 1 1

57P 1 1 l 1

58P 4 4

61P 2 l

62P 6

63P l 1

64P 3 I 2

66P 2 1

第 7表 21～ 34号土境出土遺物数量表
遺
　
物

進
構
名

土 器 石 碁

日

縁

部

体 底 復

元

土

器

辞 片 石 器
剖

片

チ

　

ッ
　

プ

石

核

I Ⅳ V Ⅵ Ⅷ �

不

　
　

明

石
　
　
鏃

石

　
　
錐

エ
ス
キ
ー
ユ

ピ

エ

ス

・

ク
レ

イ | F

S M

F
21D 1 7 1 1 6 3

22D ユ 10

23D 3

24D 1 5 2

25D 1

26D 1 1 3

27D 1 2

28D
29D 3

30D 2 2 1 2 3 3 2

31D 3 8 1

32D 3 2 2 4

33D 2 ユ

34D 2 1 7 l I 1
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

4.出土遺物

(1)土    器

梨野 A追跡出上の縄文土器総数量は、完型及び復元土器資料31点、破片資料約40,000点 (口

縁部2,028点、体部約38,000点、底部979点)である。 (体部破片は数量が特に多かった為、概算

数量である。 )

これら資料の内、 1)時期決定出来る文様 (地文も合む)が認められるもの 2)検出状況より

時期決定が可能なもの 3)特殊 な器形 なもの を第 I群から第 XⅢ までの群別資料として取

り扱った。従って、 a)細片のもの b)地文のみ、無文のもの c)風化・磨減の著しいもの

d)底部破片 の多くは群別資料から除外された。

群別資料 として、完型及び復元土器資料30点、破片資料1,865点 (口縁部871点、体部977点、

底部17点)が、その対象数量となった。ただし、1号住居跡炉土器埋設部出土土器 (復元土器資料 )

1点は、当住居跡が検出状況より、所属時期が中期後葉か末葉のいずれかに決められない為、

群別資料より除外 した。 佐 藤 甲 二

嘉 8表 出土土器数量表

覆%土器資料
破 片 土 器 資 料

合    計 国  縁  部 体      音勝 底      =5

出 土 総 数 量 イ

'40,000

2,028 率勺38.000

群 別 資 料 総 数 量 977 17

群

第  二  群 4

第  Ⅱ  群 2

第  W 群 5 3 5

第  Ⅳ  群 7 7

第  V 群 1

第  Ⅵ  群 8

第  Ⅶ  群 2 3

第  Ⅷ  群 4

第  Ⅸ  群 ] 13 3

第  X 群 1 1

第  �  群 3 179

第  �  群 ユ 6 6

第  �  群 7 10

※頸部は口縁部に、台部・脚部は底部に合めた。

第 9表 群別土器出土地点別数量表
」土韓 I E Ⅲ Ⅳ V Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ X Xl � �

基

本

層

位

I 2 5 1 2 1

Ⅱ 3 9 ユ 3

Ⅲ 4 3 329(1) 6 1

Ⅳ a 19 6 3 1 ユ 3

Ⅳb上 2 2 4 6

Ⅳ b 3 11 1 4 2 1 4

Ⅳ c 19

表    採 1 1 3 1

遺 構  内 6 9 I 2 6 1383) 5(1)

風倒木痕内 ユ 4 1 11 l

合    計 5 7 1 1823) 7(1) 191(7)

比    率 2% 6% 1%未満 1%未浦 24% 9% 1% 36% 1% 1%来活 10% 1%未満 109ろ

※数値は完形及び復元土器十破片数、( )内数値は完形及び復元土器数、比率は少数点以下四捨五入
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梨野 A追跡

第 I群土器 (第 92～ 95図 )

第 I群土器は早期中葉に位置づけられる貝殻・沈線文系土器である。全て破片資料で総出土

数38点、内 4点口縁部を出土したが底部は出土していない。胎土中に繊維を含むものはない。

文様の違いにより以下の 2類に分けられる。

第 1類 沈線文のもの (第92図 1)

この類に属するものとして体部下半と思われるものが 1点出土している。沈線によって鋸歯

文らしい文様が数段重ねられている。内面はていねいな縦位の磨きによる調整が行なわれてい

る。器厚0。 7cm、 焼成良好な内外面赤褐色を呈する精製土器である。

第 2類 貝殻腹縁圧痕文のもの 文様構成によって a、 bに分けられる。

a、 貝殻腹縁圧痕文が沈線、「く」字状連続刺突文に沿って展開するもの(第 92図 2～ 4・ 6

～ 8、 93・ 94図、95図 1～ 4)

第 1群土器のほとんどがこの類に含まれ、36点出土している。沈線と沈線、沈線と「く」字状

連続刺突文、「く」字状連続刺突文と「く」字状連続刺突文の組み合せによる平行線文を直線状、曲

線状に引き、これに沿った内側、外側に貝殻腹縁を斜位に連続圧痕して幾何学的な文様が構成さ

れる。平行線は二本を基本としており、これを数段重ねたり(第92図 8、 第94図 7～ 10)、 もう一

条の沈線、「く」字状連続刺突文を加えて三本にする場合 (第 92図3)も ある。平行線の上や脇に円

形の小刺突が付くものもある(第93図 5・ 9)。 口縁部資料は4点出土しており、ともに波状口

縁で、日縁部外面に内側に貝殻腹縁圧痕文を充損させた平行線がめぐる。日縁内側には貝殻腹縁

が連続圧痕される(第92図 8、 第93図 1)。 加えて日唇部に「く」字状連続刺突文による鋸歯文が

入れられるもの(第94図 3)がある。92図 8は 口縁部平行線文 (「 く」字状連続刺突文)の一部が1皮

状口縁頂部で口唇部まで延びて瘤状部分を作り、その内側に小円形刺突が加えられている。93

図 1は外面口縁部にも貝殻腹縁が連続圧痕されている。ともにやや外反する器形で、外面が斜め

に切られたような断面形を呈す。94図は日縁部から体部にかけての同一個体の遺物である。波

状口縁下の体部上半には、日縁部平行線文と組み合わさった平行線文によって菱形文 (3)、 体

部には平行線文内に「く」字状連続束U突文による波状文(6～ 10)がみられる。

体部には内屈する器形 (第92図 4)が 1点 ある。沈線には 1～ 2蜘幅のものがあるが、「く」字

状連続刺突文はほぼ 2 mm幅である。器厚0,7cm前後、胎土には石英を含むものが多い。焼成は良好

なもの、やや不良なものの両者がみられ、内外面色調は黄褐色を主とするが、褐色、赤褐色のも

のも観察される。日縁部内面にはていねいな横位の磨きによる調整が行なわれている。

b、 貝殻腹縁圧痕文が単独に支様を構成するもの (第 92図 5)

体部資料が 1点出土している。上部に太い沈線が「八」字状に引かれ、この下に、沈線に沿わ

ずに稜杉状の貝殻腹縁圧痕を横位に連続施文した、帯状文が2段めぐっている。内面はていね

15711a働



Ⅳ 縄文時代の進構と遺物
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図 地区・逢構 層位 都位 外 面 施 文 勺面施文,調豊 器厚山 胎 土 焼 成 色 調 備  考

1 K-7(b) 体 部 沈線文 暦き 7～ 8 精製、石哭微量 良  好 赤 褐 色 I]

2 堆 1 体 部 平行線文(沈線+く 字状刺突文)、 沈線■員殻文 磨き 7 砂粒 やや不捜 褐  色

3 堆 体 郡 平行線文(沈線、沈線北く字状刺突文)→貝激文 6 石英・砂粒多量 やや不損 赤 褐 色 内外面磨滅

4 M-13(c) 体 書I 平行練文(沈線)→貝殻文 磨き 9～ 1( 石英、砂粒多量 やや不良 黄 掲 色

5 K-8(a) 体 郡 沈線文→貝殻文 磨き 8 精製 良  好 暗黄褐色 Iん

6 M-7(d) 体 部 平行線文(沈線)→貝殻文 7 石英多量、砂粒 やや不長 黄 掲 色 12a 内外面磨滅

7 M-13(b) 体 著I 平行線文(沈線+く 字状刺突文)→貝殻文 7～ 8 石英微量、砂粒 やや不良 黄 褐 色 内外面磨滅

8 K-13(b) Ⅳ b 日縁部 平行線文(沈線+く 字状刺突文)→貝殻文 磨き、員殻文 5～ 1( 精製、石英、砂粒微量 良  好 黄 褐 色
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図 地区・達構 層疱 部位 外 面 施 文 勺面施文 調塞 器厚mm 胎   土 焼 成 色 調 分類 備  考

1 K-8(a) Ш 日縁部 平行線文(沈線)→貝殻文 磨き、貝殻文 8～ 10 精製、砂粒微量 良  好 黄褐色
|

2 K-8(b) Ⅱ 体 部 平行線文(沈線〕→員殻文 磨き 7～ 8 精製、砂粒微量 良  好 黄褐色

1田

団体か

3 K-3(b) IIl 体 部 平行線文(沈線)→員殻文 磨き 8 精製、砂粒微量 良  好 黄掲色

4 堆 体 部 平行線文(沈線)→貝殻文 磨 き 6～ 7 石英微量、砂粒 良  好 赤褐色

5 」-8(b) I 体 部 平行線文(沈線)、 沈線→刺突 磨き 7 精製、石英微量 良  好 黄掲色

6 堆 体 部 平行線文(沈線十く字状刺突文)、 沈線→刺突 7 石英多量 やや不良 赤褐色 内外面磨滅

7 K-7(d) 体 部 沈線→貝殻文 7～ 8 石英徹量、砂粒 やや不良 褐 色 内面磨減

8 L-7(c) 皿 体 部 平行線支(沈線十く字状刺突文)→貝殻文 7～ 8 石英、砂粒 やや不良 褐 色 内面磨滅

9 表採 体 部 平行線文?(沈線)→刺尖、員殻支 6 石英、砂粒多量 やや不良 黄褐色 内外面磨滅

堆 1 体 部 平行線文(沈線十〈字状刺突文)―貝殻文 屠き 7 石天、砂粒 やや不慎 褐 色

11 1風 堆 体 部 平行線文(沈線+く 字状刺突文)、 沈線→貝殻文 7 石英、砂粒 やや不慎 褐 色 内外面磨滅

第93図 第 I群土器 (2)

1591130



Ⅳ 縄文時代の遺構 と造物
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K-7
(a,d)

翻
脚

日

　

一

平行線文(沈線、沈線十く字状刺突文、く字状刺突文)、

く字状刺突文、沈練→く字状刺突文、貝殻文
磨き、貝殻文 6～ 9 石英多量、砂粒 やや不良 黄褐色 同 イ酢

第94図 第 二群土器 (3)



梨野 A追跡

いな横位の磨 きによる調整が行なわれている。器厚0.8cm、 胎土には石英を含まず非常に精製さ

れた、焼成良好な、内外面暗黄褐色 を呈する土器である。

第 1類は千葉県城 ノ台貝塚出土の田戸下層式土器に、第 2類の一部は宮城県明神裏遺跡出土

の土器に類例が求められ、第 1類は田戸下層式併行、第 2類は明神裏Ⅲ式から大寺下層式の時

期に比定される。 佐 藤 甲 二

註
ちi言署市資脳 禽暴蟹造脆 輪盲容許賃れぞ考吾査蘇

代却 研 究会
"%の
第二類A類土器

賽料篇』白石市 1976

第Ⅱ群土器 (第 95～ 99図 )

第Ⅱ群土器は早期末葉のいわゆる条痕文系土器である。全て破片資料で総出土数121点、内口

縁部 2点で、底部は出土していない。胎土中に植物繊維を含む。この内磨減風化したものを除

く59点は、内外施文、焼成、色調より以下の 4類に分けられる。

第 1類 外面縄文、内面条痕文のもの。隆線の有無によりa、 bに分けられる。

a 外面に隆線をもつもの (第 96図 1)

口縁部資料が 1点のみ出土している。外反する平縁口縁で、口縁上端に隆線を一条めぐらし

ている。隆線中央には横位沈線が引かれ、その上・下に縄文原体圧痕による刻みがカロえられて

いる。外面には隆線貼付後に横位LR多条縄文が施文され、内面には幅広の条痕文 (0.4cm幅)が

施文されているが体部まで続かないようである。器厚0.8cm、 繊維を多量に合む焼成不良を、内

外面とも黒褐色を呈する土器である。

b 外面縄文施文のみのもの (第95図 5～ 8、 96図 2、 98図 1)

体部資料のみで29点出土 している。外面縄文施文は横位回転のLR多条縄文を主とし、わ

ずかにRL多条縄文もみられる。内面条痕文には条痕幅がa同様広いもの(0.4cm)と 細いもの

(0.2cm)の 2種類あるが、後者の方が多い。器厚0.7cmの ものが多く、 l cm前後のものも数点あ

る。繊維を多量に合み焼成不良なものが多い。外面色調は黄褐色のものが主であるが、褐色、

黒褐色、赤褐色のものもある。

第 2類 外面縄文 内面無文のもの(第 96図 3、 97図、98図 2)

体部資料のみで23点出土している。外面縄文施文は横位回転のLRoRL縄 文とも認められ

るが、ほとんどが多条縄文である。器厚は第 1類同様0,7cm前後のものが多いが、わずかに0。 5cm

前後の薄いものもある。内面に繊維痕を明瞭に残す焼成不良のものが多い。外面色調は黄褐色、

褐色のものを主としているが、赤褐色のものもある。

第 3類 内外とも無文のもの.隆線の有無によりa・ bに分けられる。

a、 外面に隆線を持つもの (第 98図 3)

体部上半破片が 1点のみ出土している。低い隆線が横位にめぐり、これに上部より下垂する

隆線が直交している。隆線上も無文である。体部上半の横位隆線部でかるい屈折点を持ち、口

161(1371



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物
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図 地区 層位 部位 外 面 施 文 句面施文 調理 器

'動

m 胎 土 焼 成 色調 分類 備  考
1 K-13(d) Ⅳ b 日縁部 平行線文(沈線)→貝殿文 9 精製、石英微量 やや不良 黄掲色 内外面磨減

と-6(c) IIl 体 部 平行線文(沈線)→貝激文 7 石英多量、砂粒 やや不良 褐 色 内面磨滅

K-7(a) ll 体 部 平行線文(沈線十く字状刺突文)→員殻文 房罫き 7 石英、砂粒 やや不良 lEl 色

4 」-8(b) Ⅲ 体 部 平行線文(沈線)、 沈線→刺突 暦 き 8 惰製、石英微量 良  好 褐 色
5 K-13(c) 体 部 縄文 条痕文 5～ 6 繊維少量、石英微量、ひ位 やや不良 黄掲色 外面磨滅

6 K-13(c) 体 部 縄文 条痕文 6～ 7 繊維多量、石英 砂位微量 やや不良 黄褐色 外面磨滅

7 K-13(b) 体 部 横位LR縄文 条痕文 6 繊維多量、石英多量、砂粒 不  良 掲 色
8 K-13(c) Ⅳ b 体 部 縄文 条痕文 8 繊維多量、石英多量、砂粒 不  良 栂 色 外面磨滅
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図 地  区 層位 部 位 外 面 施 文 内面施文 調整 器厚mm 土 焼成 色調 分類 備 考

l K-13(c) 日縁部 隆線 (沈線十縄文原lllこ炭)→横位LR多条縄文 条痕文 7～ 9 紡催多量、石英多量、砂粒 不良 褐 色

2 K-13(b) IV c 体 部 横位LR多条縄文 条痕文 4～ 6 繊維少量、石英多量、砂池 不良 黒褐色

3 K-13(b) 体 部 横位LR多条縄文 繊維多量、石芙微量、砂粒 不捜 鶴 色

第96図 第二群土器 (2)
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図 地  区 層位 部位 外 面 施 文 内面施文・調整 器厚nn 土 焼  成 色 調 分類 備  考
1 K-13(c) Ⅳ a 体音Ⅲ 横位LR縄文 7 繊維多量、石英微量、砂粒 やや不良 黄掲色

2 K-13(c) 体部 縄文 7 繊維多量、石英多量、砂粒 不  良 赤褐色 外面磨減

3 K-13(b) Ⅳ c 体部 横位 RL多条縄文 7 綾維多量、石英多量、砂lt 不   良 掲 色
4 0-6(b) 体部 横位RL多条縄文 9 繊維多量、石英微量、砂粒 やや不良 黄掲色

5 K-13(c) Ⅳ c 体をI 縄文 8 綾維多量、石英微量、砂粒 不  良 詩褐色 外面磨減

6 K-13(c) 体部 横位LR多条縄文 8 繊維、石英、砂粒 不  良 褐 色 上製円盤 ?

第97図 第Ⅱ群土器(3)



梨野 A遺跡

図 地区 造構 層位 部位 外 面 施 文 内面施文 ,調整 器厚ml 土 焼 成 色 調 分類 備  考

1 K-13(c) IV c 体部 横位LR多条縄文 条痕文 9～ H 繊維多量、石英多量、砂粒 不  良 褐  芭 内面磨滅

2 0-7(d) Ⅱ 体部 横位RL縄文 7～ 9 繊維多量、石英 砂粒微量 やや不良 黄 褐 色

3 K-13(c) Ⅳ a 体部 隆線 8 繊維多量、砂粒多量 不  良 暗黄褐色

4 M-13(b) 体部 10 繊維多量、石英 砂粒微量 やや不良 黄 褐 色

5 5風 堆 体をI 7～ 10 繊維多量、砂粒多量 不  良 掲  色 内外面磨滅

第98図 第Ⅱ群土器(4)
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Ⅳ 縄文ロキ代の追構と迫物

縁部 に向ってゆるやかに「 く」字状 にひらく器形かと考えられる。器厚 0。 8cm、繊維痕 を内外面に

明瞭に残し、砂粒を多量に合む焼成不良の土器で、内外面とも暗黄褐色を呈する。

b、 内外面とも無文のもの(第98図 4、 99図 1)

体部資料のみで 3点出土したが、この内 2点 は底部付近のものと思われる (第98図 4、 99

図 1)。 繊維痕を内外に明瞭に残し、焼成は不良である。外面黄褐色、内面黒褐色を呈す。

第 4類 外面沈線文、内面条痕文のもの (第99図 2・ 3)

日縁部、体部資料が各 1点出土しているが、同一個体の可能性もある。外面は半我竹管状施

文具による平行沈線によって鋸歯文等の直線支が施文され、口縁上端部、体部には横位隆線が

めぐる。隆線上には半裁竹管】犬施文具による刻みが加えられる。内面条痕文は条痕幅約 0.2 cm

の細いものである。口縁はやや外反する平縁であると思われる。器厚 l Cm前後、繊維を少量含

み、焼成は他のコ群土器に比べて良いが、十やゃ不良の部類に入る。外面色調は暗黄褐色を呈する。

K-13グ リッド北東側検出Ⅵc層 中からは第Ⅲ群土器 1類、第 2類のみ出土している。第Ⅲ

群土器は型式の上からは素山Ⅱb式以後のものであるが、羽状縄文、撚糸文、帯状文が存在し

ない点より船入島下層式とは区別される。第 3a類は無文ではあるが、体部上半の横位隆線及

び器形の点より素山Ⅲb式 との近似性が窺える。また、第 4類は、仙台市北前遺跡、石巻市南

境貝塚第二層土器中に類例を求められる。               佐 藤 甲 二
誰
 ち:袈裏雇警厄観 イ[爵葺盤羨景雪幕醤寂夏±酔撹哲壕望

`砕

召衰贄宴蔵尋謡懸繋誓警密冤皇跡 教育委員会
1969の 第 2群第 2類土器。

第Ⅲ群土器 (第99。 100図 )

前期中葉に所属する土器群である。半我竹管状施文具による鋸歯文と刻みを持つ隆線を特徴

とする。全て破片資料で 5点出土している。いずれも繊維は含まず、内面に文様は持たない。

3点 (第 99図 4～ 5、 第100図 1)は、半我竹管状施支具による平行沈線によって鋸歯文が施

文されている。100図 1はやや外反する平縁口縁で、口縁部に横位の鋸歯文が2段めぐり、体部

には縦位の鋸歯文が展開する。この間には横位の隆線が2段めぐり、その上に半我竹管状施文

具による刻みが加えられている。内面には横位のナデによるていねいな調整が施こされている。

焼成良好な、内外面褐色を呈する土器で、文様構成の上では第Ⅱ群第 4類に類似する。

他の 2点は地文を縄文とするもので、縦位の隆線上に刻み (半数竹管 ?)を 持つ突起状の日縁

部破片 (第10図 3)、 細い 1本沈線による縦位の鋸歯文の体部破片 (第 10図 2)である。

縦に鋸歯文が展開する類例として宮城県大木貝塚出土の大木 3式土器中に認められ、半我竹管

状施文具による沈線文、刻みを持つ隆線、 1本沈線文も同型式内に包括さる文様であることよ

り、 これ らⅢ群土器は大木 3式 に比定 されよ う。
註 1.伊東信雄他鴨 文時代―前期大

奮庭浴占褥 弩暑豊与叶 )'ヽ11き子阜;682 興野義― 「大木土器理解のたイ
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図 地区 違構 層位 部 位 外 面 施 文 内面施文 調整 器厚mm 胎 土 焼  成 色  調 分類 備  考

1 M-13(b) 体 部 5～ 7 繊維多量、石英 砂粒微畳 やや不良 黄褐 色
2 K-8(d) 日縁部 隆線 (刻み)、 平行沈線文、沈線 条痕文 7～ 10 繊維少量、石英 砂粒微量 やや不良 暗黄鶴色 Ⅱ ４ 十

一
Ⅱ ４

‐
同一個(本
か3 K-8(d) 体 部 隆線(刻み)、 平行沈線文 条痕文 10 繊維少量、石英 砂粒微量 やや不良 暗黄栂色

4 M-7(a) 』 日続常I 平行沈線文 7 石英、砂粒多量 良  好 褐  色 内面磨滅

5 堆 体 音I 平行沈練文 7 石英、砂粒多量 やや不良 偶  色 内面暦滅

第99図 第Ⅱ群土器 (5)。 第Ⅱ群土器 (1)
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0             5 cm

lIIIII

芦

旦

図 地  区 層位 部 位 外 面 施 文 内面施文・調整 器厚mm 胎   土 焼  成 色 調 分類 備  考
ユ K-8(b) 日縁郡 平行沈線文、隆線 (刻み) ナ デ 7 石英、砂粒多量 良  好 褐 色 田

2 J-7(b) 口縁部 横位LR縄文→隆撫 刻み) 6^-8 精製 やや不良 暗褐色

3 K-7(c) 体 部 横位RL縄文→沈線文 8 精製 やや不良 tF」 色

第100図 第Ⅲ群土器 (2)
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第Ⅳ群土器
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図 地区 遺構 層位 部  位 器   形 施 文 調 整 備 考

J-7 」 体   部 縦位 斜位 LR縄 文・隆線文→刺突文 沈線文
2 L-7(a) 体  部 沈線文一刺突文一磨 き

3 K-7(d) 阻 体   部 刺突文 沈線文一磨 き 胎上に金雲母 を合む

L-7 体   割 縦位 LR縄文 沈線文→刺突文
5 堆 体   部 斜位 RL縄 文―刺突文 胎土に金雲母を含む

6 l lal 堆 体   郡 刺突文→磨 き

第101図 第 Ⅳ 群 土 器

第Ⅳ群土器は、体部資料が 7点出土している(第 101図、第82図 2)。 半裁竹管状の施文具によ

る連続刺突文をもつものである。全て小破片のため全体の器形や文様構成は不明である。

1は地支・隆線文の後に連続刺突文が施文されたもので、やや内弯している。 2～ 4・ 82図

2は沈線文がイ半ない、3・ 82図 2は 2条の沈線の間に連続刺突文が施文されており、2・ 4は沈

線文施文後に連続刺突文が施文されたものである。 6は押引き連続刺突文が施文されている。

胎土中に金雲母が含まれているもの(3・ 5・ 82図 2)も ある。

出土層位は、基本層 I層・Ⅲ層 。土竣堆積土であり、出土地点にもまとまりは見られなかっ

た。これらの土器群と類似した資料は、南方町青島貝塚や同町長者原貝塚などから出土してお

り、縄文時代中期前半に位置づけられている。

註  `1 南方町史編纂委員会『南方町史』1975

2 宮城県教育委員会 Γ長者原貝塚」『宮城県文化財調査専R告書第78集』 1981
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

第 V群土器 (第102～ 107図 )

第V群土器は、復元資料 4点、日縁部資料140点、体部資料304点、底部資料 1点の総点数449点

出土 している。これらの土器は基本層及び住居跡、埋設土器、ピット、土羨などから出土 して

いる。ここでは基本層出土のものと、住居跡以外の各遺構出土のものを一括 して扱 う。

これらの土器は、第 1類 。文様をもつものと第 2類・地文のみのものに分けられる。さらに

第 1類は文様帯によって以下の a、 b、 c、 dに細分される。

a.口唇部に文様帯をもつもの

b.口唇部直下から体部まで文様帯をもつもの

c.口唇部直下が無文帯となり、その下部から体部まで文様帯をもつもの

d.口縁部が無文帯となり、体部に文様帯をもつもの

また、これらの文様帯を形成している文様の施文技法と文様形態は

・隆線文によって施文される渦巻文 。楕円支 。「∩」文・横位隆線文

・隆線文と沈線文 (隆線文→沈線文の順位に施文され、完全に沿っているものは隆沈文とす

る)に よって施文される渦巻文・楕円文 。「∩」文

・沈線文によって施文される渦巻文・楕円文・「∩」文・横位沈線文

がある。これらの文様帯は日縁を基調としたものであるため、先ず口縁部資料を分類 し、体部

資料及び底部資料は文様の施文技法と形態によって分類する。

第 1類 文様をもつもの

a・ 口唇部に文様帯をもつもの (第102図 1)

日唇部に横位の沈線文による渦巻文が施文され、それが突起部分に延びているものと考えら

れる。口縁部分は内弯 し、隆沈文による楕円文が施文され、地文としてRLR縄 文が施文され

ている。

b・ 口唇部直下から体部まで文様帯をもつもの

これは、文様施文技法により、bi、 b2に分けられる。

bi・ 口唇部直下に隆線文あるいは隆沈文による渦巻文が施文されるもの (第102図 2～ 5)

これらは、日縁部が内弯 し、体部に沈線文による縦位渦巻文が施文されるもの(2)、 沈線文によ

る縦位渦巻文・楕円文あるいは渦巻文が施支されるもの(3)、 隆線文による円文と沈線文による

楕円文あるいは渦巻文が施文されるもの催)と 、頸部で逆「く」の字状に折れ、日縁部が内傾する

波状口縁で、口唇部直下の渦巻文から隆沈文による隅の角張った変形「∩」文が施文されたもの

(5)がある。

b2・ 口唇部直下に沈線文が施文されるもの (第102図 6～ 8)

内弯 ぎみの波状口縁であり、口唇部直下の沈線文が日唇部に向かって延びているためb2類 と
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図 地  区 層位 部 位 器  形 施  文  ・ 調  整 分 類 備 考

1 K-7(d) Ⅲ 口縁部 1条休 縦位RLR縄文→隆線文→沈線文 Vl a

2 L-7(a) Ⅲ 口縁部 深鉢 隆線文→沈線文→磨き Vユ bl 胎上に金雲母を合む

3 J-8(d) Ⅲ 口縁部 深鉢 縦位LRL縄文・隆線文→沈線文→磨き Vlも 1 胎土に金雲母を含む

4 N-7(b) I 口縁 音b 深 鉢 横位LRL縄文・隆線文→沈線文→磨き �生bl

5 P-11(d) 皿 口縁部 深 鉢 横位LR縄文・隆線文→沈線文→磨き Vl bl

6 I-7(d) I 口縁部 深休 隆線文→沈線文→刺突文→磨き Vl b2

7 J-7(c) Ⅲ 口縁部 深 鉢 沈線文→刺突文→磨 き Vl b2 胎上に金雲母を合む

K-13(d) Ⅳ a 口縁部 深 鉢 隆線文→沈線文・刺突文 Vl b2

第102図 第 V群土器 (1)
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図 地  区 層位 部 位 器  形 施  文  ・ 調  整 分 類 備 考

1 N-7(d) 田 口縁部 深然 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vlc

2・ 3 N-7 Ⅲ 口縁部 深鉢 縦位 LR・ RL縄文→沈線文→磨き Vlc 同一イ回体

I-8(c) I 口縁部 深鉢 沈線文→刺突文→磨 き Vl cl

5 」-7(a) Ⅲ 口縁部 深 鉢 隆線文・刺突文→沈線文→磨き Vlc

K-7(b) Ⅲ 口縁部 深 鉢 沈線文→磨き Vl c 胎上に金雲母を合む

7 J-7(b) Ⅲ 口縁部 深 鉢 縦位RL縄文・隆線文→沈線文→磨き Vl c

N-7(a) Ⅲ 口縁部 深 鉢 縦位RL縄文→沈線文→磨き Vl c2 胎土に金雲母を含む

K-13(b) Ⅳ b 口縁部 深鉢 沈線文→縦位LR縄文→磨き Vl c 胎土に金雲母を含む

N-7 I 口縁部 深鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vlc 第106図 4と 同一個体

第103図 第 V群土器 (2)
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図 地区・遺構 層  位 部  位 器形 施  文  ・ 調  整 分 類 備 考

ユ N-7(c) Ⅲ 口縁部 深鉢 横位LR縄文→沈線文→磨き Vl c2

N-7(c) Ⅲ 口縁部 深鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl c2

3 K-12(b) Ⅳ b上 口縁部 1朱鉢 樅位 RLR縄 文→沈線文→磨き Vl c2 胎土に金雲母を合む

4 N-7(c) Ⅲ 口縁部 深鉢 縦位 RLR縄 文→沈線文→磨き Vld

5 3 風 堆 口縁部 深鉢 隆線文→刺突文→沈線文→磨き Vld

K-13(a) IV b上 体  部 1朱鉢 横位 RL縄文・隆線文→磨 き Vl・ 1 外面スス状炭化物付着

7 N-7(c) Ⅲ 体  部 深鉢 斜位 RL縄文・隆線文→沈線支→磨き VⅢ 2

第104図 第 V群土器 (3)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

した。隆沈文による渦巻文あるいは楕円文が施文されるもの(6)、 沈線文による渦巻文あるいは

楕円文が施文されるもの(7.8)がある。

bl類では地文としてLRL縄 文(3・ 4)、 LR縄文(5)が、b2類で!よ刺突文が施文されている。

C・ 口縁部直下が無文帯になり、その下部から体部まで文様をもつもの

これは文様形態によりci、 c2に分けられる。

c二 ・沈線文による縦位渦巻文が施文されるもの (第103図 1～ 6)

内弯する平縁で、沈線文による縦位の渦巻文と、二重の沈線文による縦位の楕円文あるいは

「∩」文が施文されているもの(1～ 3)と 、内弯あるいは内傾する波状口縁を呈し、太い沈線文

によって渦巻文が施文されているもの(4～ 6)がある。 2、 3は同一個体であり、 4、 5には

刺突文が施文されている。

C2・ 隆沈文・沈線文による楕円文あるいは「∩」文が施文されるもの (第 103図 7～ 10、 104図 1

～ 3、 85図 1、 86図 1、 78図 1、 81図 1)

内弯する波状口縁のもの (103図 7・ 8)と 平縁のもの (9)が あり、 7は隆沈文によって、 8

は沈線文によって楕円文あるいは「∩」文が施文され、 9は沈線文によって「∩」文が施文されて

いる。直立ぎみの平縁のもの (103図 10、 104図 1、 86図 1、 81図 1)、 は沈線文によって「∩」文

が施文されている。10は第106図 4と 同一個体である。また外傾する平縁で二重の沈線文によっ

て「∩」文が施文されるもの (104図 2)や、楕円文あるいは「 C」字文が施文されているもの (85図

1)、 日縁部が肥厚するもの (104図 3)、 穿孔されているもの (78図 1)がある。

地文としてci類はLR縄文 (103図 1～ 3)、 RL縄文 (同 2～ 3)が施文され、刺突文 (同 4～

5)を施文するものもある。c2類はLR縄文 (103図 7・ 9。 10、 104図 1・ 2、 86図 1、 78図 1)、

RL縄文 (103図 8、 104図 3、 85図 1)が施文されている。縦位回転施文のものが多い。
d・ 口縁部が無文帯になり、体部に文様帯をもつもの (第104図 4・ 5、 41図 1、 86図 2)

頸部に横位の隆線文・沈線文がめぐり、口縁部と体部を区画するもの。外反する波状口縁で

三条の横位沈線文が口縁部と体部を区画し、体部に沈線文による楕円文あるいは渦巻文が施文

されるもの (4、 86図 2)と 、外反する波状口縁で連続刺突文を施 した横位隆線文をもつもの(5)

外反する波状口縁で、隆線文で口縁部を区画するもの(41図 1)がある。地文として 4は RLR

縄文、86図 2は RL縄文が施文されている。

体部資料・底部資料

体部資料は文様帯が半」別できないものである。底部資料については、出土数が 1点 と少なく

体下部の文様が半」別できるので体部資料に含めた。これらを日縁部資料の文様の施文技法と文

様形態によって分類すると

1.隆線文によって施文される文様→椿円文
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図 地  区 層  位 部位 器形 調  整  ・ 施  文 分  類 備 考

1 N-7(c) m 体部 深鉢 隆線文→横位LRL縄文・刺突文→沈線文引審き V
2 I-8(c) Ⅲ 体部 深鉢 斜位RLR縄文・隆線文→沈線文→磨き V

3 K-7(b) Ⅲ 体部 深鉢 縦位LR縄文・隆線文→沈線文→磨き Vl ・3 胎土に金雲母を合む
4 L-6(b) Ⅲ 体部 深鉢 縦位RL縄文・隆線文→沈線文→磨き V 胎上に金雲母を含む

5 K-12(b) Ⅳ b 体部 深鉢 横位RL縄文・隆線文→沈線文→磨き Vl ・3

6 」-8(c) Ⅲ 体部 深鉢 隆線文→磨 き Vl ・3 胎上に金雲母を合む
7 」-7{c) Ⅲ 体部 深鉢 縦位LR縄文・隆線文→把手→沈線文→磨き Vl ・3
8 K-12(b) Ⅳb上 体部 深鉢 縦位LR縄文→沈線支→磨き Vl ・4

9 」-7(c) Ⅲ 体部 深鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl ・4

N-7(a) Ⅱ 体 部 深 鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl ・4

M-7(a) Ⅲ 体部 深鉢 縦位RL縄文→沈線文→磨き Vl ・4

K-15(b) Ⅲ 体部 深外 横位RL縄文→沈線文→磨き Vl ・4

第105図 第 V群土器 (4)
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図 地  区 層 位 部  位 器  形 施  文  ・ 調  整 分  類 備 考

1・ 2・ 3 N-7(c) 皿 体部 深鉢 縦位RLR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4 同一個体

4 N-7(b) I 体部 深鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4 第103図 10と 同一個体

5 K-13(b) Ⅳ b 体と[ 深 鉢 縦位RL縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

6 I-9(d) Ⅲ 体部 深鉢 横位RL縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

7 J-7(c) Ⅲ 体言[ 深鉢 縦位・横位LR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

第106図 第 V群土器 (5)
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図 地区・遺構 層位 部 位 器 形 施 文  ・ 調 整 分 類 備   考

1 N-7(a) Ⅲ 体 部 深 鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

2 M-6(b) Ⅲ 体 部 深 鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

3 3 風 堆
半

部獅底
体

一
深 鉢 縦位LR縄文→沈線文→磨き Vl・ 4

底径8 8cm
底部磨 き調整

第107図 第 V群 土器 (6)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

2.隆線文と沈線文によって施文される文様→渦巻文

3.隆沈文によって施文される文様→渦巻文・楕円文 。「∩」文

4.沈線文によって施文される文様→楕円文 。「∩」文

に分けられる。

1.隆線文によって楕円文が施文されるもの (第104図 6)、地文としてRL縄文が施文されて
いる。

2.隆線文と沈線文を組合わせて文様を施文するもの (第104図 7、 105図 1)

104図 7は隆線文と沈線文による渦巻文から沈線文が延び、別の沈線文による楕円文が施文

される。105図 1は隆線文による渦巻文から沈線文による渦巻文が派生する。

地文として 7は RL縄文、 1は LRL縄 支と刺突文が施文されている。
3.隆沈文によって文様を施文するもの (第105図 2～ 7、 86図 3)

86図 3は隆沈文による縦位の渦巻文、105図 2は上下 に接続した縦位楕円文、 3は「 S」字状

の変形楕円文が施文されており、 4～ 6は横位の隆沈文から隆沈支による「∩」文が施文されて

いる。また 7は体下部の破片で、隆沈文による「∩」文の下端に把手がついていたものである。

地文としてLR縄 文 (105図 3、 7)、 RL縄文 (86図 3、 105図 4・ 5)、 RLR縄 文 (105図 2)が

施文されている。

4.沈線文によって文様が施文されているもの (105図 8～ 12、 106図、107図、41図 2、 48図 1)

体都中央でくびれ、楕円文が施文されているもの (105図 8・ 9)、 楕円文が二ないし二重に施

文されているもの10、 縦位楕円文に数条の縦位沈線文がイ半なっているものCり、変形楕円文が施

文されているものl121、 「∩」文とその間に縦位の沈線文が施文されているもの (106図 1～ 3、 こ

れらは同一個体である。48図 1)、 「∩」文のみが施文されているもの (106図 4、 41図 2)、 変形

「∩」文が施文されているもの (106図 5～ 7)、「∩」文と楕円文が施文されるもの (107図 1・ 2)、

また107図 3は平底で、体部に「∩」文が施文された深鉢の底部 と考えられる。

地文としてLR縄文 (105図 8～ 10、 106図 4・ 7、 107図 1～ 3、 41図 2、 48図 1)、 RL縄文

(105図 11・ 12、 106図 5。 6)、 RLR縄 文 (106図 1～ 3)が施文されている。

第 2類 地文のみのもの

2点出土 しているが 2号住居跡からのみの出土であり、 2号住居跡の出土遺物の項で扱って

いるのでここでは省略する。

第Ⅵ群土器 (第108～ 113図 )

主 浜 光 朗

第Ⅵ群土器は、復元資料 8点、日縁部資料87点、体部資料78点の総点数165点出土している。

これらの土器は基本層及び埋設土器、ピット、土羨などから出土している。これらの土器は第

1類・口縁部から体部に文様帯をもつもの、第 2類・口縁部のみに文様帯をもつもの、第 3類
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図 地区・遺構 層位 喜b  位 器形 施  文  ・ 調 整 分  類 備 考

l M-6(b) Ⅲ 体部下半欠損 深鉢
縦位・横位・斜位LR縄文・隆線文→
沈線文→磨き

Ⅵ la 日径20cln。 最大径23cm

2 K-7(b) Ⅲ 口 縁 部 深 鉢 維位 L縄文→沈線文→磨き Ⅵ la

3 1 風 堆 口 縁 部 深鉢 横位RL縄文→沈線文→磨き Ⅵ la

4 M-6(b) Ⅲ 口 縁 部 1朱鉢 隆線文→横位RL縄文→磨き Ⅵ lb

5 P-11(d) Ⅲ 口 縁 部 深鉢 隆線文→刺突文→磨き Ⅵ lb

第108図 第Ⅵ群土器 (1)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

地文のみのものに分けられる。さらに第 1類は、文様形態によって以下の a、 b、 c、 dに細

分される。

a.隆沈支・沈線文による楕円形文様区画をもつもの

b.隆線文・隆沈文・沈線文にょる「 S」字状文をもつもの

c.隆線文・沈線文による「コ」字状文をもつもの

d.隆線文・隆沈文による方形区画文をもつもの

第 2類 も同様に以下の a、 bに細分される。

a.波状口縁頂部から垂下した隆線文が頸部で横位にめぐるもの、これはさらに

①連続声U突文の施文されているもの

②連続刺突文の施文されていないもの

に分けられる。

b.顕部に横位の隆線文がめぐり、日唇部直下から隆線文が垂下するもの

以上によって復元資料、日縁部資料を分類し、体部資料は文様の施文技法、形態によって分類

する。

第 1類 口縁部から体部に文様をもつもの

a.隆沈文・沈線文による楕円形文様区画をもつもの (第 108図 1～ 3)

第108図 1は頸部が逆「く」の字状に折れ、日縁部が内傾する1嫉日縁を呈する深鉢で、日径20

cln、 最大径23cmを計る。頸部に隆線文がめぐり、波状口縁頂部に対応して隆沈文による楕円形

を基調とした文様区画を3単位形成している。また、体部に横位の隆沈文がめぐり、体部上部

と下部とを区画しており、頸部の隆線文から体部の隆沈文へ隆線文が垂下している。この隆線文は

基部の幅に比して高さが低いものである。地文として楕円形区画内にLR縄文が施文されてい

る。 2は内弯する平縁、 3は内弯する波状口縁で日唇部力胡巴厚している。両者とも沈線文によ

って曲線的な文様区画が形成されている。地文として2は L縄文、 3は RL縄文が施文されて

いる。

b.隆線文・隆沈文・沈線文による「 S」字状文をもつもの (第108図 4、 5、 109図 1～ 3、 43図 1)

第108図 4、 5は外反する平縁で隆線文にはさまれた「 S」字状の無文帯が横方向に展開するも

のである。109図 1～ 3は同一個体である。体部から口縁部にかけて外傾 し、日縁部は直立して

いる。沈線文によってはさまれた「 S」字状の無支帯が横方向に展開している。体部部分の無文

帯に沈線文が施文されている。地文として、文様区画内に108図 4は RL縄文、5は刺突文が施

文され、109図 1～ 3は文様区画内や体部文様帯以下にLR縄文が施文されている。43図 1は復

元資料である。やや外反する小波状日縁の深鉢で、日径24.5cmを 計る。鰭状の隆線文と沈線文

にはさまれた無文帯が「 S」字状を成し、結合部に鰭状の隆線文が施文されている。日縁部に施
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図 地  区 層位 部  位 器形 施  文    調  整 分  類 備 考

1・ 2・ 3 K-6(d) Ⅲ 口縁～体部 深鉢 斜位 LR縄文→沈線文→磨き Ⅵ lb 同 一 個 体

4 M-6(d) 皿 口縁部 深鉢 隆線文・沈線文→磨き Ⅵ lc

5 」-8(b) Ⅲ 口縁～体部 深 鉢 隆線文→縦位LRL縄文一磨き Ⅵlc

6 J-7(d) Ⅲ 口縁部 1宋鉢 縦位 LR縄文・隆線支→沈線文→磨 き Ⅵld

第109図 第Ⅵ群土器 (2)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

愁鶴ド濃
ヤ

0        5 cln
111111

図 地  区 層位 部  位 器形 施  文 調  整 分  類 備 考

1 M-6(d) W 口縁一体部 深鉢 隆線文
→横位・斜位RL縄文+綾絡文
・磨き

Ⅵld
口径 (33 5cm)
最大径 (34.5cm)

第110図 第Ⅵ群土器 (3)
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図 地 区 層 位 部  位 器 形 施  文  ・  調  整 分 類 備 考

, K-7(c) 口縁～体部 深 鉢 縦位 LR縄 文→隆線文→磨 き Ⅵ ld 口径(23cm),最大径(27 5cm)

2 M-7(d) Ⅲ 口縁部 深 鉢 隆線文→横位 LR縄 文・刺突文→磨 き Ⅵ2a①

3 Q-12(d) ] 口縁部 深 鉢 隆線文→沈線文 ,縦位 LR縄 文→磨 き Ⅵ2a①

4 K-12(b) I 国縁部 深 鉢 隆線文→刺突文→磨 き Ⅵ2a①

第111図 第Ⅵ群土器 (4)



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

文された鰭状隆線文力Ⅵ 波ヽ状になっている。文様単位は 8単位であるが、沈線文と鰭状隆線文

による張 り出し部分が 1単位間隔で 3単位あると思われる。地文として、文様区画内にLR縄

文が施文されている。

C.隆線文・沈線文による「コ」字状文をもつもの (第 109図 4・ 5)

109図 4は 日唇部近 くで外傾するがほぼ直立する波状口縁である。沈線文によって「コ」字状の

無文帯を区画している。波状口縁頂部から鰭状隆線文が垂下し、この部分で文様が連結してい

る。 5は頸部で逆「 く」の字状に折れ口縁部が内傾する平縁である。頸部に隆線文がめぐり、隆

線文によってはさまれた逆「 L」字状の無文帯が横位に連結 し、連続 した「コ」字状の文様展開を

呈する。地文としてLRL縄 文が施文されている。

d.隆線文・隆沈文による方形文様区画をもつもの (第109図 6、 110図、111図 1)

109図 6はやや外傾 ぎみであるが直立する平縁で、頸部に横位にめぐる隆沈文と縦位の隆線文

によって方形区画の文様が形づくられている。縦位の隆線文によってはさまれた無文帯に縦位

の沈線文が施文されている。地文としてLR縄文が施文されている。110図、111図 1は復元資

料である。110図はいくぶん内弯 ぎみの深鉢で、日径33.5cm、最大径34.5cmを 計る。隆線文によ

って方形の無文帯を形づくっている。地文としてRL縄文、綾絡文が施文されている。111図 1

は体部がやや脹 らみ口縁が内傾する深鉢で、日径23cm、 最大径27.5cmを 計る。隆線文によって

日縁部と体部の無文帯を形成し、縦位の隆線文によって体部を区画し、 8単位の方形区画文を

形成している。地文としてLR縄文が施文されている。

体部資料

1.隆線文・隆沈文による「 S」字あるいは「コ」字状文をもつもの (第112図 3、 113図 1・ 2、 35

図、36図、75図 2)

112図 3は体部下半が外傾 し、体部上半が直立ぎみの深鉢である。底径9,Ocm、 最大径 25。 8cm

を計る。隆線文による「 S」字状文をもち、体下部に横位の隆線文がめぐり、以下は無文帯にな

っている。地文として文様区画内、体部文様帯以下にRLR縄 文が施文されている。113図 1、

2は同一個体である。35図 1・ 2、 36図 1～ 3は各々同一個体である。36図は体下部が外傾 し

上部が内弯する深鉢で、底径14.5cm、 最大径32.5cmを 計る。113図 1・ 2は隆沈文、35、 36図は

隆線文によって「 S」字状あるいは「コ」字状文を成すと考えられる。地文としてLR縄文 (35図 )、
RL縄文 (113図 1・ 2)、 R撚糸文 (36図 )が施文される。また75図 2は、隆線文によって文様を

区画している。地文としてL撚糸文が施文される。

2.隆線文・隆沈文による方形区画文をもつもの (第 113図 5～ 7、 78図 2)

113図 5は、隆線文によって横位に無文帯が形成され、 6、 7は同一イ団体で縦位の隆沈文の区

画内に沈線文が施文されている。地支としてL撚糸支(5)、 LR縄文 (6、 7)が施文されている。

18411m
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図 地  区 層位 部  位 器形 施  文  ・ 調  整 分  類 備   考

l N-7(a) Ⅲ 口縁部 深 鉢 不明縄文・隆線文→調整 (不明) 耽2a②

2 L-7(d) I 口縁部 深鉢 磨き→隆線文 Ⅵ2b

3 J-7(a) Ⅲ 体～底部 深鉢 隆線文→縦位 RLR縄 文・磨き Ⅵl・ 〕 医イモ9cm最 大径(25 8cm)

第112図 第Ⅵ群土器 (5)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と迫物

78図 2は横位の隆線文とそれに垂下する隆線文によって文様が区画されている。地文としてL

R縄文が施文されている。

3.隆線文 。沈線文に刺突文が伴なうもの (第113図 3,4・ 8。 9、 44図 4)

113図 3は横位の沈線文に鰭状の隆線文が垂下し、沈線文、隆線文に沿って連続刺突文が施文

されている。4は隆線文に沿って連続刺突文が施文されている。3、 4と も文様区画の形態は明

らかではない。文様区画外に地文として縄文 (3,原体は不明)、 R撚糸文(4)が施文されている。

44図 4は隆線文により「 S」字状あるいは「コ」字状文を形成し、この隆線文に沿って刺突文が施

文されている。文様区画以下には地文としてLR縄文が施文されている。113図 8、 9は縦位隆

線文と沈線文による「コ」字状あるいは方形の区画をもつもので、縦位の隆線文に沿って刺突文

が施文されている。文様区画内及び文様帯以下に地文としてL撚糸文が施文されている。

4.体部下部 をめぐる隆線文をもつもの (第113図 10～ 12)

113図 10～ 12は体部下部に横位にめぐっている隆線文で、体部の地文がこの隆線以下には見ら

れないことから、体部と体下部あるいは底部を区画するものであると思われる。地文としてLR

縄文 (11、 12)、 LRL縄 文10が施文されている。

第 2類 口縁部のみに文様帯をもつもの

a.波状国縁頂部から垂下した隆線文が頸部を横位にめぐるもの

①連続刺突文を伴なうもの (第 111図 2～ 4)

2,3は 口縁部が外傾する波状口縁である。頸部の隆線文以下は地文としてLR縄文のみが

施文されている。 4は突起部分の資料で、項部から下垂した隆線文を挟む形で刺突文を施文し

ている。

②刺突文を伴なわないもの (第 112図 1)

外反する波状口縁で、横位にめぐる隆線文以下に地文のみが施文されているが、摩滅が著し

く、原体、施文方向等は不明である。

b.頸部に横位の隆線文がめぐり口唇部直下から隆線文が垂下するもの (第 112図 2)

ほぼ直立する平縁である。横位の隆線文以下は不明である。

第 3類 地文のみのもの (第43図 2、 44図 1～ 3)

43図 2は外傾する波状口縁を呈する深鉢で、日径9,2cmを計る。地文としてLR縄文のみが施

文されており、口縁部及び体部下部に磨き調整がなされている。44図 1は口縁部が内弯する平

縁の深鉢で、日径22.Ocm、最大径24.Ocmを 計る。頸部に横位の沈線文がめぐり、口縁部と体部を区

画し、体部にLR縄文のみが施文されている。 2～ 3は同一個体であり、ほぼ直立する波状口

縁で、突起部分力期巴厚しており、頸部に横位の沈線がめぐり口縁部と体部を区画している。体

部にLR縄文が施文されている。14因 1～ 3は縦位回転施文である。   主 浜 光 鋼
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1・ 2 2 住 lL l 体都 1朱鉢 横位RL縄文 隆線文→沈練文→調整(不明) Ⅵ 1

3 K-13(a) Ⅲ 体部 深鉢 不明縄文,沈線文→隆線文→刺突文→磨き Ⅵ

4 L-7(b) Ⅲ 体部 深鉢 維位R撚糸文。(隆線文→刺突文)→磨き Ⅵ

5 M-15(b) Ⅲ 体部 深 体 隆線文→縦位L撚糸文→磨き Ⅵ ・2

6・ 7 P-9(a) I 体 部 深 鉢 維位LR縄文 隆線文→沈線文→磨き Ⅵ 同一個体

8 L-7 Ⅲ 体部 深鉢 縦位L撚糸文・隆線文→沈線文・刺突文→磨き Ⅵ ,3

9 6 D 堆 2 体部 深鉢 維位L撚糸文・(隆線文→刺突文)→沈線文→磨き Ⅵ
K-13(b) Ⅳb■ 体部 深鉢 斜位LRL縄文 隆線文→磨き Ⅵ 4 胎土中に金雲母を合む

」-8(d) Ⅲ 体 部 深 鉢 縦位RL結節縄文→隆線文→ナデ Ⅵ 4

N-7(a) Ⅲ 体 部 深鉢 横位LR縄文・隆線支→磨き Ⅵ 4

第113図 第Ⅵ群土器 (6)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

第Ⅶ群土器 (第 114・ 115図 )

大木10式末葉から後期初頭にかけての土器で、所属時期を確定できないものである。復元資

料 2点、破片資料20点であるが、細片等のため文様構成を明確にしえないものが多いための便

宜的な分類である。出土層位についても早期から晩期までの遺物が混在している不安定な状況

のため、特徴的な点と類例について述べるにとどめる。

口縁部内面に弧状隆線文のめぐる深鉢 (第 114図 1・ 2)

1・ 2は同一個体で口縁部がゆるやかに外反しやがて内でする体部に転ずる様相をみせる深

鉢である。外面は磨かれ内面には小突起から連続する弧状隆線文がめぐっている。酷似する例

として六反田追跡出上の大木10式 (末葉)の深鉢がある。縦位隆線と方形区画沈線で構成される

ものである。しかし後期初頭段階でも突起内面に渦状隆線文がめぐる例もあり、外面が磨きの

みの小片では型式を確定できない。

国縁部に横位刺突文をもつ深鉢 (第 114図 3・ 4)

3は、口縁部が外傾し口唇部が外方に平担面をつくってやや突出する深鉢である。口唇部

外面下部に横位沈線、その下に横位刺突文が一列に施文される。 4は口縁部下部に横位刺突

文が施文される。口縁部の横位刺突文の類例として大木10式後半段階の西ノ浜貝塚 4層出土深
註3)                                         註4)
鉢がある。横位沈線を刺突文の下位に伴 う例として青木畑遺跡出上の深鉢があるが、同報告書

でも時期の断定をさけざるをえない出土状況である。

縦位隆線をもつ深鉢 (第 114図 5。 6)

6は横位沈線と方形区画文を構成し縄文施文部と研磨部を対置している。 5は、縦位隆線施

文後、縄文を充填している点で大本10式的要素が強い。

環状把手をもつ浅鉢 (第 114図 7)

7は環状把手をもつ浅鉢で大木10式後半段階の西ノ浜貝塚 4層出土ヱ麦鉢、後期初頭の青木

畑遺跡出上の深鉢の把手部分に近似している。日縁部の横位長楕円形沈線文は、六反田遺跡や

当遺跡の後期初頭土器の体部に多くみられる長楕円形沈線文に共通している。

体下部に隆帯のめぐる深鉢 (「下位隆帯」のめぐる深鉢)(第 114図 8、 115図 )

8。第115図は体下部に隆帯のめぐるほか地文のみが観察される深鉢である。大木10式では前

述の当遺跡のほか六反田遺跡、西ノ浜貝塚出上の深鉢があり、後期初頭の確実な例としては、

当追跡の弧状並行沈線間連続刺突文される深鉢があり(第117図 4)、 六反田遺跡第 4号住居跡で

は縦位並行沈線間磨消縄文をもつ深鉢と体下部に隆帯がめぐる地文のみの深鉢が、堆積土中で

あるが共伴している。これらの隆帯は、大本10式に伴う下位隆帯より粗末で不整形である傾向

がみられ、 8・ 第115図は六反田遺跡出土の後期初頭の深鉢に器形の点に於いても近似する傾
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※以下、本文中の「磨 き」と表中の「研磨」は同一意味である。  ※以下、日縁部～体部上半の資料 1よ「口縁部」と表示 している。

第 114図  第Ⅶ群土器 (1)

註 1.田中 則和他『六反田道跡発掘調査報告書』仙台市教育委員会 1981
2 第Ⅷ群土器  本書第131図 3
3.後藤 勝彦他「西ノ浜貝塚緊急発掘調査慨報」『宮城県文化財調査報告書第13集』1962
4.加藤 道男「青木畑遺跡」『宮城県文化財調査報告書第85集』1982

図 地   区 層位 部  位 器  形 施    文    ・   調    整 分類 備 考

1・ 2 0-10(a) Ⅲ 口縁音

`

深  鉢 外面 :研暦 内面 :I弧状隆線十横位隆線 I文 IT 同一個体

3 N-7 lll 口縁部 深  鉢 横位沈線文 連続横位刺突文 (一列 ) Ⅶ

」-7(b) Ⅱ 口縁普[ 深  鉢 縦位 RL縄 文十綾絡文→連続横位刺突文 (一列 ) Ⅶ

5 M― タ lll 口縁普[ 深  鉢 山形突起・方形区画文 (縦位隆線→横位沈線)縦 位 L縄文 獅汗磨 Ⅶ

N-7 皿 日縁割 深  鉢 縦位隆線→横位 L縄文一縦位隆線に沿 うナデ Ⅶ

7 I-14(a) lll 口縁割 深  鉢 縦位把手 横位長椿円形洗線文→研磨 Ⅶ 胎上に金雲母 を合む

J-7(a) Ⅱ 体  部 深  鉢 綻位 RLR縄 文→隆帯→研磨 Ⅶ
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第115図 第Ⅶ群土器(2)
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梨野 A遺跡

第Ⅷ群土器 (第116～ 131図 )

後期初頭の上器である。復元資料4点、破片資料681点 出土 した。梨野A遺跡出土土器の36%

を占め全群土器中最も高い比率である。 I～Ⅳ層中及び遺構堆積土中に他群土器と共に混在 し

Ⅲ層中より329点 と最も多く出土 している。器形は国縁部形態などにより深鉢 I～Ⅷ類、ヱ夫鉢 I

～胆類、小型鉢、重 I・ Ⅱ類、蓋に分類される。以下器形毎に土器分類基準 (38～ 39頁 )|こ掲げ

る文様形態等による大別11類、文様表出技法等による細別26類 に従って述べる。

※但し突起一第11類は除く一観察表参照

深鉢 I類 (第116図 1～ 6)

口縁部が外傾 し体部が球形にふくらむもの。口縁部から体上部にかけての外形ラインが

「く」の字状を呈する。口唇部外面に横位沈線のあるもの(2～ 6)は、後述の六反田遺跡

後期初頭土器にはないので後期前葉の可能性 もある。

lb類 :渦状・弧状沈線文のもの化)

長楕円形沈線文が日縁下部に横位に配される。

4a類 :沈帯磨消縄文のもの(2)

頸部に縄文施文帯と縄文磨消帯が対置されるもの。

5a類 :並行沈線間連続刺突文のもの(6)

口唇部の横位沈線下に並行沈線間小円形連続刺突文が「上」状に配される。

深鉢Ⅱ類 (第116図 7～ 11、 117図、118図 1・ 2)

やや】巴厚する口唇をもつ口縁郡がわずかに外反 しややふくらむ体部に転 じるもの

A類 :隆沈帯により口縁部 と体部が区画されるもの。 (第 116図 )

la類 :渦状・弧状磨消縄文のもの(7)

わらび状沈線間磨消縄文が、隆沈帯に接続する「 C」字状盲孔間隆沈線文 (9類 :口

縁部縦位装飾文)の直下に縦位に配 される。

8b類 :上位隆沈帯区画文のもの(7・ 8。 10・ H)

口縁部と体部を隆沈帯で区画するもので、日縁部縦位隆沈装飾文 (7・ 8・ 10)

と接続す る。

10a類 :口縁部縦位隆沈装飾文 (7・ 8・ 9・ lo)

研磨 した日縁部の山形突起より「 C」字状or逆「 C」字状盲孔間隆沈線文が下垂 し

て隆沈帯に接続するもの(7・ 8)。 逆「 C」字状隆沈線文が下垂するもの10がある。

B類 :口縁部から体部まで文様が連続するもの (第 117図 、第118図 )

体部形態は明らかでないものが多いが体上部のふくらみが大きいもの (第118図 1)、 体

上部があまりふくらまないもの (第118図 2)がある。口縁部の尖る例もある(第 117図 7)。
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Ⅳ 縄文時代の追構 と道物

la類 :渦状・弧状磨消縄文のもの (第 117図 5,7・ 8、 第118図 1・ 2)

渦状沈線間磨消縄文が体上部に展開するもの (第118図 2)方形区画文が磨消縄文手

法に転化 して小渦状沈線間磨消縄文 (大本10式の方形区画文に伴 う31K状隆線文の

転化か)と 結合 したもの (第118図 1)、 盲孔 を基点とする逆「 J」字状沈線間磨消縄文

のもの (第 117図8)がある。盲孔ある突起下を中心にし外弯する対称弧線状の沈線

間磨消撚糸文が施文されるもの (第 117図 5)が ある。

lb類 :渦状・弧状沈線文のもの (第 117図 2・ 3・ 4)

波状口縁の頂部付近に渦状沈線文が施文され、後研磨されるもの(2)、 方形区画文

の構成される口縁部の内面に横位楕円形弧状沈線文の施文されるもの(3)が ある。

3a類 :「 X」 状・三角形状・斜行磨消縄文のもの (第 117図 1)
輪形隆文+縦位鎖状隆線文 (6a類)よ り斜行磨消縄文の展開するもの。

5a類 :並行沈線間連続刺突文のもの (第 117図 4)

山形突起or波状口縁で縦位長椿円形沈線間に一列の刺突文があるものとないもの

とを弧状に対置させるもの。下位隆帯区画文 (9類 )を もつ。

6a類 :連続束U突隆線文のもの (第 117図 1)

鎖状隆線文 (「鎖」は「押引」状)が隆形隆文を基本として下垂 し斜行磨消縄文(3a類 )

が展開する。

7a類 :方形区画文のもの (第 117図 3)

9 類 :下位隆帯区画文のもの (第117図 4)

体上部と体下部を隆帯により区画する。隆帯は断面、不整台形で両辺に粗い沈線状

の調整がある。隆帯下は磨 きがされているが不完全で地文が残存 している。

深鉢Ⅲ類 (第 118図 3～ 6)

短かく外反する日縁部が逆「く」の字状に屈曲し体部に転 じるもの

鍔状の隆帯をもつものをB類 とし、もたないものをA類とする。

A類 :器厚が薄 く回縁端部に最大径をもつもの(3・ 4)と 屈曲部に最大径をもつもの(5)が あ

る。 5の口縁部には「 8」の字状の輪形隆文が施文されるが、これと組む文様要素は破

片のため不明である。

10a類 :口縁部縦位隆沈装飾文のもの (3・ 4)

小山形突起の輪形隆文と屈曲稜線上の輪形隆文間に溝状沈線ある逆「 C」字状隆線

文 (「逆 C字状縦位隆沈線文」)が配されるもの。屈曲部、体上部には沈線文の一部

が観察される。 3・ 4は、同一個体と思われる。

B類 :短かく外反する口縁部が三段口縁的な鰐状隆帯により体部に転 じるもの(6)。 突起部分

に貫通孔が 1個 あり、器形等は浅鉢 I類に近い。
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図 地区 違構 層位 部  位 器 形 施 文 調 整 分 類 備 考

J-8(c) 口縁音Ь 深  鉢 凹線 (口 唇部 ) Ⅷ

―
2 N-7 I 口縁部 深 鎌 縦位 RL縄 文‐沈帯磨消縄文 1黄 位洗線文 (口 蘇部 ) Ⅷ4a+4bi Ⅸ群土器の可能性

3 L-7(b) 日縁部 深  鉢 盲孔+横位沈線文→研磨 Ⅷ4bl IX群土器の可含ヒ性

M-7(d) 深  鉢 盲孔十横位沈線文 横位長惰円形沈線文 縦位沈線文 Ⅷ4bl十二b IX群土器の可能性

32 D 堆 口縁部 深  鉢 横位沈線文 (口 唇部 )→ 研磨 Ⅷ4bl Ⅸ群土器の可能性

M-7(d) 口縁都 深  鉢 横位沈線文(口唇音D 並行沈線間連続小円形刺突文一研磨 Ⅷ4bi+5a Ⅸ群土器の可能性

7 K-8(c) IV b 口縁部 深鉢ⅡA 逆「 CI字状盲孔間隆沈線文十隆沈帯  わらび状洗線間磨消縄文 Ⅷ Oa+1+8b
8 I-9(a) 口縁音I 深鉢BA (小 山形突起)隆沈帯一逆ICJ字 状隆沈線文十盲孔一研磨 Ⅷ +10a+8b

9 表  採 1栗鉢 uA (山形突起or波状回縁)逆「 C」字状隆沈線文一研磨 Ⅷ ?+10a
K-13(c) Ⅳ a 口糸兵音[ 深鉢ⅡA (山形突起)隆帯 一逆「 CJ字状隆沈線文一研磨 Ⅷ +10a+81
34 D 堆 回縁部 深鉢 ⅡA 隆沈帯一研磨 Ⅷ8b

第116図  第Ⅷ群土器 (1)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物
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図 地区 遺構 層位 部   位 器 形 施 更       調    整 分   類 備    考
35 D

`七

色ユ 口 *豪 どb 深鉢 ⅡB 輪形隆文+縦位鎖状隆線文一横位 LR紀 文―斜行沈線間磨消縄文 Ⅷ6a+3a 波状「 1縁
口 縁 部 深然 ⅡB 渦状沈線文→研磨 波状口縁

3 口 縁 部 深鉢 ⅡB
申 横位沈線」(方形区画文)ナ デ状研磨 Ⅷ7a+lb

M-6 ) 口縁部 体 部 深鉢 IB 縦位 LR縄 文→弧状沈線間連続刺突文 弧状沈線文 下位隆帯文 Ⅷ5a+lb+9 波状口縁
5 8 C) 口 縁 部 深鉢 ⅡB (山 形突起 :項部に盲孔)弧状沈線間磨消撚糸文 Ⅷ llb2+la
6 ロ ネ豪 音b 深鉢 ⅡB (山形突起 :頂音[に盲孔)縦位 R撚糸文 Ⅷ llb,
0-6 日 縁  部 深鉢 ll B 横位 LR縄 文→弧状沈線問磨消縄文 Ⅷ Ia

8 K-8(b) Ⅲ 口  縁  部 深鉢 ]B 盲孔+横位沈線文 逆「 J」字メ犬沈線間中 Ⅷbi+la 波状口縁

第117図  第Ⅷ群土器(2)
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図 地  区 層位 部   位 器 形 施 文 調 整 分  類 備   考

1 と-7(b) 回縁部ヽ体都 深鉢ⅡB (山形突起)縦位 R撚糸文→弧状沈線外磨消縄文十弧状沈線間磨 1肖縄文 Ⅷ lb+la

2 L-6(c) 日縁部 体部 深鉢ⅡB 縦位R撚糸文→弧状沈線間磨1肖縄文→研磨 (日縁言bl Ⅷla 波状日縁or突起

3 K-6 I 日 縁 部 1朱 IItt A (小山形突起)逆「CJ字状隆沈線支十輪形隆文 ・沈線支 Ⅷllbl+10a 4と 同一個体 ?

K-6 日 縁 言[ 深鉢皿A (小山形突起)逆「CJ字状隆沈線文十輪形隆文 ・ 沈線支 Ⅷ lbl+10a 3と 同一個体 ?

5 J-8(a) I 日 縁 部 深鉢皿A 「8Jの 字状輪形隆文→沈帯  ・ 盲孔→研磨 Ⅷ8a

6 」-7(b) I 日 縁 部 深鉢ⅢB 突起(貫通子0-縦位把手 ・横位沈線支 ・斜位LR縄文 Ⅷll 二段日縁的

第118図  第Ⅷ群土器 (3)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

深鉢Ⅳ類 (第119図～121図 )

口縁部から体上部にかけて内弯するもの。内弯度が弱く直線的な外傾に近いものをB類、

口唇部が短かくタト反するものをC類とし、それ以外のものをA類として一括して扱う。

A類 :(第 119図、第120図 1,3・ 4・ 7・ 8、 第121図 1・ 2・ 4～ 7)

①口縁部から体部まで文様が連続するもの

la類 :渦状・弧状磨消縄文 (撚糸文)の もの (第H9図 1・ 8)

(1)は縦位楕円形の沈線間磨消縄文で上部が一部隆沈文のもの。これは連続縦位三

角形状沈線文 (3a類)と 共に文様単位を構成 している。(8)は口縁部に渦状沈線間

磨消縄文が施文され体部に展開していくものもある。

lb類 :渦状・弧状沈線文のもの (第 119図 1・ 2・ 4,7、 第120図 1)

(1)は縦位波状沈線文の他、 la類 と組んで口縁部の盲孔間を弧状沈線文でつない

でいる。

弧状沈線文を施文後研磨されるもの (第119図 2。 第120図 1)と 地文の上に施文され

るもの (第119図4-網目状撚糸文 。第119図7-糸電文)がある。

2a類 :渦状・弧状隆線間研磨文のもの (第 121図 1)

2b類 :渦状・弧状隆沈線文のもの(5)

3a類 :「 x」状 。三角形状・斜行磨消縄文のもの (第 119図 3・ 第120図 6)

日唇部の小突起直下の輸形隆文を頂点として三角形状に並行沈線間磨消縄文力司要

開し連続小円形刺突文が下垂するもの。横位沈線と斜行磨消縄文がみられるもの

がある(3)。

5a類 :沈線間連続刺突文のもの (第 119図 6・ 7)

②口縁部と体部を区画するもの (第 120図 4。 8・ 9、 第121図 4・ 5,6・ 7)

逆「く」の字状の屈曲により口縁部と体部を区画するもの(第 120図 8)、 隆沈帯により区画す

るもの(9)、 隆帯により区画するもの(4X連続刺突隆線により区画されるもの (第121図 6)

がある。

la類 :渦状・弧状磨消縄文のもの (第120図 8。 9)

口縁部の山形突起より下垂する「 8」の字状輪形隆文に縦位に連続する輪形隆文を

頂点として対称弧線問磨消縄文が配されるもの(9)があり、盲子[十縦位波状沈線文

と共存する。18)は 山形突起下の「 8」の字状盲孔として対称弧線間磨消縄文と三角

形状沈線間磨消縄文 ?が展開するものである。

lb類 :渦状 。弧状沈線文のもの(第 121図 5。 7)

波状口縁or山形突起頂部下の盲孔+鎖状沈線に連続 して対称弧状沈線文の配さ
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梨野 A造跡

れるもの(5)。 弧状沈線文の一部がみられるもの(7)がある。

4a類 :沈帯磨消縄文のもの (第 121図 7)

口縁部に施文されるが、充填が磨消かは磨減等のため不明である。内弯度が強く

浅鉢の可能性もある。研磨された帯状部が存在しないことから後期前葉の範囲で

考えた方がいいのかも知れない。

5b類 :連続刺突文が単独で文様要素となるもの (第 120図 4。 第121図 4・ 6)

連続小円形刺突文が、横位鎖状隆線文の上位に 2列 に施文されるもの (第 121図 6)、

波状口縁又は山形突起の口唇部の外面・端部・内面(1個 )に小円形刺突文が施支

されるもの (第121図 4)、 波状口縁の頂部と直下に盲孔・輪形隆文が連続するもの

も一応この類に含める(第 120図 4)。

6a類 :連続刺突隆線文 (第121図 6)

横位鎖状隆線文 (「鎖」は三角形状の刺突による)に より上位の連続小円形刺突文と

下位の地文 (縄文)施文部を区画している。口縁部と体部の区画帯に属する可能性

がある。これは内弯度が強 くあるいは浅鉢の可能性がある。

B類 :内弯度が弱く直線的な外傾に近いもの (第 120図 2・ 5。 6、 第121図 3)

B類は全て口縁部から体部まで文様が連続するという共通′性をもっている。

5b類 :連続刺突文単独で文様要素となるもの (第 121図 3)

不整横位長方形刺突が数列にわたり施文される。第Ⅷ群土器に伴 う刺突文の中で

この刺突文の単位形態は、これのみであり、あるいは、大木10式末葉までの範囲

で捉えた方がよいのかも知れない。

7a類 :沈線文や縦位隆沈線により方形区画文を構成するもの (第120図 2)

沈線により方形区画し地文 (網目状撚糸文)部 と研摩部を対置している。破片のた

め、充填地文か磨消縄文かは不明である。120図 5は、沈線文による方形区画文

に近いが破片のため正確な文様構成は不明である。

7b類 :連続刺突文による方形区画文のもの (第 120図 6)

並行沈線間小円形連続刺突文により「 ↑」状文を構成するものであるが、一応 7b

類に含めた。器面は地文(撚糸文)・ 沈線の施文後研磨されている。口唇部が尖っ

ている点は120図 5と 共通する。

C類 :口唇部が短く外反してから内弯に転じるもの (第 121図 8・ 9)

lb類 :渦状・弧状沈線文のもの(第121図 8・ 9)

沈帯で口縁部と体部を区面し、わらび状沈線文と横位長楕円形沈線文を施文した

後、器面を研磨しているもの(9)、 口縁部と体部が段で画され、輪形隆文と長楕円

形沈線文をもつもの(8)がある。
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Ⅳ 縄文時代の違構 と進物
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図 地区・道構 層位 部 位 器 形 法 量 1     施   文      調   整 分   類 備

0-7(b) 阻
日縁部

～ 織 [

深鉢ⅣA
口径(317師 )|(扁 平を山形突起:盲 VHl弧状沈線文)縦位 横位林糸文‐糀t長指円形イ光線

沈線間磨消撚糸支(L部隆沈線)縦位波状|た線文
口縁部 深鉢ⅣB 盲■(3)十 対T側阿六沈練文?→研層 渡状口縁

1風 口縁部 深鉢ⅣA 縦位RIV糸 文‐横位沈線‐斜行並イテ沈線問層消撚糸文‐研磨(日縁部)

K-13(a) Ⅳb上 口縁部 深鉢IV A 横位ゼ網目状林糸支→弧状沈線文→研層(口縁部) 波状日縁or山形突起

5 M-6(C) 口縁部 深鉢ⅣB (突起)「 8」の字状盲孔 弧状沈線文→研層 Ⅷ■b■ lb

」-7(d) 日縁吉I 深鉢ⅣB lI‖も+5a+38

1風 口縁部 深鉢ⅣA Ⅶnb+5a
2住 堆 1 口縁部 深鉢ⅣA 縄文‐渦状沈綜間磨消縄文 口唇部内面に稜線ある隆線

第¬9図 第Ⅷ群土器 (4)
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梨野 A遣跡
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図 地区 進構 層位 部  位 器 形 施 調 分   類 備   考

ユ N 7(d) Ⅱ 口 縁 部 深算ⅣA 佃犬沈線文→研磨

2 P― H Ⅲ 日縁部～体部 栗鉢ⅣB 縦位網目状撚ス文→方形区固沈線間暦消縄文→研層(口縁吉D

3 K-13(a) 口 緑 吉I 深鉢ⅣA (小山形突起)縦位L網目状林糸文→横位沈線‐研磨(口縁吉D

N-7(a) m 口 縁 部 深鉢ⅣA (山形突起 :頂部に盲孔)横位隆線支‐輪形隆文十不整盲孔 Ⅶ■じ十醐

5 Ⅲ 口 縁 部 深鉢ⅣB 維位RII系 文→/t線文 ・連続不整粛!安支
6 K-7(d) Ⅲ 口 縁 部 深鉢ⅣB 維位R撚系文― i】犬並行沈線―連続小円形束1安」文(「方形区画文」ⅢT磨 )

7 0-6(b) Ⅱ 口 縁 部 深鉢ドA 山形突起(口辱部に溝状沈線),縄文→弧状長惰円形沈線文 ⅧHb、 +lb
8 J-8(c) 口 縁 部 栞鉢ⅣA 山形突起(頂部に盲了り横位LR縄文‐対称弧綜問磨消縄文「8Jの字盲孔盲了t十横位直状枕線文 lll■ b+4b+la

9 35 D 推 1 日 縁 部 深鉢ⅣA
山形突起(タト面 :盲▼t 内面 :逆「C」字‖太隆線文)沈隆帯―「8」の字】大輪形隆文 横位LR縄文→

対称弧線FP4磨 1肖織文 輸形隆文+維住波状沈線文 。研磨(日縁吉柳
14■ bl+8b

+la+lb

第120図 第Ⅷ群土器 (5)
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Ⅳ 縄文時代の追構 と追物
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図 地区 追構 層位 部 位 器 形 施    文        調    整 分   類 備    考
N 皿 口縁をI 環鉢 TV A 輪形隆文十弧状隆線問研唇文 弧状沈線 横位とRL縄文

2 2 風 堆 回 縁 部 深鉢IV A (山形突tg i頂部に溝状沈績 貫通孔)逆「C」字】犬隆線文十横位隆線文十連続鱗状刺突文 lunal+lob+5b
3 L-7 a) □ 口 縁 き5 深鉢ⅣB 横位長方形連続束1突文―研磨
O-6(c) □ 口 縁 部 深鉢IV A (山形突起 口唇部の上端と外面に連続小円形刺突文 内面には 1個 ) Ⅷ■b+5b
L-7( ) Ⅲ 口 縁 部 深休ⅣA 盲孔十縦位鎖状沈線文十対称弧状沈線文 横位対称惰円形隆沈線文 Ⅷlb+2b 山形突起or波状口縁

6 M-6(b) El 回 縁 部 深鉢ⅣA 懐位鎖状隆線文→縦位LR縄文―横位沈線文 連続小円形束1突文 Ⅷ
“

+6a

7 M-7(c) Ш 日 縁 部 深鉢ⅣA 沈岳暦消祀文 弧状沈線文→研磨 Ⅷ4a?+lb
8 L-7(0) Ⅲ 口 縁 部 深鉢ⅣC 縦位把手(貫通孔)縦位R14糸 文→長格円形沈線文‐輪形隆文
9 K-8( 皿 日縁部 体部 深鉢ⅣC 沈帯文+盲孔十わらび状lt線文 長格円形沈線文→研磨

第121図  第Ⅷ群土器 (6)
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梨野 A遺跡

深鉢 V類 (第122図 。第123図 1～ 3)

口縁部から体部まで直線的にタト傾するもの

la類 :渦状 。JIK状磨消縄文のもの (第 122図 8)

8は、小山形突起下の盲孔十輪形隆文十縦位鎖状隆線文と組んで弧状磨消縄文が

施文される。

lb類 :渦状・弧状沈線文のもの (第 122図 1・ 2・ 4・ 5。 7・ 8。 9、 第123図 3)

縦位波状沈線文のもの(第 122図 1。 2・ 4・ 5)。 Lは斜行並行沈線文 (3a類)と連結 し

て文様単位になっている。 9は、並行沈線間連続小円形刺突文 (5a類)と組む。

123図 3は頂部に濤状の沈線をもつ。

3a類 :斜行磨消縄文のもの(第 122図 3)

3b類 :「 X」 状 。三角形状・斜行沈線文のもの (第 122図 1)

縦位波状沈線文 (lb類)と連結して文様単位になるものがある。

4a類 :沈帯磨消縄文のもの (第 122図 6)

4b2類 :横位直状沈線文のもの (第 122図 5)

5a類 :並行沈線関連続小円形刺突文のもの (第 122図 9。 10)

9は 日縁部に並行沈線間連続小円形刺突文が配され弧状沈線文 (lb類)に連結 し

ている。

6a類 :維位連続刺突隆線文のもの (第 122図 7・ 8)

8は、小山形突起下の盲孔十輪形隆文十維位鎖状隆線文 (「鎖」は三角形状の刺突 )

と組んで弧状磨消縄文がみられる。

8a類 :沈帯により口縁部 と体部 を区画するもの (第 122図 3?)

この他第122図 5・ 6は方形区画文になるのか明瞭ではない。第123図 Hよ、頂部に盲孔あ

る小突起をもつ地文のみのもの。 2は、日唇部に沈線をもつ点で深鉢 I類に似るが、地

文のみのものである。

深鉢Ⅵ類 (第123図 4～ 6)

口縁部から体上部にかけては直線的であるが、体中央～下辺に最大径をもってゆるやか

に内弯する大型 (径20～32cm)の深鉢と思われるものである。

la類 :渦状・弧状磨消縄文 (撚糸文)の もの(5)

横位弧状鎖状隆線文(6a類)に連結 して縦位渦状沈線間磨消撚糸文 (網 目状撚糸

文)の施文されるもの。

6a類 :連続刺突隆線文のもの (4～ 6)

横位連続小円形刺突文が口縁部と体部 を画すようであるが小山形突起に弧状に連
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物
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区 地   区 婚位 部   位 器  形 施 調 整 分   類 備    考
J-7(d) □ 口縁部ヽ体部 深 鉢 隆帯 (口唇著Il‐斜位LR縄文‐斜位並行沈線文+縦位波状流練文 Ⅷlb+3b
2 L-6(c) □ 日縁部～体部 浜 鉢 W 縦位とR縄文一沈帯文→縦位波状沈線文―研唐 (口縁部) Ⅷ8a+lb

3 O-6(b) Ⅲ 日緑吉[～体部 1集 鉢 V 縦位 R1/・糸文→斜行並行沈線間磨消撚糸文 横位沈線文→研磨 (口縁きD ll Sa?+3a

4 K-12(b) 口 縁 部 深 鉢 V 斜位LR撚糸文→沈帯 ?→縦位波状沈線文 Ⅷ8a?+lb
N-7(d) 口 縁 部 深 鉢 V 縦位L撚糸文→横位直状沈線文→縦位波状沈線文 Ⅷ4bz+lb
6 0-6(b) □ 日 縁 部 深 鉢 縦位R撚糸文→沈帯暦1肖縄文?―研層イH縁官陶
7 N-7(b) I 回 縁 部 深 鉢 V (山形突起)十 縦位鎖状隆線文→横位LR縄文→弧状沈線文→研層 (口縁部) l11lb+6a十 Jも

8 0-7(a) ] 口 縁 部 深 鉢 V (山形突起:盲D盲孔十鎖状隆線支 継位RL縄文‐鳴k磨 1肖縄文‐研磨イロ縁部) Ⅷllbi+6a+la
9 L-8(d) I 口 縁 部 深鉢V (山形突起)横位LR縄文‐「並行沈線一連続小円形束」突」文 弧状沈線文→研磨 lunb+5a+lb 研磨は粗雑である。
1 K-6(b) Bl 口 縁 部 深鉢 V 縄文→I横位並行沈線一連続小円形刺突J文‐研磨 (口縁部)

第122図  第Ⅷ群土器 (7)
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図 地区 遺構 層位 部 位 器 形 施     文         調    整 分  類 備  考
1 32 D 姥 口縁邸 深鉢 V (山形突起 :頂書ヽ十こ盲孔)横位網目状撚糸文
2 K-12 Ⅳb上 口縁部 深鉢V 横位直状沈線文(口唇部)斜位LR縄文 旧4bl

3 M-7(a) Ⅱ 回縁部 深鉢 V 毒状沈線文 (口唇端部)弧状沈線文→研磨
I-3( ) Ⅱ 日縁部 深鉢 Ⅵ 瞬位隆沈常支 斜位LR縄文→沈練文間鎖状隆線文→研磨 (口縁部) Ⅶ8b+6a 波状日縁

5 M-6(c) Bl 日縁部 深鉢Ⅵ (山形突起)+並行沈線間不整小円形刺突隆線文十渦状洗線問磨消撚糸支 `網 目状撚糸文 穏Hb】 +6a+la
6 M-6(d) Ⅱ 口縁部 深鉢Ⅵ 横位連続小円形刺突文十盲孔→研磨 (日縁部) Ⅷ6a

第123図  第Ⅷ群土器(8)



Ⅳ 縄文時代の追構と遺物

絡するもの (5)、 縦位渦状沈線間磨消撚糸文 (la類)と も連結する。 6も横位連

続小円形刺突隆線文でありやや下った盲孔状の刺突が基点になっている。波状口

縁で隆沈帯 (8b類)で口縁部 と体部 を画し輪形隆文 ?十縦位鎖状隆線文の展開す

るもの (4)。 破片の側縁から弧状磨消縄文の存在が予想される。

8b類 :上位隆沈帯区画文のあるもの (4)

縦位輪形隆文十沈線間縦位鎖状隆線文(6a類)が下垂する。

深鉢Ⅶ類 (第124図 1。 2)

口縁部が外傾 し体上部が球形に近 くふくらむもので最大径が口縁端部にあるもの、いわ

ゆる甕形に近いものである。器形、文様構成は深鉢 I類に類似 し深鉢 I類に包括される

可能性がある。

la類 :渦状 。31K状磨消縄文のもの (1)

「 8」の字盲孔を中心にして横位長楕円形沈線間磨消縄文が配されるもの。

4b類 :横位直状沈線文のもの(2)

盲孔十輸形隆文の両側に横位直状沈線文がめぐるもの。輪形隆文の下には縦位

鎖状隆線文(6a類)が下垂する。

6a類 :連続刺突隆線文のもの (2)

縦位鎖状隆線文が「 8」の字状盲孔より下垂する。

深鉢Ⅷ類 (第乾4図 3・ 4・ 5)

分類しきれなかった深鉢を一括する。 3・ 4は 口縁部が短 く内傾する点で共通性がある

が、文様構成の上で違いがあり、今回はあえて器形 。文様について言及 しないが、 3に

ついては、浅鉢 I類の器形、文様構成に共通する点が多い。

浅鉢

器高より口径が大であると推定されるものを浅鉢とし器形よりⅢ類に分類する。

浅鉢 I類 (第124図 6・ 7)

口縁部が短 く内傾 し急激に外傾に転 じるもの。 6には突起+把手がついている。

5b類 :連続刺突文単独で文様要素となるもの (7)

内傾する日縁部と口唇頂部に連続刺突文が施文されるもので口唇項部の刺突は斜

位である。

浅鉢Ⅱ類 (第124図 8)

内弯する口縁部がやや内傾 し、稜帯を形成して急激に外傾に転 じるものである。日唇部

から稜帯にかけて環状の縦位把手が付されている。

5b類 :連続刺突文単独で文様要素を構成するもの (8)



梨野 A遺跡

連続小円形刺突文が乱雑に施文されている。

浅鉢Ⅲ類 (第124図 9)

口縁部～体部にかけて内弯するものである。

la類 :渦状・秋状磨消縄文 のもの (9)

弧状沈線問磨消縄文が小突起の輪形隆文より下垂する。

小型鉢 (第124図 10。 11)

器厚が 4～ 5 Hlmと 薄 く、日縁形態が直線的に外傾し、「深鉢」と分類したものより概 して

小さいものを、深鉢、浅鉢から除外 して小形鉢とした。

la類 :渦状・弧状磨消縄文のもの (10)

lb類 :渦状・扱吠沈線文のもの。11は横位入組状沈線文である。

壺

口径が小さく、体中央部～下部に最大径があるものを重とし、器形よりIoⅢ 類に分類

する。

壺 I類 (第125図 1～ 3)

口縁部が外傾 し「 く」の字状に体下部に最大径のある体部に転 じるもの。注口をもつもの

(3)がある。 laと la守よ同一個体の可能性が高い。

5b類 :連続刺突文が単独で文様要素となるもの (la。 la′ )

6a類 :連続刺突隆線文のもの (la)

ね じり円筒突起の頂部から鎖状隆線文儀田長いえぐるような刺突により「鎖」をつ

くるもの)が、らせん形をえがいて縦位把手に沿って下垂し、口縁部 と体部の境を横

走する。

10a類 :口縁部縦位隆沈装飾文のもの (la′ )

小突起の頂部の盲孔と横位鎖状隆線文上の盲孔を結んで濤状沈線ある「 I」字状隆

線文 (「 J」字状隆沈線文)が装飾される。

重Ⅱ類 (第 125図 4～ 5)

口唇部がわずかに外反 (4)又は】巴厚 し(5)体下部に最大径ある体部になるもの

la類 :渦状 。弧状磨消縄文のもの (4・ 5)

4に は渦状沈線間磨消縄文が施文される。 5も 渦状沈線間磨消縄文+斜行磨消縄

文 (3a類)が施文されている。

4a類 :沈帯磨消縄文のもの (5)

5の肥厚する口唇部直下に並行沈線にはさまれた縄支施文帯があり上下の研磨部

と対置される。充填縄文か磨消縄文 (狭義)かは不明である。
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4b2類 :横位直状沈線文のもの (4)

6は、口縁部が欠損しており、器形分類できないが特徴的な小楕円形刺突文が横位隆線

や体部に横位に連続 して施文される(5b類・ 6a類 )も ので、盲孔十沈線文と組んで文

様を構成 している。

蓋 (第126図 1～ 5)

la類 :渦状・弧状磨消縄文のもの (1)

長楕円形沈線間磨消縄文が円周方向に展開するもの。

ib類 :渦状・弧状沈線文のもの (2)

弧状並行沈線文のもの (磨消縄文の可能性あり)

5b類 :連続刺突文が単独で文様要素となるもの (3～ 5)

弧状のもの僻)ア トランダムに施文されるもの (3・ 5)。

体部資料  (第 126～ 129図 )

la類 :渦状・弧状磨消縄文 (第 126図 6～ 14)

渦状磨消縄文 (6・ 8a。 11・ 14)と それに組み合 うと思われる三角形状沈線間磨消

縄文 (8a′・9・ 10)及 び文様要素は完結していないが、紡垂形状磨消縄文&9と 、こ2の

ような弧状沈線間磨消縄文がある。

lb類 :渦状・弧状沈線文 (第 126図 2・ 15、 第127図 1・ 4、 第128図 2～ 8)

第127図 1は惰円形沈線文及びその他の弧状沈線文であるが、全体構成について

は不明である。 4は細沈線文で、類例は 6号土羨にある(第51図 2)。 他遺肋の例

としては、小名浜 C地点貝塚などで出土しており「称名寺式・掘之内 I式 に併行し
誰 1)

て継続的に製作された」と考えられており、後期前葉の範囲で考えておいたほう

がよいのかも知れない。縦位波状沈線文は磨消縄文とくむ(第 128図 1・ 3)。

2a類 :弧状隆線間研磨文 (第 127図 2・ 3)

2は弧状沈線文、 3は横位沈線支・盲孔と各々くむ。

3a類 :「 X」状・三角形状・斜行磨消縄文 (第 127図 5。 6・ 8・ 9)

6は輪形隆文十「 X」状沈線間磨消縄文と思われ縦位連続三角形隆線間研磨 (3c類 )

とくむ。

8は、渦巻逆三角形連続磨消縄文として機能することが多くく 9は六反田遺跡に
註3)

類例がある。

3C類 :「 X」状・三角形状・斜行隆線間研磨文 (第 127図 6)

連続縦位三角形状隆線間研磨文十盲孔は、「X」状沈線間磨消縄文(3a類 )と くむ。
4a類 :沈帯磨消縄文(第127図 7)
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図 層位 部   位 器 形 施    文    ・   調    整 分    類 備     考

1 」-7 口 縁 部 深鉢Ⅷ (山形突建:頂部と内面に官■各1)積位L RIE文‐長脩円形沈線問磨消盈文沈希?‐「8Jの字よ盲■‐研磨 lII■ bl十 二a+8a

2 K-13(b) 体 部 (頸部) 深鉢Ⅶ 横位副犬沈線文‐「8」の字状宮孔+縦位鎖状隆線文→研磨 電4b+Ga 磨滅わЧよヂしい

3 K-12(b) I 口 縁 部 深鉢ll 横位LR縄文→帷伏沈線文―研磨(口縁部) 波状口縁 ?

J― 曰 縁 を
`

深鉢Ⅶ 体吉I内面に黒褐色の付着物

5 K 口 縁 部 深鉢Ⅶ (小山形実起)十逆ICJ字状盲孔間隆沈線文+積位直状沈線文十盲孔 輪形隆文 lIHbl+10a+4b2

6 L-7(a) 口縁部ヽ体落[ 域鉢 1 (突起+縦位把手 :貫透孔 盲孔)横位LR縄文‐研磨(口縁部)
」-7 C) 日縁部～体椰 1鶏 I 縄文→紹立並行流翻瑚唇消縄文? 道統束!突文(「1縁常I外面とに端, lIS七 十4e?

8 2住 引路] 口 縁 部 |☆鉢Ⅱ (縦位IB手 )連続小円形刺突文 ll foD

9 K-7 d) 日縁部ヽ体著, 浅鉢Ⅱ (小山形突超)縦位LR縄文→輸形隆文→弦状12行沈織間磨消組す lH■ b:十 1a

K-8 I 日 縁 部 小型鉢 縄文‐縄文■売帯? お状沈線間磨消縄文 IIla+8a r

13D 堆 1 口縁 部 ? 1ヽ型鉢 横位LR縄文→入組状沈線文→研磨

第124図 第Ⅷ群土器 (9)
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0         5 cm
LIII I

208α斡

図 地区 遺構 層位 部   位 器 形 施    文        調    整 分   類 備   考
la M-7(o) 阻 口 縁 部 一霊 ねじり円筒突起(鎖状I・

k線
文)十縦位犯子(貫通子り 縦位長方形連続東J突文 lu■ bぞ十恥+6a

同一個体かN-7(b) I 口 縁 部 壷 I (小山形突起 :頂部に盲孔)十「 I」字状T・k沈線文十横位鎖旗隆線文 縦位長方形連続束1突文 1ヽ1lb,+10a+5b+69
2 K-7(d) Ⅲ 口縁部 体部 壷 ] 稜線ある隆帯十縦位把子 縦位R撚系文
3 M-7 I 日縁部(注目) 一豆 (山形突起 :頂部に盲孔十VJE位 犯手+注目)弧状沈線支
4 K-12(c) I 日縁部～体部 〓霊 横位直状沈線文 縄文→渦状沈線問磨消縄文 l14b2+la
5 」-7(a) 日 縁 部 コ笠 i先帯暦消麓文 渦状 弧状沈線間磨消縄文 l14a+la+3a
6 1風 堆 口 縁 部 (統位把手)「横位FJI状隆線→連続小楕円形剰突」文 沈線十盲f[十連続小桔円形則突支 Ⅷ5b+6a

第125図  第Ⅷ群土器 (10)
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地区  逢構 層 位 書[  ft 施    支        調    整 分  類 備      考

体  部 蓋 Ⅷ ]

b) 縁辺部 蓋 横位 LR縄 文 ?一弧状並行沈線文 沈帯文 (端割 )
体  部 蓋 連続小 円形声J突 文一 研磨 皿 5b

b) 体  部 蓋 連続刻み状刺突文 (一部弧状)一研磨 ? WЩ 5b

M-13(b) Ⅳ b 縁 辺部 蓋 連続不整糖円形斎」突 文― ナデ 狙 5b

O-6 団 体  をb 深 鉢 I 渦状沈線 間磨消縄 文
] 体  部 深   鉢 縄 支― 弧状沈線 間磨消縄 文 Ⅷ la

ll 体  部 深 鉢 I Ⅶ

Ⅱ 体  部 深   鉢 Ⅷ

斜位 LR縄 文―弧状沈線 問磨 消縄 文 Ⅶ

II 深 鉢 1? 斜位 LR縫 文―弧状沈線 間磨 消縄 文 Ⅶ

縦位 L縄文 ?→弧状沈線 間磨消縄 文 帽

横位 L RT.L文 一紡錘形状沈線 間磨 消縄 文 Ⅷ

IU 体  旨[ 深   鉢 斜位 LR縄 文→ 渦】犬沈線 間磨消縄 文 Ⅷ 上下逆の可能性 あ り

II 体  き[ 深    鉢 縄支―弧状沈線 文― I汗磨 Ⅷ lb 磨滅がは|ヂ しヽ

第126図  第Ⅷ群土器 (11)
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図 地区 遺構 層位 部 位 器  形 施    文         調    整 分  類 備     考K-7(d) 体 部 深  鉢 斜位LR縄文―弧状沈線文 一部磨消縄文の可能性31 P 推 体 部 深  鉢 縦位R撚糸文→弧状沈線文‐弧状隆線問研磨文 Ⅶlb+2a
3 M-6(b) 体 部 深  鉢 縦位楕円形隆線問研磨文―盲孔 横位沈線文→研磨
K-13(a) 体 部 浜   鉢 多条孤状並行細洗経文―研磨 後期前葉の可能性あり
5 J-12(c) IVb上 体 部 深  鉢 横位 斜位LR縄文→縦位 斜位並行沈線間磨消縄文 狙3a+4c
6 N-7(c) 体 郡 深  鉢 十盲孔→縦位LR縄文→「X」状沈線間磨消縄文十輪形隆文 Ⅶ3c+3a
表 採 体 部 深 鉢 沈帯磨消縄文
8 N-7(d) 体 吉I 深鉢 I? 横位LR縄文→盲孔 三角形状沈練問磨消縄文
9 K-7(d) 体 部 深  鉢 縦位R撚糸文一三角形状 斜行沈線問磨消撚糸文 上下逆の可能性あり

第127図 第Ⅷ群土器 (12)



梨野 A追跡

戸

‐Ｉ

Ｈ

い

Ｈ

ＩＩ

甲

静・巡灯

Ｒ

＝

‐―

脚

‐‐
　

　

　

出Ｐ

脱

頼

５

４
半Ｓ
竹
、

0        5 cm
111111 欝 つ

13

図 地   区 層位 部 位 器 形 施 文 調 整 分  類 備 考

1 L-7(a) 体 部 深 鉢 横位LR縄文→1縦位並行沈線文‐縦位波状沈練文 !沈線間磨消縄文 Ⅷ lb+4c
2 」-7(b) I 体 部 深 鉢 横位LR縄文→輸形隆文→弧状沈線文 縦位波状沈線文
3 K-7(d) I 体 部 深 鉢 縦位R撚糸文→「縦位並行沈線間磨消撚糸文+縦位波沈線文」文 Ⅶ lb+4c 暦消は不徹底

M-7(d) 体 部 深 鉢 縄支―1縦位並行沈線文+縦位波状沈線文」一沈線間磨消縄文―研磨 Ⅷlb+4c?
5 K-12(b) 体 部 深 鉢 縦位R撚糸文→縦位並行沈線文 縦位渡状沈線文 ?
6 N-7(b) 体  部 深 鉢 横位LR縄文―沈帯 ?一輪形隆文→縦位波状沈線文 Ⅶ8a?十二b
7 M-13 体 部 深 鉢 縄文‐縦位多条並行沈線文 (;円犬のものを含む)連続小円形 指円形刺突文→研磨 Ⅶlb+5a
8 」-7(a) 体 部 深 鉢 「輪形隆文→「X」状隆沈線」文―横位LR縄文 縦位l k4大沈線文 ? Ⅷ3d十二b?

9 M-7(a) 体 部 深 鉢 連続鱗状束1突文
10 K-6( ) 体 部 深 鉢 弧状隆線文?‐横位連続小円形刺突文 磨滅している

11 K-7(a) 日縁部 深 鉢 粥 大隆線‐連続小円形刺突 I文十 (運統刺突隆線文)連 続小円形菊J突 支 電6a+5b

」-7(a) I 体 部 深 鉢 縦位R網目状撚糸文→縦位鎖状隆線文
13 K-8 コ 体 部 深鉢Ⅲ 「横位隆線十斜位連続劇突」文 連続刺突文一研磨 Ⅶ6a+5b

14 )」-7( I 体 部 深 鉢 横位沈線 +輸形隆文+縦位刻み状隆線文 縦位LR縄文 方形区回文の可能性石り

第128図  第Ⅷ群土器 (13)

211(1勒



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

問

博

燃

軽

中出

～

中♪

′′

岬ロ

ーー

‐―

‐―

日

］

区 地区 遺構 思位 部 位 器  形 施    文         調    整 分 類 備     考
1 M-6(b) 阻 体 部 深 鉢 Ⅱ 縦位RL縄文一方形区画「隆線一連続小円形刺突→沈線」隆沈線文横位長倍円形沈練文 Ⅷ7b+lb
M 田 体 をI 】霊 銭状隆線文(方形区画文)連続束J突支 Ⅷ7b+5b

隆帯剥落 1同
一個体9-N 阻 体 部 〓霊 入組状沈線FHl磨消縄文 連続瓜形束J突文 Im la+5b

3 I 体 部 深  鉢 腱文一方形区画1並行沈線‐連続小円形刺突」文 Ⅶ為(5a)
J 1 体 部 深   鉢 縦位とR縄文を回む弧状隆沈線文 縦位刺突隆練文 沈線は凹線状

体 部 深  鎌 下位隆帯→縦位L縄文―弧状沈線文 Ⅷ9+lb
6 1風 堆 体 音[ 深  鉢 縦位撚糸文→横位並行沈線間磨消縄文+縦位並行沈線問鎖状隆線文 (方形区固文 ?) 鎖状隆線のI隆告IIは扁平
7 K-7(a) 体 部 深  鉢 縦位隆練文―縦位 R網目状撚糸文 Ⅶ7a?
8 O-lo(a 体 部 1妄鉢 I? 縄文→輪形隆文 横位沈線文→研磨 Ⅷ―一

第129図 第Ⅷ群土器 (14)
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7は、縄文施文帯と研磨帯 (て いねいな研磨)を対置させている。充填手法か磨消

手法かは不明である。

4c類 :縦位並行沈線間磨消線文 (第 128図 1,3・ 4?)

5b類 :連続刺突文 (単独で文様を構成するもの)(第 128図 9・ 10・ 11'13、 第129図2a

2a′ )

数列連続 して器面の方形の範囲を占めるもの(9)と 横位 1列のものが、一定の間隔

をおいて施文されるもの10がある。

6a類 :連続刺突隆線文 (第128図 11,12・ 13)

12の縦位鎖状隆線文の「鎖」は、短沈線状のものである。網目状撚糸文と組む。13

の横位連続斜位刺突隆線文は、縦位長方形状の連続刺突文と組む。

11の 31K状連続小円形刺突隆線文は、同様の連続小円形刺突文と連結 している。

6b類 :連続刻み状隆線文 (第128図 14)

基本的には、 6a類の「刺突」と同じである。(隆線 を横断状 に刻みつける刺突を便

宜的に「刻み」と呼ぶ。)

7b類 :方形区画文 (連続刺突隆線支・連続刺突文によるもの)(第 129図 1・ 2・ 3・ 6?)

沈線文と連続刺突隆線文が一体になるもの(1)。 沈線文と連続刺突文が一体になる

もの (3)。 本類が伴なう器形としては、深鉢 Ⅱ
・壷がある。

第129図 71よ、縦位隆線文と沈線により方形区画文 (7a類)が構成される可能性がある。

第129図 6に は下位隆帯 (9類 )がみられる。

突 起 (11類 )

本来口縁部資料に合めるべきであるが、体部の形態
。文様が不明瞭なものを「突起」として

一括 した。貫通孔の有無により大別、盲孔
・凹孔・濤状沈線の有無、位置により細分され

る。

1l a類 :貫通孔のあるもの (第 130図 1～ 8、 131図 1・ 2・ 6,9。 10)

正面形態が台形を呈するもの (第130図 1・ 2・ 3・ 8)山形を呈するもの (第130図

4・ 5・ 6・ 7、 第131図 1)連続山形を呈するもの (第131図 2)がある。盲孔をも

つものが多く、盲孔間沈線文をもつ130図 1の他、130図 1・ 2・ 3・ 5・ 6。
7、

第131図 1・ 2がある。又、頂部に盲孔又は凹孔をもつもの (第130図 1。 2・ 7

・ 8)と溝状沈線をもつもの (第 131図 1)又、両者をもつものがある (第 130図
3)c

131図 9・ 10は 、破片のため正面形態は不明であるが、貫通孔直下より多条並行沈

線間磨消縄文の下垂する点で、他の突起と区別される。
131図 6は門前式特有の

「中空突起孝卍近似するものである。

1l b類 :貫通孔のないもの (第131図 3～ 5。 7・ 8)

正面形態が山形を呈するもの(3・ 5)円 筒形を呈するもの(4・ 8)がある。項



Ⅳ 縄文時代の道構 と追物

溌
泌

胎

▼

0        5 cm
lIIIII

隠

戸

出
沖
Ｖ

図 地区・遺構 層位 部 位 器  形 施 文 調 整 分  類 備   考
1 M-6(b ll 突起 (口縁部 ) 深 鎌 (台形突起一貫通孔r盲孔間沈線文(タト面)盲孔間沈線文(内面)盲孔十凹線(項部〕) 体部隆線文 ?
2 M d ll 突起 (日縁部 ) 深  鉢 (台形突起一貫通孔】盲孔t(内面)盲孔+凹線 (頂部))十盲孔+(縦位把手―盲孔) at+2
3 L b II 突起 (口縁部 ) 深  鉢 1台形突起―貫通孔1,盲孔1(内外面)盲孔十溝状沈線 (頂部) aI+2
4 0= b El 突起(口縁音D 深  鉢 (山形突起―貫通孔1・ R撚糸文押捺 ?)十佃 夫隆練文 盲孔 ?
5 M Ⅲ 突起 (口 縁部 ) 深鉢 I (山形突起―貫通孔1)+盲 孔+横位沈線文+横位連続凹文 11la+5b?

」 I 突起 (口 縁彗

`)

深  鉢 (山形突起一貫通孔1盲孔)十縦位鎖状隆線文
7 K Bl 突起 (口 縁部 ) 深 鉢 (山形突起一貫通孔】「 C」字状隆線文+盲孔 (内面)盲孔 (頂部) +2
8 風 堆 突起 (口縁部 ) 深  鉢 (台形突起一貫通孔】凹孔 (頂部)十縦位鎖状隆線支 Ⅵnaど +6a
9 4  D 堆 突起 (口縁郡 ?) 弧状盲孔間沈線文 突起の一部

第130図  第Ⅷ群土器 (15突起 1)214は90
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2a
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日
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rヽf業輩
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6b

図 層位 旨[  位 器  形 施 文 調 整 分   類 備 考

麦 採 突起(日縁部) 深  鉢 (山形突起 貫通孔I 盲子L(内面)溝状洗線(頂部))‐研磨 ?
2 J-9イ c) 突起(日縁部) 深  鉢 (連続山形突起 貫通孔 盲孔―研磨(口縁部)
3 l lSl 堆 突起(日縁部) 1条  抹 (山形突建―「C」字状隆線文(タト面)渦状隆線文十横位隆線文 盲孔(頂害ll VB bz

4 K-13 I 突起(日縁部) 深  鉢 (宮孔(頂部))十縦位犯手 llf bぞ

5 K-12(b) I 突起(日縁部) 深鉢Ⅳ? (山形突起―澪状沈線(頂部))十四孔+横位沈線攻 Ⅶ bl

K 8(a) Ⅱ 突   起 深  鉢 (中空突起 ?―粥犬隆沈続文(内外面)) ⅦHa■あ

7 35 D 堆 , 突起(口縁部) 浜  鉢 (山形突起一連続束‖突文 弧状鎖状隆線支(タト面)盲孔(頂部), Ⅷ5b+6b
P-9(a) 突   起 深  鉢 1円絲「ねど,円衛実せ―管形隆支十諄状常線〕五状隆洸擦支 韓彰隆支 軽位洗線支 を慌小円彰弼突女 ⅧHbぞ+2b+5b 1～ 3制の砂粒を多量に合む

蛙 突起(日緑部) 深  鉢 (貫通孔 盲孔(外面))横位LR縄支→縦位多条流織間磨消縄文 Ⅸ辞土器の可能料
10 K― B(c) 突起(口縁部) 深  鉢 (貫通孔 盲孔(内外面))縦位LR縄文―縦位多条沈繰問磨消縄支 Rttilfの 可能静

第131図 第Ⅷ群土器 (16突起2)
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IV 縄文時代の進構 と遺物
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図 地   区 層位 部   位 器  形 施 文 調 整 分類 考

突起 (日縁著I) 深  鉢 (突起)縦位ISI字状沈線文→研磨 (外面)弧状沈練支(内面) 朕 1

P-9(a) 突起 (日縁部) 深  鉢 (突起一貫通孔)多 粂渦状並行沈線文―研磨 Ⅸ 2

1同
一個体

3 P-9(a) 突起 (日縁部) 深  鉢 (突起―貫通孔)縦位多条弧状並行沈線文―研磨 X2
4 K―と3(a) 突起 (口縁部) 1架  鎌 (突起―凹孔 (項部))十 (注目)盲子し十多条弧状並行沈線文十長楕円形沈線文―研尼 IX 2

5 M-7(d) 体    部 深  鉢 縦位RL縄文 ?―「多条弧状並行沈線文+斜位多条並行沈線文J間 磨消縄文 Ⅸ 2

M-13 口 縁 部 深  外 三角形状沈線文→連続′!ヽ突起文―研磨 突起(日唇部) X 大波状日縁

吉呂に盲子と

ある(5)。

第132図 第Ⅸ群。第X群土器

凹孔などの空間をもつもの(3・ 4・ 7・ 8)と 濤状沈線 をもつものが

田 中 則 和

馬目 順一他「網取C地点貝塚の発掘」『小名浜ぃ わヽき市教育委員会磐城出張所 1968
田

名 ずサ副
鴨 文時代後期初頭上器の文様」『六反田遺跡発掘調査報告書』P134～ P155仙台市教育委員会

多条並行沈線間磨消縄文である点でⅨ群土器に属する可能性がある。
及川 洵 他 「出土遺物 1)一土器・石器」『門前貝掲 陸前高田市教育委員会 1974

第Ⅸ群土器 (第 132図 )

広義の後期前葉(初頭～前葉)の土器に属し、①突起や日縁部の文様基点に多条弧状並行沈線

文の施文されるもの。②突起より縦位「S」字状沈線文の下垂するものを後述する事由で(考察307

頁か照)第Ⅷ群土器より分離して後葉前葉(狭義)の土器とし、前者を1類、後者を2類 とした。

復示資料 1点 。破片資料13点出土している。口縁部破片10点、体部資料 3点であるが体部資料

に関しては、細片が多いなどのために、Ⅷ群土器から分離しきれず、第Ⅷ群土器に含まれてし

pt l

2

3

4

5
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梨野 A遺跡

註 1)

まった可能性がある。本群土器は、 I・ Ⅲ・Ⅳ層中に他群土器と混在 している。

1類 :縦位「 S」字状沈線文のもの (第 132図 1)

突起よりいわゆる縦位「 S」字状沈線文が下垂 し、内面に「 S」字状沈線文の上端のみをとった

ような弧状沈線文が施文されているものである。仙台湾岸に特有の文様パターンであるが 1点

出土 したのみである。

2類 :多条弧状並行沈線文のもの (第 132図 2～ 5)

突起部分に施文されているもの (2・ 3)、 突起に連続する縦位把手の盲孔を中心に施文され、

横位長楕円形沈線文と組むものは)、体部上半で、斜位多条並行沈線文と接続して、文様要素とな

るものがある(5)。                              田 中 貝」 不日

註 1 91頁図 1の遺物のようにⅧ～Ⅸ群土器のいずれにもLl定 し難く、便宜的にⅨ群土器に含めたものが若干ある。

2 後藤 勝彦「縄文後期宮戸 lb式周辺の吟味」『東ヨヒの考古・歴史論集』1974

第 X群土器 (第 132図 6)

後期後葉の土器でⅢ層より1点出土しているのみである。かなり磨減している。

6は大波状口縁で波状の頂部と谷部に水平方向に突出する突起が配される。大波状口縁のプロ

ポーションに対応して三角形状の沈線がひかれ三角形の頂部の両側やその中央間隔の点に瘤状

の小突起が配される。大波状口縁の三角形部分の破片であるが、沈線間等に縄文は観察されな

い。やや外傾する器形と思われる。類例としては、松島湾岸の台囲貝塚出土土器に、大波状口縁

である点、瘤状の小突起が配される点が共通する。磨減のためか、縄文の施文は観察されない

が前述の台囲貝塚出土土器を標式とする「西ノ浜式」の範疇で捉えておきたい。 田 中 貝」和

註 1 後藤 勝彦 「陸前宮戸島里浜台囲貝塚出上の上器についてJ『考古学雑i鉤  48巻 l号 1962

第�群 粗製土器 (第133～ 137図 )

中期から後期に属する粗製土器 (「地文」のみの土器で文様のない突起をもつもの及び下位隆

帯をもつものを含む)。

I～ IV層及び遺構内堆積土で他群土器と混在して出土 している。復元資料3点の他、破片資料

179点 である。分類基準 (39～ 40頁 )に示すとおり口縁部の断面形態により4類に大別し、地文の

種類により14類に細分した。

1類 :口縁から体上部にかけて内弯する深鉢 (第 133図 4～ 14、 第134図 1～ 3、 第135図 1・ 2)

a:縄文のもの (第 133図 3・ 5,7・ 8、 第135図 2)

斜位 L縄文のもの (第 133図 5)、 斜位 LR縄文のもの(9)、横位RL縄文のもの(第 135図

2)、 縦位RLR縄文のもの(第133図 8)の他、横位LR縄文で二段三条と思われるも



Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物

b

C

d

e

f

2類

a

b

C

d

e

3類

a

b

のがある(3)。

縄文+綾絡文のもの (第134図 3)

RL縄 文を結節 し縦位に回転 し綾絡文を示すものがある。

格子状沈線文のもの (133図 13)

研磨 した後で斜位細沈線を組みあわせて格子状沈線文を表現 したものがある。

クシロ状沈線文のもの (第 133図 6・ 7)

6は 5～ 6mの間隔で幅 3 cm以上の単位が二重に施文され、 7も 数回の単位同士の切

り合いが認められる。同一弯曲を示す弧状の単位は幅約1.5m、長さ4 cm以上である。

撚糸文のもの (第 133図 4・ 10～ 12。 14、 第134図 1。 2)

全てRの撚糸文のもので、縦位回転のもの (第 133図 4・ 12、 第134図 1)、 縦位回転・

斜位回転併用のもの (第 133図 14)、 横位回転のものが多く(第 133図 10。 第134図 2)があ

る。第134図 1は下位隆帯をもつ。

網目状撚糸文のもの (第135図 1)

口縁部が直線的に外傾する深鉢 (第 136・ 137図 1。 2)

縄文のもの (第136図 5～ 9)

全 てLR縄 文で縦位回転のもの (7・ 8)、 斜位回転のもの (6)、 横位回転のもの (5)、

横位回転・斜位回転併用のものがある。

内外縄文のもの (第137図 1)

外面に斜位 LR縄文が施文され、内面の回縁部に横位、俗部に縦位のLR縄文が施文

されるものである。

撚糸文のもの (第 136図 1・ 2・ 4。 10、 137図 2)

縦位 R撚糸文のもの(1・ 2。 10、 137図 2)と 縦位 f撚糸文のもの(4)がある。

網目状撚糸文のもの (第136図 3)

縄文十綾絡文のもの (第 137図 10)

回縁部が外反する深鉢 (第137図 4～ 7)

縄文のもの (7)

縦位 LR縄文のものが 1点 あるのみである。

撚糸文のもの (4～ 6)

縦位 R撚糸文のものがある。

内弯する浅鉢 (第52図 3、 第133図 1・ 2)

縄文のもの

横位 LR縄文のもの (第 133図 1。 2)縦位 RL縄文のもの (第 52図 3)がある。

類
　
ａ

４
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図 地区 避構 Af位 施 調 整 分類

Ⅲ 口 縁  著I 浅  鉢 横位 LR縄 文―ナデ状研磨 (口 舛部) �4a 口稼部内面】巴f・2す る。
口縁部～体部 浅  然 横位とR縄文―ナデ状rT磨 (Π春部 ) 口稼部内面肥厚 体部内面に黒色の付キ物
口 縁 .I 深  鉢 横位とR縄支 (二段三条 ?)―研磨 (口 繊喜1) 胎上に金要母を含む。

堆 1 「ユ 縁 部 深  鉢 縦位R///糸文→研膚(L瑞より35m)
皿 |ヨ  縁 部 深  鉢 斜位 L llB文 ―横位ナデ状研磨
Ш 口 縁 部 深 鉢 縦位クシロ状沈線文―ナデ状研磨 (口 縁 .tI) � ld 口春部はていねいな

`た

磨である。
O-7(c) 田

「
I 縁 部 深  鉢 維位 クシロ状沈線文‐ナデ状研感 (口 縁部 )

Il 口 縁 部 深  外 縦 lJ‐ RLR縄 文―研磨 (口縁部 )
Il 口 縁 部 深  然 斜位 LR縄 文‐研磨 (「」縁部 )
al 口 縁 部 深  鉢 険 起)横 位 R黙糸文―研磨 (「 I縁部)
I 曰 縁 部 深  鉢 縦位or僚位 R撚糸文―研麻 (口縁喜I)

2  11i 堆ユ
「
i 縁  部 深  鉢 縦,R Pt糸 文→研磨 (日縁部)

K-12(b) 口縁部 体部 研麻―斜位細沈線―斜位細沈線 (格子状沈線文 )

L-6(c) 口縁那 庶部 縦位 斜年 R撚糸文→FT療 (「I縁部 !不 完全を研店のため地支残存 ) 底部は写真のみ.

第133図  第�群土器(1)
219は 99



Ⅳ 縄文時代の追構 と違物
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図 地    区 層位 部   位 器  形 施    文    ・   調    整 分 類 備     考
K-7(a) Ⅱ 口縁部・体部 深  鉢 下位隆帯→縦位 R撚糸文→研磨 (回縁部〕 Xll e

2 M-6 lll 口縁部 体部 深  鉢 横位 R撚糸文→研磨 (口儲 酌 XIJ 波状口縁
3 I-14( Ⅱ 口縁部 底部 深  鉢 縦位 RL縄 文十綾絡文→研磨 (口 縁言耐 ナデ状研磨 (体部 ) �lb
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凶 層イ立 音b イ立 器 形 施   支      調   整 針 無 偏    考

1 K-6(b) Ⅲ イ宋然 縦位 R撚糸 文→石升暦 (口 唇部 )
2 M-6(c) Ⅲ 口縁

=5
1朱鉢 樅 l_R撚 糸 文 Y→ |オ磨 (国 唇 部 ) �2c

3 K-12 Ⅳ も 口縁
=躊

深 鉢 網 目状撚 糸 文 磨 滅 して い る

4 L-6 口縁とb 深 鉢 樅 位 r撚糸 文→研 磨 口唇部 � 2c
5 Ш 口縁 彗b 横イ立LR縄文→研層 口縁 音5) �2a
6 2 住 堆 1 口稼 詈L 斜イ立LR縄文→る升暦 口縁 著Б) �2a
7 2 住 堆 1 口 縁 部 深 鉢 樅4ヱ LR縄更― |オ贈 口 縁 部 ) �2a
8 2 住 堆 1 口糸家音Б 1宋鉢 縦位 LR縄 文→研 磨 口縁言L
9 N-7(c) 口縁 音Б 横 位 ・斜 位 LR縄 文一 研 磨 (回 縁 部 ) X12a
O-7(d) 口稼 詈b イ宋鉢 縦 位 R撚 糸 文 → 研 層 口 縁 部 ) �2c

第136図  第�群土器 (4)
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Ⅳ 縄文時代の進構 と遺物

第�群土器 (第138図 )

中期から後期に所属するミニチュア土器である。底径 4 cm以下のものをミニチュア土器とし

て取り扱った。この群に属する可能性はあるが、余りにも細片である為断定が下せないものは

当群より除外した。出土数量は 7点で、内復元資料 1点、底部資料 5点、台部資料 1点である。

出土層位は、表採の台部資料 1点 を除き、他は全てⅢ層内出土である。遺構内よりの出土は認

められなかった。

器形を推し測れるものはほとんどないが、体部が外反する鉢形のものが多いと思われる。これら

には、若干ひらき端部に面を持つ低い台が付く場合がある。体部外面は無文研磨 されており、

内面も調整されているが、底部と体部の接合面付近には指頭圧痕が内外面に明瞭に残る場合も

ある(底径の小さいものほど明瞭である)(3)。 体部の器厚は 4 mm前後のものが多い。

1は体部が外反する器形で、日縁部を欠失する。体部、底部外面は無文研磨 されている。

底部端の対角線上には焼成前の刻みが一対入れられている。一方の体部下半には沈線が認めら

れる。刻み内の使用痕については不明瞭で判断が付かない。

これらミニチュア土器は無文の為、所属細時期は不明であるが、当遺跡の群別資料の出土量

から推し測れば、第V群土器から第Ⅷ群土器の時期に所属する可能性が高い。  佐藤甲二

M
4

を:::::::::::i!∫
6

図 地   区 層位 器形 部   位 文様
調 整 体部厚

(mm)

底   部
分類 備 考タト  面 内   面 外面 内 面 径tけ

ユ 」-8(a) Ⅲ 鉢 体部～底部 無文 指頭圧痕、磨き 指7T■痕、磨き 4～ 5 無文 平 底 � 底部に刻み

2 P―■(c) Ⅲ 鉢 ? 体部下半～底部 無文 指頭圧痕、磨き 指頭圧痕、磨き 3～ 4 無文 丸 底 �

3 P-9(a) Ⅲ 鉢 ? 体部下半～底部 無文 指頭圧痕、磨き 指頭圧痕、磨き 3～ 4 無文 平 底 �

4 」-9(d) Ⅲ 鉢 ? 体部下半～底部 無文 指頭圧痕、磨き 暦  き 5 無文 丸 底 � 外面磨滅

P-llld) 鉢 ? 体部下半～底部 無文 磨 き 暦 き 5～ 6 無文 平 底 Xl

表  採 鉢 ? 台  部 無文 指頭圧痕、磨き 指頭圧痕、磨き 平底 ? 35 �

第138図 第 � 群 土 器
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第� 群土器 (第 139～142図 )

本土器群は晩期後葉に属する。出土層位は基本層第 I～ Ⅳ層、及び遺構内堆積土である。復

元資料 7点、口縁部資料63点、体部資料111点、底部資料 10点である。うち復元資料、器形の

わかる口縁部破片を対象に形態的な特徴により以下のように分類した。

第 1類 深鉢形土器

al類 (第54図 1、 第139図 1・ 2)

無頸であり、口縁部直下 (体部上端)に文様帯を有するものである。第54図 1は内弯気味の小

形深鉢である。日唇部に刻み日と沈線を施文している。体部上端の文様帯には 4条の沈線が施

文され、中央の 2条の沈線の一部を円形に彫去 している。口縁部の残存部が少ないため全体の

文様構成は不明である。文様の下は撚糸文 (R)である。第139図 1は体部上端が内弯気味になる。

内面に2条の沈線、口唇部に刻み日、体部上端に 5条の平行沈線、下位に縄文 (LR)が施文さ

れる。 2は小波状口縁で、体部上端には 2条の平行沈線がめぐり、下位の沈線の一部 を彫去 し

ているが、小破片のため全体は不明である。

a2類 (第 60図 1)

無頸であり、体部上端に文様帯のないものである。第60図 1は体部のふくらむ大形深鉢であ

る。体部には斜行する結節縄文 (RL)が施文されている。

bl類 (第 139図 3～ 6)

有頸で、頸部が無文となるものである。頸部は直立ないし外反する。 3・ 4・ 6は小波状口

縁であるが、 3は 口唇部に沈線がめぐる。いずれも縄文 (LR)が施文される。

b2類 (第139図 7、 第140図 1・ 2)

有顕で、頸部文様帯の上下を沈線で区画しその間が無文帯となる。頸部は直立ないし外反す

る。 7は体部に最大径をもつ。 1の日唇部には刻み目が施文される。

b3類 (第63図 1)

第63図 1は頸部が内傾 し体部上端付近に最大径を有する。頸部には 5条の平行沈線がめぐる。

体部には縄文 (L)が施文されている。

第 2類 鉢・深鉢形土器

a類 (第 56図 1、 第140図 3～ 6)

無頸で体部から回縁部へ直線的ないし外反気味で立上がるものである。第56図 1は 口縁部ま

で変化なく立上がる。文様帯の上下を沈線で区画し、 3単位の工字状文が施文される。反転す

る沈線の内部を末広がりの台形状に彫去 し、その直下の沈線の一部も逆台形状に彫去 している。

さらに各単位の間隙を左下りの 2条の沈線で充填 している。第140図 3に も工字状文が施文され

ているが全体の文様構成は不明である。 4～ 6は 2～ 5条の沈線がめぐっている。
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と追物

麟逮韓紀ゴこ選J整:≧≧dl・
‐4_コ

騨 章、・iン鷲・料4:4ぎナ

観礎駆亀熊さga義       ́|テ｀

ギ■
'

騨

ｎ

Ц

Ｈ

郎

つ

ｈ

μ
鱒那報町″

f弘・いヽ ●ヽ【当げ
`

螂
ガ
キー

仇

聰額越算粋芋督

β

汀

〃

∩

‐―

‐Ｉ

Ⅵ

β

Ц

Ⅵ

Ｉ‐

―‐

――

〃

図 地    区 層位 施  文  ・  調  整 胎  土 分類 備 考

1 M-13(a) Ⅲ 内面沈線2条、日唇部刻み目、外面沈線4条、体部横位LR縄文 砂粒多 X1lal
2 K-13(a) I 小波状口縁、体部上端正字状文、体部横位LR縄文 砂粒多 �lal

3 Q-12(d) I 小波状日縁、日唇部沈線、頸部研磨+1条沈線、体部横位LR縄文 砂粒多 Xl1lbl 内面炭化物付着
4 K-13(d) IVb上 小波状口縁、頸部研磨、体部斜位LR縄女 砂粒多 � bl

5 K-13 Ⅳb 頸部研磨、体部横位LR縄文 砂粒多 � bl 外面炭化物付着
6 K-13 Ⅳb 小波状日縁、頸部削り、体部横位斜位LR縄文 砂粒多 � bl

7 K-13(d) 内面沈線l条、顕部区画沈線2条、沈線間研磨、体部横位LR縄文 砂粒多 � 内外面炭化物付着 焼成良
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図 地区・追構 層 位 施 支 調 整 胎  土 分  類 備   考
1 K Ⅳb上 内面沈線 条、日褥部刻み目、頸部区画沈線 2条、沈線問研磨 砂 粒 多 XⅢ lb2

2 K Ⅳ a 内面沈線 条、顕部区画沈線2条、沈線間研磨、体部横位LR縄文 砂 粒 多 XⅡ lb2

3 K Ⅳb上 内面沈線 条、体部上端正字状文 秒 粒 少 XⅢ 2

4 2  住 堆 1 内面沈線 条、国再部刻み 日、体部上半沈線 2条 砂粒やや少 XⅢ 2 内外面赤色顔料

5 K IV a 内面沈線 条、体部上半平行沈線 5条 砂 粒 少 XⅢ 2

6 」 Ⅱ 内面沈線 条、体部上半平行沈線 3条 砂 粒 多 XⅢ 2

7 I Ш 内面沈線1条、頸部区LH」沈線3条、工宇状文、体部横位LR縄文 砂 粒 少 XⅢ 2bl

8 I 内面沈線 条、頸部区画沈線 3条、工字状文 砂 粒 多 XⅢ 2bl

9 K― Ⅱ 内面沈線 条、頸部区画沈線 2条、工字状文 砂 粒 多 XⅢ 2bユ

K― 3(c) I 内面沈線 条、国拝部沈線 +B状 突起、工字状文 砂 粒 少 XⅢ 2bl

11 M― 3 Ⅲ 内面沈線 条、口唇部沈線 +突起 砂 粒 多 XⅢ 2bl

第140図  第�群土器 (2)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物

五子議 :

予 輩 丼 ■揖 霧 埠 Ⅲ

デ『

段 7
触

孝機″密転蝶″

Ψ 1蓬
亀ミ多I喜

諄

3
ノ鷲　ッ

ゝ

電茸Z篭綾
4‐
僣爵島亀感縁μ

8

巌

心

i=tit輩す評争

亀
6

図 地 区 層 位 施 文 調 整 胎 土 分 類 備 考
1 M-13(b) Ⅲ 内面沈線1条、日辱部沈線十突起、墾J区画沈線、工字状文、体部横位 LR縄文 砂粒多 Xll12b〕

2 Kと 13 表 採 内面沈繰 条、口唇部沈線 +突起、ェ字状文 砂粒多 XⅢ 2bl
3 M-13(d) Ⅳ b 内面沈線 条、国唇部沈線 +B状 突起、頸部区画沈線、工字状文 砂粒多 Xll12bl
4 K-13(d) Ⅱ 内面沈線 条、国唇部沈線 +突起、顕部区画沈線、工学状文 砂粒多 XⅡ 2bl
5 K-13(a) Ⅳb上 内面沈線 条、国唇部沈線 +突起、頸部上端ェ字状文 砂粒 多 XⅢ 3
6 K Ib 体部上半工字状文 砂粒多 XⅢ 3
7 K Ⅳ a 肩部沈線 2条、体部斜位 LR縄文 砂粒少 XⅢ 2も2
8 K Ⅳ a 体部上半工字状文 級  密 XⅢ 3 白色針状物質を含む
9 K Ⅳ 体部上半工字状文 砂粒少 Xll13
10 J Ⅳb上 体部横位 LR縄 文 砂粒少 XⅢ 3

第141図 第�群土器 (3)
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bl類 (第140図 7～ 11、 第141図 1～ 4)

7～ 10は頭部が内弯するものである。内面には沈線が施文される。いずれも支様帯の上下を

沈線で区画している。 7は長楕円文と斜沈線が施文される。 8は 1条の沈線を合む長楕円文が

施文される。 9は平行沈線の一部が下方へ彫去され、10は平行沈線の一部を上下逆向きで台形

状に彫去 している。

11、 1～ 4は突起を有し頸部が外傾するものである。内面と口唇部に沈線がめぐる。 1～ 4

は文様帯の上下を沈線で区画している。 1は平行沈線の一部を台形状に彫去 している。 2。 4

は 1条の沈線を含む長楕円文が施文される。 3は反転する沈線の内部が三叉状に彫去されてい

る。これらはいずれも小破片であり全体の文様構成は不明である。

b2類 (第141図 7)

7は頸部が幅広 く、くびれ部を有する鉢形土器の体部破片と考えられる。

第 3類 重形土器 (第55図 1、 第141図 5・ 6・ 8～ 10)

第55図 1は無文の重である。底径が大きく体部はほぼ球形で頸部は直立する。体部中央の対称

位置に穿孔箇所がある。 5は沈線の一部を台形状に彫去 している。 6・ 8・ 9は肩部片で、 8

・ 9は平行沈線の一部を台形に彫去 している。 9は 1条の沈線を含む長楕円文が施文されてい

る。10は小形の壷で体部には縄文 (LR)を施文している。

底部 (第142図 1～ 3)

底部の形態は、平底・台付・脚付の三種ある。 1は平底で網代痕がみられる。 3は台部で下

端に 1条の沈線がめぐる。 2は脚部で縦位の沈線が施文されている。

本土器群の特徴を文様から挙げれば2種類の工字状支――①平行沈線を台形状に彫去するも

の(死字文)② l条の沈線を含む長楕円文一―が存在するという点である。これらの工字状文を
註1)      註2)      註3) P14)      註5)

含む土器群の類例は、宮城県内では山王追跡、巻掘遺跡、鱚沼遺跡、梁瀬浦遺跡、鹿野追跡、

宮沢遺跡などにある。これらの土器群は大洞A式あるいは〆 式に比定されている。しかし本土

器群を両型式のどちらかに比定するには資料に質的・量的限界がある。従ってここでは晩期後

葉の土器群と捉えるに留めておく。 吉 岡 恭 平

墨 3こ
台部下端沈線 1条斜位LR縄文、底面網代痕

脚部上端工字状文+縦位沈線

第142図 第XⅢ群土器 (4)
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誰

1,須藤  隆 「土器組成論」『考古学研究江973

2.一迫町教育委員会 「巻掘追跡」1977

3.志問 泰治「鑢沼遺跡」F東北電力株式会社宮城支社』1971

4.角 田市教育委員会「梁瀬浦遺跡」1976

5 芳賀 寿幸「船迫ニュータウン地内遺肋調査報告―鹿野遺跡ユ976
6 宮城県教育委員会「東耳し自動車道遺跡調査報告Ⅲ―宮沢遺跡」『宮城県文化財調査報告書第69集』1980

(2)土 製 品

土製円盤 (第 143、 144、 145図 1～ 6)

土製円盤は105点出土している。I層 からⅣb層 の基本層位から84点、遺構内より14点、風倒

木痕より7点出土している(第10表 )。 基本層位の中ではⅢ層から最も多く出土している。

完形品94点、破損品は11点ある。中央に穿孔のある土製円盤や周辺部に狭りの入ったものは

出土していない。土器の日縁郡 を利用したものが2点、底部を利用したものが 3点 (ミ ニチュ

ア土器の底部を利用したと思われるもの 1点合む)、 輪積痕を利用したもの力沌点ある。その他

は土器の体部を利用している。

完形品の94点について、大きさ、重量、形態、加工について分類した。

1)大 きさ

小型…長径と短径がそれぞれ 3 cm未満のものとした。…12点

中型…長径と短径がそれぞれ 3 cm以上 5 cm未満のものとした。…69点

大型…長径か短径のいずれかが 5 cm以上のものとした。…13点

土製円盤の大きさは、最小が長径23mm、 短径21mmで、最大が長径68mm、 短径64mmで ある。中

型が最も多く73.4%を 占める。

2)重量 (第11表 )

59ごとに分類した。最も軽いものが4。 19、 最も重いもの力邁1.49で あった。 59以上209未満

の間に集中している。特に109以上159未満のものが多い。

3)形態 (第12表 )

おおよそ円形、楕円形、方形 (隅丸方形)、 不定形に分類した。

円形…41点、楕円形…15点、方形…10点、不定形…28点

円形が最も多く43.6%で、次いで不定形29.8%である。

4)加工 (第13表 )
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第10表 出土層位と遺構内出上の土製円盤

I層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅳ a層 Ⅳb層 2住 31P 19D 20D 35D l号風 3号風 5号風

9 2 3 ユ 2 6 4 3 1 3

第11表 土製円盤の重量分布

第13表 土製円盤の加工度と大きさ

研磨度

100ワる

50%以上

50%未満

打ち欠きのみ

第12表 形態分類

0～ 59

5～ 10g

10--159

15～ 209

20^ヤ 259

25--309

30^ヤ 359

85--409

40^ヤ 459

45～ 509

50^-559

未満

,H
十回数 o

研磨度

100ワち

50%以上

50%未満

打ち欠きのみ

イ回数 0 10      15      20

第14表 土製円盤の加工度と形態

．
４０

．
３５

．
３０

〓
２５

，
４０

Ｂ
３５

，
３０

．
２５

．
２０

・

‐５

不定形

29 8ワち

小型 9 中型 ■

31        中型 30 大型 7

中型 23 大型 6

中型 5

楕円方

円形 15   :3 !2

円形 19 4 31   不定形 14
円形 6:楕 円 6 :方形 41   不定形13

形 定形

個数 0 10
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Ⅳ 縄文時代の造構 と遺物

a)土器片から土製円盤に加工する際に周辺部を打ち欠いた回数

回 数 5 7 8 9 1ユ 不 明

個 数 1 3 9 9 Ｏ
Ｏ

b)打 ち欠いた後に周辺部を研磨している割合

周辺部が全部研磨されたもの!・。20点

周辺部が50%以上研磨されたもの…40点

周辺部が50%未満の研磨のもの…29点

周辺部が打ち欠きのみのもの… 5点

50%以上研磨の土製円盤が42%、 50%未満のものが31%、 全周研磨のものが21%、 打ち欠き

のみのものが6%を 占める。全周研磨の土製円盤を合めると50%以上の研磨度の高いものが多
い。また、大きさや形態と研磨度についてみると、全周研磨の上製円盤は小型と中型だけで、

形態は円形が多く不定形はない。50%以上の研磨のものは中型が多く、形態では円形と不定形

が多い。50%未満のものは中型と大型だけで、不定形が多い。 (第14表 )

周辺部の加工度が高い場合、すなわち研磨度が大きいほど、円形、楕円形と形が整い、月ヽ型

中型と形が小さくなる。これに対して、加工度の低い場合は不定形が多く形も不ぞろいのまま

で小型のものはない。

5)土製円盤の所属時期について

一般に土製円盤は縄文時代金般にわたって出土している。当遺跡のものは出土況状より時期

が断定できるものはない。しかし、施文より時期の判明できるものは中期後葉が2点、後期初

頭が 7点だけであった。当遺跡の出土遺物は後期初頭が最も多く、中期後葉がこれに次ぐ。こ

の点より時期不明の土製円盤の多くは、中期後葉、後期初頭の時期に所属するものと思われる。

土鍾 (第 145図 7)

土錘はK-lД b)グ リッドのⅣa層 から1点出土している。長径4.7cm、 短径1,9cmで厚さ1,3cm、

重量が25。 39である。幅 2 mmの濤が長軸方向に一周した上に短軸方向に一周している。

渡辺誠氏の分類によれば「第 1種 C類」に相当し、時期は聯亀文後期中葉から晩期」|こ わたり、

分布は「関東 。東北地方と北陸地方」に分布すると言う。当遺跡の後期中葉以後の出土遺物では

晩期が圧倒的に多いという点より、この土錘は晩期の時期に所属する考算が高い。

註           佐藤美智・佐藤幸子

1 この中には周辺部の一部が剣落したものがあるが、縁辺部の観察により明らかに100%研磨と認められたものがある。
なID・、実測図中の研磨範囲は残存周辺部の研磨範囲を記している。

2 渡辺 誠「縄文時代の漁業」『考古学選書』 雄山閥 1973 P36～ P47
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表察観

1_

図 地  区 層位 大 き さ mm 厚さmm 重量 9 形 態 打欠回数 研磨率 部位 時 期

l 」-13(d) Ⅳ b 小型 26× 24 6 円 形 1009跨 体部

2 K-13(b) 小型 26× 26 8 53 円  形 7 100ワろ 体部

M-13 Ⅲ 小型 24× 20 6 惰円形 100ワち 体言5

4 N-7(b) Ⅲ 小型 23× 21 7 方  形 8 50%以上 体部
5 K-12(b) Ⅳ a 中型 33× 21 8 円  形 8 50%以上 体言b
6 K-7(a) Ⅲ 中型 49× 48 7 円  形 9 100ワ跨 体部 後 期 初 頭

7 K-12(b) Ⅳ b 中型 37× 37 円  形 50%以上 体部
8 K-12(b) Ⅳ a 中型 34× 33 117 円  形 50%以上 体部
9 L-7(d) Ⅲ 中型 49× 48 楕円形 7 50%以上 体 音S
O-7(b) Ⅲ 中型 45× 42 不定形 7 50%以上 体部 後 期 初 頭

11 O-7(b) Ⅳ b 大型 51× 48 11 28 8 円  形 50%以 上 体部 中 期 後 葉
12 L-7(a) Il 中型 39× 36 楕円形 50%以上 体部 後 期 初 頭

第143図 土 製 円 盤 (1)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

研薦

∩
Ｈ
日
Ｕ

∩
―Ｉ

Ｕ

表察観

図 地  区 層位 大 き さ mm )享 さmrn 重量 9 形  態 打欠回数 研 磨 率 部位 時 期

l K-7(d) Ⅲ 大型 51× 42 惰円形 50%未満 体部

2 0-7(d) Il 大 型 51× 一 21.8 円  形 体部

3 L-7(b) Ⅲ 中型 44× 43 円  形 50%未満 体部

4 K-7(b) lll 中型 36× 34 7 不定形 7 50%未満 体部

5 L-7(d) Ⅲ 中型 39× 34 楕円形 7 50%未満 体部

6 K-7(d) Ш 中型 41× 38 不定形 7 50%未満 体部

7 J-7(c) Ⅲ 中型 41× 36 楕円形 50%未満 体部 後 期 初 頭
8 L-7(a) Ⅲ 中型 46× 42 25,5 方  形 8 50%未満 体部

9 K-13(d) Ⅳ a 中型 42× 41 6 13.3 円 形 打ち欠きのみ 体部
N-7 Ⅲ 中型 46× 40 20 2 方  形 l] 打ち欠きのみ 体部

第144図 土 製 円盤(2)
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観察表
図 地  区 層 位 大 き さ mm

'享

さmm 重量 9 形  悪 打 欠 回 数 研暦 率 部  位 時   期
1 K-6(b) Ⅲ 大型 63× 55 8 悟 円形 509/p以上 体  部
2 K-12(b) Ⅳ b 中 型 32× 31 9 11 円  形 50%未満 体 部
3 L-6(b) Ⅲ 中 型 31× 30 9 11 1 方  形 509/p以 上 口縁言躊
4 K-13(a) Ⅳ b 中 型 39× 36 円  形 100% 底  部
5 K-8(b) 大 型 68× 64 円  形 7 50%以 上 底  音Б
6 Q-12(d) I 大 型 55× 54 1 円  形 50%以上 底   部

第145図 土製円盤 (3)。 上錘
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

(3) 石

I.石器の出土数量および出土状況

石器の出土数量は、第15表に示した。全出土点数は4169点 で、そのうち I～ Ⅳ b層 出土石器

は全体の72%、 遺構及び遺構堆積土が20%、 風倒木痕が3%を 占める。また、石器のうち打製

・磨製石器は1231点 (象↓片・チップ・石核は2783点 )、 礫石器は153点 、石製品・祗石各 1点で

ある。

第146図は、 I～ Ⅳb層 出上の石鏃 。石錐 。「スクレイパー」。「二次加工がある石器 (S・ F)」

「微細な景」離痕がある石器 (M・ F)」 ・石斧 。礫石器・崇U片・チップ・石核に限定し、各グリッ

ド内の出土状況を示したものである。この図では、特にK-13グ リッドを中心とした地区がほぼ

前記の石器全でにわたって出土点数が最も多く、次いでK-7グ リッド・M-13グ リッド・K

-8グ リッド・」-8グ リッド・L-7グ リッド・P-11グ リッドが各石器の出土割合に差異

は有りながら、量的には他の区に比べ多い。以上の出土状況は住居跡・土猿・ピット等の遺構の

分布状況と符合している。本遺跡は風倒木痕の存在、援傾斜という地形、後世の耕作等による遺

物包含層の攪乱等が予想されたが、以上の石器の出土状況は、遺構と遺物の関係が不充分ながら

も保持された状態で保存されていたことを示している。

Ⅱ.出土石器

1.打製石器

(1)石鏃 (第 154図 2～ 8。 12、 179図 1～ 3)

232点 出土 しているが、形態分類が不可能なほど著しく破損しているものが33点ある。ここ

では残りの199点 を分析の対象としたが、これらの中で定形品は125点、他は破損品のうち基部

の片側もしくは両側が破損しているものが45点で全体の22.9%を 占める。

第147図の左図は、第1表 (19頁 )を図化したものであり、右図は各細分型式の数量を示したもの

である。この図から、本遺跡においては種々の型式が出土している中で、特に2類が138点 と全体の

69.3%を 占め、圧倒的に多く出土していることが理解できる。さらに第148図は、石鏃とポイン

トの長幅関係と、それに類型を付加 したものであるが、Aの まとまりが石鏃である。石鏃

は長さ43mm前後に分布するものもあるが、幅 8～ 2‰臥 長さ10～30immの 範囲に集中する。 I～ V

類③はこの範囲にまばらに分布し、ω類のうちⅧ類lAlは幅 8～ 15mmの範囲に、Ⅸ類(・ )は幅10～

18mm、 長さ10～ 25m臥 Ⅶ類(○)は幅12～ 18mm、 長さ17～ 28mm、 Ⅵ類lelは しぃて言えば幅13mm、 長

さ18mmの位置に集中する傾向がある。他にアメリカ型石鏃が 1点 (第91図 7152頁 )、 先端部が

丸味をおびているものが 2点出土している。

尚、アスファルト(?)が基部に付着しているものが18点ある。

器

2369121
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石
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石

　

器

ハ
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「
不
定
形

石
器
」

切
断
再
調
石
器

S

F

M

F

「
ス
ク
レ
イ

パ
ー
」

I～Ⅳ b層 125 9 、221 17 112 3009

Ⅳ c 層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3

遺 構 堆 積 土 7 5 0 9 389 826

風 倒 木痕 6 4 l 3 0 7 1 1 0 8 0 4

表 面 採 集 1 3 l 7 1 5 4 7 0

合  計 232 11 11 336 234 4169
r7)

o(7)は テンティキュレイト4、 ノッデ 1、 石製品 1、 砥石 1
'チ ップは長幅 l cmの 範囲内にFONさ まるものを示す。

第15表 石器出土数量表
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第146図 各グリッド石器出土状況
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Ⅳ 縄文時代の遺構と進物
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第147図 石鏃の型式分類及び出土数量
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

(2)石錐 (第 154図 9～ 11、 155図 1～ 3、

179図 4・ 5)

61点出土 した。その型式分類と属性観察結

果は第16表 に、各型式の長幅関係は第149図 に

示 した。この図から長さ2～ 4.2cm、 幅0.8～

2.4cmに 集中 して製作されていることが理解

できる。この範囲からはずれるのは、IVb類・

Ⅱ al類 でも特異な型式である。集中範囲内に

おいてもⅢa類は長さ3.0～ 4.5cm、 幅1.8～8.5

cm Ⅲb類は長さ2.6～ 4.Ocm、 幅1.7～ 2.3cm、

Ⅱ blは 長さ2.3～ 3.5cm、 幅1.8～2.3cmの 範囲

に、Ⅳa類は最も広範囲に分布する傾向がある。

破損品は61点中18点 あり、全体の30%を 占

めるが、特定の型式に破損が限定されるよう

な傾向性は特別認められなかったが、量的に

最も多いⅣa類 に破損品が少ないのは注目さ

れる。

石材は全て珪質頁岩である。

第16表 石錐観察表
出 土 点 数 破  損  品 先端部の磨耗

l 類 1 1

1類
2 0

8 0

I O

m類
3

6

Ⅳ類
2 ユ

Ⅳ も 2 O

合  計 1

融(飴

2

(3)石匙 (第 156図 、157図 1～ 3) 第149図 石錐の長幅関係図

24点出土 した。 I類が 8点、Ⅱ類が11点、Ⅲ類が 5点である。 1・ Ⅱ類に二重パティナが認

められるものが各 1点 (第 156図 1、 第157図 1)、 つまみ部の最も狭 りの深い部分を中心にアス

ファル ト(?)が付着 しているものが 1点 (第 156図 4)あ る。刃部の形状は平捉 もしくは凸状を

呈するが、 1点のみ凹状を呈するもの (第 157図 2)がある。

石材は全て珪質頁岩である。

(4)ポイン ト (第 154図 1、 155図 4～ 11、 161図 1、 179図 7)

37点出上 した。破損が著 しく、形態分類が不可能なものが 3点 ある。ここでは残 りの34点 を

分析の対象とした。完形品は32点 ある。第148図は石鏃 とポイントの長幅関係図であるが、Bの

ド
／

ロ

41
+Ⅱ al
△Ⅱ a2
▲ Ⅱ bl
a Ⅱb2
。Ⅲa
口Ⅲb

・ Ⅳa
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まとまりがポイントである。ここで、A群 とB群がオーバーラップする範囲内の特に形態的に

類似しているポイントⅢ類と石鏃 Ⅲβ④類との相違点が問題になる。第150図 はこれらの型式の

幅/厚 長/厚相関図であるが、この図ではこれらは形態的には類似するが、石鏃β□④類がより

細身で、より簿手であることが理解できる。

本遺跡出土のポイントの特徴としてⅣ類・V類 。Ⅵ類などの、素材に未調整部分を残したも

のが20点 と全体の57%を 占めることがあげられる。尚、人熱痕とアスファルト(?)が付着した

ものが 1点 (第 154図 1)あ る。

石材はめのう1点、玉髄 1点、准化木 1点、他は全て珪質頁岩である。

第17表 ポイント観察表

類 出土点数 破 損 品
火 黙 fFkと

タール(?)の付着

I類 1 0 ユ

Ⅱ 類 2 l 0

Ⅲ 類 l 0

Ⅲ'類 8 0 0

Ⅳ 類 4 0

V類 7 0 0

Ⅵ 類 3 ] 0

合 計 3 1
2  3  4  5 長シ合さ

4

3

2

1

●／．

Ъ‥

。

○Ｏ
Ｃ
Ｏ

0ポ イント Ⅲ類

O石  鉄 βⅢ④類

(5)箆状石器 (第 163図 1～ 3、 179図 10)

I類が 4点、Ⅱ類が 3点、Ⅲ類が 4点出土 した。基部が欠損しているものが 2点ある。

石材は全て珪質頁岩である。

(6)ピエス・エスキーユ (第 157図 4・ 5、 179図 6)

I類が 3点  Ⅱ類が59点、スポール、未製品が90点出土 した。 I類に二重パティナが認められ

るものが 2点 (第 157図 5)あ る。

石材は玉髄が 3点、黒 I穆石が 5点、チャー ト23点、他は珪質凝灰岩、頁岩である。

(7)ス クレイパー (第 158～ 160図 、161図 2～ 7、 162図 1・ 2・ 4～ 6、 163図 4～6(178図 1～ 5、

179図 8。 9・ 11)

出土数量及び「不定形石器」の長幅関係は、第18表、第151図 に示 した

第18表 スクレイパー出土数量表

「不定形石 器」

切
断
調
整
石
器

Ｓ

・
Ｆ

Ｍ

・
Ｆ
「スクレイパー」

類  型
I 類 Ⅱ

類

Ⅲ

類

Ⅳ

類

Ｖ

類

Ⅵ

類

Ⅶ

類

Ⅷ

類

Ⅸ

類

Ｘ

類A B C D E F G H I

出土点数 5 3 4 9 3 11 3 11 293

(以上の他にデンティキュレイト4、 ノッヂ 1がある)

第150図 ポイントⅢ類と石鏃βⅢ④類の幅/厚 長/厚相関図

2411D



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物
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第151図 「不定形石器」長幅関係図

(8)剖片

2213点出土したが、このうち次の調査区の I～Ⅳb層出土の完形資料に限定して下記の属性観

察を行なった。K-13、 O-7、 M-7、 L-7、 L-8、 N-7、 K-7、 J-12、 J-13、
K-12グ リッドの総計210点 である。

打面の形状は、平坦打面94点、調整打面50点、自然面51点、節理面10点、その他 5点で、平

坦打面と調整打面が全体の68%を 占めた。第152図は長幅関係図である。長さ1～ 8 cm、 幅 1

2429181
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第152図 剣片の長幅関係図
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と造物

～ 5 cmに 分布し、特に長さ、幅とも1～ 4 cmに 集中する傾向が認められた。以上のことは、

長さ、幅がほぼ等しい崇」片が多く生産されていることを示している。厚さは図化しなかったが、

1.5～ 11.翫 mに分布する中で、特に3～ llhmに特に多く集中している。

(9)石核

234点出土しているが、特に分析は行わなかった。

2.磨製石器

(1)石斧 (第 165～ 167図、168図 1・ 2)

I類が4点、Ⅱa、 Ⅱb類が各 4点、型式分類が不可能なものが9点、合計21点ある。そのう

ち20点が破損している。破損の有り方は、刃部 9点、基部 6点、刃部と基部両者の破損 (胴部の

一部破損を合む)が 5点ある。この中で I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ部 (第 1図 24頁 )と いう破損の有り方

が 5割 を占める。

使用痕としては打痕が 9点 に認められた。打痕は浅いもの(深 さ0.5mm前後)― (A)と 深い
もの(深 さ0.5～ l mm前後)― (B)に分類できる。敲打の範囲は、基部、基部周辺、刃部、刃部周

辺、胴部側縁中央部、胴部中央部に分布している。破損と打痕の時間的関係は、恐らく石斧と

しての機能が失われた後に敲打に用いられたものと、打痕の分布状況から推定される。石材は

内亜鉛鉱(?)。 碓質岩 (堆)各 1点、蛇文岩、砂岩、凝灰岩質砂岩各 2点、他は安山岩である。

3.礫石器 (第 169～ 175図、176図 3・ 4・ 6・ 8)

153点出上した。その属性は第153図、第19～21表 に示した。礫の形態はC類が最も多く全体の

30%を 占め、次いでFtt G類が各約25.6%を 占める。使用痕の組み合わせは14あ るが、このう
ち磨痕値)のみのものが全体の31%、磨痕値)と 打痕 (b-1)と 凹痕(b-2)の組み合わせ、及び磨
痕値)と 凹痕(b-2)の組み合わせが各約25%を 占める。特に凹痕(b-2)の みに注目し、その数
を抽出すれば85点あり、全体の約半数を占める。以上を総合して礫石器の分類を行なったが、Ⅲ

類が92点 と最も多く全体の約60%を 占める。なお、このうちC― α類・F― α類を除く98点の礫は

BoCoE・ F類と分類されていても、幅7cm、 長さ10～ 15cm、 厚さ3～ 5cm前後と共通している。

第153図は、G・ H類を除くA～ F類の完形資料の長幅指数と重量との関係を示したものであるが、

Ⅲ類のまとまりを中心にI類・Ⅱ類・Ⅳ類が分布している。このまとまりの他に2～ 10k9の G類
のまとまりがあり、大局的には、I類・Ⅱ～Ⅳ類 ,V類・Ⅵ類と四つに分類できる。尚、石材は安
山岩・溶岩。凝灰岩・石英安山岩 。砂岩等であるが、安山岩が130点 と全体の約85%を 占める。

3・ 4.石製品・石氏石 (第 176図 7、 168図 4)

各 1点出土している。 4は打製石爺様石器を製作後、砥石に転用したと考えられる。

柳 沢 みどり

2441201
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Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

・ 接合  堆一堆積土 第22表 接合および同一母岩資料
分類番号 登録番号 地  区 追 構 層 位 名 T7t 石 材 図番号

ユ
2245
2245

O-10(a) 石

剣

核

片

珪 質 細 粒

凝 灰 岩
雷178図 -8

2245
2245
2245

O-10(a) Ⅲ

石

チ

剣

核

プ

片

珪 質 粒

寵 灰 岩

3
302
302
K-7 35号 土 残 堆  1 片

珪 質 網 粒

凝 灰 岩
君178図 -7

4
692
316
L-6(b)
K-7(c) 片 チ ャ ー ト

5
2001
2354

P-11(a)

Q-12(d)
I

欠損したま」片 凝 灰 岩

6

2800
2385
2323

表 採

K-13(a)
K-13(a)

Ⅳ bト

冊

欠損した劉片

創   片
礎 灰 岩

7
814
575

」-8(b,c)

」-8(c)
Ⅲ

Ⅲ

制

石

片

核 黒 F覆 石 再178図 ―

8
934
248
M-7
N-7(a) 6号 土残

堆 1

Ⅲ

剣

石

片

核
珪 化 ホ

9
302
226
K-7
」-8

35号 土 城 堆 1

Ⅲ
欠損 した崇」片 流  紋 岩

862
862
431

N-7(a)
N-7(a)
N-7(d)

20号 土 羨

20号 土 残

堆

堆

石

剣

核

片 チ ャー ト

第91図-9
ク  8
ク  lf

11
2455
82
P-11(c)
N-7(b)

lll

T

石

S

核

Ｆ
チ ャー ト

12
2323
2165

K-13(a)
K-13(a)

Ⅲ

T
欠損した素」片 チ ャー ト

2357-8
2315
2356-16

2357-9
2356-16

2351
2314
2356-16

2356--16

2354
2357-13

3003
2357-11

2356
2356--1

P―

P―

P―
P―
P―
P―
P―
P―
P―

Q―
P―
P―
P―
P―
P―

!(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

(d)

12号 土 壌

12号 土 壌

12号 土咲

12号 土崚

12号 土羨

12号 土 残

12号 土 残

12号 土壌

12号 土 壌

12号 土壌

12号 土残

12号 土 壌

12号 土躾

12号 土薪

堆 2

堆  2
堆 2

堆  2
堆  2
1Tt l

堆  2
堆 2

堆  2

T

堆 2

堆  2
堆  2
堆 2

堆 2

片

石

剰

核

片

片

珪 頃 頁 岩

第77図 -1

ク  3

第77図 -2

第77図 -5

第77図 -4

第76図-6

″ 2
ク 3
ク  1

ク 4
ク 5

316
215
K-7{c)
L-7(b)

Ⅲ

Ⅲ

劉 片
流紋岩質岩

15

294
271
294
271

M-7
M-7(a)
M-7
M-7(a)

Ⅲ

Ⅲ

剖 片

流紋岩蜜岩

2405
2265

P-11(c)
P-12(d)

Ⅲ

Ⅲ

剣 片

スクレイパー
珪質細 粒

罷 灰 岩
2241
2348

0-10(a)
Q-12(d)

1

T

釧
中
Ｓ

片

F
グリーン・タフ

2636
2610

K-13(a)
K-13(c)

2号住居跡、 Pis

7号 土残
堆

堆下部
片 流紋岩質岩

19
2088
2317

K-13(b)
K-13

Ⅱ

Ⅳb
期 片

珪 質 浄日粒

益 灰 岩
304
2138
2350

L-7(b)
K-15(b)
P-11 9土 狭

Ⅲ

Hl

堆上面

片

珪 質 頁 岩

246修り



梨野 A遺跡

分類番号 登録番号 地  区 遺 構 唇 位 名 称 石 材 FXR番号

2357
2354

P-11(d)

Q-12(d)

］市 土 壊 堆  2
J

片 珪 質 頁 岩

274
2196
M-7(b)
M-13

Ⅲ

Ⅲ
S F 珪 質 頁 岩

516
79
O-7(b)
J-7(c)

刹

Ｓ

片

F
グリーン タフ

125
2441
2354

I-9(c)
P-11
Q-12(d)

9号土渡
1

堆 2

T

スクレイパー

よJ   片
剖   片

流 紋 岩

16
982

I―

N―

Ｉ

Ⅲ
石 核 頁 岩

214
2488
157
38
2057

L-7(a)
J-13(d)

K-7(d)
N-7
M-13(a)

Ⅲ

打

Ⅲ

ｒ

Ⅲ

劉 片

珪 質 頁 岩

2068
271
2416
2293
2315
1019

K―
M一
K一
K一

Q一
M―

5(b)

'(a)

3(a)

3

2(d)

,(b)

2号 住 跡
2号 仁 跡

5号土 残

Ⅲ

Ⅲ

③

①

ｆ
堆  2

スクレイパー

制   片

スクレイパー

流紋岩質岩

2124
2048
2038

K-15(c)
M-13
M-13

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

劉 片

攪  灰  岩

2194
2269
M-13
M-13(a・ b) 5号風倒 木

Ⅳ b

堆
劉 片

珪 賢 網 種

凝 灰 岩

2269
2269
2194
2194
2194
2194
2194

M-1
M-1
M一
M―
M―
M―
M―

(ab)

(ab)

3

3

3

3

3

5号 風倒 本
5号 風倒 木

堆
堆

Ⅳも

Ⅵb

Ⅵ b

Ⅵb

Ⅵ b

剰 片

石

F」

核

片

珪質擁灰岩

1100
573
2362
261
330

表  採
J-8(c)
Q-12(d)
M-6(c)
K-6(b)

1号 風倒 ホ 堆

―

皿

Ⅲ

スクレイパー

禁」  片

スクレイパー

珪 質 頁 岩

第162図 -1

第178図― :

第163図 ―彎

207]
310
M-15(c)
L-7(a)

Ⅲ

Ⅲ

よ」

石

片

核
珪 質 頁 岩

88
276
303

K-8(a)
K-7(b)
L-7(a)

Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

珪 質 頁 岩

200]
82
P-11(a)
K-7(b)

I

I

制

Ｓ

片

F
珪 質 頁 岩

2269
2194

M-13(a・ b)

M-13
5号 風倒ホ 堆

Ⅳ b

片 珪 質 細 粒

凝 灰 岩

2269
2192
2269
2267
を194

M-13(a・ d)

M-13
M-13(ad)
M-13(a・ d)

M-13

5 号風倒 木

号風倒 木

号風倒 木

5

5

堆

IV b

堆

堆

Ⅳ b

剣 片

珪質凝灰岩

2357
2359

P-11(d)
P-11(d)

壌

壌
土
土
号
号
‐２
‐２

堆

堆
流 紋 岩

73
777
420
345

L-7(a)
P-6(c)
M-7(d)
N-7(a)

I

Ⅳb

Ⅲ

Ⅲ

ピエス・エスキーユ

禁」  片
石    核
石    核

珪 化 木

2588 P-12(a)
P-12(a)

1号住居跡 R

l号住居跡 R

堆

堆

片
チャート

第13図―こ

第13図-2

247920



Ⅳ 縄文時代の遺構と遺物

分類番号 登録番号 地  区 遺 構 層 位 名 称 石 材 図 番 号

2588 P―
P―
P―
P―
P一
P―

2(a)

2(a)

2(a)

2(a)

2(a)

2(a)

1号住居跡 P

l号住居跡 P

l号住居跡 P

l号住居跡 P

l号住居跡 P

l号住居跡 P

雑

堆

堆

堆

堆

堆

剣

石

片

核

Ｆ

片

核

Ｓ

劉

石

チ ャー ト

第13図-3

//-4
//-5
クー 6

クー 7

クー 8

2679
2681

K―

K―

3

3(2)

2号住居跡炉石組部土器内

2号住居跡炉掘り方

埋 イ
B

片

片

剥

剣 鉄 石 英

552
170
K-7(b・ c)
J一 b(c〉

Ⅲ

Ⅲ

片

スクレイパー
珪 質 頁 岩

2632-1
// -2

K-13(d)
K-13(d)

2号住居跡炉掘 り方
2号住居跡炉掘 り方

埋

埋

剥 片 第42図-1

ク  2
-3
-4
K-13(d)
K-13(d)

2号住居跡炉掘 り方

2号住居跡炉掘 り方

埋

埋

刹 片
珪 質 頁 岩

第43図-3

ク 4
-5
-6
K-13(d)
K-13(d)

2号fI居跡炉掘 り方
2号住居lPI炉掘 り方

埋

埋

片 第44図-5

ク 6
不

ナ

P39
P18
P61
R3

ユ 31

P l
P54
P13
レ

P50
ユ 30

R16
タ

P37
P43
R47

R28
R48

K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)
K-6(b)

6号 ピ /
6号 ピ ッ
6号 ピ ノ
6号 ピ /

6号 ピ ノ
6号 ピ ノ

6号 ピ ン
6号 ピ ッ
6号 ピ /
6号 ピ ノ

6号 ピ ッ

6号 ピ /

6号 ピ ノ

6号 ピ ン

6号 ピ ッ

6号 ピ ッ
6号 ピ ッ

6号 ピ ノ

6号 ピ ッ
6号 ピ /

6号 ピ /

6号 ピ ン

6号 ピ /

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト
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1

図 地 区 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録番号

1 K-13(b) Ⅳ b ポイント 54 0 15 5 火熟痕とアスファルト91の付着 I 珪質頁岩 2381

2 M-13 皿 石 鏃 43 0 15 5 Ⅱα ② 珪質頁岩 2025

3 M-13(d) Ⅳ b 石 鏃 23_5 15 0 35 Ⅸω⑬ 珪質頁岩

4 J-9(d) 皿 石 鏃 24 0 14 5 先端部と脚部欠損 珪質頁岩

K-6'7 Ⅲ 石 鏃 28 0 23 0 Vγ ⑪ 珪質頁岩

N-7 T 石 鏃 24 0 140 27 Ⅵω⑭ 珪質貢岩

7 M-7 皿 石 鏃 29 5 (140) 35 lkll部 欠損 Mω⑩ 珪質頁岩 273

M-7 Ⅲ 石 鏃 33 0 132 32 Ⅵω⑮ 珪質頁岩

9
M-13(b)
北東ヨーナー

Ⅳ b 石 錐 60 0 180 90 めの う 2116

N-7(c) T 石 錐 39 5 17 0 82 珪賢頁岩

11 J-7(c) Ⅲ 石 錐 28 5 25 5 珪質頁岩

12 N-9(a) Ⅲ 石 鏃 29_2 13 0 ]α ① チャー ト 2413

第154図  出土石器 (1)
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Ⅳ 縄文時代の連構 と進物

唯

鰹

▲

＄

ｂ

◆

▲

鶴

ぬ
紗

＝

単位観察表
図 地 区 層 位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録番号
1 M-7 皿 錐石 44 0 30 0 17 0 Ⅳ a チャー ト

M-7(d) 皿 石 錐 44 0 51 0 13.5
Ⅳ a 珪質頁岩

K-13(b) 石 錐 24.0 62
I 珪質頁岩 2074

4 Q-12(d) I ポイント 25 5 18.0 皿 珪質頁岩 2327

5 N-7(c) I ポイント 32 0 26 0 皿
′
珪質頁岩

6 K-12(b) Ⅳb上 ポ イ ン ト 26.0 17 0 基部欠損 田 珪質頁岩 2640

7 M-7 Ⅲ ポイント 28 2 22 0 Ⅵ 珪質頁岩

8 N-7(a) I ポイント 27.0 21 5
Ⅵ 珪質頁岩

9 N-7(a) Ⅲ ポイント 36 5 29 0 Ⅲ
´
珪質頁岩 303

K-13 Ⅳb■ ポイント 33 0 12 5
Ⅲ 珪質頁岩

K-7(d) Ⅲ ポイント 32.0 24 5 Ⅳ 珪質頁岩

第155図 出土石器 (2)

250似n



梨野 A遺跡

単位

図 地   区 層位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分  類 石  材 登録番号
ユ K-15(c) Ⅲ 石  匙 120 0 25 0 二重パティナー 再調整 Ⅱ 珪質頁岩 2148

O RQ-12 I 石  匙 1190 37 0 Ⅲ 珪質頁岩
3 M-13(d) Ⅳb 石  匙 33 2 12.0 Ⅱ 珪質頁岩
4 K-13(d) Ⅳa 石 匙 つまみ部のくびれ部分にアスファルト十?yサ着 Ⅱ 珪質頁岩

第156図  出土石器 (3)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物

励
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観察表 単位 :mm

∩

ｕ

図 地 区 層位 名 称 長 さ 厚 さ 備 考 分類 石  材 登録番号

1 J-8 Ⅲ 石 匙 50 0 67 0 160 二重パティナー再調整 I 珪質頁岩

2 L-7 d 皿 石 匙 51 8 61 0 120 凹状の刃部をつくり出している I 珪質頁岩 217

3 K-7 b Ⅲ 石 匙 57 0 27 4 80 I 珪質頁岩

4 J-8 d 皿 ピエス エスキーュ 30 5 25 2 10 3 上下から調整施す、両極打法が認められる Π 珪質頁岩
5 N-7 Ⅲ ピエス・エスキーュ 32 0 31 5 116 I 珪質頁岩

第157図 出土石器 (4)

2520D



梨野 A遺肋

観察表 単 位  i mm

図 地 区 層位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分  類 石  材 登録番号
l K-3(d) 皿 スクレイパー 72 2 23 0 108 V 珪質頁岩

2 K-7 Ⅲ スクレイパー 70.5 26 0 12 0 V 珪質頁岩 143PS-1

3 」-7(c) Ⅲ スクレイパー 45 0 35 8 10.0 所謂斜軸ポイント的 V 珪質頁岩
4 J-7(b) 皿 スクレイパー 60 0 29 5 10 0 V 珪質頁岩

5 M-7 Ⅲ スクレイパー 60 5 34.5 18 0 V 珪質頁岩

第158図  出土石器 (5)

2531pl



Ⅳ 縄文時代の遺構 と迫物

内
日
Ч

観察表 毒圭伯I :mr

図 地  区 層位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分  類 石  材 登録番号
] P-12(d) I スクレイパー 47 0 56 5 13 2 Ⅳ 珪質頁岩 2284

2 I-8(サブトレ) 皿 スクレイパー 48 0 57 0 12 0 N 珪質頁岩

3 K-7(c) Ⅲ スクレイパー 47.0 45 0 13 0 Ⅳ 茸質頁岩

79年 表 採 スクレイパー 47 0 67 5 13 0 Ⅳ 珪質頁岩

5 M-7(d) Ⅲ スクレイパー 43 0 37 0 11 0 皿 珪質頁岩

第159図 出土石器(6)
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梨野 A遺跡

単位 i mT観察表

図 地 区 層位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分  類 石  材 登録番号

ユ K-8(b) Ⅲ スクレイパー 80 2 30 0 11 5 Ⅲ 珪質頁岩

2 O-7 Ⅲ スクレイパー 72 3 35 0 15 0 Ⅲ 珪質頁岩

3 」-7(d) 皿 スクレイパー 76 5 45.0 12.3 Ⅲ 珪質頁岩

4 L-7(d) 皿 スクレイパー 51 5 17 0 Ⅲ 珪質頁岩

5 L-8 I スクレイパー 44 0 21 0 Ⅲ 珪質頁岩

第160図 出土石器 (7)
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Ⅳ 縄文時代の進構 と遺物
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観察表 単位 i mr

図 地 区 層 位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石  材 登録番号
1 Q-7 I ポ イ ン ト 32 0 27.0 105 Ⅳ 珪 化 本

2 N-7(c) ll スクレイパー 28 0 30 5 A 珪質頁岩

K-13 Ⅳb上 スクレイパー 32 5 36 0 12 0 敲打による刃こばれが全周をめぐる C 珪質頁岩 PS-105
Q-7(d) Ⅲ スクレイパー 41 0 40 0 11 0 F 珪質頁岩

5 」-7(c) I スクレイパー 28.0 22 5 Y 珪 化 木

L-7(a) Ⅲ スクレイパー 34 3 29 0 15 0 B チャー ト

7 K-12 Ⅳb上 スクレイパー 57 0 68 5 17 2 D 珪質頁岩

第161図 出土石器 (8)

25612321



梨野 A追跡

へ
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総
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図 地 区 名  称 長 さ 幅 )享 さ 備 考 分  類 石  材 登録番号

] 80年 表採 スクレイパー 65 3 44.0 ←―希夜打による刃こばれ X 准質頁岩 1100

2 81年 表 採 スクレイパー 46 3 37 5 23 0 TD 珪質頁岩

3 81年 表採
ピエスエスキ
ー ユ 又 は コ ア

44 0 20 2 16 5 側面に打撃痕が認められる | チャー ト

4 79年 表採 スクレイパー 51 5 31 5 10 3 Ⅲ 珪質頁岩

5 80年 表採 スクレイパー 42 0 28 0 珪質頁岩 1088

6 80年 表 採 スクレイパー 35 0 38 0 13 0 ←→ 敲打による刃こばれ IC 珪質頁岩

第162図  出土石器 (9)

257似動



Ⅳ 縄文時代の道構と進物

賦
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膠

観察表
単位

|  |  |  |  |  ICm

図 地 区 層位 名  称 長 さ 幅 )軍 さ 備 考 分  類 石  材 登録番号
l K-13 皿 箆 状 石 器 58 2 26 0 皿 珪質頁岩 2316
2 L-7(b) 皿 箆 状 石 器 41 0 20 0 (I) 珪質頁岩 220
3 K-7(c) 皿 箆 状 石 器 51.2 30 5 125 I 珪質頁岩 1005
4 K-6(b) 皿 スクレイパー 67 0 49 3 28 5 ←→敲打による刃こばれ 珪質頁岩

5 N-7 I スクレイパー 34 5 22 5 X 珪質頁岩
J-12(c) I スクレイパー 75 0 62 0 20 0 同一母岩 (分類番号hlQ50) X 流紋岩頁岩 2486

第163図 出土石器 (10)
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単位 i mm

燿塾畿珍① O⑬0
7

4ど
1

観察表

図 地  区 層位 名称 長土 幅 厚 さ 備 考 石 材 登録番号
1 K-7(c) Ⅳ b 石核 25 0 115 黒H認岩

2 K-7(d) Ⅲ 石核 38.5 46.5 40 0 珪!〔凝灰岩 208-②

3 K ―-12 Ⅳ b 石核 31 0 40.0 195 珪質頁岩 2571

」-6(c) lⅢ 石核 23 5 40.0 打面に打撃痕がある 珪質頁岩

L-7(a) Ⅲ 石核 28 0 34 0 22 5 黒曜岩

6 M-7 皿 石核 黒曜石

7 I-14(a) I 石核 21 5 黒曜石 2167

Q-12(d) I 石核 22.0 43 0 珪質頁岩

第164図 出土石器 (11)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と追物
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梨野 A遺跡

5

|  |  |  |  l  iCm

,.

耳繊

1」

観察表 単位

図 地 区 層位 名 称 長 さ 厚 さ 破  損  部 備 考 分類 石 材 登録番号

1 」-7(d) lll 磨製石斧 (900) (430) 基部、刃部 諾継巌舟察h」)面
、Ⅱの両

Ⅱ a 安 山 岩 164

2 K-12(b) I 磨製石斧 92 8 33 2 祥謝烏岳昭線舞震私P) Ⅱ a 安 山 岩 2494

3 P-12(a) I 磨製石斧 (794) (408) 基部の一部、刃部の一部 I 珪質岩 (堆 ) 11

4 N-6 I 磨製石斧 (540) (413) (206) I、  Ⅱ Ⅱの片側面に敲打痕 (B) 凝灰質砂岩

5 」-7(a) Ⅲ 磨製石斧 (520) (322) (200) 二、 こ、 Ⅱ' 安 山 君

第166図  出土石器 (13)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物
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第167図 出土石器 (141



梨野 A遺跡

観察表 単位

図 地  区 層 位 名 称 長 さ 厚 さ 破 損 部 備 考 分類 石 材 登録番号

1 K-12(bc) Ⅳb上 磨製石斧 基部、刃部 iあ船雛弊譜既8洋怖惑挽偕議埒罵偽 安山岩

2 P-12(d) I 磨製石斧 98 7) (440) I、 刃部の一部 基著卜と刃部とに敲打痕ω 安山岩 2284

3 K-12(bc) Ⅳb上 磨製石斧 1.5) (256) I Ⅲの胴部片面に敲打痕 (A～ B) I 安山岩

4 P-12(a) I 砥石 40 8 打製石斧19)様に製作後、砥石に転用 不明 2363

5 」-6(c) Ⅲ (礫石器) 37 0 13 0 173

第168図 出土石器 (15)
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Ⅳ 縄文時代の遺構 と遺物
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第169図 出土石器 (161
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梨野 A追跡

単位 :mm 9観察表

図 地  区 層位 長 さ 幅 厚 さ 重 量 礫の形態 使 用 痕 ,他 分類 石  材 登録番号

l L-6 I 926 797 70 5 A 両面に磨痕(a)
両面に敲打痕(b2) 皿 安山岩

K-12(b) Ⅳb■ 1107 86 7 50,9 C 両面に磨痕 (a)
両面に敲打痕 (b2) Ⅲ 安山岩 2698

O一 b(b) Ⅲ 83.8 85.2 314 340 B 両面に磨痕 (a)
両面に敲打痕 (b2) Ⅲ 安山岩

834
PS-55

P-12 I 91.0 68,9 50.6 C 両面 |

両面 I

ぐａ
嵐
痕
打
磨
敲

Ⅲ 安山岩 2747-8

5 K-7(c) Ⅲ 90 0 66.0 45 0 C 両面に磨痕 (a)
両面側面に敲打痕 (bl) Ⅲ 安山岩

第170図 出土石器 (17)



Ⅳ 縄文時代の遺構と進物
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第171図 出土石器 (18)



観察表

梨野 A遺跡

単位 :mm 9

図 地  区 層位 長 さ 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分  類 石  材 登録番号

1 I-7(d) Ⅱ 133 0 92.0 61 8 C 粂甲≦雹冴狩馨物が一部臨り 皿 安山岩 306

2 P-9(a) I 67 0 30 0 C 両 面 に磨 痕 (a)
側 面 に敲 打 痕 (bl) I 不  明 2218

P-11(a) Ⅲ H56 61 8 22.5 E 両 面 に磨 痕 (a)
両 面 に高党I「痕 (b-2) Ⅲ 安山岩

2280
PS 9

4 K-13(b) I 1168 47 8 34.6 E 需ξ],こ日程鞠 活療雰
(a)

Ⅲ 安山岩
2462
①

5 K-10(b) I 1142 66 8 37.2 F 両 面 、 一 側 面 に磨 痕 (a)
片 面 に敲 打 痕 (b2) Ⅲ 安山岩

2462
②

第172図 出土石器 (19)
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Ⅳ 縄文時代の追構 と遺物
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単位 :mm 9

図 地  区 層 位 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使 用 痕 ・ 他 分  類 石  材 登録番号

1 K-13 Ⅳlb上 57 0 F a・ も両面にスス状の付着物 (皿 ) 安 山岩 2323

第173図 出土石器 120)
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梨野 A違跡

第174図 出土石器 (21)
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Ⅳ 縄支時代の遺構 と遺物

第175図 出土石器 (22)
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第176図  出土石器 (23)



Ⅳ 縄文時代の追構 と遺物

単位 :mm

図 地  区 層 位 名 称 長 さ 幅 厚 さ 重量 礫の形態 使用痕 。他 分類 石材 登録番号

l 表  採 礫 石 器 126.0 57 0 47 0 4209 D 両側縁 に「擦痕」(c) IV
石 英
安山岩 349

2 M-6 皿 礫石器 137 0 80 2 65 0 7609 D 両側縁に「擦痕」(c) Ⅳ
石 英
安山岩

3 K-13(a) Ⅳb上 礫 石 器 132 0 80 0 47 5 C 片■1縁 に「擦痕 J(c)
両 面 1こ 歳オr了直 Ⅳ

石英内
緑 岩

2212
PS-112

4 K-7(d) Ⅲ 礫石器 140 0 89 0 47.0 C
片 側 縁 に「 擦 痕 J(c)
両 面 に敲 打 fFi 皿 溶  岩

5 M-13 皿 礫石器 300 0 213_0 134 0 G 皿 と セゝ うよ り
'克

】犬の
ビ1とヽ Ⅵ一b 安日1岩 2749

6 M-13(d) I 礫石器 89,0 82 0 39 0 3709 F 赤 い付 着物 が両面 に
あ る 皿 安山岩 2013

7 K-13 Ⅳ b上 石製品 95 0 90 0 33 0 3509 両 面 に磨 痕 (a)
角 喜Ъlこ 高党■丁痰 (b-1) 溶  岩 2316PS-130

8 M-13(d) I 礫石器 72 0 61 0 62 0 4909 H 四面に磨痕 (a) H 安山岩 2013

第177図 出土石器 124)
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梨野 A追跡
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図 地区 遺構 層  位 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石 材 登録番号

ユ 」-8(c) スクレイパー 黒 H碧岩

2 」-8(c) スクレイパー IA 費 磐

3 1 風 堆 スクレイパー 珪  質
頁  岩

4 1 風 堆 切断調整石器 V 珪  質

5 1 風 堆 スクレイパー 10 0 費 薯
6 蜀  髯 接合資料 (分類番号hlo 7) 黒 l密岩

7 35D 堆 1 剥  痒 接合資料 (分類番号叱 3) 経
rち響讐

8 O-10(a) Ⅲ 昴  髯 接合資料 (分類番号N01) 疑
'天

を

２４

・

２４

第178図  出土石器 (25)



Ⅳ 縄文時代の遺構 と進物
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観察表

図 地  区 名  称 長 さ 幅 厚 さ 備 考 分 類 石 材 登録番号
l 79年表採 石   鏃

ltω ⑫ 珪質頁岩

2 79年表採 石   鏃 24 2 176 先端部欠損 Ⅶω④ と質頁岩

79年表採 石   鏃 30 0 イ貝I縁部一部欠損 Ⅵω⑬ 畦質頁増
4 79年表採 石   錐 27.5

Ⅳ b 駐質頁を

5 79年表採 石   錐 43 0 170 珪質頁茫

6 81年表採 ピエスェスキーュ 29,0 24 0 11.0 Ⅱ 珪質頁差 2092

7 80年表採 ポ イ ン ト 26.5 23.6 V 珪質頁堵 1012

8 80年表採 スクレイパー 49,0 75
Ⅳ 珪質頁岩 549

9 79年表採 スクレイパー 32.0 22 5 7.5 IB 畦質頁岩
79年表採 箆状石器 49 0 30.0 基部欠損 皿 珪質頁岩

79年表採 スクレイパー 44.0 40 0 (IA) 畦質頁岩

第179図 出土石器 (26)
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梨野 A遺跡

VH古 墳時代 の遺構 と遺物

1.遺構と遺構内出土遺物

古墳時代の追構としては、土羨 1基 (35号)が検出されたのみである。

35号土境 (第 180。 181図 )

K-7グ リッド】ヒ東隅に位置し、Ⅲ層上面で検出された。 2号風倒木痕を切っている。上端

長軸規模約 4m、 上端・下端平面形とも不整長楕円形、深さ約50cmを呈する大型の土羨である。

長軸が非常に長く、底面は若干凹凸状態で、耳ヒ東側では 1段高くなっている。堆積土は 3層 か

ら成る。

土墳中央よりやや耳ヒ西側の上部より完形の土師器の甕が 1点ほぼ横位の状態で出土した。他

には堆積± 1層中より上器片を中心とする縄文時代各時期の遺物が多量に出土したのみである。

当土渡は、Ⅲ層上面で検出されている上、縄文各時期の土鍍と形態が異なるという点、加え

て土師器の甕が土躾上部に置かれていた可能性が強いことより、所属時期は土師器の年代より

古墳時代中期と考えられる。 佐 藤 甲 二

2.出 土 遺 物 (第 181・ 182図 )

土師器 甕 2点があるだけで、35号上羨 (第 181図 1)、 I-9グ リッド第Ⅲ層 (第 182図 1)よ

り出土してぃる。

第181図のものは、体部がほぼ球形のもので、口縁部はやや外傾し、端部は丸く、器面全体は

厚手である。器高は口径よりも大きく、最大径の位置は体部中央にある。器面調整は日縁部内

外面が横ナデ、体部外面が刷毛目後ヘラミガキされ、内面は胎土・焼成が不良のため一部にヘ

ラナデが残るだけである。日縁部には指の圧痕、体部内面には輪積み痕が見られる。さらに外

面の体部上半には、黒褐色の炭化物が付着している。

第182図 1は、日縁部から体部上半の破片のため全体の器形は不明である。口縁部は外傾し、

端部は丸く、器面全体は厚手である。器面調整は、胎土・焼成が不良のため口縁部外面では一

部にヘラミガキ、ナデ、内面に横ナデが施されている。日縁菩る。体部外面に第181図 と同様の炭

化物が付着している。

いずれも、個々の出土であり、共伴する遺物はない。氏家和典氏の土師器の編年では、体部

が球形となる甕は、古墳時代全般を通じて見られる。栗囲式のものは日縁部と体部との境に段

の形成が見 られることから35号土装出土の甕とは区別され、この甕は南小泉式の範疇に含ま

れると考えられるけれど、共伴する他の器種がなく、明確な時期は明らかでない。ここでは古

墳時代中期と位置づけておくが今後の類例の増加に注目したい。 篠 原 信 彦



V 古墳時代の遺構と造物

35号 土 境

ド

35号土壌観察表

地区名 検出面 堆積土
平 面 形 態 平 面 規 模 cm 深 さ

壁 角 底面状態
長

位

端

方

上

軸
備    考

上 端 下 端 上 端 下 端

K-7(b) Ⅲ層上面 3 長楕円 長惰円 396× 134 358× 80 120°～180° 若干凹凸 N-45° 一E 2風を切る

35号土城土層註記表

層 色   調 土   質 粘   性 し ま り 備 考

l 75YR% 暗掲色 ン ル ト やや強 し 小礫多量。炭化物。

2 7.5Y R% 褐 色 粘土質シルト 黄色粒。炭化物少量。

3 10Y R%  暗褐色 粘土質シルト や や 良

35号土壌出土遺物数量表

試
土師器 縄 文 土 器 土

製

円
盤

石 器

備   考本万
　
形

口
縁
部

体

をI

底
　

部

群 石
　
鏃

スイ
ク/｀

レ 1

S

F

M

F

剥

片

チ

ッ
プ

石

斧

礫 石 器

I V Ⅵ Ⅷ �
不

明 I V

1 1 3 19 7 9 4 2 5 3 1 1 l 1

第180図 35号土境平面図

276959



土器観察表

梨野 A追跡

単位 :cm

20.35号土壌完掘状況

図 造構 醸 1 口径 底径 器   高 最大径 外 面 調 整 内 面 調 整

1 35D 1 日縁部ヨコナデ、体部ハケメ、ヘラミガキ 口縁部ヨヨナデ、体音Iヘ ラナデ、輪積み痕

第181図  35号 Llg出土土器
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Ⅵ その他の追物

1.土師器甕

2.中世陶器甕

単位 :cm
図 地 区 層位 口  径 底 径 器高(残存高) 最大径 外 面 調 整 内 面 調 整
l I-9 Ⅲ ヘラミガキ、ナデ ヨコナデ

2 秦採 (66) ロ ク ロ ロ ク ロ

第182図  土師器 。中世陶器

Ⅵ .そ の他の遺物 (第 182図 )

その他の追物として、土師器、赤焼土器、中世陶器の小破片がある。

土師器・赤焼土器は、第IoⅡ層よりわずかに出土している。製作に際してロクロ使用のも

のである。土師器lThに は、底部の切り離し技法が回転糸切り無調整の底部片 1点がある。

中世陶器は、甕口縁部小破片1点 (第182図 2)が表採されている。口縁帯をもつもので、口

縁帯の幅は広い。この破片は県内産のもので室町時代 (橋崎彰一氏の御教授)の ものである。

篠 原 信 彦

表

2781250



梨野 A追跡

Ⅶ.考 察

縄文時代の遺物 と遺構の分布

―出土土器を中心として一

I 土器の層位的分布(第 23～ 25表 )

第23表は基本層位出土の縄文土器日縁部資料1628点 (復元土器 7点 を含む)の各層の出土数量

及び害」合を出したものである。表24は基本層位出土の土器群別資料1363点 (復元土器13点 を含む)

の各層の割合である。口縁部資料の割合はⅢ層→ I層→Ⅳ層→ Ⅲ層の順 となり、Ⅲ層は実

に60%以上もの出土量がある。しかし、Ⅲ層は I・ Ⅱ層同様群別資料の割合を見る限り各群が混

在しており、Ⅳ層の攪乱層的 。二次堆積層的な様相を帯びている。Ⅳ層は日縁部資料の割合で

は10%と 出土量が少ないが、これを細分層内 (Ⅳ b層 の上面資料はⅣb層 とは区別した)の群別資

料の割合でみると、Ⅳa層中では第 XⅢ 群土器 (晩期後葉)の 占有率が高く、Ⅳb層 中では第Ⅱ群土

器 (早期末葉)の 占有率が高い。第 XIl群土器はⅣb層上面を境にしてⅣb層中では占有率が極端

に低 くなる。Ⅳc層 中になると第Ⅲ群土器の占有率が100%と なる。また第V群土器 (中期後葉)、

第Ⅷ群土器 (後期初頭)、 第 XⅢ 群土器の各群について、IV層 内出土数量を細別層別の割合でみ

ると(第 25表 )、 Ⅳa層 の占る割合は第V群土器では少なく、第 XⅢ 群土器では反対に多くなり、第

Ⅷ群土器ではその中間的な割合を示す。第 � 群土器中では、Ⅳb層上面を除くⅣb層 出土の

ものはわずか6%し か占めない。以上の点よりⅣ層中に於いて、Ⅳ C層 は縄文時代早期末葉の

包含層として認定出来、Ⅳ a層 からⅣb層上面にかけては、Ⅳ b層 中に若干の第Xll群土器を含

んでいる点より、縄文時代晩期後葉の包含層と速断出来ないが、その可能性を十分含むと言える。

Ⅱ 土器の平面的分布

1.接合関係 (第 183図 1)

第183図 1は 6m以上離れた土器、石器の接合関係を示したものである。基本層Ⅲ層間では4例、

I層 と他層 。遺構間のもの 6例認められる。Ⅲ層間では15m以上も離れる1例 (No 2)、 I層 と他

層 。遺構間のものは3例 (No 6,7・ 9)認められ、その他のものは10m内外である。Ⅲ層間の接

合に限って見るならば、No 2を 除けば、Ⅲ層中の遺物には多少の移動はあつても大きな移動は

認められない。従ってⅢ層は群別資料の割合関係では、二次堆積層的、攪乱層的様相を呈して

いるが、Ⅱ層中の遺物は原位置より平面的には大きくは移動してないと考える。 I層 と遺構間

の接合No 7は約40mと 非常に離れている。No 7の遺構が埋設土器で原位置を保っている点、P―

11グ リッドの方が埋設土器より標高が高く、埋設土器からの流出は考え難い点より、耕作等に

よって運ばれたものであると考える。従って I層中出土の遺物は、平面的にも原位置からかなり

2799鉤




